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[image: 解術師アーベントの禁術講義]







本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「──申し訳ありませんが、ボーマンさん。この症しよう状じようは、我々の手には負えませんな」

　その日、ガルデア＝ボーマンは医学から見放された。

　この国〝エルデ・ノルト〟で、中ちゆう枢すう都市に次ぐ規模を持つ街一番の大病院に、彼かれが入院してから半年……肉も酒も取り上げられた不自由な個室に閉とじ込こめられ、散々治ち療りようも受けた。

　ただの治ち療りようではない。治ち癒ゆ魔ま術じゆつによる内臓機能活性化施せ術じゆつ……いわゆる、〝魔ま術じゆつ治ち療りよう〟だ。

　この治ち療りようにこれまで、その辺の中流所得者の一生分に相当する財を費ついやしてなお、この街で一、二を争う富ふ豪ごうたる彼かれの資産は底が見えない。

　だが、先に音を上げたのは医師の方だった。三回目の施せ術じゆつを終えてほどなく、ボーマンは衰おとろえゆく自身とは対照的に豪ごう奢しやな個人病室で、主治医から匙さじを投げられたのである。

「なぜだ、金ならまだあるんだ！　貴様ら魔ま術じゆつ医いに、治せないものはないんだろ!?」

　激げつ昂こうし、思わず相手を怒ど鳴なりつけるが、自身が思っていたより声は弱くしゃがれ、直後にゴホッゴホッと咳せき込こんでしまう。たかだか数か月のうちに、彼かれの肺はすっかり衰すい弱じやくしていた。

　肺だけではない。胃に腸、肝かん臓ぞう、もちろん心臓も……ボーマンの生を司つかさどるあらゆる内臓器官が、四十半ばという年ねん齢れいの倍の年月を重ねたように摩ま耗もうしていたのだ。

　これほど急激に内臓機能が減退する症しよう状じようは、過去にも例を見ない。

　そこらの外げ科か医いであれば、手術を引き受けるかどうかすら定さだかでないだろう。しかし、現在の医術はもはや、腹を裂さいて中身をこねくり回すだけではない。

　患かん者じやの体にメスを入れずとも間接的に癒いやせる魔ま術じゆつ治ち療りようなら、莫ばく大だいな費用と引ひき換かえに、体への負担を最小限に抑おさえつつ安全に、どんな病も克こく服ふくできる……はずだった。

「残念ながら、魔ま術じゆつ治ち療りようでは多少の延命ならともかく、この段階からの回復は見み込こめません」

　ボーマンの救命に尽じん力りよくしてきた老ろう齢れいの主治医は、ここにきてあっさりと彼かれを諦あきらめた。

　魔ま術じゆつ医い師しの本質はあくまで〝魔ま術じゆつ師し〟……人を救うのは義務であるが、目的ではない。

　熱い探究心と冷たい自己主義を同居させた気質持ちの多い彼かれらは、先の見えた研究にいつまでもこだわらないのだ。それが人の命であろうと、躊ちゆう躇ちよなく見切りをつける。

　主治医は一応気まずそうに俯うつむいてみせているが、言動はあくまで冷然無機。

　本来は、患かん者じやに直接言う事が憚はばかられる文言も、つらつら吐はいてみせる。

「ボーマンさん、今だから言いますが、貴方あなたの症しよう状じようは《魔ま障しよう》──俗ぞくに〝呪のろい〟と呼ばれるものです。これはもう、魔ま術じゆつ治ち療りようの範はん疇ちゆうではない。無念でしょうが、諦あきらめてください」

「呪のろい、だと……」

　そんなもの、魔ま術じゆつが浸しん透とうしたこの時代に於おいても、一いつ般ぱん人じんには益やく体たいもない絵空事に過ぎない。

　が、ボーマンほどの権力者なら、話に聞くくらいはあった。

　それは、魔ま術じゆつ医い師しも滅めつ多たに関わろうとせず、一部の者は黙もく殺さつさえする禁断の領域、とか。

　一方で、ボーマンはこんな話も知っている。

　少なくとも一人だけ、ほぼ百パーセント呪のろいを完治できる専門家がいるという噂うわさだ。

　金ではなく、〝ある物〟を代価に治ち療りようを行う事から、ずいぶん医者らしからぬ通り名までついているという……ボーマンはあらゆる伝つ手てを使って、その男を捜さがした。

　裏社会、表社会を問わず、ノルト中の政財界に顔が利きく彼かれだ。男の思わぬ居所に驚おどろかされはしたが、それを割り出し、コンタクトを取るのはさほど難しくはなかった。




　──ボーマンが魔ま術じゆつ医い療りようから見放された日から、一週間ほどのちの夕刻。どうにか生きながらえていた彼かれの病室へ、その男はふらりと現れた。

　屋外で出で迎むかえた者の話によれば、彼かれは夕ゆう闇やみに包まれた街角から、不意に姿を現したらしい。

　まるで幽ゆう霊れいのような話だが、その身なりを見れば納なつ得とくだ。

　──男は、〝闇やみ〟そのものだった。

　長身をすっぽり覆おおう漆しつ黒こくのロングコート、それでは飽あき足たらず両手までしっかり覆おおった黒い革かわ手て袋ぶくろ……夜になると肌はだ寒さむい日がたまにあるとはいえ、まだ残暑が抜ぬけきらない初秋のこの時分には、かなり目を引く風ふう体ていだ。とても医者とは思えない不気味な男である。

「よく来てくれた、ドクター……」

　その本音を押おし殺ころしてボーマンは、もはや起こすだけでも苦痛を伴ともなう体を向け、入院前とは別人のように嗄かれた声で、命がけの誠意を見せようとその医者を迎むかえた。

　しかし、途と端たんに男は気分を害したように、長めの黒くろ髪かみの間から瞳ひとみをギラリと尖とがらせた。底意地の悪さを覗のぞかせる、実に不ふ遜そんな眼まな差ざしがボーマンを刺さす。

「──悪いが、ドクターなんて呼ばれるのはガラじゃない」

　直後、薄うすい唇くちびるから発せられたのは、目つきに違たがわぬふてぶてしく不ふ機き嫌げんな声。見た目は二十代半ばほどの若じやく年ねんだが、声こわ色いろにはそれ以上の年月を感じさせる重い迫はく力りよくがあった。

「どうしても呼びたければ、《解げ術じゆつ師し》……俺おれは、解げ術じゆつ師しアーベントだ」

　結局、この時彼かれらが交かわした言葉はそれっきり。

　次に会話した時、ボーマンからはすっかり死相が消えていた。

　──《ダークコレクター》と呼ばれるその男は、見事彼かれの呪のろいを完治させたのだ。







　施せ術じゆつの完かん了りようと共に、患かん者じやの容態を確かく認にんする事もなく姿を消したアーベントが再びその街に現れたのは、さらに一週間後の事だった。

　手には、小こ振ぶりのアタッシェケース一つ。黒ずくめの男はそれを、いや自身すら人目から隠かくすかのように、夜の闇やみに溶とけながら狭せまい路地裏を一人歩いていた。

　ノルトの大都市には決まって、二つの顔がある。夜ですら輝かがやかしく彩いろどられた表の街と、昼ですら明かりを拒こばむ裏通り……闇やみの住人が身を潜ひそめる、いわゆる裏社会へ通じる道だ。

　ここを行き来するのは人の目をかいくぐるには好都合だが、リスクはある。

　悪い意味で名が知られている者が、公言憚はばかられる代しろ物ものを運ぶ際は特に……

「──一仕事ご苦労様、といったところかしら。《ダークコレクター》さん？」

　その声に……正確には、背後に人の気配を感じた段階で、アーベントは足を止める。

　気安く話しかけられる謂いわれのない、知らない声だった。

　動どう揺ようもなく振ふり向むくと、ほど近い距きよ離りに一人の人物の姿。体を大きなマントで覆おおい、フードで顔も隠かくしている事から容姿は定さだかでないが、声と口調からどうやら女性である事はわかる。

　正体は不明。しかし、何が目的かは察しがついた。

「野良魔ま術じゆつ師し、か……人の報ほう酬しゆうを横取りとは、つまらん小悪党に見つかっちまったもんだ」

　わざとらしく、手に持つケースに目をやりながら、嘲ちよう笑しよう交まじりに吐はき捨すてる。

　反社会的な行いや思想が元で居場所を失い、闇やみの世界に身を隠かくす悪徳魔ま術じゆつ師し……そんな連中にとって、アーベントが持つ代しろ物ものはなかなか魅み力りよく的てきなお宝である。

　おびき出す意図はなかったが、そういう手合いに運悪く絡からまれる事態は想定していた。

「治ち療りようの代価とか言って、あちこちから〝フラグメント〟を巻き上げてる悪あく辣らつな〝収集家コレクター〟に、悪党呼ばわりされるのは心外ね。それに、その報ほう酬しゆうとやらはアタシが先にマークしてたのよ。せっかく盗ぬすむための計画をコツコツ練ってたのに、横取りしたのはそっちでしょ」

「知るか、欲ほしけりゃ力ずくで奪うばうんだな」

「そう。じゃ、遠えん慮りよなく……」

　それは明らかな挑ちよう発はつであったが、女おんな魔ま術じゆつ師しが腹を立てるどころか、にやりと不敵な笑えみをこぼしたのを気配で察する。

　同時に、アーベントは彼かの女じよの体内で〝魔ま力りよく〟が活性化していくのも肌はだで感じた。

　となれば、次にどう動くかは考えるまでもない。

　裏うら界かい隈わいの魔ま術じゆつ師しにしては珍めずらしく、かなり好戦的で向こう見ずな輩やからのようだ。

「やれやれ……」

　つくづく厄やつ介かいな相手に目をつけられた事に嘆たん息そくし、懐ふところへ手を伸のばすアーベント。

　そこから現れたのは、銀に輝かがやく一本の刃やいばだった……
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　エルデ・ノルトの中ちゆう枢すう、セントラルタウン……この都市は、数百万の居住人口とは裏腹に人も建造物も過密状態とはほど遠く、建物間には幅はば広ひろな車道や生活路が張はり巡めぐらされていた。

　味気ない石のビルが多いが、閉へい塞そく感かんはさほどなく快適な居住地として好まれている。

　夕時、各区域は帰宅する学生や就業者で溢あふれかえるが、その人ひと込ごみの中心は主に住宅地とそれに面する商業区。それ以外の区域、特に裏通りとなると人気はほとんどなかった。

　──その死角を縫ぬうように、〝犯行〟は行われた。

　背の高いビルとビルの合間の、狭せまく薄うす暗ぐらい路地……そこを一人の少女が歩く。近きん隣りんの高等学校指定の、セーラー服姿の女子学生だ。

　その歩みに感情の機き微びはなく、歩調は常に一定。石いし畳だたみを叩たたく革かわ靴ぐつの冷たい音を規則的に鳴らしながら、彼かの女じよは前へ前へと進む。

　挙動に意思はなく、また前を見み据すえているはずの瞳ひとみには何も映していなかった。

「──は～い、お待ちしてましたよ～」

　やがて、前方に現れた人物が一声かけたのを合図に、女学生の足はぴたりと止まる。

　理性を感じさせない間延びした、えらく甲かん高だかい声……それを聞いた途と端たん、虚うつろげだった少女の瞳ひとみにたちまち生気が戻もどり、冷えきっていた表情にも熱が生じた。

「え……あれ？　私、なんでこんな所に……」

　意識が覚かく醒せいした直後、女学生は自らの現状に戸と惑まどい、辺りを見み渡わたす。

　彼かの女じよは学校帰りの、ごく普ふ通つうの学生だ。

　このような、店も何もない寂さびれた区画に用はないし、向かった覚えもなかった。

　だが、今目の前にいる人物には覚えがある。

　ついさっき、帰宅の路みちでふらりと行く手に現れた少女だ。

　いたずらっ気のある笑えみを張りつけた、同い年くらいの娘むすめ……その身に纏まとう徽き章しよう付きの灰色のブレザーは、この街一番の名門校〝聖せいフリーティア神しん学がつ校こう〟のものである。

　月夜に輝かがやく湖こ畔はんのようなツヤのある銀ぎん髪ぱつ。厚布の上着越ごしでもわかる、同性すら息を吞のむ豊満かつ形の良いいバストを筆頭とした魅み惑わく的てきなプロポーション……それらに目を奪うばわれているうちに、意識が遠のいていったのを覚えている。

　そして今もなお、目を開いたまま、微睡まどろむかのような浮ふ遊ゆう感かんが女学生を包んでいた。

「う～ん、いい子ですね～。それに可愛かわいいですね～。ほんと、メルヒアさんの好みです～」

　そこへにじり寄る、銀ぎん髪ぱつの少女。この言動だけでも、彼かの女じよの異質さは十分読み取れた。

　しかし、動けない。甘あまい匂においに誘さそわれた羽虫のように、それが毒だとわかっていても、女学生は相手から……今や妖よう気きすら放って見える、その大きな瞳ひとみから目が離はなせなかった。

「ぐへへ、いただきま～す」

　──ようやく悲鳴の一つも出した頃ころには、もう遅おそかった。

　裂さけて見えるほどに唇くちびるを広げた〝悪あく魔まの笑えみ〟を最後に、彼かの女じよの視界は閉ざされた。




　……その翌日、女子学生は発見された。家に帰ってこない彼かの女じよを心配した親の通報により、帰宅路付近を捜そう索さくしていた警官が見つけたのだ。

　性的暴行を受けたように着衣が乱れ、あられもない姿で発見された少女。

　外傷はなく、命に別状もない。なのに、彼かの女じよは意識不明のまま昏こん々こんと眠ねむっていた。

　──一ヶ月ほど前から断続的に発生している、〝連続少女昏こん睡すい事件〟。

　彼かの女じよは、その三人目の被ひ害がい者しやとなったのだ……







　聖せいフリーティア神しん学がつ校こう……セントラルタウンの中心部に置かれた、街を象しよう徴ちようする施し設せつの一つだ。街全体の三分の一近くを占せん有ゆうする広大な敷しき地ちを持ち、魔ま術じゆつをはじめ、あらゆる学問を修得できるという、世界でもトップレベルの巨きよ大だい教育機関である。

　そこで〝第一術じゆつ式しき学がく〟を講義する非常勤講師が、解げ術じゆつ師しアーベントの表の顔だった。

　現代の魔ま術じゆつは八百年ほど前に、世界の創造主たる〝神々〟が行使する奇き跡せきの力……俗ぞくにいう《旧魔術アルタ・マギエル》を人の手で理論化して誕生した学問だ。

　術じゆつ式しき学がくは、この理論の根本。今や魔ま術じゆつは、基本程度なら誰だれもが嗜たしなむ必修科目として根付いているが、それゆえ学ぶ者の多くは、けして意識が高いとは言えなかった。

　それこそ、母国語を学ぶような気軽さで、近ちか頃ごろは単位目当てに受講する生徒ばかりなのだ。

　そんな生徒を熱心に教えるほど、アーベントも真面目な講師とは言いい難がたく、彼かれは彼かれでぶつぶつと教本の文章を垂れ流すだけという始末。

　元々、彼かれは教職に関心がなく、隠かくれ蓑みのとして立場を利用しているに過ぎなかった。

　やる気のない講師と、単位取得のため聞き流すだけの生徒の間で行われる無む味み乾かん燥そうとした講義は、最大百人収容できる大教室が余計に広く感じるほど、虚むなしい時間だった。

　週に三日ある彼かれの講義は、いつもこのような有あり様さまである。

　校内ですら常に黒くろ装しよう束ぞく姿すがたのこの男は、学生はおろか同どう僚りようからも人気がない。

　中でも、彼かれの〝悪名〟を知る魔ま術じゆつ学がく部ぶの教授たちからは、特に厄やつ介かい者もの扱あつかいされていた。

　だから、校内での交流は少なく、アーベントはもっぱら自分の研究室に引きこもっている。

　渡わたり廊ろう下かを挟はさんで、校舎本ほん棟とうの後方に位置する別館には個室がいくつもあり、そのほとんどが講師や教授が自由に使える個人の研究室としてあてがわれていた。

　この学校に講師として招かれた著名な学者たちにとっては、これこそがもっとも魅み力りよく的てきな報ほう酬しゆうであり、アーベントもこの環かん境きようは気に入っている。

　学園敷しき地ち内ないの職しよく員いん寮りようで暮らしている彼かれは、講義がない日でも頻ひん繁ぱんにここに通い、研究に明け暮れたり、本を読んだりと一人で時間を費ついやしていた。

　しかし、それも放課後までの話だ。その頃ころになると、彼かれの研究室は俄にわかに活気づく。

「──さて今日は、そうだな……〝魄はく紋もんの具ぐ象しよう化か〟実験でもしてみるか」

　書しよ類るい棚だなや本の山がぎっしりと並んだ、少し手て狭ぜまな部屋。

　その中央には長机が置かれており、アーベントと三人の学生が向かい合っている。

　机を挟はさんで生徒の向かいに座すわる彼かれは、いつものやる気ゼロの冷たい講師ではなかった。

　トレードマークの黒衣を脱ぬぎ、白衣を纏まとって魔ま術じゆつ医い学がく書しよを手に講義するその様は、外見だけは当たり前の魔ま術じゆつ医い学がくの講師である。

　そうして、すっかり様変わりしたアーベントは生徒たちを席から立たせ、机に置いてある資料やノート、筆記具をぞんざいにどかした後、物色するように三人の生徒を見やる。

「よし、生徒Ｂ。今日はお前だ、ここに寝ねろ」

「えー……」

　目に留まったのは、三人の中では一番小こ柄がらな少女、ルビー＝ラズベック。

「この中じゃ今日はお前が一番、魔ま力りよくが充じゆう実じつしているようだからな。それに、楽ができるぞ？」

「もぉ、しょうがないなぁ……」

　突とつ然ぜんの指名に、不満げに顔を顰しかめる彼かの女じよだが、本気で嫌いやがっているわけではない。

　ゆえに、ちょっと口実を与あたえれば、案外素す直なおに言う事を聞いてくれる。

　机の上に乗り、トレードマークのふんわりとしたセミロングのツインテールを垂らしながら、仰あお向むけになるルビー。

　この瞬しゆん間かん、この机は〝施せ術じゆつ台だい〟、彼かの女じよは〝患かん者じや〟となった。いわば、シミュレーションだ。

「では、次に生徒Ａ、生徒Ｃ。魄はく紋もんを具ぐ象しよう化かしてみせろ」

　リラックスした姿勢のルビーを見下ろしたのも束つかの間ま、すぐに残り二人にも指示を出す。

「だから、やめろって！　そんなひねくれた呼び方するの、アンタだけだぞ！」

　最初に動いたのは、三人の中で唯ゆい一いつの男子、エータ＝アームシア。

　ツンツンの短たん髪ぱつ、ネクタイを緩ゆるめて着き崩くずした制服姿から、チンピラのような印象を受けるが、根は悪い少年ではない。実際、アーベントの指示にも真っ先に応じるくらいだ。

「はい、先生……！」

　やや遅おくれて、チェルシー＝リンカー。大きな丸眼鏡を揺ゆらしながら、あたふたと動くその仕草は頼たよりないが、いくらどんくさかろうと魔ま術じゆつの素質とは関係ない。

　そうして、机を挟はさむ形で左右につく二人。両手をルビーにかざし、目を閉じて精神集中。

　体の中の魔ま力りよくを活性化させ、それを外へ抽出する用意を始める。

　魔ま術じゆつは、術者の内なる魔ま力りよくを放出し、この世を形作る法則に干かん渉しようする技能だ。

　この時用いるのが術じゆつ式しき……要は、魔ま術じゆつの設計図である。

　数百種の紋もん様ようから成るこれを、術者が望む効果に対応した構成へと組み上げて発動するのが、人が造りし奇き跡せき……《新魔術ノイル・マギカ》である。

　エータとチェルシーは伸のばした手元に魔ま力りよくを凝ぎよう縮しゆく。大気に触ふれたそれが、魔ま力りよく光こうと呼ばれる淡あわい輝かがやきを放ち、物理法則の改かい竄ざんが始まる。

　次いで、頭の中で組み上げた術じゆつ式しきのイメージを魔ま力りよくに転写。二人が使うのは、治ち癒ゆ魔ま術じゆつ……ただし、せいぜいすり傷の痛みを和やわらげる程度の微び弱じやくなものだ。今回はこれで十分。

　仄ほのかな熱を帯びた暖色の魔ま力りよく光こうが、彼かれらの手を介かいしてルビーの体に注がれる。

　──この時だ。

　エータたちの魔ま力りよく光こうが彼かの女じよに移ったかのようにその身は輝かがやき、服ふく越ごしで透とう過かするように、淡あわい光の紋もん様ようが浮うかび上あがった。足のつま先から頭の先まで、全身の表面をびっしり覆おおう数万、数十万の、歪いびつな文字にも見える紋もん……これが、魄はく紋もんだ。

「……具ぐ象しよう化かまで約三十秒、なかなか早くなったもんだ。よし、そのまま術を維い持じしろ」

「はい！」

　アーベントの指示に応える二人の顔は、普ふ段だんの性格が鳴りを潜ひそめるほど真しん剣けんだった。

「……やっぱり、何度やっても慣れないなぁ。まるで、裸はだかを見られてるみたい」

「ばか、こんな時に何言ってやがる！　手元が狂くるったらどうするんだ！」

　一方、患かん者じや役やくの方は痛みも変わった感かん触しよくもなく、暢のん気きなものだ。

　彼かの女じよのぼやきに思春期の少年心をくすぐられながらも、必死に術を保つエータ。

「みたいも何も、同じようなもんだ。魄はく紋もんは人体の設計図……今のお前は自分の中身をさらけ出してるも同然だ。ま、本物の裸はだかを見せるよりは気が楽だろ」

「……こっちは全然楽じゃねぇけどな」

　すかさず返ってきた愚ぐ痴ちに、アーベントはむしろ感心する。エータもそれにチェルシーも、今は自分たちがルビーの命を握にぎっている事を理解しているのだ。

「そう。コイツに気を揉もむのが、魔ま術じゆつ医いの一番の仕事と言っていいくらいだな。魄はく紋もんは本来、どんな手段でも傷をつけられるモノじゃないが、具ぐ象しよう化かしている間は別だ」

　──魔ま術じゆつ治ち療りようとは、治ち癒ゆ魔ま術じゆつで魄はく紋もんに干かん渉しようし、それを通して人体に働きかける治ち療りよう法ほうだ。

　普ふ段だんは目に見える事すらない魄はく紋もんだが、治ち癒ゆ魔ま術じゆつなどの人体に親和性のある魔ま力りよく干かん渉しようを受けている間、それは可視化される。この現象を、具ぐ象しよう化かという。

　魄はく紋もんは、人の魂たましいそのもの……さすがに、この状態でも手で触ふれられるものではないが、過か剰じような魔ま力りよくによる衝しよう撃げきは別だ。一部に傷でもつけば、重大な障害が残る事もある。

「──だから、コイツの扱あつかいはくれぐれも慎しん重ちようにな。何かの拍ひよう子しに配置をずらそうものなら、患かん者じやはひとたまりもない……間ま違ちがっても、軽い気持ちで具ぐ象しよう化かなんてするなよ？」

「は、はい……！」

　少し脅おどしてやると、チェルシーはより緊きん張ちようした面おも持もちで、ルビーの魄はく紋もんを注視する。

　元々気が弱いというのもあるが、ここでは彼かの女じよだけが、明確に魔ま術じゆつ医い師しを目指している。

　そのため、やる気も重圧も人一倍強いのだ。

「患かん者じやの方も、いくら練習だからって無む駄だ口ぐちは大たい概がいにしとけよ？　それでコイツらが手を滑すべらせてくたばっちまっても、悪いのはお前だからな」

「はぁい……」

　そう窘たしなめると、ルビーは少し不満げながらも、一応は従ってくれる。

　元々、彼かの女じよは治ち癒ゆ魔ま術じゆつに対して、それほど熱意がある生徒ではない。だから、いまいちやる気にムラがあり、アーベントも少々手を焼いていた。

　だが、彼かれがこの解げ術じゆつ教室を開いた当初は、解げ術じゆつという聞き慣れない分野に興味本位で吸い寄せられただけの、もっとやる気のない生徒ばかりだったものだ。

　この教室自体、アーベントの稀け有うな技能を買った学長に奨すすめられ、不本意に開いたもの。

　解げ術じゆつ教室を始めて五年ほど、春には毎年何人かが物もの見み遊ゆ山さん同然の気分でここに足を踏ふみ入いれてきたが、去年まで三日ともった者は一人としていなかった。

　講師の人格は元より、解げ術じゆつとは彼かれらが期待したような目新しい技術ではなかったからだ。

　が、今年度、神しん学がつ校こうに入学したばかりのこの三人は違ちがう。

　彼かれら自じ身しん少々変わっているのか、アーベントの偏へん屈くつでへそ曲がりな態度にも適応し、不満は垂れども、半年ほど経たった今なお愛あい想そを尽つかす気配がない。

　……そうなれば多少の情も湧わく。

　この解げ術じゆつ教室限定とはいえ、アーベントが白衣を着るようになったのも、黒コート姿で淡たん々たんと授業する当初の彼かれに、ルビーやエータが苦言を呈ていしたのがきっかけだ。

　アーベント自身意外だったが、彼かれは意欲のある者に対しては寛かん大だいで面めん倒どう見みがよかった。

　ゆえに、嫌いや々いやを装よそおいながら彼かれらの要求に応える程度の融ゆう通ずうは利きかせられる。

　……しかし、生徒たちは彼かれの教えに百パーセント満足しているわけではないようだった。

「──とは言えさぁ、これあくまで普ふ通つうの魔ま術じゆつ治ち療りようの授業だよね？　こんなの他の授業でも習ってるのに、いつになったら解げ術じゆつを教えてくれるのさ、せんせー」

　アーベントの解説が続く中、すっかり退たい屈くつしていたルビーが不意に不満を漏もらす。

　魄はく紋もんの扱あつかいは、魔ま術じゆつ治ち療りようの基本。魔ま術じゆつ医い学がくの授業でもありふれた内容だ。

　彼かの女じよはそこが気に入らない様子だった。

「アホ、今やらせているのがまさにそうだろうが。最初に言っただろ、解げ術じゆつは所しよ詮せん、魔ま術じゆつ治ち療りようのほんの亜あ種しゆに過ぎない。やるコトはだいたい一いつ緒しよだ」

　少し違ちがうのは、解げ術じゆつは普ふ通つうの魔ま術じゆつ治ち療りようより、術の高度な制せい御ぎよ力りよくと判断力が求められる事だが、それもとっくに説明し、ちゃんと実技訓練にも取り入れていた。

　しかし、どうやらルビーが言いたいのはそういう事ではないらしい。

「でも、せんせーの解術は違ちがうんでしょ？　普通の解術は、成功しても症しよう状じようが完治した例なんてほとんどないらしいけど、せんせーのは成功すればほぼ百パーセント完治するっていうじゃない。それだけ、特別な解げ術じゆつなんでしょ？　あたしはそれを教わりたいんだよ」

　……彼かの女じよが、長くこの教室にいるのは、その逸いつ話わを知っていたかららしい。

　この話題になるや、相変わらず四苦八苦していたチェルシーも、俄にわかに目の色を変える。

　普ふ段だんは口に出す素そ振ぶりも見せないが、彼かの女じよにも同様の思いがあったようだ。

　アーベントも、これには顔色を変えた。それまで涼すずしげだった表情が、少し険しくなる。

「……確かに、俺おれの解げ術じゆつは特別だ。が、お前さんらに教える気はない。ソイツを使ったが最後、お前さんらの明るい未来はパー……待ってるのは日ひ陰かげの生活だ」

　その言葉一つで、場の空気は一変した。ルビーでさえ言葉を失い、表情を凍こおらせる。

「俺おれの解げ術じゆつは、そういうものだ……気に入らないなら、いつ出てってくれても構わんぜ」

　授業中は比ひ較かく的てき穏おだやかだったアーベントがこの時覗のぞかせたのは、その他大勢に向けるのと同じ、拒きよ絶ぜつの意思を孕はらんだ冷たい表情だった……




　──幸いというべきか、三人とも今どき珍めずらしく、まっすぐで骨のある生徒だったらしい。

　アーベントの闇やみに触ふれた事を真しん摯しに反省し、これからも教室に参加する意志を努めて表明するように、ぎこちなく平静を装よそおった様子で寮りようへ帰っていった。

「──少し、脅おどかしすぎたか……」

　逆に彼かれらに気を遣つかわせる形になったせいか、どうも後味が悪い。

　他の生徒相手ならまず覚える事のない罪悪感めいた心の膿うみを持て余しながら、備えつけのソファーに寝ね転ころがっていると、コンコンとドアを叩たたく音がアーベントの憂うれいを紛まぎらわす。

　現れたのは、ここではかなり場ば違ちがいな少女……白いエプロンを垂らした黒のドレス姿に、丈たけ長ながのスカートから覗のぞく白タイツを纏まとった細い足。それは紛まがう事なき、メイド衣い装しようだ。

　おまけに、十五歳さい以上の人間が主に出入りするこの校内では聊いささか小こ柄がら──ルビーとだいたい同じ背せ丈たけのその少女は、とにかく悪目立ちしていた。

　見ず知らずの人間なら遠えん慮りよなく叩たたき出だすところだが、残念ながら顔見知りである。

　メイドは、ふわりと横に広がったカチューシャを載のせた短い髪かみを垂らし、恭うやうやしく一礼。

　やがて、少女の可か憐れんさと少年の精せい悍かんさが同居した中性的な顔を、アーベントへ向けた。

「──失礼します、アーベント様……フリーティア様がお呼びです」

　声もまた、男女どちらとも判別しがたく無機質に透すき通とおっている。

　その人物が紡つむいだ言葉を聞くや、気だるげに身を起こし、外出の支し度たくをするアーベント。

　あくまで仮かり装しよう束ぞくに過ぎない白衣を脱ぬぎ捨すて、壁かべに掛かけてあった本来の正装たる黒コートをぞんざいに纏まとう彼かれの表情は、不ふ機き嫌げんに眉まゆを顰しかめている。

　──フリーティア。それは、アーベントがこの世で最も嫌けん悪おする存在だった……







　──この世界は、神々によって造られ、彼かれらが住まう箱庭。

　東西南北中央の五つの領地エルデに一人ずつ神が君臨し、統治している。それら領地は、それぞれの統治者によって異なる文化と価値観を持つ、一つの国として機能していた。

　この世界に住む人々にとって、それら神は王であり、生ける不文律なのだ。

　そして、このエルデ・ノルト北の領地に君臨する神の名こそが、フリーティア……

　かの神が住むのは意外にも、自身の名を冠かんする神しん学がつ校こうの目と鼻の先。学園の敷しき地ちから一区画挟はさんだ隣となりに並ぶ、城のごとき白はく亜あの巨きよ大だい建造物……政せい庁ちよう宮きゆう殿でんである。

　中央のぽっかり空いたスペースを囲う、分厚い壁かべのような正方形の石造建築……特とく徴ちよう的てきな外観を持つこの城が、セントラルタウンのシンボルにしてノルトの行政の中ちゆう枢すうなのだ。

　ここの主あるじからの命を受け、使者のメイドと共にこの石の城を訪おとずれるアーベント。

　……が、正門の大おお扉とびらをくぐると、飛とび込こんできたのは実に無ぶ粋すいな光景だった。

　煌きらびやかな大理石の床ゆかを忙せわしなく駆かける、スーツ姿の男女たち……

　出入り口手前の窓口では、列を作る人々を受付役が休む暇ひまなく応対し、その向こうのオフィスでは鳴りやまぬ電話に職員が悲鳴を上げていた……

　名目上は宮きゆう殿でんでも、ここの役目はあくまで行政管理。つまり、役所である。

　所定の窓口で訪問手続きを済ませるアーベントだが、役所自体に用はなかった。

　彼かれらが進むのはその先……城中央の中庭だ。

　そこは、手入れの行き届いた草花のアーチや小さな噴ふん水すい、石像などの調度品が一面の草花に紛まぎれてひっそり佇たたずむ、いかにも秘密の花はな園ぞのといった風ふ情ぜいの庭だった。

　その中央に構える、一軒けんの屋や敷しき。そこがノルトの真の中ちゆう枢すう、神の住まいである。

　けして質素とはいえない、優美な豪ごう邸ていであるが、周りの景色と対比すれば霞かすんでしまう。

　せいぜい、金持ちの隠かくれ別べつ荘そうといった趣おもむきの、こぢんまりとした佇たたずまいの邸てい宅たくだった。

「こちらです、アーベント様」

「知ってるよ」

　玄げん関かんを抜ぬけ、途と中ちゆう何人ものメイドやら執しつ事じから畏かしこまった礼を受けながら廊ろう下かを通ると、辿たどりついたのは裏口近くの手て狭ぜまな区画。

　そこの、廊ろう下かが途と切ぎれた正面にある扉とびらの向こうに、かの者がいるのだ。

「──フリーティア様。アーベント様を、おつれしました」

　案内するメイドが扉とびらを開いた瞬しゆん間かん、一変した景色にアーベントは一いつ瞬しゆん眉を顰しかめる。

　それ自体が仄ほのかな輝きを放つ天井と壁に包まれた、薄暗い部屋……そこはありていに言えば、星空に浮かぶ子供部屋のようだった。
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　大量の娯ご楽らく書しよやチェス盤ばん、ラジオ、蓄ちく音おん機きから見慣れぬ玩がん具ぐまで、世界中のそれらを網もう羅らしたような嗜し好こう品ひんの山が、本来ならパーティーにも使えるほど広い空間を圧あつ迫ぱくした乱雑な部屋。

　それらの侵しん食しよくを唯ゆい一いつ免まぬかれた中央に、彼かの女じよはいた。

「おお、来たか。うむ、ご苦労ご苦労」

　いやに年季の入った尊大な定型句を紡つむぐのは、舌足らずな印象さえ受ける幼子の声。

　大人三人が川の字になれるほど幅はば広ひろなベッドを独ひとり占じめする小さな体がむくりと、こちらへ向き直る。その姿はどう見ても、十歳さいかそこらの幼女だった。

　ふわっふわのウェーブがかかったプラチナの髪かみと、一見すると血が通っていないかのような白しら肌はだの、誇こ張ちよう抜ぬきで人形のように可か憐れんな娘むすめだ。

　だが、その姿を見たアーベントは誰だれからも見て取れるほど、露ろ骨こつに苦い表情を浮うかべる。

「……それが客をもてなす恰かつ好こうか。無礼にもほどがあるぞ」

　少女は真しん珠じゆのような光こう沢たくを放つ薄うす布ぬののドレス……いや、寝ね間ま着きを一枚纏まとい、乱れたブランケットの上で頰ほお杖づえを突つきながら、宝石のようなひどく現実味のない蒼あおい瞳ひとみで相手を眺ながめていた。

　これから就しゆう寝しんという様子ではないし、かと言って寝ね起おきというには言動がはきはきしている。

　彼かの女じよが朝起きてから、ずっとこのままなのであろう事は容易に想像できた。

「おぬしに礼節を説かれる筋合いはないのう。ま、それよりよう来た」

「こちとら、アンタなんぞに付き合うヒマはないんだ。さっさと用件を言え」

　人を呼びつけておきながら、傍そばに控ひかえていた若い執しつ事じから暢のん気きにカップを受け取り、ふんぞり返る幼女にイライラを募つのらせるアーベント。

　相手はそれを察してもなお微び動どうだにせず、紅茶を優ゆう雅がに……とはほど遠く、ずずずずと無ぶ粋すいに音を立てて啜すする。

　遠えん慮りよも礼れい儀ぎもないそのふるまいは、まさしく奔ほん放ぽうな幼女だが、実態はそうではない。

「相変わらず、口の減らない小こ僧ぞうじゃ。わしゃ〝神さま〟じゃぞ、もっと媚こび諂へつらわんか」

　……そうのたまう幼女の言葉は妄もう言げんでも、比ひ喩ゆの類たぐいでもなかった。

　彼かの女じよこそ正しよう真しん正しよう銘めいこのノルトの神、フリーティアである。

　それは秘密でも何でもない。この街や近きん隣りん都市に住む者であれば、誰だれでも一度は彼かの女じよの顔を見ているだろう。この、怠たい惰だな姿は別として……

「──ま、おぬしを呼んだのは他でもない。一つ、仕事を授さずけてやろうと思うてな……おぬしも聞いておろう。最近街を賑にぎわせている、〝連続少女昏こん睡すい事件〟とやらを」

　終始鬱うつ陶とうしげに顔を曇くもらせていたアーベントも、この話題には耳を傾かたむける気になる。

　世情にはたいして関心を持たない彼かれだが、その事件は人並み程度には把は握あくしていた。

　相手が興味を示したのを察し、いたずらっ子のように唇くちびるを歪ゆがませるフリーティア。

「被ひ害がい者しやは皆みな若い娘むすめ、外傷はないのに発見から眠ねむったように意識が戻もどらない……胡う散さん臭くさい話ゆえそのまま民衆には流したが、おぬしならわかるじゃろ。あれは、魔ま障しようじゃ」

　魔ま障しよう……即すなわち、呪のろい。アーベントの専門分野だ。しかし、一つだけ気き掛がかりがあった。

「……呪のろいってのは、自然に発はつ症しようするようなもんじゃない。そもそも魔ま障しようとは、〝魔ま術じゆつによる外因的障害〟だからな。アンタのコトだ、ただソイツらを治せっていう話じゃあるまい」

「そのとおり。おぬしには、その下手人を捕つかまえてもらいたい」

「捕まえろと来たか……つまり、この事件の犯人は、そこらの野の良ら魔ま術じゆつ師しじゃないってわけだ」

「さよう、相手は〝悪あく魔ま〟じゃな」

　気を持たせる事もなく、フリーティアは茶を啜すすりながらあっさりと答える。

　表社会の人間が聞けばざわつくその言葉も、ここでは実にありふれたものだ。

　せいぜい、タチの悪い不良が、学校で暴れている程度の感かん慨がいしかもたらさない。

「よりによって神サマのお膝ひざ元もとで悪さをするとは、いい度胸したヤツだな」

「彼奴きやつらは、自分に素す直なおな連中じゃからな。己おのれの身が滅ほろびる事も厭いとわず、欲望のままに生きる……せめて、人の目に触ふれない程度にやっておれば見み逃のがしたんじゃが、こう騒さわぎになっては是ぜ非ひもない。かわいそうじゃが、処しよ罰ばつするほかないのぉ」

「……で、自分で始末するのはしのびないと、人に面めん倒どうを押おしつけるわけだ」

「無論それだけではない。その悪あく魔まはの、どうやら完全に人の身を取り込んでいるらしく、わしにも気配が捉とらえられんのよ。この幼子に、そんなどこにいるとも知れぬ者を捜さがして、街中をかけずり回れというのか？　なんとも酷こくな男じゃのぅ、おぬしは」

「……アンタも大たい概がいだよ」

　この神の精神性も、件くだんの悪あく魔まとさほど変わらない。ゆえに相手に同情しているのだろう。

　しかし、彼かの女じよの顔からはやがて哀あい愁しゆうの色が消え、相手をおちょくるようににやけていた。

「まぁ、なにも、おぬしに街をかけずり回れと言っておるのではない。幸い、事の一部始終を見ている者がおるのでな。そやつらに聞けば、一発で犯人の正体がわかろう」

「あ？」

「いるじゃろう、今いま頃ごろ病院のベッドですやすや眠ねむっておるのが……適材適所というわけじゃ」

　そこまで言われると、アーベントも得心した。

　同時に、してやったりとばかりに笑う神のツラが、たまらなく憎にくたらしい。

「もちろん褒ほう美びはやるし、せっかくの解げ術じゆつの機会じゃ。だからこそ、おぬしも毎度毎度律りち儀ぎに、わしの召しよう集しゆうに応じるのじゃろう。ほかでもない、おぬし自身の悲願を成じよう就じゆするために……」

　それまで小さな苛いら立だちは覚えながらも、けして感情を揺ゆさぶられる事はなかったアーベントだが、これに触ふれられた途と端たん、はっきりと怒いかりを表すようにぎゅっと目め尻じりを吊つり上あげる。

　面おも白しろおかしくからかわれていると思ったら、不意に刃やいばを懐ふところに突つき立たてられた気分だった。

　それをやってのけたフリーティアは、臆おく面めんもなく、相も変わらずけらけらとのたまう。

「それと、しばらく〝クアン〟をつける。そやつがおれば仮に悪あく魔まに襲おそわれても、まぁ安心じゃろう。好きに使うがよい」

　目で促うながされて背後を振ふり向むくと、そこには部屋に入った時と同じくメイド少女──クアンが涼すずしげに佇たたずんでおり、目が合うやぺこりと頭を下げる。

　いわば護衛……いや、目付役といったところだ。余計に気が重くなる。

「〝例の物〟も、クアンに持たせてある。首しゆ尾びよく彼奴きやつと遭そう遇ぐうした後は、いつも通りにな」

「ああ……」

　そう、悪あく魔ま退治はこれが初めてではない。フリーティアから、このようなワケありの仕事を命じられるのも、もう慣れたものだ。

　ゆえに、これ以上の文句もなく、ただ一刻も早くこの憎にくたらしい相手を視界から消したいがため、アーベントはぶわっと黒衣の裾すそを舞まい躍おどらせて身を翻ひるがえした。







　クアンを連れて次にアーベントが向かったのは、政せい庁ちよう宮きゆう殿でんからほど近い区画を占せん有ゆうする、巨きよ大だい総そう合ごう医い療りよう施し設せつ〝ノルト神聖記念病院〟。古い施し設せつだが、経年と共に改修、増築、最新技術の採用を繰くり返かえし、今なおノルトに於おける医い療りようの中心に立つ病院である。

　神しん学がつ校こうにも劣おとらぬ敷しき地ち面積を持つこの大病院は、あらゆる診しん療りよう科かを内包しており、魔ま術じゆつ医い療りようを世界で最初に取り入れたのもここだった。即すなわち、魔ま術じゆつ医い療りようの原点にして総本山……無数に並ぶ別館のうち一ひと棟むねを丸々占せん領りようする形で、魔ま術じゆつ診しん療りよう科かは存在していた。

　アーベントが訪おとずれたのは、その中の特とく別べつ診しん療りよう区画。彼かれの悪名を知る医い療りよう従じゆう事じ者しやであれば、この神聖な病院に彼かれを招き入れるなど易やす々やすとできたものではないが、今回は特別だ。

　彼かれを遣つかわしたのがこの街の支配者である事は、政庁を通して報しらせが入っている。

　黒衣の男を見るや、苦々しく目元を歪ゆがませる幾いく人にんもの医師。それらを置き去りに悠ゆう々ゆうとこの白の巨きよ塔とうへ足を踏ふみ入いれたアーベントが向かった先は、病びよう棟とうの隅すみにある特別病室……そこで、例の患かん者じやは三人とも眠ねむりについていた。

　いわゆる隔かく離り部べ屋やだが、それ自体は一いつ般ぱん病室と変わらない、白く清潔な大部屋。

　そこへぬっと入ってくる黒ずくめの男は、彼の目にはまさに異物に映ったのだろう。

「──なるほど、確かに悪目立ちする身なりだ。初めて会う気がしないよ」

　視線が合うなり、明らかに蔑さげすむような薄うす笑えみと嫌いやみをもって、行く手を阻はばむ医師が一人。

　白しら髪がと見み紛まがう色素の薄うすい銀ぎん髪ぱつに、白いシャツ。さらには、その上に白衣まで纏まとった、全身純白の若い男……少し瘦やせ気ぎ味みだが、背せ丈たけはアーベントと同じくらい。

　できすぎなほど、アーベントとは対極的な出いで立たちだ。

「はじめまして、解げ術じゆつ師し。彼かの女じよたちの主治医を務める、ヘリオス＝ガレノアだ」

　その男は、アーベントも名前くらいは聞いた事のある、この国では有名な医師だった。

　が、お互たがい仲良くできるタイプではないらしい。一見物もの腰ごしは柔やわらかく、しかし頑かたくなに拒きよ絶ぜつするように一定の距きよ離りを保つその態度から、相手の敵意を察するのは容易だった。

「主治医、ねぇ……今どきの勤務医は、寝ねている患かん者じやを眺ながめるだけで金がもらえるのかい？」

　病室を見てみると、本来は六人用と思われるスペースに、ベッドは三つ。

　周囲には人工心肺など、最低限の生せい命めい維い持じ装そう置ちが並んでいるが、それだけだ。肝かん心じんの患かん者じやは点てん滴てき針ばりを刺さした腕うでをブランケットから出し、呼吸マスクをつけた状態で仰あお向むけになっている。

　ここから、病院側には患かん者じやが死なないよう配はい慮りよするしかできない現状が見て取れた。

　この痛つう烈れつな批判に、ヘリオス医師は声も上げられず、無念と怒いかりに顔を強こわ張ばらせ、歯を食いしばったまま沈ちん黙もくする。

「……患かん者じやの容態は既すでに聞いている。なかなか厄やつ介かいな状じよう況きようらしいな」

「ああ……悪名だけ独り歩きして、その実世間に誇ほこれる実績などないに等しいアウトローごときがどうにかできるとは、到とう底てい思えないくらいにな」

「ほう、アンタみたいなエリート大先生にも覚えが良いいようで光栄だね」

　実際、それは事実だ。だから、アーベントは飄ひよう々ひようと受け流す。

　が、この態度が大層気に障さわったらしく、ヘリオスは殺意にも似た刺さすような気配を纏まとう。

「貴様の噂うわさはよく耳にしているさ、《ダークコレクター》……希少な〝フラグメント〟を代価に、社会の裏側で不法な治ち療りようを行う恥はじ知しらずな闇やみ医い者しや、とな」

「闇やみ医い者しやとは失敬だな、これでも免めん許きよはちゃんと持ってるぜ？　施せ術じゆつも、患かん者じやとの合意の上でやっている……十分、正当な医い療りよう行こう為いだと思うがね」

「……失敗すれば死亡率百パーセントの危険な施せ術じゆつをしておいて、よく言う」

　その言葉を皮切りに、ヘリオスの声こわ色いろは重く変わり、アーベントも顔色を変える。

　それこそ、己おのれの技わざを生徒に教える事を禁じ、数多あまたの同業者から忌いみ嫌きらわれる理由だった。

「普ふ通つうの医師では完治不能の症しよう状じようも、その手に掛かかれば完治率ほぼ百パーセント……貴様を頼たよる者は皆みなその美句を真に受けているが、失敗したが最後、患かん者じやは確実に死に至る。そんな危険な治ち療りよう法ほうを平気で行う者を、誰だれが認めるものか……！」

　ついには抑おさえきれなくなった激情を吐はき散ちらすがごとく、大声を上げるヘリオス。

　アーベントを嫌きらう者の多くは、単に裏の仕事人としての性質が強い彼かれの経歴を蔑べつ視しして見下しているものだが、この男はどうやらまっとうな医師ゆえの義ぎ憤ふんを抱いだいているようだ。

「……今回は神の仰おおせもある。貴様がどんな解げ術じゆつをしようと我々は目を瞑つぶるほかないが、失敗などしてみろ。その時こそ貴様は解げ術じゆつ師しとして、いや魔ま術じゆつ師しとしても終わりだ」

　最後通告とばかりにヘリオスは力強く指をさし、そう宣告する。

　それはさながら、不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵を説とき伏ふせようという強い態度だった。が……

「──言いたいコトはそれだけか？」

　その高圧的な物言いにも屈くつさない、黒目の奥おくに光る紅あかい眼光が、ヘリオスを黙だまらせた。

「確かに失敗すれば患かん者じやは死ぬ……が、そんなのは俺おれに限った話じゃない。それともアンタらは、患かん者じやを直接殺すくらいなら、見殺しにした方がマシとでも言いたいのかい？」

　これには、ヘリオスも返す言葉を持ち合わせていなかった。

　正義感の強い医師だからこそ、この手の正論が重く響ひびくのだ。

　その愚ぐ直ちよくさに多少の好感を抱いだきながら、アーベントはふっと笑えみを浮うかべる。

「安心しろ、俺おれは失敗しない。そのために、今回は助っ人も手配してある」

「何……？」

　ヘリオスが眉まゆを顰ひそめたその時、病室のドアが開き、粛しゆく々しゆくと現れる者が一人。

　病院でもやはり異い彩さいを放つメイド姿の少女、クアンである。

「アーベント様、皆みな様さまをおつれしました」

　それまでのギスギスした空気を浄じよう化かするように、何食わぬ顔で病室に入るクアン。

　思わぬ客は、彼かの女じよだけではなかった。

　場ば違ちがい感かんに狼狽うろたえながら後ろに続く者たちの姿に、ヘリオスはぎょっと目を見開く。

「よう、待ってたぜ……Ａ、Ｂ、Ｃ」

　それに対し、アーベントは口角を吊つり上あげた不敵な笑えみで彼かれらを迎むかえた。

「おい、先生！　なんだって、オレたちをこんな所に……！」

「急にメイドさんが部屋を訪ねてきたと思えば……」

「一体、どういうことなんでしょう、先生……」

　現れたのは、寮りようの自室でくつろいでいたであろうところ、突とつ如じよ謎なぞのメイドの訪問を受けてここに呼び出された哀あわれな生徒たち……エータ、ルビー、チェルシーであった。

「お前ら、俺の解術に興味があるんだったな」

　状じよう況きようを整理できず戸と惑まどう彼かれらに有う無むを言わさず、呼びかけるアーベント。

　自身へ視線を揃そろえる彼かれらが言葉を紡つむぐのを待たず、こう続けた。

「──見せてやるよ、今から。そのかわり、お前らには助手として手伝ってもらう」

　涼すずしい顔で吐はかれたそのセリフに、一同凍とう結けつ。その直後……

「ええええぇぇぇ[image: ～][image: ～][image: ～]っ!?」

　白い巨きよ塔とうの静せい寂じやくを破る大だい絶ぜつ叫きようが、病室に響ひびき渡わたるのだった。







　ノルトの神、フリーティアの威い光こうを笠かさに着た今のアーベントに、怖こわい物はない。

　非公式とはいえ、栄えい誉よと歴史ある記念病院で行われる魔ま術じゆつ治ち療りように、多少魔ま術じゆつ医い学がくをかじっただけの素人しろうとが参加するという、常識外れの施せ術じゆつを止められる者は誰だれもいなかった。

　基本的に魔ま術じゆつ治ち療りようが行われるのは、気き密みつ施せ術じゆつ室しつと呼ばれる専用の施し設せつだ。

　壁かべは全て防ぼう魔ま加か工こうされており、外部からの魔ま力りよくを通さない造りとなっている。

　人の体から無意識に放出され、大気中を漂ただよう微び細さいな魔ま力りよく……施せ術じゆつ中ちゆうの魄はく紋もんに触ふれれば、万が一にも支障をきたす恐おそれがあるそれを遮しや断だんし、安全に治ち療りようを行うための部屋である。

　もちろん、そうした処置を施ほどこされるのは術者当人たちも同様だ。

　実際に施せ術じゆつに携たずさわるエータたち三人はいずれも、白い薄うす手での装しよう束ぞくやグローブで全身を覆おおい、さらに口元もマスクで塞ふさいでいた。

　己おのれ自身から放出される魔ま力りよくを抑よく制せいするため、特別な加工がされた術衣である。

　アーベントもそれは同じ。だが、纏まとうのは黒一色で、上着の裾すそがコートのように長い、彼かれ専用の漆しつ黒こくの術衣。これこそ、解げ術じゆつ師しとしての彼かれの正装であった。

　そうして立ち並ぶ彼かれらを、隣りん接せつする見学室から分厚い窓まど越ごしに見つめる多数の目……

　この病院の院長にその秘書、理事などの重じゆう鎮ちん、それにヘリオスを含ふくめた魔ま術じゆつ医い数人が、アーベントの動向を見張るように、窓の向こうから目を光らせていた。

「魔ま術じゆつ界かいのハグレモノごときが……ワシの城を好き勝手使いおって！」

「しかし、フリーティア神しん陛へい下かの勅ちよく命めいである以上、従わぬわけには……」

「いっそ失敗してくれればいい……どうせ非公式だ、始末は容易たやすい」

「そうなれば患かん者じや共々、厄やつ介かい払ばらいできて楽ではありますな」

　仮にも医い療りようの最さい先せん鋒ぽうに立つ者たちの、黒い本音……誰だれもがそれを当たり前に垂れ流す中、ヘリオスは一人、いたたまれない気分で思わず彼かれらから目を背そむける。

　……危険な施せ術じゆつの患かん者じやになるより、こちらの方がよほど地じ獄ごくだった。

「──なんじゃなんじゃ、ずいぶん物ぶつ騒そうな声がするのぉ」

　が、地じ獄ごくは思いのほかあっけなく終わりを迎むかえる。

　ぺったぺったと、この場の淀よどんだ空気を払ふつ拭しよくする、軽快なサンダル靴ぐつの音……

　それに振ふり向むいた誰だれもが目を疑い、声を殺して仰ぎよう天てんした。

「フ、フリーティア様……!?」

　いつの間に入ってきたのか、彼かれらの視線の先に佇たたずむのは、この解げ術じゆつの仕し掛かけ役やくその人だった。

　髪かみをふわりと後頭部に結ゆい上あげ、薔薇ばらのように瑞みず々みずしく鮮せん烈れつな光こう沢たくを帯びた深しん紅くのドレスを、恰あたかも小さな身が吞のまれるように纏まとった幼い少女……直接面識はなくても、新聞や報道映像で見た事くらいはあるこの国の君主、フリーティアである。

　その後ろに控ひかえるは二人の従者。若い執しつ事じ風ふうの青年と、先ほどヘリオスが病室で顔を合わせたメイド少女を引き連れ、彼かの女じよは悠ゆう然ぜんと見学窓の前に立つ。

「こ、これはこれは神しん陛へい下か！　まさか、このような場所にお越こしいただけるとは……！」

　支配者の思わぬ登場を即そく座ざに受け入れ、さっそく群がる院長と理事たち。

　自分たちの先ほどの不ふ穏おんな会話を誤ご魔ま化かすように、必死に諂へつらう。

「面めん倒どうを掛かけた、せめてもの詫わびじゃ。メロンも持ってきたぞ、ほれ受け取れ」

　それを合図に、やがて執しつ事じを介かいして、果実入りの包装箱が院長秘書の手にもたらされた。

　しかし、自身は彼かれらなど眼中にないとばかりに窓まど越ごしに施せ術じゆつ室しつを見回すフリーティア。

　その視線がふと、隠かくれるように他の医師たちに紛まぎれていたヘリオスを捉とらえた。

「おぬしとは確か、以前のパーティーで会ったの。何といったか……」

「お久しぶりです、神しん陛へい下か……その節はお声をかけていただいた、ヘリオス＝ガレノアです」

「おお、そうじゃった。あの時も言ったが、そんなに堅かた苦くるしくせず、もっと楽にせい」

「はっ……」

　と言葉では了りよう承しようするが、ヘリオスはこの神と視線を交かわす事もままならず、恭うやうやしく頭を下げたまま動けなかった。それをよそに、フリーティアは、ついっと施せ術じゆつ室しつへ視線を戻もどす。

　この時、彼かれは察した。詫わびなどついで……彼かの女じよは今回の解げ術じゆつを、アーベントを見に来たのだ。

　神の威い光こうとあの男への敵てき愾がい心しんに目を曇くもらせた院長たちは気にも留めていないが、そもそも、神がたかだか一人のアウトローのために自らの権限を行使するのも妙みような話だ。

　施せ術じゆつ室しつを見つめる神の姿からは、アーベントへの個人的な思おも惑わくが透すけるようだった。

　ヤツは一体何者なのだ……？　この時初めて、ヘリオスの胸中にはあの黒衣の男に対する軽けい蔑べつとは別の感情……興味が芽生えたのであった。







　──一方、施せ術じゆつ室しつは実に静かなものだった。

　ここにいるのは解げ術じゆつに当たる四人と、彼かれらに囲まれ施せ術じゆつ台だいに横たわる患かん者じやだけ。

　この部屋は内装こそ手術室のそれだが、物々しい機材の類たぐいは一いつ切さいなく、天てん井じように固定された照明装置はそのままに、せいぜい器き具ぐ棚だなや患かん者じや用ようの施せ術じゆつベッドが置いてあるくらいだ。

　壁かべの上部に設置された見学窓はこちら側からは曇くもったガラスにしか見えず、防音のため人の気配を感じる事もない。無用なプレッシャーを与あたえる物は、ここにはほとんどなかった。

　そうであれば、いつもの解げ術じゆつ教室や他の授業の実技演習と同じ。

　ただ一つ違ちがうのは、生徒たちの眼下にいるのは本物の患かん者じやだという事……シーツの類たぐいは一いつ切さいなく、薄うす布ぬのの簡素な患かん者じや衣いを着て施せ術じゆつ台だいで眠ねむっているのは、今回の事件の被ひ害がい者しやの一人だ。

　気分は落ち着いているが、それゆえに別の重圧が彼かれらにのしかかる。

　自分たちの働きが、同い年くらいのこの少女の命を左右するのだと……

「──そんなに緊きん張ちようするな。お前らはただ、いつも通り俺おれの指示に従っていればいい。患かん者じやをどうこうするのは、あくまでこの俺おれ……お前らが気負うのはお門かど違ちがいってもんだ」

　そんな生徒たちの心情を見み透すかしたように、アーベントは穏おだやかに語りかける。

　その物言いは、傲ごう岸がん不ふ遜そん……彼かれらなど最初から当てにしていないとも取られかねない態度だが、一方で責任は全て自分が取るという意志も混在していた。

　この不良教師は、授業でもこんな調子だ。彼かれが優やさしく指導した事など、一度もない。

　だからこそ、この変わらぬ態度が、いつもの授業のような気安い空気を生徒にもたらした。

「──では、施せ術じゆつを始める」

　彼かれらの目元から自然と、余計な力が抜ぬけていくのを確かく認にんし、アーベントは患かん者じやに目を向ける。

「患かん者じやは十六歳さい、女性。症しよう状じようは、魔ま障しようによる意識障害……これより、患かん部ぶを確かく認にんする。手順はいつもと一いつ緒しよだ。助手Ａ、助手Ｂ、患かん者じやの魄はく紋もんを具ぐ象しよう化かさせてみろ」

「だから、やめろって！　こんな時くらい、ちゃんと名前を呼びやがれ！」

「あんたこそ、こんな時につまらないコト言わないの！　やるよ、エータ！」

　生徒──いや、助手たちも、すっかり普ふ段だん通どおりの調子だ。

　ルビーがエータの尻しりを叩たたき、二人は今日の授業と同じ工程で魔ま術じゆつを行使する。

　彼かれらの手から放たれた魔ま力りよく光こうが患かん者じやと呼応し、着衣の表面に光の紋もんを現出させた。

　……が、それはエータたちがいつも見ているものとは、歴然たる違ちがいがあった。

「な、なんだこれ……！」

「うぇ……」

　それを目にした途と端たん、三人とも顔を歪ゆがめ、嫌けん悪おと不快感を露あらわにする。

　少女の全身を形成する無数の紋もん……その一部が、明らかに変容していた。

　仄ほのかな暖色の光を帯びた紋もんを塗ぬり潰つぶすように、それとは相あい容いれない黒々とした別の紋もんが上から張はり巡めぐらされていたのだ。

　魄はく紋もんと同じ無数の紋もんで構成されたそれは、一つ一つが規則性の欠片かけらもないぐちゃぐちゃとした気味の悪い像を描えがき、見る者の理性を揺ゆさぶる。

「ビビるな。見た目はちょいとグロテスクだが、コイツもれっきとした術じゆつ式しきだ。呪のろいってのは、この術じゆつ式しきを直接魄はく紋もんに転写して、人体に影えい響きようを与あたえる……授業で散々教えたろ」

　予想以上に狼狽うろたえる助手たちを平静に窘たしなめるが、聞くのと実際に見るのとではわけが違ちがうのは理解していた。だが、彼かれらがこれから直面する障害は、こんなものではない。

　この禍まが々まがしい紋もんが発生しているのは、患かん者じやの頭部……大脳に当たる部分だった。

　外げ科かと同じく、魔ま術じゆつ治ち療りように於おいてもここは繊せん細さいに扱あつかわなければならない部位である。

　多くの魔ま術じゆつ医いがはなから諦あきらめ、あのヘリオスも手が出せなかった理由がこれだ。

　下手に脳の魄はく紋もんに干かん渉しようして、欠片かけらの一つでも綻ほころべば、患かん者じやに重度の障害を残しかねない。

　なまじ、その危険性をよく知る専門医こそ尻しり込ごみするような症しよう例れいである。が……

「ＡとＢは、このまま魄はく紋もんを維い持じ！　一ミリたりとも動かすな！」

「はいっ！」

「助手Ｃは、術じゆつ式しきがもっとも厚い部分に〝緩かん和わ性せい治ち癒ゆ魔ま術じゆつ〟を掛かけろ！　これだけ分厚い術じゆつ式しきが魄はく紋もんを覆おおっていれば、多少強めに掛かけても悪あく影えい響きようはない！　思いっきりいけ！」

「は、はい……！」

　あえて強い口調で怒ど鳴なりつけるように、助手たちに指示を飛ばすアーベント。

　彼かれらは、見えない恐きよう怖ふに体を竦すくませる暇ひまなく、一心不乱にこれに応えるべく動く。

　素人しろうとゆえ下手な経験則やつまらない意地もなく、性格に難だらけのこの男に半年もついてきた骨のある教え子たちだからこそ、迷いなく彼かれの指示に身を委ねる事ができるのだ。

　──〝アーベントの助手〟という範はん疇ちゆうに限れば、彼かれらほど優ゆう秀しゆうな人材はいなかった。

　……とはいえ、あくまで多感な年とし頃ごろの学生である事を忘れてはならない。

「ちょっと、エータ！　こんな時になに鼻の下のばしてんのよ！　あたしの時は平気な顔してたくせに！　ちょっとスタイルいいからって、見とれてるんじゃないわよ！」

「な、何言ってやがる！　のびてねーし、見とれてもねーから！」

　妙みように落ち着かない素そ振ぶりで具ぐ象しよう化かに努めていたエータに、突とつ然ぜんルビーが怒ど鳴なる。

　原因は、患かん者じやの魄はく紋もんのようだ。これは人間の肉体にのみ浮うかび上あがり、着衣の上からでも体の線と起き伏ふくをありありと視覚化させる。つまり、嫌いやでも裸ら体たいを意識してしまうのだ。

　ガラの悪い外見とは裏腹に、内面がウブなエータはこれのせいで気が気でないらしい。

　こんな状じよう況きようで痴ち話わ喧げん嘩かなど、肝きもが据すわっていると褒ほめてやりたいが、そうもいかない。

「ＡとＢ、つまらんケンカは後にしろ！　多少恥はずかしくても、魄はく紋もんから目を離はなすな！　ソイツの輝かがやきは患かん者じやの生命活動そのものだ、少しでも妙みような動きがあればすぐに知らせろ！」

「は、はいっ！」

　アーベントの[image: 叱]しつ責せきを受け、二人はただちに魄はく紋もんを凝ぎよう視しする。

　魔ま術じゆつ治ち療りように於おいては、この魄はく紋もんこそがどんな機器にも優まさるバイタルセンサーなのだ。同時に、これを具ぐ象しよう化かしている治ち癒ゆ魔ま術じゆつによって、患かん者じやは常に最低限の生命活動を維い持じできる。

　魔ま術じゆつ治ち療りように、ごちゃごちゃした器具は不要。究極的には、魔ま術じゆつ医い単独で可能な治ち療りようなのだ。

　それは、魔ま術じゆつ治ち療りようの亜あ種しゆに過ぎない解げ術じゆつも同じだった。

　……本来であれば。

「──よし、頃ころ合あいだな」

　チェルシーの魔ま術じゆつで、次し第だいに術じゆつ式しきの濃のう度どが薄うすまっていくのを認め、アーベントがついに動く。

　彼かの女じよが掛かけているのは、患かん者じやの痛みを和やわらげるための緩かん和わ治ち癒ゆ……基本的な魔ま術じゆつ治ち療りようの見地では鎮ちん痛つう剤ざい代わりにしかならないが、術じゆつ式しきを弱らせる程度ならこれが一番効果的だった。

　解げ術じゆつとは、魔ま力りよくで構成された術じゆつ式しきを別の魔ま力りよくで相そう殺さいする、実にシンプルな治ち療りよう法ほうである。

　その媒ばい介かいとして、比ひ較かく的てき威い力りよくが弱く魄はく紋もんとの親和性が高い治ち癒ゆ魔ま術じゆつが使われるのだが、それでは術じゆつ式しきを完全に消すには至らず、せいぜい延えん命めい治ち療りよう程度の効果しか出ない。

　ゆえに、この様式で回復した患かん者じやの、実に九割が再さい発はつ症しようという結果に終わっている。これが現在の解げ術じゆつの限界であり、多くの医師が呪のろいを忌き避ひする理由であった。

　しかし、俗ぞくに《アーベント式解げ術じゆつ》と呼ばれるそれは、従来の解げ術じゆつとは一線を画していた。

　ここまでの工程は、彼かれにとって下準備にしか過ぎないのだ。

「Ｃ、ここからは術の出力を抑おさえ、術じゆつ式しき全体に放射しろ」

「は、はい……えっと……」

　ここまで、雑念もなく必死に取り組んでいたチェルシーが、初めて戸と惑まどいを見せた。

　それにつられ、ルビーとエータも彼かれを一いち瞥べつ。同様に、困こん惑わくの色を示す。

「ちょ、せんせー……何持ってんの？」

　チェルシーへの指示に先んじて、アーベントが徐おもむろに手にしたのは、細く小こ振ぶりな白銀のナイフ。それと対ついを成すように左手に構えた、先せん端たんがへの字に曲がったピンセット状の器具。

　それは、誰だれが見てもメスと鑷せつ子し……ありふれた、外げ科か手しゆ術じゆつ用ようの器具である。

「おいおい、魔ま術じゆつ治ち療りよう中ちゆうに手術でもおっぱじめる気かよ、この先生は……！」

　本来の解げ術じゆつはもちろん、いかなる魔ま術じゆつ治ち療りようでも使用された例のない道具の登場に、助手たちは危あやうく術が途と切ぎれるほどの衝しよう撃げきを受けた。

「もちろん、コイツらは見ての通りの代しろ物ものじゃない。ま、使い方はたいして変わらんがな」

　そう言って、アーベントはメスの方を術じゆつ式しきへと近づけ……そして、斬った。

　まるで実体化した文章のごとき術じゆつ式しきの一節が、彼かれの刃やいばに触ふれた途と端たん、あっけなく寸断されて塵ちりとなったのだ。この光景に、生徒たちは驚おどろきを禁じ得なかった。

　術じゆつ式しきは、実体のない魔ま力りよくの塊かたまり……それを斬きるなど、普ふ通つうの鉄の刃やいばでできる芸当ではない。

　タネは単純。このメスは、魔ま術じゆつ的てき効果を持った特とく殊しゆな器具、〝魔ま道どう具ぐ〟なのだ。

　その名は、《紋克刀ゼール・シユナイド》。柄えから使用者の魔ま力りよくを摂せつ取しゆし、刃やいばに蓄ちく積せきさせて切断力に転てん換かんする魔ま道どう具ぐである。もっとも、常人程度の魔ま力りよくでは、効果もたかが知れている。

　体内の魔力量だけは他者を凌りよう駕がするアーベントだからこそ、魄はく紋もんに一いつ切さいストレスを与あたえず、術じゆつ式しきだけを正確に破は壊かいできるほどの切れ味を、このメスシユナイドに与あたえる事ができるのだ。

　術じゆつ式しきを形作る無数の紋もんは大別して、二つに分類される。

　ひときわ目立つサイズの〝大だい紋もん〟と、それと一列に繫つながった小さな〝随ずい紋もん〟……これらがまとまった状態を〝鎖さ紋もん〟と呼び、術じゆつ式しきとは最低でも百以上に及およぶそれらの集合体なのだ。

　紋もんを一つ一つ消す手間などいらず、鎖さ紋もん一組につき一つだけ存在する大だい紋もんを消せば、それに付ふ随ずいする無数の紋もんを一挙に駆く除じよする事ができる。びっしり密集した紋もんの中からいち早く大だい紋もんを見つけ出し、効率よく鎖さ紋もんを連れん鎖さ破は壊かいしていくのが、この施せ術じゆつのキモである。

　しかし、必ずしも大だい紋もんが塩あん梅ばいよくメスが入る状態を維い持じしている道理はなく、その配列はアンバランス。時には、夥おびただしい量の随ずい紋もんの奥おくに隠かくれ潜ひそんでいる事もある。

　そういう際に使用するのが左手の鑷せつ子し、《相紋鑷ゼール・セパル》だ。これもまた術者の魔ま力りよくを糧かてとし、術じゆつ式しきに干かん渉しよう、紋もんを摑つかんで位置をずらす事ができる。これで邪じや魔まな随ずい紋もんをひょいひょいどけて、大だい紋もんだけを射い貫ぬく……さながら、相手の防ぼう御ぎよを引っぺがして、急所を突つくコンビネーションだ。

　この二つの魔ま道どう具ぐを使った一連の工程が、《アーベント式解げ術じゆつ》の全容である。

「──さて、デモンストレーションはこんなところだ。ここからは一気に行く……各おの々おの、仕事を怠おこたらない程度にじっくり見とけ」

　不敵なその言葉を最後に、アーベントの意識はこの世を解げ脱だつし、手元に吸すい込こまれた。

　直後、彼かれの両手は至し近きん距きよ離りからも見失うほどのスピードで躍やく動どうし、それと共に術じゆつ式しきが次々と消えていく光景を、助手たちに見せつける。

　左手が目にも留まらぬ速さで躍やく動どうするたび、無数の随ずい紋もんが列を乱し、右手が上下するたび、それらは大だい紋もんもろとも、まるで花火のようにパチパチ爆はぜて消えた。

　これは魔ま術じゆつでも、超ちよう人じん的てき体技でもない。偏ひとえに、極限まで効率化された判断力と、精密な魔ま力りよく制せい御ぎよによって為なせる所業……この二つが揃そろって初めて、彼かれの解げ術じゆつは真価を発揮するのだ。

「べ、べらぼーに速ぇ……」

　この超ちよう絶ぜつ的てき技法に、助手たちは感動さえ覚えるように、目を輝かがやかせて嘆たん息そくする。

　だが、体制と面子メンツに凝こり固かたまった者たちからすれば、魄はく紋もんに刃やいばを入れるこの方法は、とんでもない罰ばち当あたりな行こう為いであった。

　魄はく紋もんは、この世界の人々が神に創造された事を証明する〝印〟と考えられている。これを構成する紋もんは神の言語とされ、みだりに手を加えるのはご法はつ度となのだ。

　が、その神本人が特に禁じていない以上、この解げ術じゆつは少なくとも違い法ほうではない。ゆえに、周りは外げ道どうと蔑さげすむのが精いっぱいで、その事が余計にアーベントへの反感を強めていた。

　結論として、この〝外げ法ほう〟を悪びれず行使するアーベントは、魔ま術じゆつ医い師しからすれば十分、闇やみ医い者しやと呼ばれても仕方のない異い端たん者しやなのだ。

　そのため、彼かれに進んで関わろうとする医師は皆かい無む。フリーティアの後うしろ盾だてがない施せ術じゆつでは、患かん者じやの強い要望がなければ助手の一人二人はおろか、施せ術じゆつ室しつの確保すらままならないほどだ。

　──が、その肩かた身みの狭せまさが彼かれのメス捌さばきを鈍にぶらせた事など、一度もない。

　今回も彼かれの両手は一いつ切さい止まらず、施せ術じゆつ開始から一時間ほどで術じゆつ式しきの大部分は消え去り、やがて終わりが見えてきた。

「──ほれ、ようやく術じゆつ式しきの中心が顔を出したぞ」

　助手たちに注目を促うながし、アーベントもそれを見下ろす。

　術じゆつ式しきがあらかた一いつ掃そうされた脳の中心部から現れたのは、呪のろいの紋もんが球体のように凝ぎよう縮しゆくされた、いわば心臓部だった。球状に閉じた紋もんはあくまで外がい殻かくであり、その中心にさらにこの術じゆつ式しきを維い持じする魔ま力りよくの源……即すなわち、核かくが存在していた。

　球体の紋もんがほつれるようにして、術じゆつ式しきを展開している。つまり……

「──コイツさえ壊こわしてしまえば、この術じゆつ式しきはもう機能しないってわけだ」

　言いながらも彼かれの手は止まらず、球体を構築する紋もんが瞬またたく間まに剝はがれていく。

　そして……

「──施せ術じゆつ終しゆう了りよう」

　露あらわになった小さな光球──術じゆつ式しき核かくに刃やいばが突つき立たてられ、それは終わりを迎むかえた。

　核かくは徐じよ々じよに輝かがやきを失い、霧む散さん。それに伴ともない、疎まばらに残っていた術じゆつ式しきも自じ壊かいへと追おい込こまれ、剝はがれ落おちるように魄はく紋もんを開放していく。

「核かくごと術じゆつ式しきを根こそぎ駆く除じよした以上、この患かん者じやが再さい発はつ症しようするコトはまずあるまい。これが、成功すれば完治率ほぼ百パーセントの解げ術じゆつってヤツだ……ご苦労だったな、お前ら」

　術を解くや放心状態にあった助手たちははっと我に返り、アーベントへ視線を揃そろえる。その双そう眸ぼうはいずれも、興奮と感かん嘆たんの熱を帯びて、仄ほのかに揺ゆれていた。

　それを受け、マスク越ごしに笑えみを浮うかべるアーベント。正直、悪い気分ではない。

「さて、コイツを教えてほしいようだが、どうしてもと言うならまんざらでもない……マネする度胸があればの話だがな」

　底意地悪く言ってやると、びくっと生徒たちは目を見開く。

　言った張本人であるルビーなどは、とっさにぷるぷると首を横に振ふる始末である。

　この解げ術じゆつの冒ぼう瀆とく性せいはわからずとも、あれほどの技ぎ巧こうを見せられれば、みだりに真似まねしようとは思うまい。企たくらみ通どおりに事が運び、くつくつと笑うアーベント。

　しかしそれも束つかの間ま、彼かれの視線はここからでは何も見えない、見学窓へと滑すべり込こむ。

　姿は見えずとも、あの向こうで多くの医師が面おも白しろくなさそうな顔を並べているのは、窓から透すける気配で容易に想像できた。

　それに混ざって、さらにいけ好かないあの幼女が、薄うす汚ぎたない笑えみを浮うかべている事も……







　──ノルト神聖記念病院とほぼ隣りん接せつする、聖せいフリーティア神しん学がつ校こう……

　この学園は全ぜん寮りよう制せいであり、生徒のみならずほとんどの教員も、敷しき地ち内ないにそれぞれ用意された寮りよう施し設せつに住む事が義務付けられていた。

　その一室を、学生証どころか戸こ籍せきすら持たず、しかし誰だれにも咎とがめられる事なく、何食わぬ顔で悠ゆう々ゆう自じ適てきに利用する少女……彼かの女じよは不意に、ある異変を察知した。

「──このメルヒアさんのごちそうに、ちょっかいを出した輩やからがいるようですね～」

　夜よ更ふけ時どき、備えつけの簡素なバスルームで、手て狭ぜまな浴よく槽そうから艶つややかな長い脚あしを覗のぞかせ、のんびりと湯に浸つかっていた少女はふと違い和わ感かんを覚えた。

　この建物から、遠方へと伸のばしていた魔ま力りよくのライン──自身と獲え物ものを繫つなぐ、いわば見えない糸といったところか……三本あったそのうちの一本が、不意に途と切ぎれたのだ。

　これは、彼かの女じよの意思以外で途と切ぎれる事はない。

　あるとすれば、それは対象者が命を落とした時くらいだ。つまり……

「どこぞの身みの程ほど知しらずのバカ医者が、治そうとして失敗でもしたんですかね～？　まったく、まだ全部食べてないのに、余計なことをしてくれたものです～」

　そう言葉では憤いきどおるが、その暢のん気きな声こわ色いろに怒いかりの感情などは微み塵じんもない。

　食料が減ったのなら、また手に入れればいいだけの話なのだ。

「ほんじゃ、まぁ……明日からまた、新しいかわい子ちゃんを探すとしますかねぇ～」

　気分はなお爽そう快かい、メルヒア＝サミューズは軽かろやかに湯船から身を起こすのだった……
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　──翌日、さっそく新たな標的を探し始めた悪あく魔まメルヒアに、思わぬ幸運が訪おとずれた。

　きっかけは、昨日から学校でしばしば目もく撃げきされていた、不ふ審しんな〝メイド〟の噂うわさである。

　今日も学園内に出しゆつ没ぼつしたその人物を、メルヒアは運よく発見し、全ぜん貌ぼうを確かく認にんする。

　……思ったより素そ朴ぼくな容姿だが、それとは別の要素が、彼かの女じよの眼鏡にかなった。

　揺ゆれるスカートに気を配り、己おのれの姿勢を逐ちく一いち気にするように控ひかえめに足を運ぶ少女の挙動を見れば見るほど、ゾクゾクと心地ここちのいい昂たかぶりが背筋を走る。

　──あの健けな気げで清せい楚そな少女を心ゆくまで愛あい撫ぶし、悲痛と恐きよう怖ふに打うち震ふるえる姿が見たいという、愛情と悪意が一体となった激しい衝しよう動どうが、彼かの女じよの食指を動かした。

　すぐにでも行動を起こしたいが、衆人環かん視しの学園の中では少し具合が悪い。

　今のところは辛しん抱ぼうし、メルヒアは絶好の機会を何日掛かけてでも待つ事にした。

　……が、それは取とり越こし苦ぐ労ろうに終わる。放課後、気長に都市部を散策していると、まるで運命に導かれたかのように、あっさりと件くだんの標的を捕ほ捉そくしたのだ。

　かくして彼かの女じよの監かん視しの中、メイドは雑ざつ踏とう激しい表通りをしばらく進むと、徐じよ々じよに人の群れを離はなれ、小こ狭ぜまい路地へと入っていく……ますますうってつけの展開だ。

　これまでの被ひ害がい者しやはなにも、自ら進んでのこのこ犯行現場へやってきたのではない。

　メルヒアの蠱こ惑わく的てきな容姿に心動いた者は、たちまち彼かの女じよの〝催さい眠みん魔ま術じゆつ〟の虜とりことなり、意識も虚うつろに言う事を聞いてしまう。これまでの犯行や長い潜せん伏ぷくは、この魔ま術じゆつがあればこそなのだ。

　しかし、今回の標的はそれをするまでもなく、自ら人目から遠ざかってくれた。

　そうして、好条件の狩かり場ばに入ったタイミングで、メルヒアは一気に接近するが……

「──さすが、薄うす汚ぎたない欲望まみれの悪あく魔ま。こちらの意図に乗ってくれて助かります」

　自身より先んじてもたらされた言葉に、思わず歩みを止める。

　乾かわいた口調の中に、侮ぶ蔑べつと嫌けん悪おを孕はらんだその冷たい声は、目の前のメイドのものだった。

　彼かの女じよは振ふり返かえり、声と同様の冷えきった視線を、追つい跡せき者しやへと向ける。

　微み塵じんも気き後おくれしていない、毅き然ぜんとした表情と対面した時、メルヒアは悟さとった。

「おやおや～、もしかしてわたし……罠わなにハメられちゃったんですかね～？」

　己おのれの窮きゆう地ちを自覚したが、その表情に焦あせりはなかった。

「邪じや悪あくな悪あく魔まめ……！　この神聖な街を脅おびやかす貴様の狼ろう藉ぜきも、ここまでだ！」

　そんな彼かの女じよへ明確な敵意を宣言するとともに、身構えるメイド。

　直後、その身が鮮せん烈れつな白い光を放ち、彼かの女じよ自じ身しんの体ごと、メルヒアの視界をも覆おおい隠かくす。

　ほどなくしてそれが途と絶だえると、そこにいたのはメイド服姿の少女ではなかった。

　短い袖そでとホットパンツから露あらわになる、細くも均整のとれたシルエットを持つ四し肢し……

　少年のようなショートヘアはそのままに、さっきまでとはうって変わって、豊かな感情を相手にぶつけるように睨にらむ、精せい悍かんな顔立ち。

　禁欲的な侍じ女じよ姿すがたから一転。運動性に特化した白の戦いくさ装しよう束ぞくへと身を変え、ボーイッシュな性格をより前面に出した少女であったが、注視すべきはそこだけではなかった。

　彼かの女じよの背中には、どんな鳥よりも雄お々おしく、そして美しい白き翼つばさが生えていたのだ。

　この翼つばさこそ、いわば名めい刺し代わり……メルヒアもすぐ、彼かの女じよの正体を察した。

「──自分はこの地を統すべる神、フリーティア様に仕える〝天使〟……クアン！　天意により、この街の秩ちつ序じよを乱した貴様を処断する！」

　悪あく魔まと対極を成す、神の使者……天使。その出現は、神からの死し刑けい宣せん告こくそのものだった。

　が、それを確信してなお、メルヒアに恐きよう怖ふはない。むしろ、痛快ですらあった。

「んふふ、そろそろ天使なり差し向けてくる頃ころ合あいだとは思ってましたが、まさかこんな可愛かわいいコが相手とは……メルヒアさん、ますます気に入っちゃいましたよ～」

　メルヒアが悦よろこびに満ちるたび、それと反比例して憤ふん慨がいの表情を深めるクアン。

　この悪あく魔まにとっては、獲え物ものの強い感情こそが力となった。

　それは心理的のみならず、自身の体内に燻くすぶる魔ま力りよくをも活性化させる。

「ぐへへへ～、そんなにアツく見つめないでくださいよ～。もうわたし、躰からだが火ほ照てって……」

　熱に浮うかされて、夢ゆめ見み心地ごこちに宙を仰あおぐ瞳ひとみ。いやらしく、ねっとりと唇くちびるを舐なめる舌。

　じわりと汗あせが滲にじむ肌はだの紅潮は、やがて頂点に達し……

「──んほぉぉ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ」

　自ら育てあげた情欲と活力に音を上げ、仰のけ反ぞり返かえるメルヒアの体。

　その瞬しゆん間かん、身の内に溜ため込こんだエネルギーが暴発するがごとく彼かの女じよの衣服を、そして世を欺あざむく化けの皮をも吹ふき飛とばした。

「ぜぇ、ぜぇ……悲鳴も上げず、このわたしを発情させるとは、たいした天使です～」

　やがて、既すでに会心の一いち撃げきをくらったように脱だつ力りよくし、ぐったりと上半身を折るメルヒア。

　その体は、すっかり変へん貌ぼうを遂とげていた。

　弾はじけた衣服から露あらわになったのは、甲こう殻かく類るいを彷ほう彿ふつとさせる硬こう質しつ化かした外骨格……それがまるで鎧よろいのように彼かの女じよの手足、胸部、腰こしを包み、背中にはクアンのに相対して禍まが々まがしい、コウモリのような漆しつ黒こくの翼つばさが生えていた。

　半はん裸ら同然のそのいかがわしい出いで立たちは、人々を惑まどわし、害をなす女おんな悪あく魔まそのものだ。

　これが、ヒトの殻からを脱ぬいだ悪あく魔まメルヒアの、真の姿である。

「な、なんて下品な……！　少しは恥はじというものを知れ、このインラン悪あく魔ま！」

　その威い容ようと、性欲を力とするような得体の知れなさに、天使はすっかり吞のまれていた。

　しかし、赤面しながらも、今なお自らの使命を果たそうとけして敵から目を離はなさないいじらしさが、余計にメルヒアの欲望を刺し激げきしてしまう。

「うひぃーっ、もーたまらん……！　いただきま～っす！」

「ひぃ……！」

　襲しゆう撃げきというよりは求愛行動……ただ相手のぬくもりを求めるように突とつ撃げきするメルヒアに、おぞましい寒気を伴ともなう性的嫌けん悪おを喚かん起きされ、反射的に攻こう撃げき態勢に入るクアン。

　悪あく魔まも天使も、その主力となるのは魔ま術じゆつだ。が、人間が使う《新魔術ノイル・マギカ》とは違ちがう。

　どちらかというと、それは神々が使う《旧魔術アルタ・マギエル》に近かった。

　術者の思考をダイレクトに──この場合は、クアンの悪あく魔まに対する攻こう撃げき衝しよう動どうをそのまま魔ま力りよくとして錬れん成せいし、その願いを叶かなえるに足る術じゆつ式しきを無意識に構築する事ができるのだ。

　その発動速度は《新魔術ノイル・マギカ》の比ではなく、人間相手なら確実に先手を取れるものだった。

　──が、メルヒアの動きはそれよりさらに速かった。

「なっ……」

　手の平に十分な魔ま力りよくを溜ため、いざ放とうと構えた瞬しゆん間かん、クアンの眼前からその姿が消えたのだ。

　目で追うまでもなく、背後にぞくりと気配を感じた時には、もう遅おそかった。

「にゅひひ～、捕つかまえたです～」

　クアンが動く間も与あたえず、メルヒアの両りよう腕うでがその身を羽は交がい締じめにする。

　本来、天使は悪あく魔まほど攻こう撃げき的てきではない。ゆえに、いくら攻こう撃げき衝しよう動どうを募つのらせても、感覚がついていかず、攻せめに転じた悪あく魔ま相手ではどうしても反応が遅おくれてしまうのだ。

「ぐ、ぅ……！」

　思いのほか強く体を締しめつけるメルヒアの豪ごう腕わんに対し、クアンは首や内臓を圧あつ迫ぱくされないようギリギリ持ちこたえるだけで、手も足も出せない。

「ふふふん、さてさて～？　ほんじゃ手始めに、体の味見でもさせてもらいますかね～？　見るからに、わたしには遠く及およびませんが、青い果実というのもたまにはいいものです～」

　相手の無力を知り、すっかり余よ裕ゆうぶったメルヒアは首を絞しめる左ひだり腕うではそのままに、右手の方をすっと獲え物ものの胸部に伸のばす。

「っ……！」

　そして、服の上からまさぐるように、胸を鷲わし摑づかみにした。

　下げ卑びた笑えみを浮うかべ、彼かの女じよの手は一見起き伏ふくも何もない幼い胸むな板いたをぞんざいに撫なでまわす。

「……んん？」

　が、ふと違い和わ感かんに気づき、指の動きがぴたりと止まった。

　いくら相手が未成熟とはいえ、彼かの女じよの指には女によ体たい特有の柔やわらかさがほとんど伝わってこない。それどころか、思ったより骨張っており、骨格的にも女性とは異なる事がわかった。

「こ、これは貧乳とかマナ板とかじゃあねぇです～！　あ、あなた、まさか……！」

「言うなぁ──っ！」

　メルヒアの言動に激げつ昂こうしたクアンは突とつ如じよ荒あれ狂くるい、必死の抵てい抗こうを見せる。

　だが、所しよ詮せんは温室育ちの天使……メルヒアが少し力を込めただけで、何もできなくなる。

「あ～、びっくりした……女装じゃありませんよね～？　どうやら、下もないようですし」

　それはさきほどの足運び、それに今もしっかり内うち股またに閉じている下半身を見れば明白だ。

　この指し摘てきを恥はじるように、クアンは俯うつむき、ぎゅっと唇くちびるを嚙かみしめる。

「はは～ん？　さてはあなた、自分の〝肉体構築〟に失敗しましたね～？　天使は一から体を作らなきゃいけないんだから難なん儀ぎですね～……その点、わたしたち悪あく魔まは適当な人間に上手く入り込めれば、簡単に体が手に入るんですから楽なものですな～」

　……そう。本来、メルヒアは小さな鉱物に宿った僅わずかな意思に過ぎなかった。

　それが、とある少女の体を乗っ取って変質したのが、現在の彼かの女じよである。

　今のメルヒア＝サミューズという身分をはじめ、長い時の中で多くの名と立場を偽いつわりながら各地を転々とし、そうして辿たどり着ついたこのノルトで今、極ごく上じようの獲え物ものと巡めぐり会あえた。

「う、うるさい……！」

　図星を突つかれ、クアンの恥ち辱じよくが深まれば深まるほど、一層メルヒアの嗜し好こうをくすぐる。

「体の方は少し残念ですけど、ほんと可愛かわいいですよ～、あなた……その恥はじらいと苦く悩のうにまみれた魂たましいがいかほどのものか、たっぷり味わわせてくださいな～！」

　歪ゆがんだ情愛を腕わん力りよくに変え、一思いにゴキンと天使の体を締しめ潰つぶすメルヒア。

　常人相手ならば、肉や骨ごと内臓も圧おし潰つぶし、確実に死に至らせる力だ。事実、クアンも「ぎっ……」と息が詰つまった声を最後に、悪あく魔まの腕うでの中でぐったりと脱だつ力りよくした。

　しかし、天使はこの程度で致ち命めい傷しようを負うほどヤワではない。

　メルヒアは、実際にまだ息のある彼かの女じよの身を押おし飛とばし、俯うつぶせに転がした。

「さあさあ、ここからが本番ですよ～」

　次いで背中に馬乗りになるや、自らの両りよう腕うで両りよう脚あしでがっちり彼かの女じよの手足を拘こう束そくし、腰こしに圧力を掛かける形で上半身を持ち上げる……いわゆる、関かん節せつ技わざである。

「く、あ……あああああっ！」

　悪あく魔まの力で手足を固定されたまま胴どうを締しめられ、天使でなければ容易たやすく引きちぎられるであろう圧力にクアンもこらえきれず、苦く悶もんの悲鳴を上げた。

「うふふふ～、思ったとおりイイ声で鳴いてくれますね～、あなた……」

　待ちに待った甘かん美びの瞬しゆん間かんに、うっとりと恍こう惚こつ感かんに浸ひたるメルヒア。

　これが、彼かの女じよの得とく意い技わざだ。悪あく魔まメルヒアは魔ま術じゆつでの間かん接せつ攻こう撃げきより、直接相手の感かん触しよくを堪たん能のうできる格かく闘とう戦せんこそ好む。これはその中でも特に最上級……人間相手では過ぎたこの技わざも、強きよう靭じんな肉体を持つ天使なら遠えん慮りよはいらない。まさに、至高の玩がん具ぐだった。

　体幹からの力の伝達を遮さえぎる形で手足を締しめ上あげられた今、クアンにこの拘こう束そくを解く術すべはない。

「んふ～、もう少し堪たん能のうしたら、いよいよあなたの魔ま力りよくをいただきましょうかね～。二度と覚めない眠ねむりの中で、わたしの養分になってもらいますよ～」

　このひと時は、いわば前菜。この天使の声が果て、抵てい抗こうする力も失われた時、真にこのごちそうを味わう瞬しゆん間かんが訪おとずれるのだ。それを確信し、メルヒアはじゅるりと唇くちびるを舐なめまわす。

　……が、

「──二度と覚めない眠ねむり？　笑わせてくれるぜ……」

　突とつ如じよ投げ入れられた、皮肉たっぷりの冷めた声が、彼かの女じよの気分に水を差す。

　直後、カツーンカツーンと、石いし畳だたみを軽かろやかに叩たたく靴くつの音が、ここからでは暗がりでしかない路地の奥おくからやってきた。

　昼と夜の狭はざ間まで、夕ゆう闇やみが辺りを包む街の最さい奥おう……そこへ新たに姿を現したのは、全身を黒衣に包んだ長身の男だった。







　その光景に、アーベントは辟へき易えきしたため息をこぼす。

　天使と悪あく魔まの戦いと言うには神秘性もロマンの欠片かけらもない、極きわめて低てい俗ぞくな有あり様さま……みょうちきりんな恰かつ好こうをした娘むすめたちの、プロレスごっこに他ならなかった。

　その遊びに興じていたメルヒアから笑えみが消え、乱入者をぎょろっと睨にらむ。

「なんですか、あなた～？　人の楽しみにしゃしゃり出てくるとは、無ぶ粋すいな野や郎ろうですね～」

「悪いな。こちとら、お前さんの楽しみを邪じや魔ましに来たもんでな」

　彼かれの返答に、さっきまで上じよう機き嫌げんだったメルヒアはますます表情を尖とがらせる。

　自分を悪あく魔まと知りながら傲ごう岸がん不ふ遜そんにふるまう人間の存在が、よほど気に入らないらしい。

「それと、そのお楽しみの手口もとっくにわかっている……被ひ害がい者しやが昏こん々こんと眠ねむり続つづけているのは、あくまで副次的効果。あの術じゆつ式しきの正体は、〝魔ま力りよく吸きゆう引いん〟だな」

　確信をもって告げると、怒いかりに満ちていたメルヒアの形相が、ぎょっと驚きよう愕がくにまみれる。

　この反応を見ずとも、答えは決まっていた。被ひ害がい者しやを診みた医師は誰だれ一人ひとり気づかなかったようだが、魄はく紋もんに手を入れるのを恐おそれない者ならば、少し調べればわかる事だ。

「魔ま力りよくとは、人の生命力でもある。お前さんの術じゆつ式しきによって、あの患かん者じやたちは強制的にお前さんへ魔ま力りよくを提供させられていたというわけだ……あくどいコトしやがる」

　生命活動を最低限維い持じできる量の魔ま力りよく以外を常時吸われていたために、彼かの女じよたちは自力で目を覚ます事ができなかったのだ。そして、体は徐じよ々じよに衰すい弱じやくしていき、いずれは命を落とす。

　これが、悪あく魔まメルヒアの食事……本来、摂せつ取しゆするだけで腹がふくれるような栄養など魔ま力りよくにはないが、この行こう為いから得られる快楽こそ、彼かの女じよには最高のごちそうなのだろう。

　これまで悪あく魔まとは何度か遭そう遇ぐうしたが、これほど屈くつ折せつした嗜し好こうを持つ者は初めてだ。

　ゆえに侮ぶ蔑べつを込こめて嫌いやみたらしく講こう釈しやくしたが、これが彼かの女じよの逆げき鱗りんに触ふれたらしい。

　メルヒアはもはや態度を取とり繕つくろう余よ裕ゆうもなく、憤ふん怒ぬの形相で歯を食いしばっていた。

「……ほんと、何でもご存じなんですね～。あなた、探たん偵ていか何か？」

「いいや？　今のは全部、推理したんじゃない。お前さんのコトも全部、被ひ害がい者しや本人から聞いたんだ。よほど怖こわかったんだろうな、うわごとでお前さんの特とく徴ちようをぺらぺら話してくれたよ」

「は……？」

　怒いかりと憎ぞう悪おでいっぱいだったメルヒアも、この発言には感情が消きえ失うせた。

　この悪あく魔まは、神しん学がつ校こうの制服を着たまま犯行に及および、何かと目立つ容姿をたっぷり見せつけたのだ。それが自分を襲おそった相手となれば、トラウマレベルで脳のう裏りに刻まれて当然である。

　しかし、それを患かん者じや本人から聞いたという話だけは、相手も俄にわかには信じられまい。

　その心中を察し、アーベントはくっくっと押おし殺ころした笑えみを浮うかべる。

「申もうし遅おくれたが、俺おれは解げ術じゆつ師しアーベント……呪のろいを治すのが仕事だ」

「解げ術じゆつ師し……？」

　その言葉にこそ初耳とばかりに怪け訝げんな顔をするメルヒアだが、すぐ何らかの心当たりに思い至ったように、はっと目を見開く。

「まさか、夕べ送られてくるはずの魔ま力りよくが急に途と切ぎれたのは……」

「そういう事だ。お前さんらの掛かける術じゆつ式しきってのは、本人のイメージを具現化してるだけあって、人間の魔ま術じゆつに比べりゃ効果は多様なもんだが、その分練ねり込こみが甘あまい……お前さんのは特に雑だったぜ。おかげで、取り除くのにそんなに苦労はしなかったな」

　それは、紛まぎれもなく挑ちよう発はつだった。ダメ押おしに、唇くちびるをぐにゃりと歪ゆがめて嘲あざ笑わらってもみせる。

　これが、メルヒアの自尊心にトドメを刺さした。

　こみ上げていた熱が一挙に引いたように、顔から表情が消える。

「ほ～んほ～ん……いや～、さすがのメルヒアさんも、これはカチーンときちゃいましたよ～。ちょ～っと待っててくださいね～……今、ぱぱっとこのコをたいらげちゃいますから」

　にこりとアーベントに微笑ほほえみかけた、その刹せつ那な──

「──それから、てめーをぐちゃぐちゃにしてやるから、覚かく悟ごしやがれですよォ～ッ！」

　口が裂さけんばかりに笑えみを決けつ壊かいさせ、鬼おにのような形相をアーベントへ向ける。

　それを受け、当の本人はため息ひとつだけ。

　もちろん、己おのれの不幸を嘆なげいているのではない。しいて言えば、相手への同情であった。

　アーベントに煽あおられるまま、ドス黒い本ほん性しようを露あらわにしたメルヒアだが、同時に彼かの女じよもまた逆げき鱗りんに触ふれていたのだ。

「──図に……」

「ん？」

　不意に、腰の下に敷いていたものがぴくりと動いたのに気づいたのも、束つかの間ま、

「図に乗るなぁっ、このクサレ悪あく魔まァァ───ッ!!」

「うぎゃあああぁぁぁ[image: ～][image: ～][image: ～]っ!?」

　メルヒアの体は宙に投げられ、ぐしゃっとボロ雑ぞう巾きんのように地面に叩たたき捨すてられた。

　完全に自由を奪うばわれていたクアンが、相手の体ごと、忌いまわしい拘こう束そくを吹ふき飛とばしたのだ。

　魔ま術じゆつではない。それは実にシンプルで原始的な、力任せの所業である。

　……おかげで、メルヒアもただ吹ふき飛とばされただけでは済まなかった。

「にゅぎぇああぁぁ～っ！　はひ～っはひ～っ！　わ、わたしの手が、足がぁぁ[image: ～][image: ～]っ」

　地にへたり込こみ、慟どう哭こくする彼かの女じよの両手両足は骨格を失い、ゴムのようにぐにゃぐにゃになっていた。強きよう靭じんな体を持つ天使に全力で薙なぎ払はらわれたのだから当然だ。

　人間であれば間ま違ちがいなく四し肢しごと粉々になる、常じよう軌きを逸いつしたパワーである。

「言い忘れていたが、ソイツの潜せん在ざい魔ま力りよくはおそらく、お前さんより格段に上だ。単純に力に変へん換かんされたら、悪あく魔まといえどひとたまりもない……下手に刺し激げきしちまったのが運の尽つきだな」

　普ふ段だんの温おん厚こうな性格は、いわばリミッター……メルヒアは、自らそれを外してしまったのだ。

「ぶべらばがぶおんだらぁ[image: ～][image: ～][image: ～]っ」

　体をズタズタにされた痛みと恐きよう怖ふで、言語すら失うほど錯さく乱らんするメルヒア。

　それが、これまでの彼かの女じよとは縁えんのなかった、強い衝しよう動どうを呼び覚ました。

「下がってください、アーベント様！」

　メルヒアの口内より突とつ如じよ発生する、高こう濃のう度どの魔ま力りよく。彼かの女じよの防衛本能が、己おのれの身を守るための術じゆつ式しき──全ての脅きよう威いを消し去る事を目的とした、攻こう撃げき用ようの大だい魔ま術じゆつを構成し始めたのである。

　この攻こう撃げきから主あるじを守るため、盾たてにならんとするクアン。だが……

「いや、必要ない」

　彼かの女じよを押おしのけ、アーベントは自ら前に出る。その手には、先の解げ術じゆつで活かつ躍やくした術じゆつ式しき殺ごろしのメス──《紋克刀シユナイド》が握にぎられていた。

　それを、魔ま術じゆつの中心たるメルヒアの顔めがけて投とう擲てき。

「ばらがぁ～っ!?」

　メスが彼かの女じよの顔面を覆おおう魔ま力りよく光こうに触ふれた途と端たん、強大な魔ま術じゆつが一いつ瞬しゆんにして消失した。

　転写直後の脆もろい術じゆつ式しきならば、予あらかじめメスに充じゆう塡てんしておいた魔ま力りよくで十分破は壊かいできる。裏の世界での数々のトラブルに巻まき込こまれる中で編み出した、アーベントの防衛術である。

《紋克刀シユナイド》は入手ルートこそ限られているが、さほど貴重な物ではなく、数も十分にある。

　ゆえに、自身の安全のためなら使い捨てる事も全く躊躇ためらわなかった。

「戦いは俺おれの本分じゃないが、邪じや魔まをするくらいは造作もない」

　魔ま術じゆつを主力とする者ほど、それが発動前に破は壊かいされれば動どう揺ようは大きい。先日、強ごう盗とう魔ま術じゆつ師しに襲おそわれた際もこれで相手の隙すきを作り、見事逃にげおおせたのだ。

　何が起こったのかわからず呆ほうけるメルヒアに、クアンがすかさず肉にく薄はく。

「地じ獄ごくに落ちろぉぉ──ッ！」

　彼かの女じよの四し肢しを粉ふん砕さいしたパワーから繰くり出だされる鉄てつ拳けんを、胴どう体たいに振ふり下おろした。

「ぶばらぎゃっ」

　骨をバキバキ砕くだきながら、沈しずみ続つづける拳こぶし……それが止まった頃ころには奇き声せいも止やみ、メルヒアは泡あわを吹ふき、白目を剝むいて完全に意識を失っていた。

「終わったな」

　それを確かく認にんすると、怒いかりに逸はやったクアンがもう一いち撃げき繰くり出だす前に、歩み寄るアーベント。

　哀あわれ、女おんな悪あく魔まは頭部以外の骨を砕くだかれ、不出来なゴム人形のような肉の塊かたまりと化していた。

　しかし、これでもなお悪あく魔まの生命力は尽つきない。特別な魔ま術じゆつで肉にく片へんを残らず灰にでもしない限り、こんなナリでもいずれは再生してしまうだろう。

　しかし、命じられたのはあくまで捕ほ獲かく……そのためのアイテムも受け取っている。

　やがて彼かれが懐ふところから取り出したのは、爬は虫ちゆう類るいのような生々しい黒くろ革かわで装そう丁ていされた書物だった。

　徐おもむろに適当なページからそれをぱらぱらとめくり始めると、ぴくりともしない元もと悪あく魔まの肉にく塊かいが光を帯び、まるで分解されるように徐じよ々じよに像を失っていく。

　その光の粒りゆう子しが本に吸すい込こまれるたび、ページにぼんやり輝かがやく文字が刻まれた。

　やがて、メルヒアの姿が完全に消えるとともに、その本もようやく完成する。

　これは、《悪あく魔まの書》……悪あく魔ま封ふう印いん用ようの魔ま道どう具ぐである。

　魔ま力りよくに還かん元げんされた彼かの女じよの体は一いつ片ぺん残らず、これに封ふう印いんされたのだ。

　文字で満たされた本を畳たたむと、それまで無地だった表紙には、眠ねむるように目を閉じたメルヒアの肖しよう像ぞうが描えがかれていた。この書が、彼かの女じよの新たな体になったのである。

「──捕ほ獲かく完かん了りよう、だな。そっちはどうだ」

　それを懐ふところにしまうと、アーベントの視線はクアンへと移る。

　彼かの女じよの体は再び光に包まれ、次の瞬しゆん間かんには元のメイド衣い装しように戻もどり、翼つばさも失われていた。

　……悪あく魔まや天使の体は、人間とはだいぶ作りが違ちがう。魔ま力りよくさえあれば体のダメージは初期化できるし、天使の場合は着衣すらも肉体の一部に過ぎないのだ。

「……問題ありません、アーベント様」

　その言葉の通り、彼かの女じよにはもう戦せん闘とうの痕こん跡せきは残っていない。が、その声は、相手に吞のまれて攻こう撃げき的てきな人格を露あらわにしてしまった事を恥はじるように、しょんぼりとしていた。

「そうか……じゃ、帰るぞ」

　そのナイーブさにため息をこぼしつつも、あえて何でもないようにふるまうアーベント。

　クアンもそれに安心したような軽い足取りで、その場を去る彼かれの背中を追うのだった。







　路地裏から出る頃ころにはもう、世界は夜の闇やみに包まれ、空には星が瞬またたいていた。

　が、街の方には闇やみの静せい寂じやくとはほど遠い、昼にも優まさる輝かがやきがあった。

　灯あかりさえ満足にない路地裏の片かた隅すみとは、まるで別世界……表通りは、〝フラグメント〟が生み出した煌きらびやかな光と、人々や車の往来で賑にぎわっていた。

　魔ま術じゆつが誕生してから約八百年……人々はそれを自らの営みに活用し、さらに魔ま力りよくを蓄たくわえる性質を持った鉱石、フラグメントに着目した事により、文明は加速度的に進歩した。

　この石を利用した動力機関と伝達回路の発明で、人々は労せずして火を起こし、光を生み、自動車という自らの足を使わず長ちよう距きよ離り移動できる術すべをも生み出したのだ。

　その車が行いき交かう大きな車道と人々がゆく歩道を隔へだてる街灯、冷たい石造りのビルや家々に温かみをもたらす窓の灯あかり……この全てが、人が造りし地上の星である。

　が、アーベントはこの街が好きではない。どこにいても、あの女の顔がちらつくからだ。

　そう思っているとなんという皮肉か、その顔が実際に視界の端はしにちらついた。

『──これは先日、政せい庁ちよう宮きゆう殿でんで催もよおされた、ノルト・セントラルタウン創立記念式典の模様です。会場には神しん陛へい下かをはじめ、招待を受けた著名人がこの日を祝福するため集つどいました』

　ふと小耳に挟はさんだその文言は、街頭に設置された柱状のグラフビジョンから聞こえていた。

　今やあちこちに溢あふれているこれらの機器は、特定の術じゆつ式しき──即すなわち魔ま術じゆつを機械的に発動する事で機能している。それを可能としているのが、フラグメントを中ちゆう枢すうとした動力機関だ。

　このグラフビジョンは、〝投とう影えい〟と〝音声保存〟の術じゆつ式しきを利用した機器で、柱の先せん端たんの映写機本体からやや透とう過かした映像が宙に向けて映し出されていた。

　それは、政庁広報部による報道番組……ニュース原げん稿こうを読むキャスターの言葉通り、先日行われたというパーティーの記録映像だった。

　豪ごう勢せいな装そう飾しよくや料理と、小こ綺ぎ麗れいなスーツやドレスを纏まとった貴人たちでひしめき合う、宮きゆう殿でん内ないのセレモニーホール……その中でも、カメラが特に注目しているのは、その主役だった。

　出席者の機き嫌げんを取るように、朗ほがらかな笑えみを浮うかべた深しん紅くのドレス姿の幼女……宮きゆう殿でんの主あるじにしてこの街の支配者、フリーティアである。

　屋や敷しきの中ではまず見せない、実に空くう虚きよな営業スマイルを平然とふりまく彼かの女じよに、出席者も建前の挨あい拶さつを返す欺ぎ瞞まんだらけの会合に嫌いや気けが差す。

　やがて、映像はこの数年で頭角を現した各界の著名人を労ねぎらうフリーティアの様を追い始め、そこにまだ記き憶おくに新しいあの人物がひょっこり顔を出した。

『──続いて、医学界からはヘリオス＝ガレノア氏。ガレノア氏は二十八歳さいという若さでノルトが誇ほこる魔ま術じゆつ医い療りよう界かいの権けん威いたちの注目を受け、魔ま術じゆつ治ち療りようのみならず魔ま術じゆつ薬やく学がくに於おいても画期的な新薬を次々と開発する新しん進しん気き鋭えいの名医として知られており……』

　──などと、どこかの闇やみ医い者しやには生しよう涯がい縁えんのない賛辞で持もて囃はやされるヘリオスだが、アーベントの視線は終始、彼かれと笑え顔がおで握あく手しゆを交かわす虚きよ飾しよくの神、フリーティアに注がれていた……







　ほどなくしてアーベントが対面したのは、さきほどの報道で見せた華はなやかさとはかけはなれた、怠たい惰だでずぼらな神だった。

「ようやってくれた。やはり、呪のろいが絡からむと仕事が早いのぅ」

　相変わらずの寝ね間ま着き姿すがたで、ベッドの上にふんぞり返りながら客を迎むかえるこの幼女に、アーベントは不満たらしげな仏ぶつ頂ちよう面づらで応対する。

「まぁた、今日は一段と不ふ機き嫌げんなツラをしおって……ま、とりあえずご苦労じゃった。ほれ、いつもの褒ほう美びじゃ」

　間もなくして、傍そばに控ひかえた執しつ事じを介かいしてフリーティアからもたらされたのは、小さな黒い木箱……中に入っているのは、空のごとく澄すみきった蒼あおい輝かがやきを湛たたえる多角形の石だ。

　一見すると普ふ通つうの宝石のようだが、そうではない。これこそ、アーベントが解げ術じゆつを請うけ負おう際、唯ゆい一いつ相手に要求する品……〝ハイフラグメント〟である。

　ハイフラグメントはその名の通り、フラグメントの中でも特に純度の高い希少品だ。

　その価値と魔ま力りよく量りようは通常の比ではなく、腕うでのある魔ま術じゆつ師しにとって用よう途となど枚挙にいとまがない、〝賢けん者じやの石〟とさえ一部で呼ばれるほどの代しろ物ものである。

　単純に魔ま力りよくを底上げする補助媒ばい介かいとしても、この石は優ゆう秀しゆうだ。だからこそ、アーベントは各地でこれをかき集め、自らの力を高めていった……己おのれの目的を達成するために。

「これでまた、おぬしの魔ま力りよくは強化され、悲願に一歩近づくというわけじゃ。ついでに、おぬしのために〝新しいオモチャ〟も用意してある。そのうち、送り届けてやろう」

「……何を寄よ越こすつもりかは知らんが、ばかに気前がいいな。何を企たくらんでやがる」

　この女が、邪よこしまな理由もなしに自分に手厚い援えん助じよをするはずがない。

　そんな疑念を一いつ切さい隠かくさないアーベントの視線が、フリーティアの双そう眸ぼうを覗のぞき込こむ。

「たくらみなど、ありゃせん。昨日は面おも白しろい物を見せてもらったからのぅ、その礼じゃ」

「あ……？」

「夕べの解げ術じゆつじゃよ。おぬしの手しゆ腕わん、久々に見せてもらったぞ。それに、まさかおぬしが、あれだけ心を許せる助手を持つようになるとはのぉ……」

「心を許した覚えはさらさらない。勝手に覗のぞいた挙げ句、眠ねむりこけて夢でも見てたのか」

「やれやれ……せっかく師匠が褒ほめてやっておるというのに、とんだ恩知らずじゃ。その自じ慢まんの解げ術じゆつを教えてやったのは、誰だれだと思っとるんじゃ……ルヴェル？」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、心の奥おくで燻くすぶっていた炎ほのおが猛たけるように、アーベントはかっと瞳ひとみを開く。

　フリーティアは人々の暮らしに寄より添そうように身を置くのを好む、変わり種の神だ。

　それゆえ彼かの女じよは国を飛び出し、世界中を転々として様々な暮らしや技術に触ふれるに至った。

　そうして、本来神には不要な《新魔術ノイル・マギカ》や占せん星せい術じゆつ、錬れん金きん術じゆつ、それらを基もとにした新技能……その最後に、現在《アーベント式解げ術じゆつ》と呼ばれているモノの原型を編み出したのだ。

　それを教わった以上、フリーティアは確かに師だ。それは否定しない。

　ゆえに、アーベントの怒いかりを駆かり立たてたのはその事ではなかった。

「──その名で俺おれを呼ぶなッ」

　溜たまりに溜たまった鬱うつ憤ぷんを吐はき出だす思いで激げつ昂こうし、声を張り上げる。

　フリーティアとの険悪さは今に始まった事ではないが、彼かれが感情を爆ばく発はつさせるのは稀まれだった。

　その激情の矛ほこ先さきであるフリーティアは、平気な顔をして微び動どうだにしない。

　彼かの女じよの態度に毒気を抜ぬかれて、多少は頭が冷えるも、それでもなお収まらない怒いかりが、紅あかい灯ともし火びとなってアーベントの瞳ひとみの奥おくで輝かがやいていた。

「……恩人ヅラするのも大たい概がいにしろ。この解げ術じゆつはもう俺おれのモンだ、俺おれ自じ身しんの手で磨みがき上あげた技わざだ。テメェが俺おれの体に植えつけた、この最悪の呪いを消し去るためにな！」

　その紅あかく染まって見える瞳ひとみで、強い憎にくしみを誇こ示じするように、フリーティアを睨にらむ。

　が、それすらも栄養とするように、かの神はくつくつと笑えみを深めた。

「そのためなら、名が地に堕おちようと、皆みなから蔑さげすまれようとも構わぬ、か」

「……ああ。悔くやしいが、コイツを消し去るには、今の俺おれじゃ魔ま力りよくがいくらあっても足りねぇ。それを補うには、もっと多くのハイフラグメントが要いるんだ……そのためなら〝収集家コレクター〟だろうがなんだろうが、好きに呼ばせるさ」

　アーベントが、人々が唾だ棄きする禁きん忌きを犯おかし続つづけるのも、フラグメントの収集家という不本意な二つ名を受けながらそれを集め続けるのも、全ては己おのれの悲願を成じよう就じゆするためだ。

　その執しゆう念ねんを覗のぞかせ、アーベントは今度こそ踵きびすを返し、部屋を出ていく。

『──んお？　ど、どこですか、ここは？　なんでこんな所に!?』

　……が、突とつ然ぜんの声がぴりついた空気に石を投げ、彼かれの足を止めた。

　この緊きん張ちよう感かんのない甲かん高だかい声には覚えがある。振ふり向むくと、そこには戸と惑まどうクアンが立っていた。声の発生源は、アーベントが彼かの女じよに預けていた悪あく魔まの書……その中だ。

「ほう、まさか体を封ふう印いんされたまま、意識を取とり戻もどすとは……なんとも我がが強い悪あく魔まじゃ」

　そう、声の主は、《悪あく魔まの書》に封ふう印いんされたはずのメルヒアだった。

　見ると、本の表紙となっている彼かの女じよの肖しよう像ぞうは、生きているかのように動き出していた。

　本来であれば、封ふう印いんされた時点で意識は凍とう結けつされるはずが、その定さだめをメルヒアの強きよう靭じんな自じ我がが打ち破ったのだ。とはいえ、肉体がなければどうする事もできない。

　よってフリーティアも特に動どう揺ようはなく、せいぜい物もの珍めずらしく見物するくらいだったが……
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　見えない壁かべに遮さえぎられているかのように、内側から表紙を叩たたいて泣なき叫さけぶ肖しよう像ぞう。大音量の絶ぜつ叫きように、クアンはたまらず本を手て離ばなし、フリーティアともども両耳を押おさえて悶もだえる。

　その声は部屋全体を揺ゆらし、みしみしと天てん井じようや壁かべにまで悲鳴を上げさせた。

「付き合っていられるか……」

　正直、これはアーベントもたまったものではない。

　今いま更さらあの悪あく魔まをどうこうする義理もなく、彼かれは苦しむ二人を置き去りに、そそくさと退室。

　屋や敷しき中じゆうに響ひびき渡わたる悲鳴に騒そう然ぜんとする従者たちをも尻しり目めに、ここを後にするのだった……







　翌日、アーベントは何食わぬ顔で神しん学がつ校こうに赴おもむき、放課後には平常通り教室を開いていた。

　生徒たちにも特に変わった様子はなかったが、その興味の行き先は授業ではなく、期せずして関わる羽目になった事件の顚てん末まつである。

「──ふぅん、結局あれからすぐ犯人も捕つかまっちゃったんだ。なんだか拍ひよう子し抜ぬけだなぁ」

「で、他の被ひ害がい者しやはどうなったんだよ、先生？　結局、一人しか治ち療りようしなかったけどよ」

「一人で十分だったんだよ。実際、犯人を押おさえた途と端たん、呪のろいは消えて被ひ害がい者しやは全員目を覚ましたそうだ……あの術じゆつ式しきは、術者の魔ま力りよくなしで維い持じできるほど精せい巧こうじゃなかったからな」

「先生すごいです！　あの解げ術じゆつもだけど、それで事件まで解決しちゃうなんて……！」

「べつにすごくはない。俺おれはただ患かん者じやを治しただけ、あとは警察の仕事だ」

　──という事に、世間的にはなっている。

　悪あく魔まの存在も、それを排はい除じよするため神が動いた事も、市民に知られてはならないからだ。

　被ひ害がい者しやも目覚めた直後にはメルヒアの姿をはっきり覚えていたが、それも今回負った心的外傷に対する精神治ち療りようと偽いつわった魔ま術じゆつによる隠いん蔽ぺい処置で、今いま頃ごろすっかり忘れているだろう。

　当の警察も、事の全容は知らない。この事実を知る人間は、神の意のままに情報を操作し、警察をも言いくるめる力を持った政庁の上層部と、アーベントだけである。

　にもかかわらず、生徒たちのアーベントを見る目はすっかり変わっていた。

　特にチェルシーは、施せ術じゆつ中ちゆうには押おしとどめていた感動を今吐はき出だすように、人一倍興奮していた。普ふ段だんおとなしいだけに、別人と見み紛まがう潑はつ溂らつさだ。

　この中では彼かの女じよだけが、明確に魔ま術じゆつ医いを目指している。ゆえに、感かん慨がいも一ひと入しおなのだろう。

　これほどの羨せん望ぼうを生徒から受けるなど、アーベントの教師生活では初めてだった。

「さ、無む駄だ話ばなしは終わりだ……授業を始めるぞ」

　多少のむずがゆさを覚えながら、そっけなく話題を打ち切って、生徒に規律を促うながす。

　が、それに水を差すように、コンコンとドアを叩たたく音。来客のようだ。

　この時期、この研究室を興味半分に訪おとずれる見学者は滅めつ多たにいない。

　訝いぶかるアーベントをよそに、遠えん慮りよなく開け放たれる扉とびら。そこから、姿を現したのは……

「じゃじゃ～ん！　全世界待望のメルヒアさんが帰ってきましたよ～！」

　その人物を見た瞬しゆん間かん、アーベントは柄がらにもなくぎょっと目を見開いた。

　自じ己こ申しん告こく通どおり、それは確かに《悪あく魔まの書》に封ふう印いんされたはずの、メルヒアである。

　性しよう懲こりもなく制服を身に纏まとい、見た目だけはこの学校の生徒を気取っているが、明らかに場ば違ちがいな気配を全身から垂れ流すこの不ふ審しん者しやに、生徒たちもぽかーんと固まっていた。

　下手に詮せん索さくされる前に、アーベントはただちにこの闖ちん入にゆう者しやの首根っこを摑つかまえ、部屋の外へ連行。壁かべ際ぎわに押おしやって、問とい詰つめる。

「テメェ、これはどういうコトだ……なんでここに」

「にゅふふん、あれからすぐフリーティアさまに封ふう印いんを解いてもらったんですよ～。いや～、全ぜん身しん全ぜん霊れいで駄だ々だをこねた甲か斐いがあったってもんですね～」

　──あれ以降も、メルヒアは嗄かれる喉のどがないのをいいことに、喚わめき続つづけたらしい。

　就しゆう寝しん時じになってもそれは止やまず、さしものフリーティアもとうとう音を上げた。

「──で、魔ま力りよくの大半を封ふう印いんされたままなのを条件に、自由になれたというわけですよ～」

「あの、クソババァ……！」

　確かに今のメルヒアには禍まが々まがしい気配はなく、見た目通りの普ふ通つうの娘むすめのようだった。

　しかも、これまでは要所要所を催さい眠みん魔ま術じゆつで切きり抜ぬけてこの学校に居い座すわっていた彼かの女じよだが、今はフリーティアによって戸こ籍せきまで与あたえられ、正式に生徒としての身分を手に入れたらしい。

　その手回しの良さに、何がなんでも彼かの女じよをこちらに押おしつけようという悪意が見て取れた。

　神が仕し掛かけたこの急展開に目眩めまいを覚え、思わず目め頭がしらを押おさえるアーベント。

「それと……はい、これも！」

　そんな彼かれの心情など意に介かいさず、けろっとメルヒアが寄よ越こしたのは、自らが封ふう印いんされていた《悪あく魔まの書》だった。表紙を飾かざる彼かの女じよの肖しよう像ぞうはすっかり色を失い、白銀のレリーフと化していた……今のこの本はいわば、魂たましいが抜ぬけた彼かの女じよの半身というわけだ。

「もしもの時は、クアンちゃんに代わってあなたを守ると約束しちゃったんですよね～。その本を使ってわたしを元の体に戻もどせるそうですよ～」

　本を受け取りながら、疑ぎ惑わくの視線を向ける。これは即すなわち、メルヒアを縛しばるための枷かせ……それを当の本人に託たくす神も神だが、この悪あく魔まの行動も解げせなかった。

「よくコイツを持もち逃にげせずに、バカ正直に渡わたせたもんだな……ま、悪あく魔ま本人にゃどうこうできるようにはできちゃいないだろうが」

　曲がりなりにも、神が造りし魔ま道どう具ぐだ。誰だれにでも扱あつかえるほど、ヤワな代しろ物ものではない。

　しかし、どうもメルヒアにはそれとは別の思おも惑わくがあるようだ。

「ん～、これはこれで面おも白しろそうっていうか～……あなたに付きまとってれば、クアンちゃんにもまた会えるし、目の保養にも事欠かず、案外充じゆう実じつした生活を送れそうかな～って」

　そうのたまうメルヒアの視線は、気づけばアーベントではなく、その背後に向けられていた。じゅるりと舌を出し、物色するようないやらしい目つきにつられて振ふり返かえると、いつの間にか少しだけ開いたドアから、三人の顔がこちらの様子を窺うかがっていた。

「えっと、せんせー……？　その子、誰だれ？」

　怪け訝げんな顔をしている生徒を代表して、ルビーがおそるおそる尋たずねてくる。

　当然ありのままを話すわけにはいかず、しばらく沈ちん黙もくするアーベント。

「わたしですか～？　そうですね～、アーベント先生の一番の助手ってとこですかね～？」

　そんな彼かれをよそに、後先考えぬ享きよう楽らくの権ごん化げが、また無責任な事をぶちまけた。

　これには生徒たちも鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうをくったように、啞あ然ぜんとしている。

「はぁ……？」

「一番の助手って……」

「あの人、わたしたちよりすごい術師ってこと……？」

「てめっ、何を……！」

　生徒たちにありもしない幻げん想そうが植えつけられていくのを察知し、すぐさま食くって掛かかる。

　アーベントの慌あわてふためく様が見たかったとばかりに、ご満まん悦えつな笑えみを浮うかべるメルヒア。

「まぁまぁ。お互たがい過去のことは水に流して、こうなったからには、仲よくしましょうよ～。ね、アーベント先生？」

「コイツ……」

　仮にも一度は本気の殺意をぶつけてきた相手の、突とつ然ぜんの手の平返し……この悪あく魔まの、打算もなく何事も楽しめてしまう性格は、前回の対立で承知済みだ。

　それだけに、またいつ気が変わるか知れたものではない。

　突とつ然ぜん降ってわいたこの不ふ穏おん分ぶん子しは、当分消えない頭痛をアーベントにもたらすのだった……
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　時は、〝連続少女昏こん睡すい事件〟が巷ちまたを賑にぎわせていた頃ころ……メルヒア捕ほ獲かくを命じられる少し前、アーベントは事件の舞ぶ台たいたるセントラルタウンを離はなれ、とある街を訪おとずれていた。

　一週間ほど前、この街の病院で解げ術じゆつに携たずさわったのだ。

　患かん者じやの名は、ガルデア＝ボーマン……呪のろいによって死に瀕ひんし、魔ま術じゆつ医いから完全に見放されたその男が最後の最後に頼たよったのがアーベントだ。アーベントに反発する病院側を金で黙だまらせ、上等な施せ術じゆつ室しつに助手まで用意させた結果、その施せ術じゆつはつつがなく成功。

　今回訪おとずれたのは、施せ術じゆつ前まえに交かわした契けい約やくを果たしてもらうためだ。

　すっかり元気になったであろう時期を見計らい、アーベントはボーマンの屋や敷しきを訪ねた。

「──先生、この間は世話になりましたな。おかげさまで、すっかり良くなりましたよ」

「ソイツは結構で……」

　だだっ広く豪ごう奢しやなリビングで彼かれを出で迎むかえたのは、ガウンを纏まとった中肉中背の中年男性……顔は少々やつれてはいるが、いかにも富ふ豪ごう然ぜんとした男だ。

　本当ならいけ好かない金持ちなど相手にしたくないが、幸か不幸か、この男はアーベントが求める物の所有者であり、解げ術じゆつの報ほう酬しゆうとして譲じよう渡とする事を快かい諾だくしていた。

　ソファーにふんぞり返って声を張る様子を見る限り、依い頼らい人にんはすこぶる快調のようだ。

　魄はく紋もんをすっかり清せい浄じよう化かされ、本人はまさに生まれ変わったような気分なのだろう。

　それを確かく認にんし、アーベントは向かいのソファーに座すわるなり、用件を切り出した。

「では、全快したというコトで、こちらも遠えん慮りよなく報ほう酬しゆうをいただくとしようか」

　話がそれに及およぶと、朗ほがらかに笑っていたボーマンの顔がぴくりと強こわ張ばる。

　眉まゆを顰しかめ、明らかにばつの悪そうな表情だった。

「あ、ああ……確か、私が持つフラグメントをご所しよ望もうでしたな」

「──正確には〝ハイフラグメント〟……だな」

　釘くぎを刺さすように言ってやると、ボーマンはさらに顔色を悪くし、汗あせを滲にじませる。

　フラグメントは見た目は小こ綺ぎ麗れいな宝石であり、鑑かん賞しよう用ようとして市場に出回る事も珍めずらしくない。

　ただ、それに混ざってハイフラグメントまで売りに出され、見る目がない商人を介かいして無知な金持ちへと渡わたるケースが稀まれにある。この男がまさにそうだ。

「……確かに、私は希少な石を所有している。しかし、それが君の言うハイフラグメントなるものとは限らないのでは……？」

　恐きよう縮しゆくしながら、それでも図ずう々ずうしくこの元もと患かん者じやはそんな事を言い出した。

　よほどお気に入りなのだろう。この男は今になって惜おしくなったのだ。

　命が助かった途と端たん約束を反ほ故ごにしようとする……特に、珍めずらしい手合いでもなかった。

「ハイフラグメントかどうかは、直じかに見ればわかる……実物を見せてもらおうか」

「あ、いや……しかし……」

「……アンタ、命を救ってもらった恩より、石ころの方が大事なのかい。それとも、あれだけ死ぬか生きるかで苦しんでいたのを、もう忘れたか」

　その言葉が……何より、今この手で殺してやるとさえ言わんばかりの殺気を秘めた睨にらみが、ボーマンを威い嚇かくする。

　体の内からじわじわと死に絶えていく苦しみと、その恐きよう怖ふに震ふるえていた日々……アーベントの殺気が、その忌いま々いましい記き憶おくをも呼び覚まし、彼かれの心を折った。

　すっかり顔面蒼そう白はくとなったボーマンは結局当初の契けい約やくを履り行こうするほかなく、ほどなくして使用人を介かいしてそれはアーベントの手にもたらされる。

　仰ぎよう々ぎようしい金の装そう飾しよくが施ほどこされた宝石箱にしまわれた、手の平に収まる程度の翠みどりの鉱石。

　一いつ般ぱんのフラグメントと比べれば小さい石だが、手に持っただけで己おのれの魔ま力りよくと刺し激げきし合あうようなぴりぴりとした圧力を感じる……本物のハイフラグメントの反応だ。

「じゃ、もらっていくぜ。今後もお大事に」

　情感のない定型句を吐はき捨すて、コートの裾すそをはためかせながら身を翻ひるがえすアーベント。

　依い頼らい人にんにはもう興味がないとばかりに、彼かれは見送ろうとする使用人をも拒こばみ、部屋を出る。

「──《ダークコレクター》……噂うわさ通どおりの、薄うす汚よごれた収集家め」

　間ま際ぎわ、ボーマンがそう漏もらしたのを耳に留めつつも、アーベントは屋や敷しきを後にした。

　──帰りの道中、このフラグメントを狙ねらった野の良ら魔ま術じゆつ師しに襲しゆう撃げきを受けるというアクシデントに見み舞まわれたが、それでかの大だい富ふ豪ごうとの一件は終わったのである……







　──メルヒアの来訪から数日後、彼かの女じよは周囲が呆あきれるくらい、研究室に馴な染じんでいた。

　と言っても、生徒としてではない。

　初日こそ、物もの珍めずらしげに解げ術じゆつ教室の授業をおとなしく見ていたが、翌日からは次し第だいに熱心さをなくしていき、それ以降は毎日来るくせして授業には見向きもせず、適当にソファーでくつろいで、暇ひまを持て余している様子だった。

　……思っていたより面おも白しろみのない授業に、早くも飽あきてしまったのだ。

　今日もそれは変わらず、約一時間半の授業時間中、メルヒアは持もち込こんだ雑誌に目を通すばかりで、最後まで授業に参加する事はなかった。

　そうして、授業が終わるといかにも何かをやり遂とげたとばかりに、平然と他の生徒と一いつ緒しよに帰っていくのだから、いい性格をしている。

　今ではもうメルヒアのボイコットを気に留める事もなく、生徒たちのいなくなった研究室にしばらく残っていたアーベントだが、今日はいつもより早めにそこを閉める事にする。

　これから、寮りようの私室で少しばかりやる事があるからだ。

　講師や教授たちの研究室が並ぶこの別館は、陽ひが暮れると途と端たんに静かになる。

　生徒がいなくなれば、ここは校内といえど喧けん騒そうを嫌きらう研究者たちの巣に過ぎないのだ。

　そんな、声一つしない廊ろう下かを歩いていると、珍めずらしい人物に遭そう遇ぐうした。

「──あら、アーベント先生？　今日は早いお帰りですのね」

「マレッグ先生……」

　正面からお互たがい姿を認めるや、真っ先に朗ほがらかな笑えみを浮うかべて声を掛かけてくる女性。

　グレイス＝マレッグ……アーベントと同じ術じゆつ式しき学がくの講師だが、彼かれが担当する第一術じゆつ式しき学がくより専門性の高い、上級生向けの〝第三術じゆつ式しき学がく〟の講義を受け持っており、彼かれ自じ身しんも一目置く術じゆつ式しきのスペシャリストというべき女性講師だ。

「最近、解げ術じゆつ教室の方は賑にぎわっているようですね」

「そうですかね……ま、確かに何かと騒さわがしい連中ではあるが」

　同じ分野を専せん攻こうする縁えんで、グレイスとはそれなりに気が合う。校内でもアーベントを疎うとんじて顔も合わせない講師が多い中、気き兼がねなく話しかけてくるのは彼かの女じよくらいだった。

　生徒たちに対しても分わけ隔へだてなく柔にゆう和わに接し、穏おん和わで気さくな人ひと柄がらから生徒のみならず、職員たちからも好かれる、校内でも屈くつ指しの人気講師である。

　その彼かの女じよとアーベントを繫つなげる縁えんは、単に担当分野が同じというだけではなかった。

「教室を開いた当初は正直心配してましたけど、このところは熱心に授業をしているようですわね……リンカーさんが、楽しそうに話をしてくれてますわ」

「そういえば、アイツはマレッグ先生の教室にも顔を出しているんでしたな」

「ええ、こちらでは大変熱心な生徒ですよ。先生の目からは、どうですか？」

「まぁ……少なくとも、ウチの生徒の中では一番見み込こみがあると思いますよ」

　だからこそ、アーベントは先日の解げ術じゆつでも、チェルシー＝リンカーを直接自分の補助役につけたのだ。そこそこ骨のある生徒たちの中でも、彼かの女じよの向上心と技量は頭一つ抜ぬけていた。

　才能というよりは、性格の為なせる業わざなのだろう。彼かの女じよは治ち癒ゆ魔ま術じゆつを深く学ぶため、正規の授業の他に、魔ま術じゆつの根幹たる術じゆつ式しき学がくをグレイスから学び、さらには裏道といえる解げ術じゆつすら熱心に学ぼうとしているのだ。その勤勉さは、アーベントも評価していた。

「先生にそこまで言ってもらえるなら、将来有望ね」

「……俺おれが太たい鼓こ判ばん押おしたって、なんの役にも立ちませんよ」

　茶化すような笑えみを浮うかべるグレイスに対し、アーベントはむすっと不ふ機き嫌げんになる。

　術じゆつ式しき学がくは解げ術じゆつをする上でも重要な要素だ。チェルシーがこれらを学んでいけば、いずれ解げ術じゆつに新しい息吹いぶきを与あたえるほどの術師になるかもしれない……そんな期待も、なくはない。

　……それまで、彼かの女じよがアーベントの元にいればの話だが。

「──アイツらもそのうち気づくさ……俺おれが、どれだけつまらん魔ま術じゆつ師しかは」

　暗い瞳ひとみで独り言のように呟つぶやくアーベントに共感するように、グレイスの表情にも陰かげりが宿る。

　その胸中にあるのは、この魔ま術じゆつ界かいに対する憂うれいと諦てい観かんだった……







「──はぁ～、アーベント先生の授業って案外、普ふ通つうなんですね～」

　校舎を出て、エータたちと寮りようへ帰る道中、メルヒアはあからさまに不満の声を漏もらす。

　多くの医師が匙さじを投げたという、自身が掛かけた呪のろい……

　それをいとも容易たやすく解いた彼かれの解げ術じゆつに、どれほど規格外の術なのだろうと期待していたものの、蓋ふたを開けてみればこれまで気まぐれで出席してみた他の講義と変わらぬ、専門用語だけが飛とび交かう平凡な授業……

　学習意欲とは縁えんのないメルヒアにとっては、熱意を傾かたむけるに値あたいしない退たい屈くつな時間だった。

　が、生徒たちにはむしろ、彼かの女じよの意図の方が疑問だった。

「というかお前、一体何をしにうちの教室に入ったんだよ？」

「先生の一番の助手っていうから、一体どんなすごい術師なのかと思ったけど……」

「あんた、解げ術じゆつに関しちゃあたしたちより、てんで素人しろうとじゃない」

　二日目から既すでにやる気を失い、研究室でぐーたらしているだけのこの自じ称しよう助手に、彼かれらも最初に見た幻げん想そうからすっかり覚め、呆あきれていた。

「解げ術じゆつには全く興味なさそうなくせして、よくもまぁ、こんだけ入いり浸びたれるもんだよ。そもそも、お前、あの先生とはどういう関係なんだ？」

「んまぁ～、エータくんったら。男女の関係を詮せん索さくするなんて、おませさんですね～」

「ふざけんなっ、誰だれがだ！」

「男女の関係、ねぇ……あのせんせーと付き合うってなったら、相当苦労しそうだけど」

「ちょ、ちょっとそれは失礼だよ、ルビー……」

　──幸いというべきか、メルヒアと生徒たちの関係は良好だ。

　口八丁で相手の懐ふところに入り、自らのペースに巻まき込こむのは彼かの女じよの得意分野である。

　三人との付き合い自体は存外楽しめているが、一方でメルヒアはこの生活に退たい屈くつしていた。

　何か、もっと面おも白しろい事はないか……生来の快楽主義が、このぬるま湯のような日々に見切りをつけようとしていた。が、

「──あんたたち、ちょっといいかしら？」

　その衝しよう動どうに石を投じるように、彼かの女じよたちの前に、一人の人物がふらりと現れた。

　メルヒアはともかく、他の三人はたちまちその人物の奇き異いさに顔を顰しかめる。

　フード付きの大きなマントで全身をすっぽり覆おおい隠かくした、明らかな怪かい人じん物ぶつ……

　少なくとも、この学園の敷しき地ち内ないではまず見る事のない、異質な風ふう体ていであった。

「この学校の生徒さんよね？　ダークコレ……いえ、《解げ術じゆつ師しアーベント》って知ってる？」

　声を聞く限り、どうやら若い女らしい。

　その女が不意に思わぬ人物の名を吐はいたので、生徒たちも目の色を変える。

「……えっと、もしかしてせんせーのお客さん？」

　生徒を代表しておそるおそるルビーが尋たずねると、フードの陰かげから覗のぞく相手の薄うすい唇くちびるが、ふっと気さくな笑えみを浮うかべた。

「まぁ、そんなところね……あんたたち、彼かれの教え子とか？」

「はぁ、まぁ……」

　アーベントの知り合いだという情報とその笑えみに、生徒たちの警けい戒かい心しんが徐じよ々じよに和やわらぐ。

「──そう、それは好都合。使えそうね……」

　しかし、女の唇くちびるがぐにゃりと悪意の形に歪ゆがんだのを見て、すぐにそれが誤りだった事に気づく。だが、生徒たちが何らかの対処をする暇ひまなどなかった。

　彼かれらの出鼻をくじくように、女はすっと手を上げる。自分たちに向けられた手の平に、魔ま術じゆつを付加した魔ま力りよく光こうを確かく認にんした瞬しゆん間かん、それは終わった。

　──生徒たちは一いつ瞬しゆんにして意識を奪うばわれ、声を出す間もなく倒たおれたのだ。

　……ただ一人を除いて。

「おっとぉ？　おやぁ、みなさん、どうしたんですか～？」

　倒たおれた生徒たちの様子をわざとらしく窺うかがうメルヒアに、女は警けい戒かいの色を深めていた。

　魔ま術じゆつが効かない存在など、明らかに普ふ通つうではないのだから当然だ。

「どういうコト？　あんた、一体……」

「ふふ～ん。今はほとんど力を失っているとはいえ、このメルヒアさんのセクシーボディは、そんじょそこらの人とはデキが違ちがうんですよ～」

　──悪あく魔まの肉体は、それ自体が魔ま力りよくの塊かたまりというべきもの……ゆえに、外部からの魔ま力りよくに対しての耐たい性せいも高い。人間レベルの魔ま術じゆつでは、その体にはほとんど効果がないのだ。

　力の大半を失ったとはいえ、メルヒアには今でもその特性が残っていた。

「さぁ～て、どこのどなたかは存じませんが、いいタイミングで現れてくれましたね～。わたし最近欲求不満でしてね～、久々に暴れっちゃおっかなぁ～」

　ロクな魔ま術じゆつを使えるほどの力はないが、残存する魔ま力りよくを総動員すれば、多少戦い慣れた程度の人間なら圧あつ倒とうできるくらいの身体能力は獲かく得とくできる……

　相手を威い嚇かくする意図も込こめ、大おお仰ぎように魔ま力りよくを纏まとう。そこそこ腕うでのある魔ま術じゆつ師しなら、体外へ滲にじみ出でる魔ま力りよくの気配を感覚で察知できるだろう。

　実際、女はほどなくして、体を強こわ張ばらせる。

　しかし、それも束つかの間ま。口元を和やわらげて不敵に微笑ほほえんだ。

「──何者かは知らないけど、面おも白しろそうね……相手になってやるわ」

　吐はき捨すてるや、メルヒアに対たい抗こうするように自らも、ありったけの魔ま力りよくを身に纏まとう女。

　これは、真っ向から受けて立つという挑ちよう戦せん状じようにほかならない。

　その気骨……それに加えて、曲がりなりにも悪あく魔またる自分と張り合うほどの魔ま力りよく量りようを感じさせるこの相手に、メルヒアは好感を抱いだくと同時に危機感も覚えた。

　これだけの騒さわぎを起こしているというのに、誰だれも駆かけつけてこないどころか、付近には人の気配すらない。どうやら〝認にん識しき阻そ害がい魔ま術じゆつ〟……腕うで利ききの裏の魔ま術じゆつ師したちが表で事を起こす際によく使う、人ひと払ばらいのための術じゆつ式しきを周辺に仕し掛かけているようだ。

　それを使える事自体、この女が並の魔ま術じゆつ師しではないという証しよう拠こ。顔では平静を装よそおいながらその実、今の自分には少し厳しい相手だと、メルヒアは戦せん慄りつしていた……







　──グレイスとささやかな世間話を交かわした後、アーベントは自室にこもり、黙もく々もくと机の上で作業に没ぼつ頭とうしていた。

　視線の先にあるのは、およそ魔ま術じゆつ師しには似つかわしくない、黒光りした金属の塊かたまり……フリーティアが言っていた新しいオモチャが、つい先日届いたのである。

　とはいえ、まさか本当に、このようなオモチャを寄よ越こしてくるとは思わなかった……そこに、かの神の歪ゆがんだユーモアと邪よこしまな意図が感じられ、腹が立つ。

　しかも、場合によってはこれがなかなか便利そうな代しろ物ものなのだから、尚なお更さらだ。

　そんな鬱うつ屈くつとした気分で作業していると、不意に机に置いてある電話が鳴った。

『あっ、先生ですか～っ？』

　受話器を手に取るや、耳鳴りがするほどけたたましい声が飛とび込こんでくる。

　メルヒアだ。微かすかに雑ざつ踏とうの音も混ざっているので、屋外の公衆電話から掛かけているらしい。

「……なんだ、お前。帰ったんじゃないのか、どこほっつき歩いてる」

『まぁまぁ、そんなことより大変なんですよぉ～！　さっき、得体のしれない魔ま術じゆつ師しのお姉さんに襲おそわれてですね～、どうやら狙ねらいは先生みたいなんですよ～』

「あ……？」

　ロクな用件でないとははなから思っていたが、予想以上の厄やつ介かい事ごとだった。

　神が棲すむこの街の中心部で騒さわぎを起こすなど、マトモな魔ま術じゆつ師しがする事ではない……が、残念ながら心当たりはある。

　かつては裏社会で様々な問題を起こしてきたアーベントだ、恨うらみも相当買っている。

　そのうちの誰だれかが襲おそってきたというだけなら、事は単純なのだが……

『気をつけてくださいね～、あの方ただ者じゃないですよぉ～？　このメルヒアさんも歯が立たず、こうして先生に知らせるのを条件に見み逃のがしてもらったくらいですから～』

「……自じ慢まんげに言うコトか」

『それでですね～、なんとそのお姉さんにエータくんたちが攫さらわれちゃいましてね～！　帰してほしければ、先生が持つハイフラグメントと交こう換かんとか言っちゃってるんですよね～』

「何……？」

　思わぬ事態の展開に、それまではまだ冷静だったアーベントが初めて眉まゆを顰ひそめる。

　これまでの情報を総合した結果彼かれの脳のう裏りによぎったのは、以前起きた事件だった。

「ハイフラグメントを狙ねらう女おんな魔ま術じゆつ師し……まさか、アイツか？」

　何かと印象深い人物だ。アーベントの脳のう裏りに、今回の〝敵〟の姿が鮮せん明めいに映し出される。

　そして、自分絡がらみの案件に生徒が巻まき込こまれたという事実は、彼かれ自じ身しんが戸と惑まどうほど、腹の底に粘ねん土どの塊かたまりでも詰つまったかのような重い蟠わだかまりを生じさせた。

「……ちっ、つまらんマネをしやがる」

　せめてもの憂うさ晴ばらしにそう毒づいたのを最後に、電話を切るアーベント。

　しばらく例のオモチャを眺ながめ、やがて意を決したようにそれを摑つかみ取とり、準備を始める。

　──今回は、野の良ら魔ま術じゆつ師しを追おい払はらうだけでは済むまい……

　そんな予感を胸に、彼かれは漆しつ黒こくのコートを羽織り、部屋を後にするのだった。







　沈しずみかけの太陽が最後の輝かがやきとばかりに、街を紅あかく彩いろどる頃ころ……メルヒアと合流したアーベントが出向いたのは、学園区から少し離はなれた都市部であった。

　彼かの女じよの案内の下もと、例の魔ま術じゆつ師しが指定した取引場所に向かっているのだ。

　やがて彼かれらが訪おとずれたのは、都市部の外れの廃はい墟きよ街がい……この一角を挟はさんで、ここら一帯は光と闇やみが隣となり合あっている。

　書類上は街として機能しているものの、ここに住む者はおらず、たまにスラムの住人が投とう棄きされた物を求めて出入りするぐらいの掃はき溜だめのような場所だ。

　この区画の少し先にあるのは、貧ひん困こんと無法がのさばる暗黒街……

　この国の支配者があえて目を瞑つぶっているのをいいことに、社会からはみ出た野の良ら魔ま術じゆつ師しやマフィアなどが暗あん躍やくする、悪徳の巣だ。

「──来たわね」

　異い臭しゆうと埃ほこりが漂ただようくたびれた街頭で、アーベントたちはその闇やみの住人と対面した。

「やはり、お前さんか……」

　今どき、裏社会の魔ま術じゆつ師しでも着るのは憚はばかられる、全身を覆おおい隠かくしたマント姿の女性……ただでさえ、女の野の良ら魔ま術じゆつ師しは珍めずらしい上、その風ふう体ていは一度見たら容易には忘れられない。

　以前、ボーマンとの一件の帰りに遭そう遇ぐうした、フラグメント強ごう盗とうに間ま違ちがいなかった。

「久しぶりね、《ダークコレクター》さん。その節はどうも……」

　向こうも、しっかり覚えているらしい。

　その声こわ色いろは平静さを装よそおうように澄すみながら、雪せつ辱じよくを果たさんとする刺とげ々とげしさも窺うかがえた。

「強ごう盗とう未み遂すいの次は、人ひと質じち作戦かい……か弱い女の身で、無茶をやってくれる」

「あんたに言われる筋合いはないわね。かつては裏社会を渡わたり歩あるき、あちこちからハイフラグメントを巻き上げてきた、医者とは名ばかりのフラグメントコレクター……マフィアなんかとも騒そう動どう起こして、返かえり討うちにしたって話はここらじゃ有名よ？」

　フラグメントコレクター……その二つ名に、ぴくりとアーベントの眉まゆが反応する。

　ただ、女の話自体は事実なので、それにとやかく反論するつもりはなかった。

「……随ずい分ぶん、旧ふるい話を持ち出してくる。そのカビが生えた武勇伝を真に受けた連中に絡からまれるのは今でも珍めずらしくはないが、お前さんもそのクチかい」

「確かに前はそうだったけど、今日はちゃんとした依頼を受けて来たのよ」

「依い頼らいだ……？」

　その言葉に疑念を抱いだいたのも束つかの間ま、目の前で突とつ然ぜん、女を覆おおっていたマントがふわりと宙を舞まう。あろう事か、自らそれを脱ぬぎ捨すて、己おのれの姿をさらけ出したのだ。

　現れたのは、思ったより若く……そして、華はなのある少女だった。

　すらりとした細めの体形で、ツインテールにした色いろ鮮あざやかな金きん髪ぱつから覗のぞく端たん整せいな顔立ちは、多少は大人びて見えるものの、歳としはせいぜい十八くらいといったところだろう。

　赤いローブと、胸むな元もとを大きく開けた黒のミニワンピース……短めのスカートから伸のびる、スパッツを穿はいた健康的な美び脚きやく。瑞みず々みずしい若さを誇こ示じするような、露ろ出しゆつ度どの高い服装だ。

　季節感皆かい無むのその風ふう体ていはかなりカブいているものの、いわゆるガラの悪さはなかった。

　やり口こそ汚きたないが、毎日入浴しているかのように見た目に小こ汚ぎたなさはなく、その瞳ひとみもけして濁にごってはいない……今もまっすぐな視線で、アーベントを睨にらんでいる。

　野の良ら魔ま術じゆつ師しというには、ちぐはぐな雰ふん囲い気きを持つ彼かの女じよに、アーベントは関心を示した。

「……お前さん、何者だ？」

　尋たずねてはみるが、まっとうに答えが返ってくるとは思っていない。が……

「アタシの名は、レイミュ＝サーペンス……承知の通り、裏うら界かい隈わいのフリーの魔ま術じゆつ師しよ」

　この少女は臆おく面めんもなく、誇ほこらしささえ窺うかがえる清すが々すがしい顔で、そう名乗った。

　異名の類たぐいとも思えない。おそらく、本名だろう。

　世間的には犯罪者であり、特に秘ひ匿とく性せいを重んじる野の良ら魔ま術じゆつ師しにしては妙みような行動だ。

　これにはアーベントも驚おどろき、怪け訝げんに顔を曇くもらせる。

「まさか、嬉き々きとして名乗ってくれるとはな……」

「こっちはあんたみたいに、《アーベント夕闇》なんてあからさまな偽ぎ名めいを使ってお天てん道と様さまの下を堂々と歩くほど、恥はじ知しらずな人間じゃないつもりよ」

「……ほっとけ。そっちこそ、大おお恥はじ晒さらしのならず者だって事を、少しは自覚するんだな」
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　確かに、アーベントという名前は便べん宜ぎ的てきに名乗っているだけのものに過ぎない。

　彼かれの戸こ籍せきは政庁の管理下にあり、本名が表に出る事はないし、自分で名乗る気もない。

　その事で誹そしりを受けるのも慣れている。よって、アーベントもそれほど気にはしなかった。

「とにかく、お前さんがかなり風変わりな魔ま術じゆつ師しだってのはわかった。が、一つだけ解げせない……フラグメントを奪うばってこいと依い頼らいされたなら、当然ブツはソイツに渡わたるわけだよな？　アレが欲ほしいのは、お前さんも一いつ緒しよなんじゃないかい？」

　実際、ハイフラグメントを目当てに一度襲しゆう撃げきを受けているのだから、間ま違ちがいない。

　この疑問に対し、レイミュはけろりとした表情を返す。

「もちろん、そうよ？　だから、あんたから奪うばったフラグメントは、アタシがいただかせてもらうわ。依い頼らい人にんからは前まえ払ばらいでしっかり代金も貰もらってるし、もう従う必要はないから」

　……つまりは、ネコババする気なのだ。その腹の内さえいけしゃあしゃあと暴ばく露ろするこの娘むすめに、アーベントは警けい戒かいする気き概がいもなくし、ただ呆あきれかえる。

「……わかった、もういい。お前さんと話してたって疲つかれるだけだ……取引に応じるかどうかを決める前に、まず人ひと質じちを出せ。そうでなきゃ、話にならん」

　この女にこれ以上時間をとられるのもバカらしいので、さっさと用を済ませる事にした。

　しかし、相手はすんなり言う事を聞いてくれる手合いではなかった。

「冗じよう談だん！　素す直なおに切り札なんか出したら、今度はどんな手で逃にげられるかわかったもんじゃない。この間の借りもあるしね、まずはちょっとだけ痛い目を見てもらうわ！」

　前回してやられた事を、よほど腹に据すえかねているらしい。

「……俺おれは荒あら事ごとが好きじゃないんだがな」

「なに、余よ裕ゆうのつもり？　でも、いつまでそんな態度でいられるかしら」

　アーベントにその意図はないのだが、彼かれの言動一つ一つをいちいち挑ちよう発はつとして受け取り、勝手にヒートアップするレイミュ。

　今にも飛とび掛かかってきそうな剣けん幕まくを見せるが、彼かの女じよが打ってきたのは予想外の手だった。

「──メルヒアっ！」

「は～い！」

　それまでアーベントの背後に突つっ立たっていたメルヒアが、レイミュの呼びかけに応じて彼かれの背中に飛びつき、抱だきつく形でその身を拘こう束そくする。

　──彼かの女じよお得意の極きめ技わざだ。

「ごめんなさいね～、先生。わたし、このお姉さまと手を組んでたんですよ～」

「おとなしく案内役を引き受けるなんざ、妙みようだと思ったが……狙ねらいは、《悪あく魔まの書》か？」

「ぴんぽ～ん、当然今も持ってますよね～？　いや～、この生活も案外つまらなかったもんでしてね～。もう飽あきたんで、貰もらうもの貰もらって失礼させていただこうかなっと～」

「アレを手に入れたとしても、お前じゃどうこうできまい」

「そういうことは後でゆっくり考えますので、ご心配なく～」

「……行き当たりばったりの、クソ悪あく魔まめ」

　……元々が、頭の軽い愉ゆ悦えつの権ごん化げだ。《悪あく魔まの書》で縛しばれるほど、利口な相手ではなかった。

　彼かの女じよの裏切り自体は予見していたが、このような面めん倒どう事ごとと重なったのは正直誤算だ。

「にゅほ～ほほ！　お姉さまの出る幕はありませんね～！　このナイスバディなメルヒアさんの感かん触しよくを冥めい途どの土産みやげに、今度こそぐしゃぐしゃにぶっ殺してあげますよぉ～！」

　メルヒアの両りよう腕うで両りよう脚あしに上半身を締しめつけられ、みしみしと骨と筋肉が悲鳴を上げる。

　アーベントとて平気ではいられない……だから、苦痛が顔に出る前に行動を起こす事にした。

「調子に乗るな……バカが」

「にゅげっ!?」

　突とつ如じよ、彼かれの全身から夥おびただしい魔ま力りよく光こうが噴ふき出だし、メルヒアを吹ふき飛とばす。

　本来、魔ま力りよく自体に、物理法則に干かん渉しようするような力はない。が、数多あまたのハイフラグメントから蓄たくわえ、常人を凌りよう駕がするアーベントの魔ま力りよく量りようは、開放時に一いつ瞬しゆんではあるが質量が生じるほど膨ぼう大だいだった。

　そして、地に打ちつけられたメルヒアが再び体勢を整える前に、アーベントはただちに肉にく迫はく。同時に、懐ふところからある物を取り出し、彼かの女じよの胸むな元もとへ張りつける。

「──俺おれは荒あら事ごとは好きじゃないが、苦手ではない……せいぜいのたうち回れ」

　手の平サイズの小さな円えん盤ばん形がたの機器……それが、メルヒアの胸に張りつくや、外がい縁えん部ぶにある無数の小さな溝みぞから、魔ま力りよく光こうがガスのごとく噴ふん出しゆつ。さらに、機器の中心が固定されたまま外がい縁えん部ぶのみが回転し、彼かの女じよの体を中心に光の渦うずを生み出した。

「ぎぎゃっ、うごごごごごぉ[image: ～][image: ～][image: ～]っ!?」

　アーベントの宣言通り、光の中でのたうち回るメルヒア。

　やがて光は萎しぼむように収まり、機器も停止。彼かの女じよはぴくぴくと全身を痙けい攣れんさせながら、ぐったりと地べたに倒たおれ込こんだ。

　一連の光景を前にすっかり固まっていたレイミュだが、メルヒアの沈ちん黙もくとともに我に返る。

「な、何をしたの……？」

「ちょいと、コイツの体内の魔ま力りよくを搔かき回まわしてやったのさ。脳みそと内臓をガンガン揺ゆさぶられたような痛みだ……コイツはともかく、普ふ通つうの人間だったらショック死するかもな」

　言いながら、アーベントはメルヒアから円えん盤ばんを回収し、レイミュを一ひと睨にらみ。

　レイミュはその言葉と視線の威い圧あつ感かんに、ぞくりと体を強こわ張ばらせた。

　円えん盤ばんを手に、次はお前だと言わんばかりに向き直るアーベント。

「さ、させるものですかっ」

　その瞬しゆん間かん、レイミュは恐きよう怖ふに逸はやり、相手の接近を待たずして魔ま力りよくを開放する。

　息を荒あららげながら必死に術じゆつ式しきを組み立て、それを正面に向けた手の平に転写。

　そうして紡つむがれた光こう弾だん……初歩的な遠えん距きよ離り攻こう撃げき用ようの魔ま術じゆつを放った。

　しかし、乱れた精神状態で一から魔ま術じゆつを発動させたため、幾いくばくかのタイムラグが生じてしまった。その時間は、アーベントが咄とつ嗟さに例の円えん盤ばんを投げつけるのに十分だった。

「──ッ！」

　かくして、レイミュが放った攻こう撃げき魔ま術じゆつは、アーベントの投とう擲てき物ぶつと正面から接せつ触しよく。

　その瞬しゆん間かん、魔ま力りよく同士の衝しよう突とつにより生じた爆ばく発はつのごとき閃せん光こうが、二人の視界を覆おおう。

　が、アーベントの方は咄とつ嗟さに目を瞑つぶって、光によるダメージを軽減。そのまま、相手の気配を頼たよりに閃せん光こうの中を移動し、視界を奪うばわれて狼ろう狽ばいするレイミュの背後を取る。

　──同時に、ゴリッ……と、頭に金属の塊かたまりを押おし当あて、彼かの女じよの動きを封ふうじた。

　光が収まってすぐ、レイミュも自らの後頭部に当てられた物の正体に気づいたようだ。

「魔ま術じゆつ師しがピストルを使うなんて、いよいよ邪じや道どうね……！」

　この世界で流通している、火器に分類される数少ない殺傷武器……表の世界ではともかく、裏の方ではゴロゴロ転がっている。そこの住人なら、感かん触しよくからすぐに察しがつくだろう。

　確かにアーベントが持つのは、黒光りした金属の銃じゆう。回転式のオーソドックスなタイプだ。

　が、それは見た目だけである。

　嫌いやみの中にも焦しよう燥そうが見て取れるレイミュの声に、アーベントは底意地の悪い笑えみを返した。

「お前さんの言う、フラグメントコレクターが使う銃じゆうが、ただの銃じゆうだとでも？」

「まさか、それがフラグメントだっていうの……？」

「正確には魔ま道どう具ぐだ。お前さんも聞いたコトないかい？　ハイフラグメントは、魔ま道どう具ぐの素材としても一級品なんだ……ソイツを、俺おれがしこたま持っていても不思議じゃあるまい」

　そう、見た目は銃じゆうだが、これは魔ま力りよくを媒ばい介かいに駆く動どうする魔ま術じゆつ器き具ぐ、即すなわち魔ま道どう具ぐである。

　もっとも、ハイフラグメントを核かくとした魔ま道どう具ぐを精製するには、魔ま術じゆつ師しとしての卓たく越えつした技能の他、現在は廃すたれた技能である錬れん金きん術じゆつが使われるため、表には滅めつ多たに出てこない代しろ物ものだ。

　今どき、その二つを最高レベルで兼かね備そなえているのは、あの幼女くらいであろう。

「無論、コイツは風穴をあけるだけの単純な代しろ物ものじゃない。もう観念してくれないか」

「そう……」

　チャチな脅きよう迫はくではあるが、それでレイミュから覇は気きが消え、脱だつ力りよくしたように項うな垂だれる。

　だが、それが態度だけなのはすぐにわかった。

「──だったら、ソレもいただくコトにするわ」

　戦せん闘とう意欲はなくなっても、害意は健在。レイミュの中で魔ま力りよくが迸ほとばしる。

　アーベントがそれを察知して間もなく、周囲から微かすかな気配が現れた。

　たどたどしい足音とともに、彼かれを包囲したのは、エータ、ルビー、チェルシー……攫さらわれたという、三人の生徒たちである。しかし、挙動がどうもおかしい。

　足取りは、意思なく彷徨さまよう夢遊病患かん者じやといった具合に無気力で、表情も目を開けたまま眠ねむっているかのように虚うつろ……瞳ひとみには、一いつ片ぺんの生気も感じられなかった。

　そして、三人とも手にナイフを持ち、アーベントの周りで立ち止まるや、その刃はを自らの首に向けた……これを見れば、一いち目もく瞭りよう然ぜん。どうやら、彼かれらは操あやつられているらしい。

「状じよう況きようはおわかりよね？　観念するのはあんたの方よ」

　──要求を聞かなければ、生徒たちの命はない。レイミュはそう言いたいらしい。

　銃じゆうを突つきつけたまま、生徒たちの様子を観察し、アーベントはため息を吐つく。

　嘆なげいているのでも、諦あきらめたのでもない。感心したのだ。

「……自殺の強要など、催さい眠みんで思考を抑よく制せいしたくらいじゃまずできまい。さしずめコイツは、対象の意識を都合のいい疑ぎ似じ人格に一時的に上書きする、〝傀儡くぐつ〟の魔ま術じゆつってところか……俺おれも、初めて見る術だ。ソイツを使うとは、たいしたお嬢じようさんだな」

「冷静に分ぶん析せきしている場合？　あんた、一応人助けが仕事なんでしょ。しかも、わざわざこの子たちを助けに来たくらいなんだから、死なせたくはないわよね？」

「そうだな、確かにソイツらに死なれるといろいろ面めん倒どうだ……」

　恫どう喝かつに対して神しん妙みような声を漏もらすと、アーベントはゆっくり彼かの女じよの頭から銃じゆう口こうを離はなす。

　その瞬しゆん間かん、レイミュは勝かち誇ほこった顔で振ふり返かえるも、それはすぐ怪け訝げんそうに固まった。

　アーベントは武器を収めたのではない。その銃じゆう口こうを、宙に向けたのだ。

「──だから、ソイツらが首を切る前に、全員黙だまらせるとしよう」

　彼かれが発はつ砲ぽうすると、空に打ち上げられた光が周囲一帯を白く染めあげた。

　……ほどなくして状じよう況きようは正常化し、そこにはもうアーベント以外動く者はいなかった。

　雪原を走る地じ吹雪ふぶきのような濃のう密みつな白い霧きりが、辺りに立たち込こめる。

　その霧きり……冷気の出所は、彼かれを取り巻くように佇たたずむ、人の形をした無数の氷柱である。

　アーベントを包囲していた生徒たちはその身を白い薄はく氷ひように覆おおわれ、時間が止まったように、直前の仕草を保ったまま停止していた。

　メルヒアも、かろうじて上半身を起こした姿勢で、やはり白い氷のオブジェと化している。

　が、一人だけそうはいかなかったらしい。

「っ……な……で……！」

　他の者と同じく全身ガチガチに氷結されながら、それでもぎょろっと目を剝むき、白く染まった唇くちびるを拙つたなく上下させるレイミュ。

　口から吐はき出だされるのは真っ白な息がほとんどで、ロクに声が出ない。

　その瞳ひとみも虚うつろで、今にも途と切ぎれゆく意識を気力のみで繫つなぎ止とめているような有あり様さまだった。

「まさか、《氷神の吐息ヴアイシング・アーテア》をくらってまだ意識があるとはな。素すの魔ま力りよくがよほど桁けた外はずれらしい……本当にたいしたもんだよ」

《氷神の吐息ヴアイシング・アーテア》とは、今撃うった弾だん丸がんの名だ。この魔ま道どう具ぐは、それを放った銃じゆう《零れい式しき術じゆつ弾だん銃じゆう》と対ついをなす魔ま道どう具ぐ……特定の術じゆつ式しき入りの弾だん丸がんを発射し、魔ま術じゆつを発動させる物である。

　氷神という名が示す通り、この魔ま導どう具ぐを造ったのはフリーティアだ。

　彼かの女じよは、アーベントが入手したハイフラグメントをいくつかもらい受け、それを素材に数多あまたの魔ま道どう具ぐを作り出してきたのだ。この銃じゆうと弾たまは、そのうちの最新作である。

　弾だん丸がんに込こめられた魔ま力りよくは、名前の通りせいぜい吐と息いき程度だが、それでも並の魔ま術じゆつ師しはもちろん、力を失った悪あく魔までは太刀たち打うちできないほど強力である。

　フリーティアの魔ま力りよくとは親和性のあるアーベントは別として、レイミュがこれに耐たえられたのは偏ひとえに、彼かの女じよの魔ま力りよく量りようが膨ぼう大だいであったためだ。これまでの挙動はどうにも三流っぽさがあったが、その実アーベントをして賞賛せざるをえないほどの、並外れた実力の持ち主らしい。

　……が、今回に限ってはそれが仇あだとなった。

　本来、この魔ま道どう具ぐは、相手を仮死状態にして無力化する事を目的とした道具だ。

　しかし、レイミュは中ちゆう途と半はん端ぱに耐たえてしまったために、極度の低温状態に置かれ、満足に呼吸もできないほど内臓機能が弱っている……早い話が、死にかけているのだ。

　ほどなくして、声にもならない息を吐はき出だしたのを最後に、ようやくその意識ごとレイミュの全身は凍とう結けつ。それこそ、氷の彫ちよう刻こくのように微び動どうだにしなくなった。

　それを見届け、若じやつ干かんの後味の悪さを紛まぎれさせるように、アーベントは自らの頭を搔かき撫なでる。

「やれやれ……最後の最後まで、型破りなお嬢じようさんだ」

　──レイミュはふるまいこそ意い地じ汚きたないが、それほど汚よごれた精神の持ち主ではない。おそらく、本気で生徒たちを害する気もなかったはずだ。恫どう喝かつできれば、十分だったのだろう。

　できれば無傷で終わらせたかったのだが、すぐに対処しなければならない状じよう況きようになった。

　が、この人数を病院に担かつぎ込こむには、救急車両による搬はん送そうが必要だ。それを呼ぶため、一いつ旦たんこの場を離はなれようと身を翻ひるがえすと、行く手にいつの間にか一人の人物が佇たたずんでいた。

「──フリーティア様の命を受け、参上しました。既すでに、病院と車両も手配してあります」

　畏かしこまった文言で恭うやうやしく頭を下げるのは、フリーティアに仕えるメイド天使、クアンである。

　どうやら、これまでの経けい緯いは全てかの神に筒つつ抜ぬけだったようだ。それもさもありなんと疑問はないし、クアンが来てくれたのは正直都合がよかった。

「いい所に来た、メイド。コイツの魄はく紋もんを診みたい、手伝え」

　姿を見るや彼かの女じよを呼びつけ、ただちに踵きびすを返すアーベント。

　怪け訝げんそうにしながらもクアンが歩み寄ってくると、凍こおりついたレイミュを持ち上げ、まるで大荷物でも置くかのように、ぞんざいに地面に寝ねかせる。

　この魔ま術じゆつはあくまで魄はく紋もんを介かいして対象のみを書き換えており、触ふれたからといって地面や手が凍こおるといった事はない。それに、多少の衝しよう撃げきで割れるようなヤワな術でもない。

　その氷のマネキンに、クアンが軽度の治ち癒ゆ魔ま術じゆつを発動。レイミュの魄はく紋もんを具ぐ象しよう化かさせる。

　体を覆おおう薄はく氷ひようをも透とう過かして浮うかび上あがった魄はく紋もんは、常人のそれとは明らかに違ちがっていた。

　魄はく紋もんを覆おおう、《氷神の吐息ヴアイシング・アーテア》の術じゆつ式しき自体に害はない。問題は、魄はく紋もんそのものだ。

　それはひどく弱ったように光を失い、肉体もろとも死を迎むかえようとしていた。

「アーベント様。残念ですが、この方はもう……」

「いや……」

　最悪の事態を示し唆さするクアンを遮さえぎり、アーベントが懐ふところから取り出したのは、先ほどメルヒアにも使った円えん盤ばん状じようの魔ま道どう具ぐ……この《活紋衝ゼール・ドウルナー》は本来、治ち療りよう用ようの道具なのだ。

　これを最大出力で起動させれば人体を破は壊かいしかねない猛もう毒どくになるが、今回は半分ほどの出力にセットして、レイミュの胸の上に張りつける。

　それはさっきと同じく……しかし、それより緩ゆるやかに魔ま力りよく光こうを吐はき出だしながら回転。

《活紋衝ドウルナー》から生じた魔ま力りよくが、水面みなもに浮うかぶ波は紋もんのごとく魄はく紋もんに浸しん透とう……ほどなくして、活力を得たように、魄はく紋もんが輝かがやきを取とり戻もどしていった。

《活紋衝ドウルナー》は、魔ま力りよくを送おくり込こむと同時に微び弱じやくな振しん動どう波はを発生させ、魄はく紋もんを刺し激げきして活性化を促うながす道具……いわば、機械を使った心臓マッサージのようなものだ。

　これによって死にかけていた魄はく紋もんは息を吹ふき返かえし、レイミュの命を繫つなげる。

「これで、病院まではもつだろう。問題は……」

　ひとまずは持ち直したが、それでも尚なお、アーベントに安あん堵どの表情はない。

　──レイミュも未いまだ危険ではあるが、それとは別の懸け念ねんが、彼かれに警けい鐘しようを鳴らしていたのだ。

　やがて到とう着ちやくした緊きん急きゆう車両に運ばれ、患かん者じやたちはただちに病院へ搬はん送そうされたのだった……







　──ノルト神聖記念病院。政庁からの突とつ如じよの要よう請せいにより、ここに五名の患かん者じやが運はこび込こまれた。

　内一名は一刻を争う容態で、速やかに魔ま術じゆつ医い療りよう棟とうの気き密みつ施せ術じゆつ室しつに搬はん送そう。魔ま術じゆつ治ち療りようによる、緊きん急きゆう施せ術じゆつが行われる運びとなった。

　これを主導するのは、この病院きっての若手名医……ヘリオス＝ガレノアである。

　施せ術じゆつに臨のぞむ直前まで、彼かれの頭には多くの疑問が渦うず巻まいていた。

　あのいけ好かない黒衣の男が、またしても政庁からの要よう請せいを引ひっ提さげてこの病院へ乗のり込こんできたと思えば、共に運はこび込こまれてきたのはあの男の教え子四名と、その場にたまたま居合わせた一般人女性……いずれも、生きているのが不思議なくらい、全身が凍こおりついていた。

　突とつ如じよ、野の良ら魔ま術じゆつ師しに襲おそわれたところ、これまた偶ぐう然ぜんにあの男が通りかかったらしい。

　犯人は逃とう亡ぼうし、未いまだ正体不明。即そつ興きようででっちあげた三流シナリオのような話だ。

　……気に入らない案件だが、患かん者じやを前に背は向けられない。

　特に、今対処すべき患かん者じやは、早さつ急きゆうに魔ま術じゆつ治ち療りようを施ほどこさねば命はないという状じよう況きようだった。

　凍とう結けつ自体は、そのうち勝手に元に戻もどるというのは、呪のろいの専門家たるあの男の言だ。

　実際、施せ術じゆつ室しつに運ばれて間もなく、彼かの女じよを包んでいた氷は、水の一いつ滴てき残さずに消えた。

　たかが野の良ら魔ま術じゆつ師しの仕し業わざにしては高度な術だし、その特性をあの男がまるで我わが事ことのように熟知していたという事実を鑑かんがみれば、これが単純な通とおり魔ま事件とはどうしても思えない。

　だが、そんな疑念は患かん者じやの容態を直じかに確かく認にんした途と端たん、どこかへ吹ふき飛とんでしまった。

　氷が解けて露あらわになったその肌はだは、ところどころが火にあぶられたかのように爛ただれ、一部の指先は黒く干ひからび、壊え死ししかけていたのだ。

　生命維い持じのために酸素マスクを着けられた顔も同様で、目は崩くずれた瞼まぶたに塞ふさがれ、唇くちびるも歪ゆがみ、人相が判別できないほど赤黒く焼けていた……

　外傷もひどいが、内臓なかみはそれ以上だろう。患かん者じやの肉体はもう、ほとんど自発的な活動を見せていない。通常の医学の見地では、とっくに手の打ちようがないケースだ。

　しかし、魔ま術じゆつ治ち療りようならば、命を救う事はできる。

「──では、これより施せ術じゆつを開始する。皆みな、よろしく頼たのむ」

　患かん者じやの衣服を取とり払はらい、可能な限り患かん部ぶを確かく認にんした後、ヘリオスは宣言。

　相手の肉体機能は瀕ひん死しだ。いきなり高出力の治ち癒ゆ魔ま術じゆつを掛かければ、その負ふ荷かでショック死する可能性がある……そのため、まずは軽度の緩かん和わ治ち癒ゆで魄はく紋もんを安定化させる。

　魔ま術じゆつ治ち療りように於おいて、患かん者じやを治すのは術そのものではない。この世界の全ての生物の中ちゆう枢すうであり、魂たましいと言っていい魄はく紋もんだ。

　治ち癒ゆ魔ま術じゆつとはこれに働きかけ、患かん者じやの自己回復力を促うながすための媒ばい介かいに過ぎない。言ってしまえば、自力で体を治せるよう魄はく紋もんに喝かつを入れる治ち療りよう法ほうなのだ。

　助手二人を再さい生せい魔ま術じゆつによる外傷の治ち療りように当たらせている間、残り三人で弱った内臓機能の回復に努める……患かん者じやを救うには、ここが一番重要だ。

　治ち癒ゆ魔ま術じゆつといえど、全ての部位を一度に治せるほど万ばん能のうではない。

　治ち癒ゆの魔ま力りよくには、人体の特定部位に対して特に相あい性しようのいい〝波長〟というものがある。

　そのおおよそ全てを知しり尽つくしているヘリオスは、対象となる器官に応じてその都度、最適な波長の魔ま術じゆつを掛かけ、患かん者じやに極力負担を掛かけない精度とスピードで患かん部ぶを修復していった。

　──結果、三時間ほどでおよその治ち療りようは終しゆう了りよう。患かん者じやの魄はく紋もんはまだ若じやつ干かん弱っているものの、あとは静養による自然回復で十分な程度には、生命力を取とり戻もどしていた。

　だが、それもあくまで命が助かったというだけでしかない。

　患かん者じやの体は最初に比べれば、思いのほかの美少女だったとわかる程度には損傷を回復できたが、未いまだ皮ひ膚ふの大部分は爛ただれ、赤せつ褐かつ色しよくの泥どろのような痣あざが無数に広がっていた。

　……治ち癒ゆ魔ま術じゆつでもこれが限界だ。魄はく紋もんに働きかけるだけでは不十分なほど彼かの女じよの損傷は激しく、命を救えただけ上出来……これは、そういうケースだった。

　しかし、ヘリオスはこの結果をよしとせず、施せ術じゆつ終しゆう了りようを口にする事ができない。

「先生……これでもう十分でしょう。我々は手を尽つくしました」

　見かねた助手の一人が、慰なぐさめるように声を掛かけるも、逆効果だった。

「何が十分なものか……！」

　普ふ段だんは冷静沈ちん着ちやくで、治ち療りよう中ちゆうは滅めつ多たに感情を昂たかぶらせる事のないヘリオスが吠ほえる。

「相手は、年とし頃ごろの少女だぞ！　こんな傷を負ったまま、この先何十年も生きていかなければならない……その苦く悩のうも想像せず、軽々しく言うな！」

　これには言われた助手だけでなく、その場にいる全ての者が怯おびえ、悔くいるように黙だまる。

　ヘリオス自身も、みっともない癇かん癪しやくを起こした自分を省かえりみて自じ己こ嫌けん悪おに沈しずんでしまう。

　……が、これでかえって引ひっ込こみがつかなくなったと、腹を決める事ができた。

「──アレをやる。すぐに用意してくれ」

　焦しよう燥そうに満ちていた瞳ひとみに決意の光を宿し、息を整えて強い言葉を吐はく。

　途と端たん、静まり返っていた助手たちも態度が一変。緊きん張ちように身を硬かたくした。

　チームとして、付き合いの長い面々だ。この言葉の意味を、重々承知していた。

「関係のない者は邪じや魔まだ、見学室にいる連中を追おい払はらえ！　私の全てを懸かけて、この娘むすめは傷一つ残さず完治させてみせる……！」

　──それには、些さ細さいな煩わずらいも障害になるシビアな治ち療りようが必要になる……と言っておけば、多少は不ふ審しんに思われど、この天才医師に頑がんとして異議を唱える者はいない。

　その時ふとヘリオスの脳のう裏りに一つの懸け念ねんがよぎる。

「──そういえば、あの解げ術じゆつ師しはどうした？　ヤツもこの施せ術じゆつを見ているのか？」

「それが……あの男はこちらの施せ術じゆつが始まるなり、政庁の遣つかいを名乗る少女とともに別の施せ術じゆつ室しつを借りて、解げ術じゆつを開始したとの連れん絡らくが……」

「何……？」

　それは寝ね耳みみに水だった。事前に連れん絡らくを受けていた助手も、大事な施せ術じゆつに挑いどむヘリオスを煩わずらわせまいと、言い出せなかったらしい。

「一体、何の解げ術じゆつだ……？」

　あの氷の術じゆつ式しきが自然に消える以上、解げ術じゆつを行う必要がある患かん者じやはいないはずだ……

　大一番の前にとんだ気き掛がかりを抱かかえる羽目になったヘリオスだが、それもやはり施せ術じゆつを再開して間もなく、徐々に彼かれの頭から消えていく。

　そして、施せ術じゆつ終しゆう了りよう後ご……彼かれが耳にしたのは、時同じくしてアーベントも施せ術じゆつに成功したという報しらせであった。







　後日、記念病院・魔ま術じゆつ診しん療りよう棟とうの通路を三み度たび、場ば違ちがいな黒衣姿の男が闊かつ歩ぽしていた。

　メルヒアの事件では、患かん者じやの術後経過すら気にしなかったアーベントだが、レイミュが全快したという報しらせを受けるや、学校の仕事も放って急きゆう遽きよやってきたのだ。

　それほどに、彼かの女じよは野放しにするには目に余る相手だった。

　その意図を受けた政庁の計らいで、レイミュは多くの医い療りようスタッフにも存在を伏ふせられたまま、密ひそかに匿かくまわれるように特とく別べつ診しん療りよう区画の病室に入院していた。

　そこへ向かう途と中ちゆう、アーベントはあの白ずくめの男の苦々しい顔と遭そう遇ぐうする。

　彼かれはレイミュの術じゆつ後ご診しん療りようにも携たずさわっており、今日の回かい診しんを終えたところだったらしい。

「──私の目を盗ぬすんで解げ術じゆつを行うとは、いい度胸だな。この、魔ま術じゆつ医いの面つら汚よごしが……」

　対面するなり、ヘリオスは眉み間けんにしわを寄せ、アーベントを睨にらむ。

　レイミュの治ち療りよう中ちゆう、その裏側でどのような解げ術じゆつが行われ、誰だれが救われたのかは、彼かれも既すでに承知しているようだ。

　このお小言を聞きたくないがために、解げ術じゆつ終しゆう了りよう後ご、患かん者じやだけを残して一いつ旦たん姿を消したのだが、こんな所でばったり顔を合わせるとは運がない。

　言われっぱなしなのも癪しやくなので、せめてもの挑ちよう発はつにアーベントは不敵に口角を上げる。

「ずいぶんな物言いだな、俺おれは患かん者じやを治しただけだぜ？」

「いつ、なんのはずみで命を奪うばう事になるかもしれない危険な方法で、な……魄はく紋もんに直接刃やいばを入れる解げ術じゆつが、どれだけ狂きよう気きの沙さ汰たか、お前にはわからないのか？」

　この反論に、たちまちアーベントから飄ひよう々ひようとした笑えみが消えた。

　ヘリオスが言いたいのは、神への冒ぼう瀆とくなどという薄はく弱じやくな言論ではないと気付いたからだ。

「……術じゆつ式しきを完全に打ち消すには、あの方法がもっとも最適だ。しかし、あれほど濃のう縮しゆくされた魔ま力りよくが魄はく紋もんに触ふれれば、ひとたまりもない。お前のメスがほんの少しでも術じゆつ式しき以外に触ふれれば、その瞬しゆん間かん患かん者じやの魄はく紋もんは崩ほう壊かいし、まさしく百パーセント死に至るんだぞ！」

　これまで溜ためていた不満を全て吐はき出だすかのように、ヘリオスは声を張り上げていた。

　純じゆん粋すいに、アーベントの解げ術じゆつの危険性に対して、これほど熱の入った批判をする者は珍めずらしい。

　ゆえに、ここで生半可な対応をしたならば、自分のプライドにも関わる……アーベントは真しん摯しに姿勢を正し、正面から相手の目を見み据すえた。

「……そんなのは百も承知だ。そうならないように、重々注意している」

「ミスをしない人間などいない。お前の場合、ほんの少しの誤りが患かん者じやを殺すんだ」

「プライドと他人の命を秤はかりにかけるほど、俺おれは剛ごう胆たんじゃない。こっちだって、お前さん方が言うほど、私欲だけで人の命を預かっているわけじゃないんだ。本当に患かん者じやの命に関わる事になった時は、潔いさぎよく手を引く……それくらいの分別はあるつもりだ」

　──それが、曲がりなりにも医い療りように携たずさわる者の最低限の礼れい儀ぎ。解げ術じゆつ師しを名乗る上で、けして失してはならないと、アーベントが自らに定めた一線だった。

　これを聞かされたヘリオスはしばらく黙だまって彼かれを睨にらむばかりだったが、やがてふいっと踵きびすを返し、視線を背そむける。

「……その言葉が真実かどうかは、いずれじっくり確かめさせてもらう」

「あ……？」

　明らかに含ふくみのある言葉……アーベントはそれに疑問を呈ていするも、ヘリオスの返事はなく、そのままツカツカと彼かれの前から去っていった。

　……少なくとも向こうは、これを最後の邂かい逅こうとするつもりはないらしい。

　この因いん縁ねんに対する懸け念ねんを脳のう裏りに残しながら、アーベントは再び歩みを進めた。







　──レイミュが入院しているのは、普ふ通つうの病室ではなかった。

　豪ごう勢せいなインテリアで飾かざりつけられ、ベッドはもちろん来客用のソファーも高級品が設しつらえられた、一流ホテルさながらのＶＩＰ用の個室だ。

　上質なベッドに腰こしを下ろし、小こ綺ぎ麗れいなシルクの寝ね間ま着きを纏まとった彼かの女じよは良いいところのお嬢じよう様さまにしか見えず、強ごう盗とう未み遂すいの犯罪者などとは誰だれも思えないであろう風ふ情ぜいだった。

　髪かみをとき下ろし、簡素な服に着き替かえた事で、生まれながらの麗うるわしさが一層引き立てられている。黙だまってさえいれば美人……そんな定型句を、体現した娘むすめだ。

　しかし、もっとも驚おどろくべきは、彼かの女じよの肌はだに傷らしい痕こん跡せきが何一つない点だった。

「──まさか、ここまで全快してるとはな……とりあえず、おめでとうと言っておこうか」

　警けい戒かいするレイミュをよそに、アーベントが気に留めたのは患かん者じやの回復状じよう況きようだった。

　並の魔ま術じゆつ医いだったら、命を救うだけでも難なん儀ぎするあの凍とう傷しようを、跡あと形かたもなく治せる者などそうはいない。アーベントをして、どんな手を使ったのか、正直気になるところだ。

　なんにせよ、あの男を相当見くびっていた。

　傷の具合を診みるためとはいえ、自分の体を注視する視線が癇かんに障さわったのか、レイミュは非難するようにむっと目を尖とがらせた。

「……おかげさまで。でも、元はと言えばあんたのせいなんですけどね」

「下手に抵てい抗こうするヤツが悪い。あれで死にかけるのは、お前さんくらいだ」

　これも、彼かの女じよが持つ比類なき魔ま力りよくゆえである。

　それほどの力の持ち主が野の良ら魔ま術じゆつ師しをやっているなど、改めて考えれば妙みような話だ。

「──で、お前さんのコトを調べさせてもらった。馬ば鹿か正直に本名を名乗ってくれたんで、思いのほかあっさり辿たどり着ついたよ……〝ヴェスタ〟でも指折りの魔ま術じゆつ師しの名家、サーペンス家のご令れい嬢じようが、二年ほど前から行方ゆくえ不明だってな」

　そう言ってやると、レイミュはあからさまに顔色を変えた。

　やはり、噓うそはつけないタイプらしい。フリーティアを介かいして政庁を動かしたとはいえ、彼かの女じよが名乗った名が本当だったからこそ、これほど早く身元を特定できたのだ。

　──サーペンス家は、西の国〝エルデ・ヴェスタ〟でも屈くつ指しの魔ま術じゆつ師し一族だった。

　かつては文明の中心であった魔ま術じゆつ師しも、近年では一部を除いて衰すい退たいの一いつ途とを辿たどっている。

　大家として名を馳はせた一族は年々没ぼつ落らくしていき、サーペンス家も数代前から急激に衰おとろえ、もはや魔ま術じゆつ師しとしての権益だけでは存続できない状態だったそうだ。

　それが、今の代になって思わぬ転てん換かん期きを迎むかえた。

「──サーペンス家の現当主は昔、裏うら界かい隈わいで魔ま道どう具ぐ発はつ掘くつを兼かねた、骨こつ董とう商しようを営んでいたらしいな。それで得た資産を元手に起業し、大成功。今やサーペンスといえば、ヴェスタ有数の資産家だそうじゃないか。で、どういうわけか、そこを飛び出した家いえ出で娘むすめがここにいる、と……」

　普ふ通つうであれば信じがたい話ではあるが、どうやら本当らしい。

　本人は、拳こぶしをぎゅっと握にぎりしめて、不快の念を露あらわにしながら黙だまり込こんでいた。

「元魔ま術じゆつ師しの名家の出となれば、その馬ば鹿かげた魔ま力りよくも頷うなずけるが、お前さんはどこでどうやって魔ま術じゆつを学んだ？　優すぐれた魔ま術じゆつ師しの家系といえど、今や一族全員がやり手の実業家。そんな家に、傀儡くぐつなんていう高等魔ま術じゆつまで習得できる環かん境きようがあるとは思えんが……」

　かと言って、あんな日常生活にまず必要のない術じゆつ式しきを気軽に学べるような場所など、どこにもあるまい。必ず、教えた師がいるはずだ。

　ここまで追つい及きゆうすると、やがてレイミュは、観念したように虚むなしげなため息を吐つく。

「……確かに、ウチにはもう魔ま術じゆつに関する設備も人材も残っちゃいないわ。父はアタシが生まれる前から足を洗ってたし、兄さんたちもみんな魔ま術じゆつには無関心。だから、あの家に魔ま術じゆつの痕こん跡せきは残っていない……数年前に祖父が亡なくなってからね」

「なるほど、その爺じいさんがお前さんに魔ま術じゆつを仕し込こんだのか」

「本人から教わったコトはないけどね。父と違ちがって、祖父は亡なくなるまで過去の栄光を忘れられなかった旧ふるい魔ま術じゆつ師し……魔ま術じゆつを捨てた父に対する不満と怒いかりのはけ口にするように、物心ついた頃ころからアタシに最高の魔ま術じゆつ師し一族だった頃ころの家の話を聞かせてたわ」

「それでまんまと染まっちまった、か」

「まぁね……」

　それが異常であった事を自覚しているように、レイミュは自じ嘲ちよう気ぎ味みな笑えみを浮うかべる。

　彼かの女じよが魔ま術じゆつを学んだのは、祖父が他界して間もない頃ころ……自分に、名家の淑しゆく女じよとしての在り方を押おしつける父との折り合いが悪くなった、多感な十五歳さいの時だったという。

　きっかけは他愛もない、父への反目……放っておけば一時の反はん抗こう期きで済んだだろうが、祖父の洗脳と彼かれが生前密ひそかに孫まご娘むすめにだけ教えていたという、実家近くの隠かくし研究小屋に置かれた膨ぼう大だいな資料が、そうはさせてくれなかった。

　一族でも類を見ない才能を持って生まれてしまった彼かの女じよは、魔ま術じゆつの大家としての歴史が蓄ちく積せきされた研究成果を熱意のまま吸収し、そのほとんどを独学で会え得とくしてしまったのだ。

　そうして一年が経たつと、自信をつけたレイミュは家を出しゆつ奔ぽん。

　家の目がある故郷を離はなれ、出入りも難しくないこのノルトで裏の世界の住人となったのだ。

　より肥大化する向上心に身を任せ、人の命こそ奪うばってはいないものの、腕うで試だめしに様々な悪事・荒あら事ごとに手を染めた。しかし、それでも満たされず、挙げ句に彼かの女じよはハイフラグメントまで求めた……結果、今日に至ったというわけである。

　話を聞き終えたアーベントは、深いため息を禁じえなかった。

　親との些さ細さいな行いき違ちがいに端たんを発した、彼かの女じよの皮肉な巡めぐり合あわせの連続に……

「──そうして出来たのが、化け物じみた力を持った〝魔ま術じゆつ使つかい〟ってわけか……」

「魔ま術じゆつ使つかいですって……？」

「お前さんは、魔ま術じゆつ師しが備えるべき素養を持っちゃいない。平気で本名を名乗るわ、人前で平然と秘術を試ためすわ……本来、魔ま術じゆつ師しってのはそういう無作法を嫌きらい、粛しゆく々しゆくと研究に明け暮れる人種なんだ。だから、お前さんは魔ま術じゆつが上手うまいだけの小こ娘むすめ……魔ま術じゆつ使つかいってわけだ」

「無作法、ねぇ……じゃあ、どっかの誰だれかさんも魔ま術じゆつ師しなんて名乗れないわね」

「おっしゃるとおりだ……が、あいにく俺おれはお前さんほど未熟でマヌケな術師じゃない」

「このアタシが未熟でマヌケ、ですって……？」

　自分の過去を吐はき出だして楽になったのか、幾いく分ぶんか態度が軟なん化かしていたレイミュだが、再び表情に棘とげが入る……今のは聞き捨てならないセリフだったのだろう。

「あの傀儡くぐつの魔ま術じゆつだがな、お前さんはどうせ後で自然に解けるとでも思って、気軽に掛かけたんだろうが……その結果、あの三人は危あやうく死ぬところだった」

「は……？」

「つまり、お前さんはあの魔ま術じゆつを上手うまく制せい御ぎよできていなかったんだよ。あの術じゆつ式しきはアイツらの魄はく紋もんを侵しん食しよくし、魔ま障しよう化かしちまってた。あのまま放っておいたら、自じ我がを消されたまま二度と意識が戻もどらなかったろう……ま、それも全て取り除いてやったから安心しな」

　魔ま術じゆつの中には対象そのものに影えい響きようを及およぼしながら、時間経過で自然と消えるものがある……《氷神の吐息ヴアイシング・アーテア》もそうだ。しかし、その類たぐいの魔ま術じゆつでも術者の力量に余るものであれば、本人の想定外の症しよう状じようを引き起こす事がある……つまり、呪のろいと同じになってしまうのだ。

　レイミュが治ち療りようを受けている間、アーベントはそれを消すための解げ術じゆつに挑いどんでいたのである。

　その甲か斐いあって、エータたちは後こう遺い症しようも、事件に関する記き憶おくもなく、適当にでっちあげた通とおり魔ま事件を真に受けて、翌日には平気な顔で退院していった。

　無論、この騒そう動どうに乗じて裏切りを企くわだてた、あのけしからん悪あく魔ま娘むすめも既すでに処しよ罰ばつ済ずみだ。

　今いま頃ごろ、研究室で厳重に保管された《悪あく魔まの書》の中で、『びええぇぇぇ[image: ～][image: ～][image: ～]んっ！　ごべんだざぁぁ[image: ～][image: ～]いっ、ごごがだだじでぇぇ[image: ～][image: ～]っ』──とでも泣なき喚わめいているだろう。

　ここまで念入りに罰ばつを与あたえれば、少しはおとなしくなるだろうと期待する。

「──俺おれがいなきゃお前さんは危あやうく殺人犯になるところだった。よぉく反省しろよ」

「そんな、まさか……」

　この事実を知らされ、再び凍こおりついたかのように、レイミュの顔が青くなる。

　──やはり、彼かの女じよは本気で生徒たちに危害を加える気はなかった。

　それどころか、言い訳も検証をするでもなく、自分のミスを悔くいている。

　……つくづく、魔ま術じゆつ師しには向いていない、まっすぐな気き性しようの持ち主のようだ。

　尚なお更さら、このまま自由の身にするのは危あやうい少女である。

「──ご傷心のところ悪いが、そろそろ仕事の話をさせてもらう」

　頃ころ合あいを見て本題を切りだすと、言葉も表情もなく、顔を上げるレイミュ。

　アーベントの意図を探さぐる気力もないようだが、じきにそうもいかなくなった。

「お前さんのあの術じゆつ式しき、思いのほか強力だったよ。それを一度に三人分……この俺おれも、さすがに骨が折れた。だから、しめて二千万ってところだな」

「は……？」

「お前さんへの請せい求きゆうだよ。あの三人の施せ術じゆつ代だいはもちろん、お前さんの治ち療りよう代だいと入院費もこっちで肩かた代がわりしておいたから、それも返してもらう。その諸もろ々もろ含ふくめて、二千万だ」

「ばっ……ちょ、なっ……!?」

　よほど衝しよう撃げき的てきな金額だったのだろう。さっきまで半ば死人同然だった表情がたちまち活力を取とり戻もどし、顔も赤みを帯びるほど興奮しているようだ。

「なによ、そのふざけた金額は！　あんた、解げ術じゆつにお金はとらないんじゃなかったの!?」

「かと言ってお前さん、ハイフラグメントは持ってなかろう。それに大だい富ふ豪ごうのご令れい嬢じようとくれば、この程度なんざはした金だろう？　いざとなれば、実家に頼たよればいい」

「できるわけないでしょ！　とんだ守しゆ銭せん奴どね、《ダークコレクター》が聞いて呆あきれるわ！」

「──《ダークコレクター》、ね……この際だから、はっきり教えといてやる」

　一いつ気き呵か成せいにわめきたてるレイミュだったが、ぴたりと部屋に静せい寂じやくが訪おとずれる。

　アーベントが纏まとう空気が変わり、冷たい視線で彼かの女じよを睨にらんでいた。

「お前さんや他の連中は散々混同してくれているが、そのコレクターってのは〝収集家〟って意味じゃない。術じゆつ式しきで歪ゆがんだ魄はく紋もんを正しく改かい訂ていする、俺おれの解げ術じゆつ師しとしての技わざにつけられた異名だ。さしずめ、〝黒の解げ術じゆつ師し〟といったところか……俺おれも多少は気に入っている名だ」

　ゆえに、その意味を捻ねじ曲まげ、ただの蔑べつ称しようとして用いられるのは座視できない。その意思を覗のぞかせるアーベントの言葉に、レイミュは何も言えなくなっていた。

「あと言っておくが、ほとんどはお前さんの治ち療りよう代だいだ。それくらい値が張る治ち療りようを受けなけりゃ、お前さんのその結構なべっぴん面づらは、一生ぐしゃぐしゃだったろうよ」

「う……」

　自分がそれほどの重傷だった事は、レイミュも聞かされていたようだ。彼かの女じよも女性だ、自分の珠たまのような肌はだを傷一つ残さず元に戻もどしてくれた医師には感謝しているだろう。

　──しかし、アーベントの言葉には噓うそがあった。

　魔ま術じゆつ治ち療りようは本来なら高くつくが、今回は患かん者じやの合意もなく行われた緊きん急きゆう救きゆう命めい治ち療りようだ。

　それには従来の相場は適応されないし、ヘリオスもこんな少女に高額を請せい求きゆうするほど非情な男ではない。実際は入院費用も含ふくめて二百万かそこらで、分ぶん割かつ払ばらいも可能だ。

　少し考えれば疑問にくらい思うものだが、この家いえ出で娘むすめは相当世間に疎うといらしい。

　アーベントがでっち上げた作り話を真に受け、反論もできないほど参っていた。

　少し気の毒ではあるが、それでもこの娘むすめを手元に置きたい理由が、彼かれにはあったのだ。

「──もちろん、返済が済むまでこの街に留とどまってもらうが、そう悪い話でもない。気が向いたら、お前さんのその馬ば鹿かげた才能をもう少しマシに使えるくらいには、物を教えてやる。本物の魔術師になれるチャンスとでも思えばいい」

　──これは噓うそではない。

　こんな、安全装置のない大たい量りよう殺さつ戮りく兵へい器きにもなりうる魔ま術じゆつ使つかいを放置できないというのもあるが、それ以上にアーベントにはこの娘むすめを見捨てておけない心情があった。

　……彼かの女じよもまた、自分の生まれた境きよう遇ぐうという呪のろいを受けているのだ。その呪のろいと正面から向き合う術すべくらいは教えてやりたいという、共感めいた感情が胸の内にあった。

　それに、やり方は破は天てん荒こうだが、レイミュの魔ま術じゆつに対する向上心は本物だ。

　しばらく現実を受け入れられず項うな垂だれていた彼かの女じよだが、すっと顔を上げた頃ころにはもう、その瞳ひとみには自身を律する意思の光が輝かがやいていた。

「……わかったわ、お金はなんとかする。その代わりロクなコト教えてくれないようなら、遠えん慮りよなく踏ふみ倒たおさせてもらうからね」

「交こう渉しよう成立だな」

　そのゆるぎなき精神が窺うかがえる言葉に満足したように、アーベントの口元が緩ゆるむ。

　これで、レイミュの件はカタがついた。が、まだ終わりではない。

　アーベントにはもう一つ、確かく認にんしなければならない事があった。

「──さて、最後に一つだけ、お前さんに聞いておきたいコトがある……」







　──後日の昼下がり、アーベントがふらりと姿を現したのは、ボーマン邸ていだった。

　もう二度と足を踏ふみ入いれまいと思っていたが、そうもいかない事情が生じたのだ。

　万が一の時はすぐにでもこの街を離はなれられるよう、今回は車での来訪だ。

　主あるじと同じ黒くろ塗ぬりの愛車を庭に停とめ、アーベントは再びかの豪ごう邸ていの門をくぐった。

「こ、これはアーベント先生。急にまたどうして……」

　ボーマンも、まさかこの黒衣の男とまた顔を合わせるとは思っていなかったのだろう。

　顔色は以前会った時よりいいくらいだが、ばつが悪そうにあからさまに塞ふさいだ様子だった。

「まさか、先日のフラグメントを返す気にでもなったのですかな……ハハ」

　アーベントと向き合うソファーの上で、ボーマンは気負いながらも、大だい富ふ豪ごうとしてのメンツを保つように余よ裕ゆうぶった笑えみを浮うかべる。

　それはせいぜい、自分と場を和なごませるための冗じよう談だんが半分。そして、もう半分は……

「──ああ、そのとおりだ。コイツは、俺おれが思ってたより厄やつ介かいな代しろ物ものだったようなんでね」

　直後、彼かれはぎょっとして、その薄うすっぺらい笑え顔がおを引ひっ込こめた。

　相手の言葉と、手前のテーブルに置かれた箱に……それは紛まぎれもなく、以前彼かれが譲ゆずり渡わたしたハイフラグメントが入った箱だったからだ。

　中を確かく認にんすると、それは確かにボーマン所有の、鮮あざやかな緑色の輝かがやきを放つ宝石だった。

「一体、どういった心境の変化かな……？」

「コイツのせいで、先日ひどい目に遭あってね……手元に置いとくには、危なくていけない」

　つらつらと述べられたそれは、情感のない実に空くう虚きよな言葉である。

　それを聞くや、ボーマンが偽いつわらざる薄うす笑えみを浮うかべたのを、アーベントは見み逃のがさなかった。

「──また、アンタが雇った刺客に襲おそわれでもしたら、たまったもんじゃないからな」

「……一体、なんの事ですかな？」

　当然、ボーマンはすぐに表情を消し、しらばっくれる。

　だが、レイミュを差し向けたのがこの男であるのは、疑いようがなかった。

　彼かの女じよが言うには、今回の依い頼らいは裏うら界かい隈わいの汚よごれ仕し事ごと専門の斡あつ旋せん所じよに舞まい込こんだものらしい。

　標的にアーベントの名があったものだから、仕返しも兼かねてすぐに飛びついたわけだ。

　ただ、直接やり取りをしたのは代理人とだけで、依い頼らい人にんの正体は彼かの女じよも知らなかった。

　……しかし、けして円満ではない形でハイフラグメントを受け取って間もなく、刺し客かくが奪うばいに来たとなれば、その背後には本来の持ち主の影かげが嫌いやでもちらつく。

　案の定、その依い頼らい人にんの正体がボーマンである事は、今本人の態度を見て確信した。

「……ま、真しん偽ぎはともかくとして、これは返すよ。ただし、受け取る度胸があればな」

「何……？」

　無論、ただで返へん却きやくするつもりはない。

　……正確には、返へん却きやくするわけにはいかなかった。

「話は変わるが、アンタが以前苦しめられていたあの呪のろい……前の主治医から聞いたが、アンタはアレをいつどこで受けたのか、全く身に覚えがないんだってな？」

　意図の摑つかめぬこの質問に、ボーマンは困こん惑わくする一方、思案するように黙だまり込こむ。

　呪のろいとは、紛まぎれもなく魔ま術じゆつ攻こう撃げきだ。魔ま術じゆつ師しが術じゆつ式しきを直接、対象の魄はく紋もんに転写する事で発はつ症しようする。だが、ボーマンは魔ま術じゆつ師しに襲おそわれた事などないという。

　全快した後、彼かれもそれだけは腑ふに落ちなかっただろう。

「──それもそのはずだ。なぜならアンタは、この家で知らず知らずのうちに呪のろいを受けていたんだからな」

「え……」

「……発生源は、そのハイフラグメントだよ」

「えぇっ」

　その思ってもない真相に、ボーマンは打算も忘れ、間の抜ぬけた声を上げる。

　未加工のハイフラグメントは、なんの制せい御ぎよもされていない膨ぼう大だいな魔ま力りよくの結けつ晶しよう体たいだ。

　存在するだけでいつなんのはずみで、どんな影えい響きようを周囲に及およぼすかわからず、その力は本職の魔ま術じゆつ師しさえ安全に管理できるとは限らない。素人しろうとの手には余る、危険物である。

　持ち帰った後調べてわかったが、このハイフラグメントもなかなかタチの悪い代しろ物ものだった。

　これが放つ魔ま力りよくと相あい性しようの悪い波形を持つ魄はく紋もんであれば、たちまち汚お染せんされ、魔ま障しようと同じ作用を人体に及およぼすだろう。運悪く、ボーマンはそんな魄はく紋もんの持ち主だったのだ。

　呪のろいは取り除かれたものの、再び石の魔ま力りよくに触ふれれば元もとの木もく阿あ弥み……

「──アンタの魄はく紋もんには、まだ前の呪のろいのダメージが残っているはずだ。その状態で、このハイフラグメントに接せつ触しよくすれば今度こそ命はあるまい……それでも受け取るか？」

　これは、この男の価値を見定める最後の問いだった。

　しかし、最初こそわなわな震ふるえていたボーマンだが、やがて見み栄えを張るように、脂あぶら汗あせまみれの顔に笑えみを浮うかべてみせた。

「ふ、ふん……何を馬ば鹿かな。いくら魔ま性しようのごとく美しいとはいえ、こんな石ころにそんな力があるはずもない。私をかつごうとしても無む駄だだ……！」

　彼かれは問いに対してＮＯと答えた……ならば、この男に差さし伸のべる手はもうない。

「どうやら、アンタは本気で自分の命より、その石ころの方が大事なようだな……」

　ボーマンを見つめるアーベントの瞳ひとみから、最後の情が消えた。

「であれば、俺おれから言うコトは何もない。ソイツは返してやる」

　別れの言葉を冷たく吐はき捨すてると、ハイフラグメントはそのままに席を立つアーベント。

　最後までボーマンに振ふり向むく事なく屋や敷しきを出て、車に乗のり込こむ。

　……まさに、その時だった。

「アーベント先生！　だ、旦だん那なさまがぁっ……！」

　正面の扉とびらが突とつ如じよ開け放たれ、数人の使用人が飛び出してくるのを、バックミラー越ごしに確かく認にんする。

　大方、久方ぶりに感かん触しよくを味わおうと、さっそくハイフラグメントに触ふれたのだろう。

　やはり、ボーマンの魄はく紋もんには既すでに、かの魔ま石せきの力に耐たえる余力はなかったのだ。

　これもあの男自身が選んだ結末……背後から喚わめきたてる使用人たちの声も姿も意識の外に追いやり、アーベントは何食わぬ顔で車を発進させた。

「──医者の忠告を無視した報むくいだ。せめて、前ほど苦しまず逝ゆける事を感謝しな……」

　みるみる遠ざかる屋や敷しきをミラー越ごしに覗のぞき、冷れい淡たんに吐はき捨すてる。

　ボーマンは、もう救いようがないほど、あの魔ま石せきに取とり憑つかれていた。

　心の闇やみに巣食う呪のろいは、どんな解げ術じゆつをもってしても手の施ほどこしようがない。欲にまみれた愚ぐ者しやへの関心は既すでになく、黒衣の男は街から去っていくのだった。

　──その後、ガルデア＝ボーマンは突然の心臓発作でこの世を去ったと報じられ、かの魔ま石せきの正体も彼かれの死の真相も、表おもて沙ざ汰たになる事はなかった……
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　──レイミュを匿かくまってから、アーベントの生活に小さな変化が生じた。

　入院から一週間。既すでに十分に回復した彼かの女じよを、いつまでも病院に置いておく理由はない。

　そこで、次の滞たい在ざい先さきに決まったのが、神しん学がつ校こう職しよく員いん寮りよう……アーベントの自室である。

　ここの学長と密接なコネがあるフリーティアを使えば、本来部外者立ち入り禁止の寮りようにレイミュを潜もぐり込こませる事など簡単だ。知っているのは、管理人や一部の職員だけである。

　それも、彼かの女じよがこの街に腰こしを据すえ、生活の基き盤ばんを固めるまでの仮住まい。短期間なら問題ないだろうとアーベントも安易に決断したのだが、これが失敗の始まりだった。

　寝ね床どこは適当、飯さえ食わせておけばいい……そんな拾ってきた猫ねこ同然に部屋に置いたレイミュは、男女間のプライバシーを口実に、瞬またたく間まに生活の主導権をアーベントから剝はく奪だつ。

　おまけに、この間の制裁のささやかな仕返しとばかりにメルヒアが面おも白しろおかしく彼かの女じよに与くみし、寝ね床どこをソファーからベッドに変えさせたのをはじめ、生活面でのあらゆる譲じよう歩ほ……もとい簒さん奪だつが繰くり返かえされた結果、部屋での上下関係は逆転。

　三日後には、もはやアーベントが彼かの女じよに住まわせてもらっているも同然の有あり様さまだった。

　最初こそ新たな環かん境きように戸と惑まどうように少々しおらしくしていたが、レイミュはすぐに強したたかな本ほん性しようを取とり戻もどし、暴君のように部屋に君臨したのだ。

　やがて、彼かれは追い出されるように居を研究室へと移し、ソファーで寝ねる日々が続いていた。

「──せんせー、最近なんか疲つかれてるみたいだけど、なんかあったの？」

「……べつに」

　レイミュがこの学校に住み、アーベントの部屋を占せん拠きよしている事実は、生徒たちも知らない。

　真相などおくびにも出さず解げ術じゆつ教室を開く程度には、彼かれは平常だった。

　メルヒアはすっかりレイミュになつき、今や一日中彼かの女じよに付きまとっている。静かなのは喜ばしいが、おかげで教室がやけに広くなったような違い和わ感かんはぬぐえなかった。

　……今日は、エータとルビーしか出席していないから尚なお更さらかもしれない。

「そういえば、せんせー、知ってるー？」

「あん……？」

　おかげで、いつにも増して気安い空気が研究室に蔓まん延えんし、ルビーがちょくちょく授業の合間を縫ぬって無む駄だ口ぐちを挿はさんでくる。これでもう三度目だ。

「この前から、ウチの魔ま術じゆつ医い療りよう室しつに新しい先生が入ったって話。あたしもまだ見てないんだけど、これがけっこーなイケメンだって話だよ。女子ったらみんな大おお騒さわぎ」

「ふーん……」

　アーベント自身、ルビーを遮さえぎってまで授業を進める気き概がいもないので、適当に乗ってやっていた。

　魔ま術じゆつ医い療りよう室しつとは、魔ま術じゆつ校こう医いが常じよう駐ちゆうする魔ま術じゆつ治ち療りようのための設備である。

　魔ま術じゆつの実技講習では、魔ま力りよくの酷こく使しによる衰すい弱じやく症しよう──いわゆる魔ま力りよく欠けつ乏ぼう症しようをはじめ、魔ま術じゆつ師し特有のトラブルがつきものだ。魔ま術じゆつ校こう医いは、主にそれに対処するための雇やとわれ医い師しである。

「あ～、オレも聞いたな。ちょっと気難しげだけど態度は紳しん士し的てきで、意外と面めん倒どう見みがいいってんで、休み時間のたんびに医い療りよう室しつは女どもで混雑してるんだとよ」

「ウチのせんせーも顔は悪くないし、面めん倒どう見みもわりといいのに、せめてもう少し愛あい想そがあればねぇ……せっかく、あんなすごい治ち療りようができるんだからさ」

「ほっとけ」

　いくらすごい治ち療りよう法ほうでも、それは魔ま術じゆつ医いのみならず、魔ま術じゆつ界かい全体から嫌きらわれるような禁きん忌きの法だ。これ目当ての生徒に殺さつ到とうされては、余計に目立って面めん倒どうな事になる。

　アーベントにとっては、この愛あい想そのなさも処世術の一つなのだ。

　ゆえに、まさか自分になつく生徒が三人も現れるなど思ってもみなかった。

「──遅おそくなりました、先生！」

　すっかり雑談に花を咲さかせていると、その最後の一人が慌あわてて駆かけ込こんできた。

　相当急いで来たのか、息を切らしてがっくり項うな垂だれるチェルシー。

　これには、誰だれもが意表を突つかれてぽかーんと呆ほうける。

「チェルシー？　今日は、グレイスせんせーの教室に行ってるんじゃなかったの？」

　アーベントもそう聞いていたので、彼かの女じよが今日ここに来たのは意外だった。

「う、うん……あっちが思ったより早く終わっちゃったから、少しだけでもこっちの授業に出席しようと思って……」

「早く終わった？　予定でも変わったのか？」

　チェルシーの言葉に少し引っかかりを覚え、つい言葉を挿はさむ。

　放課後の個人教室といえど、成り行き任せにやっているわけではない。毎日、綿密なスケジュールを立てて管理しているため、極きよく端たんに時間が余るといった事はほとんどないのだ。

　その辺は大おお雑ざつ把ぱなアーベントはともかく、グレイスの授業なら尚なお更さらである。

　問とい質ただすアーベントに、チェルシーは少々ばつが悪そうに、表情を曇くもらせる。

「えっと……一いつ緒しよに授業を受けてた子が急に倒たおれちゃって、それでグレイス先生が医務室に付つき添そうことになったから、授業が中止になったんです」

「どーせ、貧ひん血けつかなんかだろ。それで、わざわざ先生が一いつ緒しよに付いていったのかよ？」

　エータが言う事ももっともだった。原因がはっきりしない段階では、授業を途と中ちゆうで中止する必要はない。と、ドライな価値観を持つ、普ふ通つうの魔ま術じゆつ講こう師しなら思うだろうが……

「その子、ちょっと前から調子悪そうにしてたから、先生も心配してたんだと思う」

「グレイスせんせーは優やさしいからね、どっかの誰だれかさんと違ちがって」

「だから、ほっとけ……しかし、それでわざわざ教室をハシゴしに来るとは、お前さんも物好きだな。どのみち、今日はロクな授業なんてやってないぞ」

　やっていた事といえば、時間を適当に埋うめるための、おざなりな授業……それすらも、頻ひん繁ぱんに雑談が入って満足に進んでいなかった。

「それでもいいんです……先生の話を聞いているだけでも、私楽しいから」

「楽しい……？」

　少しはにかみながら言われたその言葉は、アーベントにとって意外だった。

「先生の授業って、他の授業にはない独自解かい釈しやくがたくさんあって……なんていうか、同じ魔ま術じゆつ治ち療りようの分野なのに、まるで全く新しい世界に触ふれているようでわくわくするんです。先生の解げ術じゆつにしたってそうだし、これまで見たことのない技術や考えもしなかった発想に触ふれるたび、自分も新しい世界を切り開けそうな、そんな気持ちになるんです！」

　──眼鏡めがね越ごしに目を爛らん々らんと輝かがやかせ、興奮した声こわ色いろで熱弁するチェルシーに、いつしか、アーベントすら吞のみ込こまれて呆ほうけていた。

　やがて本人もそれに気づき、自省するように一言詫わびを入れて消しよう沈ちんしてしまう。

「……リンカーって、普ふ段だんおとなしいだけに、一度熱が入るとすごいよな」

「さすが魔ま術じゆつ医い志望って感じするよね、入学早々に進路を決めてる子なんてそんなにいないもん。こんな熱心な生徒、他にいやしないんだから、せんせーも大事にしてやんなよ？」

「お前に言われる筋合いはねぇな」

　とはいえ、今どきこれほど熱意のある魔ま術じゆつ医い志望者が希少なのは確かだ。

　魔ま術じゆつ界かいの未来というものにあまり関心はないが、少なくとも魔ま術じゆつと向き合う理由もなく、漠ばく然ぜんと学んでいるだけの大多数の生徒たちよりは張り合いがある。

「……ま、せっかくやる気のあるヤツがいるコトだし、授業を再開するか」

　そう思うと、多少は教おしえ甲が斐いも芽生えてきた。

　アーベントの言葉に、仄ほのかに喜色の表情を浮うかべ、席につくチェルシー。

「あ……」

　ところが、その途と中ちゆうで不意に足をもつれさせ、机に倒たおれ込こんでしまった。

　ドジを踏ふんだというよりは、体の力が急に抜ぬけたかのような様子だ。

「ちょ、ちょっと大だい丈じよう夫ぶ、チェルシー！」

「う、うん……あんまり急いで来ちゃったから、ちょっと疲つかれたみたい」

　えへへ、と愛あい想そ笑わらいを浮うかべ、ゆっくりと体勢を直すチェルシー。

　おそらく、それだけではない。

　彼かの女じよは普ふ段だんの授業に加え、グレイスの個人教室に、この解げ術じゆつ教室まで出席しているのだ。

　一日で普ふ通つうの生徒の倍以上の知識を詰つめ込こんでいるゆえ、疲ひ労ろうも人一倍だろう。

　この、絵に描かいたような文化系少女にとっては、相当な激務のはずだ。

　その疲つかれが、不意に体に出てしまったのだろう。

「やれやれ……」

　自分の身を滅ほろぼしてまで、知識を貪むさぼる……本当なら窘たしなめるべき愚ぐ行こうかもしれないが、昔ながらの魔ま術じゆつ師しとは往々にしてそういう人種が多い。一つの文明を支えるほどの強大な分野を探究しようというのだ、一度や二度体を壊こわしても魔ま術じゆつの深しん奥おうに届かなかった者は数知れない。

　アーベント自身も、かつてはそうして無茶をしたものだ。

　だから何も言わず、せめて彼かの女じよの負担に配はい慮りよして、普ふ段だんより少しばかりペースを落としながら授業を進めるのだった。







　小一時間ほどの授業を終え、その日の解げ術じゆつ教室はお開きとなった。

　その頃ころにはチェルシーの体調も回復し、三人一いつ緒しよに仲なか睦むつまじく研究室を後にしていった。

　彼かれらを見送り、一人残るアーベント……数すう人にん掛がけの共用机とは異なる、個人用の小さな作業席に腰こしかけ、思し惟いに耽ふける。その胸中にあるのは、チェルシーへの憂うれいだった。

　彼かの女じよのような、ひたむきに魔ま術じゆつを学ぶ生徒は、本当に珍めずらしい。

　だが、そういう人間にほど、この世界は非情だ。

　現在、魔ま術じゆつを至高の学問と崇あがめているのは、半生を魔ま術じゆつに捧ささげ、今や魔ま術じゆつ界かいを牛ぎゆう耳じる老いぼれた重じゆう鎮ちんとその信しん奉ぽう者しやばかり……この学校の魔ま術じゆつ学がく部ぶ上層部も同様だ。

　昔ならいざしらず、今は魔ま術じゆつを応用した機械技術が普ふ及きゆうし、一いつ般ぱん人じんは高位の術じゆつ式しきを自ら修得せずとも、その恩おん恵けいを受けられる時代である。魔ま術じゆつ医い療りようをはじめ、専門的な分野の人的資源はほんの一部のエリートに依い存そんし、若い魔ま術じゆつ師しは年々減少の一いつ途とを辿たどっていた。

　それに対し、自らの既き得とく権益のみにすがる重じゆう鎮ちんたちは打開を試みるどころか、むしろそれを助長しているのだから始末が悪い。彼かれらは、由ゆい緒しよ正しい家いえ柄がらや突とつ出しゆつした才能を持つ者にばかり目を掛かけ、それを利用して自身の権力をさらに拡大する事しか頭にない。

　魔ま術じゆつ師し志望者の中には、そんな現実に耐たえかね、志半ばで折れた者も山ほどいる。

　打算なき情熱を持って魔ま術じゆつ師しを志す者ほど、この世界では不幸を見るだけなのだ。

　あの夢見がちな少女に、いっそ現実を突つきつけるのは容易たやすい。が、そうしてあの穢けがれなき瞳ひとみと向上心に水を差すのは、正直憚はばかられる。

　自分が生徒の行く末を憂ゆう慮りよし、気き遣づかうなど、教職に就ついた頃ころには想像しなかった事だ。

　……いつの間にこれほど日和ひよったのか、戸と惑まどい、反吐へどが出る。

　そんな悶もん々もんとした気分を抱かかえていると、不意に外からドアがノックされた。

　ドアを開けて姿を現したのは、もはやメイド服で校内をうろつくのが日課のようになった性せい別べつ不ふ詳しよう天使、クアンである。

「アーベント様……フリーティア様がお呼びです」

　抑よく揚ようのない声が紡つむぐ定型句に、アーベントはため息で応答。

　気分を変えるようにこの要よう請せいに従い、授業用の白衣を脱ぬぎ捨すて、黒コートを纏まとうのだった。







　いつもであれば、フリーティアを訪ねたアーベントがまず見るのは、ベッドの上でふんぞり返った怠たい惰だな神の姿であるが、今日は違ちがった。

　クアンの案内でアーベントが通されたのは、迎げい賓ひんの間……貴族が親しい者たちを招待してささやかなパーティーを開く、社交のための部屋である。

　が、仮にも神がそのような会合を開く事などほとんどなく、ここを訪おとずれた事がある者は、非常に限られている……アーベントも、来たのは今日が初めてだ。

　部屋に入ってまず目にするのは、正面の壁かべ一面に飾かざられたタペストリーであった。

　荘そう厳ごんな星々の海を背景に描えがかれた、無数の肖しよう像ぞう。ある者は翼つばさを生やし、下半身が白馬だったり、腕うでが六本生えていたり……異形ながら、力強く勇ゆう壮そうに描えがかれた夢む幻げんの住人たち。

　それは、この世界が創造されるに至った、〝神々の戦い〟を讃たたえた絵だった。

　神々が一面にひしめき合う絵の中心に、ひときわ大きく描えがかれた女め神がみ……深しん紅くの布を纏まとい、神こう々ごうしく両手を掲かかげた金きん髪ぱつの美女が、どうやらフリーティアらしい。

　本人とは似ても似つかないグラマーに美化された肖しよう像ぞうを、アーベントは死んだ目で眺ながめる。

　いつどこの誰だれが、誰だれに描えがかされたのかは知らないが、あまりに現実からかけ離はなれたイメージに、ただただ呆あきれるばかりだった。

「──むかしむかし、この世界は星の瞬またたきひとつない、完全なる無じゃった」

　そうしていると、やがてそんな語り出しと共に、フリーティアがやってきた。

　ベッドから降りても尚なお、部へ屋や靴ぐつも履はいていない寝ね間ま着き姿すがたでぺたぺたと歩み寄る彼かの女じよは、声を掛かけるのも憚はばかられるような透とう明めいな声こわ音ねで、歌でも口ずさむように物語を紡つむぐ。

　それは、この世界──〝アーウィンクラフト〟の成り立ちを巡めぐる創世記であった。

　幾いく千せんの時を遡さかのぼった太古、まだ〝無〟だったこの宇宙で繰くり広ひろげられた神々の戦い。何故なぜ戦うのか、何故なぜ生きているのか……彼かれらは答えを見つける事すらせず、殺さつ戮りくに明け暮れた。

　弱き者はたとえ神でも淘とう汰たされ、強き神だけが生き残る……その過程で多くの者が敗れ、たった五人だけ、この死し闘とうを生き延びた神々はふと気づいた。

　敗れし神々の骸むくろがいつの間にか形を変え、そして一つになっていた事に……彼かれらが目にしたのは、自分たちの足元に浮うかぶ広大な大地だった。

　それは天体ではない。大陸の一部をそのままくりぬいたかのように、森や海を内包した瑞みず々みずしい大地が、そこに浮うかんでいたのだ。

　悠ゆう久きゆうの戦いに飽あき飽あきしていた神々は、その地を自分たちの〝箱庭〟とする事にした。

　空を創り、そこを巡めぐる月と太陽を創り、自然や動物、人を……そして、街を創った。

　神々はその街を各おの々おのが支配する五つのエリアに分け、統治し始めた……そのうちの一つがフリーティアが支配する、このエルデ・ノルトである。

　以上が、この世界の始まり。おとぎ話というよりは、当事者の思い出話だ。

　これ自体は、この世界に生きる者なら誰だれもが聞かされる、ありふれた伝承だった。

「──急に呼び出したかと思えば、なんのつもりだ？」

「ご挨あい拶さつじゃのぉ。せっかく、今日は趣しゆ向こうを凝こらして出で迎むかえてやったというに」

「ああ、感動した。眠ねむくなるほど素す晴ばらしい話をありがとうよ。じゃ、俺おれはこれで……」

「まてまて、こらえ性しようのないヤツじゃ……無論、ちゃんと用はあるから安心せい」

　アーベントがため息まじりに踵きびすを返しかけた身を止めると、フリーティアはのそのそと移動し、その辺に置いてあった椅い子すの上にふんぞり返る。

「ま、それはひとまず置いといて、なかなか面おも白しろいことになっとるようじゃな。まさか、おぬしが小こ娘むすめ一人にあそこまで肩かた入いれするとはの」

　考えるまでもなく、レイミュの事だろう。彼かの女じよの処しよ遇ぐうを巡めぐって、この女にはずいぶん借りを作った。こうしていじられるのは、想定の範はん囲い内ないだ。が……

「……同属意識か？　確かに、あの娘むすめの境きよう遇ぐうは、おぬしと似ていると言えなくもないが」

　──その言葉は聞き捨てならず、ぴくりと瞳ひとみが揺ゆれる。

　明確に認めるのを避さけていた、自らの感傷をズバリ言い当てられたのが、癪しやくだった。

「面めん倒どうを見るなら、手た綱づなはしっかり握にぎっておくのじゃぞ？　まさか、わしの力に正面から対たい抗こうできるとはのう……どこぞの誰だれかと同じで、危なっかしくて放っておけんわな」

「……ロクな用がないなら帰るぞ、クソババア」

「ババアときたか、おぬしにはこのぷりちーな容姿が目に入らぬのか？」

「だったら、クソロリババアだ。あばよ」

「まぁ、待て。悪かった、言い過ぎた。じゃから、もう少し話を聞いてゆけ」

　声には焦あせりなど微み塵じんもないが、謝罪を重ねるくらいにはばつが悪いらしい。

　アーベントとてこの程度で本気でへそを曲げるほど、子供ではない。

　これで少しは懲こりたのか、彼かの女じよはようやく本題に入る気になったようだ。

「──話はさっきの続きになるが、敗れし者どもが変じたのは、この大地だけではない。骸むくろの欠片かけらの多くは大地に溶とけるに至らず、やがて膨ぼう大だいなエネルギーを秘めた石へと変わった……これが俗ぞくにいうフラグメントじゃな。アレは、肉体と自じ我がを失っても尚なお、この世界への隷れい属ぞくを宿命づけられた哀あわれな者どもの成れの果てなのじゃ……」

　──そして、それが独自の意思を持ち変じたのが、天使と悪あく魔まと呼ばれる存在だ。

　悪あく魔まが人間の体を乗っ取って肉体を得る一方、人間に危害を加える事ができない天使は、他の意思なきフラグメントをかき集めて、自ら肉体を作る。

　ちなみに、クアンのように、男女どっちつかずの肉体として定着するのは非常に稀まれな例だ。

　この屋や敷しきで働いている従者は皆みな天使だが、性別が曖あい昧まいなのは彼かの女じよだけである。

　これが、まさにこの世界そのものと言っていい、フラグメントの全容だ。

「じゃが、高純度のフラグメント──ハイフラグメントの中にはごく稀まれに、神だった頃ころの意識を断だん片ぺん的てきに有したモノが存在する。そいつに具体的な思考はなく、手にした人間の邪じや念ねんに呼応し、人を超こえた力を与あたえる……そして、その者もやがて正気を失い、欲望のまま力を振ふるう魔ま人じんへと変わる。おぬしもよく知る、〝神かみ憑つき〟というヤツじゃな」

「回りくどい前フリをしちゃいるが、要はソイツが現れたから退治してくれってこったな？」

　まるで怪かい談だんでも話すかのように徐じよ々じよに声のトーンを下げて語るフリーティアに、アーベントの冷めきった声が割って入る。

　これにかのロリ神はそれまでのシリアスな顔を一気に崩くずし、すねたように唇くちびるをすぼめた。

「せっかく、また別の趣しゆ向こうで盛り上げてやろうと思ったのに、無ぶ粋すいなヤツじゃ」

「うるせぇよ、無む駄だに話を引き延ばしやがって。で、ソイツの正体はわかっているのか？」

「わかっておったら、おぬしを呼んだりせん。わしも漠ばく然ぜんと気配を感じるくらいじゃ。まだ完全に目覚めてはおらんのか、隠かくれるのが上手うまいのか……近くに潜ひそんでおるのは確かじゃな」

「正体がわからなくても、そこまで特定してるなら自分の足で捜さがしてもらいたいもんだな」

　これも悪あく魔ま退治と同じ類たぐいの依い頼らいだが、あちらより数段厄やつ介かいな案件である。

「……やっこさんが持っているハイフラグメントは当然貰もらうとして、それだけじゃ聊いささか割に合わない仕事だな。なにせ、相手は曲がりなりにも神サマだ……」

　一口に神とはいえ、どれだけその意識が残っているかで、脅きよう威いの度合いは違ちがう。

　……場合によっては、まさに命がけの仕事になるだろう。

「わかっておる。今回は事が事じゃからな、とっておきを用意しておいた」

「とっておきだ？」

　ニマリと、腹に一物でも二物でも抱かかえていそうな、いやらしい笑えみを浮うかべるフリーティア。

　その意図を警けい戒かいしていると、いつの間にかいなくなっていたクアンが、またいつの間にか戻もどってきていて、小さな箱をアーベントに渡わたす。

　開けてみると、入っていたのは一本のメス……だが、《紋克刀シユナイド》ではない。

　形こそ似ているが、柄えから刃やいばまで黄金で造られた宝ほう剣けんだった。

「──《葬克刀シユトラフエン・シユナイド》という。それを、一足先におぬしにやろう……もしかしたら、そいつが神かみ憑つき退治の切り札になるかもしれんからの」

「何……？」

「そいつは、今までの魔ま道どう具ぐとは別格じゃ。なにせ、神を殺すための剣つるぎじゃからのぉ」

「神殺し、だと……？」

　──大おお仰ぎような看板だが、なにも神そのものを滅ほろぼせるわけではないらしい。

　この《葬克刀シユトラフエン・シユナイド》は、歴戦の〝神殺し〟たるフリーティアの〝奇き跡せき〟そのものを抽ちゆう出しゆつした魔ま道どう具ぐ……これに掛かかれば、神の意識はおろかどんな呪のろいも消し去れる。たとえば……

「──おぬしの呪いとか、な」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、アーベントに思わず顔に出るほどの動どう揺ようが走る。

　事実であれば、願ってもない話であるが……

「もっとも神かみ憑つきはともかく、アレを解くにはたとえ《葬克刀シユトラフエン・シユナイド》があっても、今のおぬしには無理じゃろ。そいつのぽてんしゃるを、十全に引き出すための鍛たん錬れんが不可欠じゃな」

「……どういうつもりだ。アンタにはこの呪のろいを維い持じこそすれ、解く理由はないはずだろ？」

　それはとうの昔、本人から聞かされた話だ……相手の真意がわからなかった。

「わしとて、そう非情ではない。おぬしが本気で願うなら、手を差さし伸のべもする……だからこそ、これまでも協力してきたではないか。ま、いずれにせよ使うなら慎しん重ちように考えるのじゃな」

「……どういう意味だ？」

　表情の険しさが増していくアーベントとは裏腹に、ここからが事の核かく心しんだとばかりに、フリーティアの笑えみがどろりと深くなる。

「その《葬克刀シユトラフエン・シユナイド》はな、このわしでも造るのに相当な手間と時間を費ついやした代しろ物ものでの……現状、その一本しかないのじゃよ。しかも、一度使えばそれっきりの使い捨てじゃ」

「なんだと……」

　──それだけ聞かされれば、この女の意図を知るには十分だった。

　もし、神かみ憑つきがアーベントの手に余るほど強大ならこれを使って退治すればいいし、或あるいは自分の身を救うために使ってもいい……その二に択たくを迫せまっているのだ。

「もちろん、いくらおぬしが可愛かわいいとて、そんな苦労をしてまですんなり二本目をくれてやる気はないし、同じ物を造れる保証も正直ない……ま、じっくり考えるんじゃな」

　この宣告に苦く悩のうするアーベントが見たいとばかりに、フリーティアはくっくっと喉のどを鳴らして笑う。それは、神かみ憑つきなど足元にも及およばない、正しよう真しん正しよう銘めいの邪じや神しんの笑えみだった……







　──今や自宅も同然となった研究室に戻もどったアーベントは、コートをぞんざいにソファーに放るや、作業机に着席。例の黄金のメスを出し、これを凝ぎよう視しする。

　この《葬克刀シユトラフエン・シユナイド》の力を解明すべく、可能な限り調べてみる事にしたのだ。

　魔ま道どう具ぐの根幹は錬れん金きん術じゆつゆえアーベントの専門外だが、魔ま力りよくによるアプローチを試みれば、このメスがどれほどの力を持っているかくらいはわかる。

　軽く魔ま力りよくで干かん渉しようしてみると、このメスは少なくとも、ハイフラグメント以上の力を有しているらしい。それゆえ反発も強く、逆にこちらの魔ま力りよくを吸われる気分になる。

　少なくとも、神かみ憑つきに対する切り札というのは、あながち誇こ張ちようではないらしい。

　結局、数時間費ついやして得たのは、実際に使ってみるまでは確かな事は何もわからないという、曖あい昧まいな結論だけだった。

　もっともアーベントは、これを神かみ憑つきに対して使うつもりなどはなからない。

　彼かれを蝕むしばむ呪のろいは強大だ。かつては長い年月をかけて各地を渡わたり歩あるきながら解げ術じゆつの腕うでと魔ま力りよくを上げ続け、様々な治ち療りよう法ほうも模も索さくしたが、今でも取とっ掛かかりすら摑つかめない状じよう況きようである。

　この呪のろいのおかげで、アーベントは人生を狂くるわされた。

　それを清算するため、がむしゃらに生きてきたが、正直楽ではない……この、突とつ然ぜん降ってわいた黄金の剣つるぎを前に、アーベントは思いのほか疲つかれていた己おのれの本心に気づく。

　神かみ憑つきを退治するには、この魔ま道どう具ぐを使えば手っ取り早いらしいが、そんなのは知った事ではない。これは自分のためだけに使う……それには、フリーティアの言う鍛たん錬れん──即すなわち、解げ術じゆつ師しとしてのさらなる力を身に付ける必要がある。

　やるべき事はさほど変わらないが、これまで死しに物もの狂ぐるいで駆かけても影かげすら見えなかったゴールが、ようやくおぼろげにでも見えてきた気分だった。

　──その矢先、電話の音が彼かれの張はり詰つめていた心をかしましく搔かき乱みだす。

　受話器を取ると、相手は意外な人物だった。

『せんせー！　今すぐ、ウチの寮りように来て……！　大変なの！』

　──ルビーだ。普ふ段だんに輪を掛かけて騒そう々ぞうしく、主語も抜ぬけているので何を言いたいのかはさっぱりだが、よほど慌あわてているのだけはわかった。

　……いつぞやの、レイミュとの一件に似た嫌いやな予感がした。

　詳しよう細さいは後で聞く事にし、ひとまず《葬克刀シユトラフエン・シユナイド》は机の引き出しに鍵かぎを掛かけて保管。

　アーベントは黒コートを纏まとい、部屋を後にした。







　学園敷しき地ち内ないのおおよそが静まり返った、夜よ更ふけ時どき。

　アーベントがやってきたのは、校舎エリアから少し離はなれた学園関係者用の生せい活かつ寮りようのうち、下級生の女子たちが暮らす寮りようである。

　その門の前でルビーは待っており、彼かれを見つけるや手を振ふって出で迎むかえる。

　当然ながら、生徒がむやみに歩き回っていい時間ではない。実際、彼かの女じよは寝ね間ま着きにカーディガンを羽織っただけのナリだった。

　この学園の寮りよう施し設せつは外観こそ多少の差異はあるが、中の造りは一いつ緒しよだ。内装は高級ホテル並みで構造もそれに則のつとり、内うち廊ろう下かの左右に各部屋が配置された様式である。

　消灯時間が近く、本当なら各おの々おのが就しゆう寝しんの準備を始めて静かになる時間帯だが、今夜は違ちがう。

　騒さわぎを聞きつけた生徒たちの動どう揺ようで建物内はざわつき、相次いで部屋を飛び出す生徒とそれを制止する寮りよう職しよく員いんとの悶もん着ちやくもありごった返していた。

　それを標しるべに、アーベントたちは喧けん噪そうの中心へと向かう。

　そこは、とある生徒の部屋だ。

　ドアの前には野次馬が群がっており、その中にはチェルシーの姿もあった。

　とりあえず、人ひと込ごみを割って進んで、彼かの女じよと合流する。

「まさか、お前さんまで来ているとはな……この騒さわぎと、何か関係があるのか？」

　チェルシーは、騒さわぎとあらばホイホイつられるような野次馬根こん性じようのある娘むすめには見えない。

　それが、最前列で食い入るように部屋の中を見ていたのだから、妙みようだった。

　実際、ただの興味本位ではなく、切実な理由があるようだ。

「……今日、グレイス先生の教室で倒たおれた子がいるって、お話ししましたよね。実はこの部屋なんです……彼かの女じよが住んでるの」

　どうやら、その生徒に何かあったのではないかと、心配で駆かけつけたらしい。

「なんでまた俺おれを呼び出したんだ？　生徒が倒たおれたとかの話なら、校医の管かん轄かつだろ」

「それが、普ふ通つうじゃないみたいなんです、彼かの女じよの様子……真っ先に駆かけ込こんだグレイス先生もすごく驚おどろいているみたいで」

「マレッグ先生が……？」

「なんだか、事件っぽいんだよね、これ……だから、せんせーを呼んだの。もし、この前みたいな呪のろい絡がらみの事件だったら、せんせーの管かん轄かつでしょ？」

「俺おれは、刑けい事じでも探たん偵ていでもないんだがな……」

　とはいえ、こうまで言われれば少しは気になる。

　ここを含ふくめた生徒用の寮りようは全室、二人部屋だ。寮りよう内ないに食堂があるため部屋にキッチンはなく、勉強部屋を兼かねたリビングと寝しん室しつ、それにトイレ、バスルームと設備も充じゆう実じつしており、二人でも少し持て余すくらい広い部屋である。

　ちょっと覗のぞくつもりで玄げん関かんから廊ろう下か伝づたいに進んでいくと、ほどなく見知った顔と遭そう遇ぐうする。

「アーベント先生？　どうしてここへ……」

「ちょいと、生徒たちから面めん倒どうを押おしつけられただけですよ……それより、ここで何が？　ウチのはねっかえりが、事件だなんだとほざいていたが……」

「事件……確かに、そうかもしれませんね」

　思わぬ人物の登場に最初こそ目を剝むいたが、すぐに落ち着きを見せるグレイス。

　傍かたわらには、寝ね間ま着き姿すがたの女子生徒……ここのもう一人の住人の姿もある。

　チェルシーの予想通り、被害者はグレイスの教え子であり、発見したルームメイトが慌あわてて彼かの女じよを呼んだらしい。

　やがて、グレイスの視線はこの部屋の中央に置かれた、二つのベッドの片方へと向けられる。

　備え付けのブランケットには何かを隠かくしたような不自然な膨ふくらみ……例の生徒は、どうやらその中らしい。

「あまり、人目に触ふれさせたくない姿だったもので……でも、先生なら大だい丈じよう夫ぶでしょう」

　──どう見ても、ただの病人や負傷者に対する扱あつかいではなかった。

　ルビーの戯たわ言ごとが、現実味を帯びてきたようだ。

「……拝見しましょう」

　慇いん懃ぎんな態度を見せ、厳おごそかな足取りでベッドへ向かうアーベント。

「──勝手な行動はよしてもらおう、解げ術じゆつ師し」

　不意に投げつけられた毅き然ぜんとした声が、彼かれの足を止めた。

　……もうすっかりおなじみの、嫌いやみというより敵意を含ふくんだ声。

　ただ、なぜこの男がここにいるのかがわからなかった。

「……アンタみたいな名医サマがこんな所まで往おう診しんかい、ガレノア先生よ」

　とりあえず、挨あい拶さつ代わりの毒言とともに、アーベントは振ふり返かえる。

　そこにいたのはやはり、ノルト神聖記念病院の勤務医、ヘリオス＝ガレノアだった。

　いつもなら、苦く顰しかめた顔を一番に見るところだが、今日の彼かれは珍めずらしく余よ裕ゆうのある薄うす笑えみを浮うかべて、アーベントと対面する。

「残念だが、校務だよ。なにせ、今の私はこの学校の魔ま術じゆつ校こう医いだからな」

「なんだと？」

「予かねてより、ここの魔ま術じゆつ学がく部ぶから要よう請せいを受けていてね……あまり熱心に口説いてくるものだから、しばらくの出向という形で仕方なく応じたのだ」

　どうやらこの男こそ、噂うわさのイケメン新任校医らしい。

「要は、お偉えらいさんに尻尾しつぽ振ふって面めん倒どうを請うけ負おったわけかい。自じ慢まんできるコトじゃないぜ？」

「なんとでも言え。それより……」

　余よ裕ゆうぶってはいるものの、常にアーベントへの敵意に燃えていたヘリオスの瞳ひとみから、ふとそれが消える。やがて、その眼まな差ざしはグレイスへと向けられた。

「お久しぶりです、マレッグ先生……ご挨あい拶さつにも伺うかがえず、再会がこのような形になってしまった事をお詫わびします」

「……アンタら、知り合いかい」

「え、ええ。ヘリオス……いえ、ガレノア先生とは、この学校の同級生なんです」

「ふぅん……」

　──グレイスがこの神しん学がつ校こうの卒業生である事は、前に本人から聞かされていた。

　ヘリオスに関しても驚おどろく事ではない。

　なんだかんだでここは名門だ。ノルトの各分野の実力者は大たい抵てい、この学校の出身である。

　当然、アーベントには関わりのない話だが……

「本来なら、ゆっくり旧交を温めたいところだが、まずは診しん察さつをさせていただく」

「急にしゃしゃり出てきて、人の仕事を横取りしようってかい」

「ばかを言え。私は正式にこの学校での医い療りよう行こう為いを委い託たくされた校医だぞ、一講師に邪じや魔ま者もの扱あつかいされる謂いわれはない。だいたい一番場ば違ちがいなのはお前だ、なぜここにいる」

「可愛かわいい可愛かわいい生徒たちに呼ばれて来たのさ、それにマレッグ先生の許しも得ている」

　これを聞くと、ヘリオスはすぐグレイスに振ふり向むき、彼かの女じよが頷うなずいて肯こう定ていするのを確かく認にんする。

「……いるだけなら許してやるが、この場は私が預かる。話はここの管理人から聞いている、よろしいですね……マレッグ先生？」

「え、ええ……」

　突とつ然ぜんの思わぬ再会に心乱れた様子のグレイスには、これを断る理由も気き概がいもなかった。

　かくして、あっという間にこの場の主導権を握にぎったヘリオスは悠ゆう然ぜんとベッドに近寄り、例の被ひ害がい者しやを覆おおっていたブランケットをそっとまくる。

「──なんだこりゃ」

　思わずそう漏もらしたのは、後ろからこっそり覗のぞいていたアーベントだ。

「マレッグ先生の教え子だぞ、少しは言葉を選べ……！」

　もっともな意見だが、そうも言いたくなる。

　ベッドに横たわっているその女子生徒は、どう見ても眠ねむっている様子ではない。

　不格好に両手両足を曲げた……言うなれば、目には見えない箱の中に納まっているかのような姿勢で、目や口を開けたまま微び動どうだにせず固まっていたのだ。

　しかも、少女は一糸纏まとわぬ全ぜん裸ら……ブランケットは、それに配はい慮りよしたものらしい。

　この奇き妙みような状じよう況きようの答えを示したのは、第一発見者であるルームメイトだった。

「その……このコ、こうなるまでお風ふ呂ろに入ってたんです。けど、いつまで経たっても出てこないから、まさか寝ねてるんじゃないかと思って覗のぞいてみたら……」

　──湯船の中で、彼かの女じよはこの状態で半ば沈しずんでいたらしい。

　事態を聞かされたグレイスと共に駆かけつけた数人の教員の手で、被ひ害がい者しやは浴よく槽そうからこのベッドへ移されたというわけだ。

　話を聞くと、ヘリオスは表情を研とぎ澄すまし、診しん察さつを開始。

　まずは被ひ害がい者しやの手の指先をそっと撫なで、肩かたを軽く揉もむように触しよく診しんする。

「……見た目は少し血の気が引いているというだけなのに、肌はだが完全に硬こう直ちよくしている」

　続いて、ペンライトで注意深く被ひ害がい者しやの瞳どう孔こうを確かく認にん。さらに、手首に触ふれたり胸に耳を当てたりして、脈みやく拍はくと鼓こ動どうを確かめる。

「このような状態だが、生体機能は多少弱っているものの、命に別状はないようだ……微かすかだが眼球に動きがあるし、呼吸もしている。異常があるのはあくまで、肌はだの表面のみ……このような症しよう例れいは見た事がないが、筋肉系麻ま痺ひの類たぐいかもしれない」

　ひととおり調べると、ヘリオスはそう結論を出した。

　もっともらしい診しん断だんを下しているが、アーベントからすれば茶番である。

「真面目くさったツラして、何をとぼけたコトぬかしてやがる。コイツはどう見たって魔ま障しようだ、それくらいアンタだって一目でわかるだろ」

　グレイスもすぐその可能性に思い当たり、アーベントに診しん断だんを依い頼らいしたくらいだ。

　本職の魔ま術じゆつ医いがわからない道理はない……いや、本職だからこそ認めたくないのだろう。

「……安易な憶おく測そくで動く前に、可能な限り情報を拾うのが、我々の仕事だ。手始めに、筋肉組織に対する緩かん和わ治ち癒ゆで様子を見る」

　あくまで冷静にふるまい、被ひ害がい者しやに対して魔ま術じゆつを発動するヘリオス。

　彼かれの手の平から放たれた魔ま力りよく光こうが相手の体と感応した時、その身より浮うかび上あがる魄はく紋もん……それは同時に、この被ひ害がい者しやを蝕むしばむ元げん凶きようを炙あぶり出だす結果となった。

「……それ見たことか」

　その有あり様さまにヘリオスは険しく、グレイスは不快感を訴うつたえるように顔を顰しかめる中、アーベントはわけ知り顔でため息を漏もらした。

　被ひ害がい者しやの魄はく紋もんにかぶさる形で共に現れたのは、呪のろいの術じゆつ式しきだ。

　しかも、以前メルヒアが編んだものとは明らかに違ちがう、異様な呪のろいだった。グレイスに配はい慮りよするようにヘリオスはすぐ術を中断し、魄はく紋もんを消失させる。

「コイツはどう考えても、アンタの手に負えるものじゃないと思うが？」

　被ひ害がい者しやの全身に明らかな異常が現れている以上、予想はしていたが、実際に術じゆつ式しきを目まの当あたりにした事でアーベントもいつになく目元を強こわ張ばらせていた。

「だからと言って、お前に手は出させん。この患かん者じやは、私が預かる」

「まさか、アンタ……俺おれの解げ術じゆつを邪じや魔まするために、わざわざ出向いてきたのかい」

「どう取られても結構だが、今回ばかりは勝手はさせん。貴様はマレッグ先生の前で、教え子の命を奪うばうかもしれない治ち療りようを施ほどこすというのか……！」

　ヘリオスは明らかに声こわ色いろを変え、強い意志を秘ひめた瞳ひとみで睨にらみつける。

　少なくとも、解げ術じゆつを止めたいというのは本心のようだが、それに従う筋合いはない。

「前にも言ったはずだ、俺おれは失敗しない……」

　そう断ずるアーベントの視線が、やがてグレイスに移る。この被ひ害がい者しやの治ち療りようを誰だれに任せるか判断を下すべきは、彼かれでもヘリオスでもないからだ。

「どんな方法だろうと、リスクがあるのは当然だ。が、この娘むすめを確実に治せる可能性があるとしたら、それは俺おれの解げ術じゆつくらいだろう」

　命を預かる者として、最低限持つべき責任……それを宿した真しん摯しな眼まな差ざしを受け、それまで動どう揺ようしていたグレイスも腹を決めたように一呼吸置き、表情を引ひき締しめた。

「……お願いできますか、アーベント先生？」

「マレッグ先生……！」

　彼かの女じよもまた迷いを振ふり切きり、アーベントと視線を交かわす。

　彼女の決断にヘリオスはショックを隠かくせない様子だが、この場で唯ゆい一いつ被ひ害がい者しやの生徒に対する保護責任を持つグレイスの決定とあれば、もはや口を挿はさむ道理はない。

「……医い療りよう室しつの気き密みつ施せ術じゆつ室しつを借りるぜ、ガレノア先生？」

「好きにしろ……用意してくる」

　ヘリオスはあくまで納なつ得とくしきれない一方で、それでもグレイスの決断を尊重するように、落らく胆たんを隠かくせない足取りで部屋を出ていく。

　それから間もなく、アーベントはルビーたちがいるであろう、部屋の出入り口へ振ふり向むいた。

「Ｂ、Ｃ、これから解げ術じゆつを始める！　Ａを呼んで、校舎の魔ま術じゆつ医い療りよう室しつに集合だ！」

「は、はいっ……！」

　慌あわててどたどたと駆かけだしていった二人の気配と共に、同じくたむろしていた野次馬たちも次し第だいに減っていき、徐じよ々じよに静かになっていく。

　ルームメイトも、グレイスの勧すすめで今夜は仲のいい友人の部屋へ身を寄せる事になった。

　変わり果てた同居人の姿を目まの当あたりにしたショックは大きく、そのような状態で一人夜を明かすのも酷こくだろうという配はい慮りよである。

　野次馬に混ざっていたその友人に付つき添そわれながら部屋を後にする彼かの女じよを送り出すと、そこには被ひ害がい者しやとアーベント、それにグレイスだけが残された。

「──Ｂ、Ｃなんて、〝可愛かわいい生徒たち〟に対してあんまりじゃありません？」

　ほどなくして、グレイスがそんな事を言ってくる。

　その口調はさっきまでより柔やわらかく、苦く笑しようまじりにアーベントの発言を皮肉るくらいにはリラックスしているらしい。

「名前なんて覚えちゃいませんから……こんなに付き合いが長くなるとは思わなかったもんで」

　それに対し、気難しげにそっけなく答えるアーベント。

　──Ａ、Ｂ、Ｃ。そのぞんざいな呼び名は、いわばアーベントの彼かれらに対する壁かべそのものだった。彼かれらだけでなく、特別名前を呼ぶ必要のない者はみんな同じだ。

　そうして記号化する事で、彼かれは不必要に情を抱いだくのを自らに禁じていた。

「それに、アイツらだって魔ま術じゆつ師しだ。今は無む邪じや気きなもんだが、そのうち物を覚えていけば、俺おれが本当は誰だれからも軽けい蔑べつされるようなハグレモノだってコトは嫌いやでもわかる……」

　──思えば、そう努めて自分に念じてきたのかもしれない。

　今は、それも少し物もの寂さびしいと思える程度の感傷が、胸の内にあった。

　それを察したようにグレイスから笑えみが消え、物もの憂うげに目を陰かげらせる。

「……貴方あなたでも、そういう心配するんですね」

「心配なんかしちゃいません、魔ま術じゆつ師しってのはそういうもんだ……ま、平気で手の平を返す連中なんざ腐くさるほど見てきたし、アイツらがそうなってもべつに驚おどろかないってだけの話ですよ」

「……随ずい分ぶんと割り切ってらっしゃるのね」

　同情か共感を孕はらんだその一言を最後に、グレイスは自らも思うところがあるのか、腕うでを強く組みながら沈ちん黙もくする。

　……アーベントはもちろん、彼かの女じよもまたこの学校ではあまり恵めぐまれた立場とは言えない。

　今言ったような事を、多く経験してきたのだろう。

　これは、互たがいにとっていたずらに触ふれていい問題ではない。アーベントもそれ以上口を開かず、やがて解げ術じゆつの準備に移るのだった。







　この学校の魔ま術じゆつ医い療りよう室しつには、病院のものより手て狭ぜまではあるが気き密みつ施せ術じゆつ室しつも備わっている。ヘリオスの指示でそこに患かん者じやが運はこび込こまれ、エータたち助手も準備ができていた。

　医い療りよう室しつの更こう衣いスペースで自身も術衣に着き替かえ、隣りん接せつする施せ術じゆつ室しつへ向かうアーベント。

　……だが、その扉とびらの前で思わぬ人物たちと遭そう遇ぐうした。

「……なんでお前らがここにいるんだ？」

　そこにいたのはメルヒアと、それにレイミュである。

「これから解げ術じゆつするんでしょ？　メルヒアから聞いたわ」

　女じよ子し寮りようで騒さわぎがあったのに、そういえばこのいかにも野次馬根こん性じよう丸出しふうな悪あく魔まの姿を見かけないと思えば、親分を呼びに行っていたらしい。

　メルヒアが見た目相応の少女らしく可愛かわいげのある寝ね間ま着き姿すがたであるのに対し、レイミュは厚手の長なが袖そでシャツにレギンス、スリッパと実にラフな恰かつ好こうである。この潜せん伏ぷく生活のため急きゆう遽きよ用意した普ふ段だん着ぎだが、この質素な服装がかえって本人の容姿を際きわ立だたせ、人前では少々目立つ。

　そのようなナリで図ずう々ずうしくここまで来たのには、それなりに理由があるらしい。

「お姉さま、先生の解げ術じゆつに興味があるんですって～」

「考えてみたら、あんた自じ慢まんの《ダークコレクター》としての力を、まだ見せてもらってなかったからね。それに、ここに来てあんたから何も教わってないし」

「俺おれを追い出すものだから、その気はないと思ってたぜ……勉強熱心なのは結構なコトだ」

　嫌いやみの一つも言いたくなるが、彼かの女じよの目的自体は咎とがめるべきものではない。それに施せ術じゆつを控ひかえた今、こんな事で時間を取られるわけにも、気を煩わずらわされるわけにもいかなかった。

「いいだろう。ただし、施せ術じゆつ室しつへは術衣を着てから入れ。お前さんらの場合、特に念入りにな」

　二人とも人にん間げん離ばなれした魔ま力りよくを持つゆえ、そのままだと解げ術じゆつに影えい響きようを及およぼす可能性が高い。

　それだけ念を押おし、アーベントは施せ術じゆつ室しつの扉とびらをくぐる。

　既すでに施せ術じゆつの用意は万ばん端たんで、患かん者じやが横たわる施せ術じゆつ台だいを囲む助手たちをはじめ、グレイス、それにヘリオスも成り行きを見守るため、術衣を着てそこに集まっていた。

　アーベントも配置に就つきしばらく待っていると、やがて扉とびらの向こうから全身を白い術衣に包んだレイミュたちが姿を現す。

「サミューズと……あれ、誰だれだ？」

「さあ、でもなんかどこかで会ったような……」

「先生、あの人は……？」

　ずかずかと施せ術じゆつ室しつに乗のり込こんできた不ふ審しんな女に、当然助手たちから疑問の声が上がる。

　以前は顔を隠かくしていたし、彼かれらの記き憶おくも曖あい昧まいだ。それがまさか、かつて自分たちを襲おそった相手だとは気づいていない。

「飛び入りの見学者だ。そんなコトより、今は患かん者じやに集中しろ」

　アーベントは彼かれらを冷れい淡たんに一いつ蹴しゆう。注意を眼下の少女に向けるよう促うながす。

　前の解げ術じゆつはただ眠ねむっている患かん者じやだっただけに、今回の異様さに生徒たちの目も強こわ張ばる。

　特にエータは別の理由で、正視に耐たえない様子だ。なにせ、患かん者じやは素すっ裸ぱだか……施せ術じゆつに障さわらない範はん囲いで、胸や腰こしに小さな布は掛かけてあるものの、青少年にはかなり刺し激げき的てきな姿だろう。

「まったく、あんたときたらすぐそうやって鼻の下伸のばす……」

「だから伸のばしてねーって！」

「せめて、もう少しマシな格好で寝ねててくれてればな……今はこのとおりだ」

　他愛もない愚ぐ痴ちをこぼし、露あらわになっている患かん者じやの足裏を軽く叩たたく。常人と同じ見た目に反して、返ってきたのは石でも小こ突づいたような硬かたい感かん触しよくと、コンコンという無機質な音だった。

　目で見てもわからない患かん者じやの状態を確かく認にんし、エータとルビーの顔がきつく引ひき締しまる。ほどよい緊きん張ちよう感かんを与あたえられ、二人から雑念が消えた。が……

「どうした、Ｃ。お前さんだけ、まだ踏ふん切ぎりがつかないのか？」

　アーベントの関心は、患かん者じやを見下ろしたままぼーっとして口も利きかないチェルシーへ向けられる。声を掛かけると、彼かの女じよははっと意識を覚かく醒せいさせたように目を見開く。

「い、いえ、大だい丈じよう夫ぶです……！」

　普ふ段だんならベッドに入っている時間とはいえ、傍はた目めからもわかるほどに集中力を欠いている。あれほど解げ術じゆつに熱心だった彼かの女じよにしては様子がおかしい。

　……教室での事もあるので少々気がかりだが、彼かの女じよを使わないわけにはいかない。

「疲つかれているところ悪いが、辛しん抱ぼうしろよ。明日は多少遅ち刻こくしても目を瞑つぶってもらうよう、俺おれから先生たちに言っといてやる。これが終わったら好きなだけ寝ねていいぞ」

「そりゃありがたいね」

「裏を返せば、今だけはウトウトするのも許さないってコトだよね……」

「がんばります……！」

　アーベントからすれば、これはほんの気休めの打算的な言葉に過ぎない。が、その言葉一つで生徒たちはみるみる活力に溢あふれていくのだから、捨てたものでもない。

　マスクの奥おくで思わず唇くちびるの端はしが上がるくらい、こそばゆくもどこか心地ここちよい感覚に、知らず知らずのうちに彼かれ自じ身しんのモチベーションも上がっていくのだった。







　──そして、解げ術じゆつが開始される。

　事前にリラックスできたのもあり、三人は思いのほか落ち着いていた。

　だが、本番はあくまでここからだ。彼かれらは、それをまざまざと思い知らされる。

「なんだよ、これ……」

　自分たちの手で具ぐ象しよう化かさせた魄はく紋もんを目まの当あたりにし、エータとルビーは戦せん慄りつする。

　アーベントも、これほどのものは滅めつ多たに見る事がなかった。

　これを最初に見た時はグレイスはもちろん、ヘリオスも顔を青くしていたものだ。

　──なにせ、呪のろいの術じゆつ式しきは患かん者じやの全身に及および、魄はく紋もんの大部分を覆おおっているのだから。

「き、気持ち悪い……！」

　それがもたらす不快感は、以前の比ではない。魄はく紋もん全てを塗ぬりつぶすカオスの奔ほん流りゆうに、ルビーなどは吐はき気けを催もよおすほど精神を疲ひ弊へいさせられていた。

　が、これは前座に過ぎない。

「これ、動いてます、よね……？」

　茫ぼう然ぜん自じ失しつの体ていで、チェルシーが呟つぶやく。

　それは、大だい紋もんと随ずい紋もんから形成された鎖さ紋もんの一つ一つが、まるで蛇へびのように患かん者じやの魄はく紋もんを覆おおいながら這はい蠢うごめくという、呪のろいの症しよう例れいの中でも極きわめて珍めずらしい光景だった。

　患かん者じやを覆おおう全ての紋もんが、意思を持つ生物であるかのように、生々しく活動しているのだ。

　本物の蛇へびのような生理的嫌けん悪お感かんを喚かん起きさせるその様に、万ばん全ぜんの態勢で臨のぞんだはずの助手三人はたちまち心を乱される。

「術じゆつ式しきの活いきがいいくらいでビビるな、やる事はいつもと変わらない！　ＡとＢは魄はく紋もんを維い持じ、Ｃは俺おれの指示する部位に緩かん和わ治ち癒ゆを展開！　それで少しはおとなしくなる！」

「はい……！」

　折れかけた心もアーベントの檄げきでひとまず持ち直され、三人に規律が戻もどる。

　チェルシーが治ち癒ゆ魔ま術じゆつを発動すると同時に、《紋克刀シユナイド》と《相紋鑷セパル》を構えるアーベント。

　彼かの女じよの緩かん和わ魔ま術じゆつに阻はばまれ、滑なめらかに躍やく動どうしていた紋もんがギギギと錆さびついた歯車のように、その動きを鈍にぶらせた。前回なら、一通り術じゆつ式しきを弱らせてからメスを抜ぬいていたが、今回は紋もんの数が膨ぼう大だいゆえ、悠ゆう長ちように構えている暇ひまはない。

　チェルシーが活動を阻そ害がいさせた端はしから、アーベントはいつもの工程で術じゆつ式しきを排はい除じよしていく。

《相紋鑷セパル》で邪じや魔まな随ずい紋もんを剝はぎ取とり、露あらわになった大だい紋もんを《紋克刀シユナイド》で切きり裂さく……手順こそ以前と同じだが、そのスピードはまたさらに上がっていた。

「すげぇ……」

　これにはエータをはじめ、三人とも瞬まばたきも忘れて度ど肝ぎもを抜ぬかれる。

　同時に、その瞳ひとみは失いかけた活力を取とり戻もどしたかのように爛らん々らんと輝かがやいていた。

　動く紋もんへの対処自体は、彼かれらが思うほど難しい事ではない。

「こんだけ大規模な術じゆつ式しきとなればその分、鎖さ紋もんを支える大だい紋もんの数が増える……しかも、紋もんがこんだけ動いているってのは、この術じゆつ式しきは豊富な魔ま力りよくを得て活性化しているってコトだ。腹が膨ふくれた紋もんなら、ちょっと小こ突づいただけで案外容易たやすく割れる……でかい風船みたいにな。こっちからすれば、脆もろい的が増えただけ。むしろ、前より楽なくらいだ」

　淡たん々たんと語りながら、また一つ……冷静に中心を見み据すえ、鎖さ紋もんを消し去るアーベント。

　この程度の術じゆつ式しき、自分にとってはどうという事はない。そう主張するように危なげなく、手慣れた挙動で術じゆつ式しきに着実に穴をあけていく。

　アーベントのメスの一ひと振ふり一ひと振ふりが、物言わぬ鼓こ舞ぶとなって三人の恐きよう怖ふを拭ぬぐい去さる。

　彼かれらの顔に憂うれいはなく、纏まとう空気からは不安が消えていた。

　その様を見て、アーベントは「よし」と心中で呟つぶやく。

　が、その一方でこのメンバーによる施術の限界に、彼かれは気づいていた……







「──これが、解げ術じゆつ……」

　見学者たちが壁かべ際ぎわから無言で施せ術じゆつを見守る中、不意にレイミュが呟つぶやく。

　ここからでは遠い上、アーベントたちに遮さえぎられて患かん者じやの様子もロクに見えない。

　が、施せ術じゆつ台だいを包む濃のう密みつな魔ま力りよくに共鳴するように、自分の内側で何かが昂たかぶる感覚に囚とらわれる。

　強大な魔ま力りよくと魔ま力りよくのぶつかり合い……それがアーベントの解げ術じゆつの本質だと、彼かの女じよは理解する。

　これは、解げ術じゆつを介かいした魔ま術じゆつ師しの〝決けつ闘とう〟なのだ。

　その熱がこちらにまで伝でん播ぱするかのように、肌はだがぴりぴりする気分だった。

　一方で、すぐ傍そばにいたメルヒアの視線が不意に、隣となりに立つ人物へと向けられる。

「グレイス先生、なんだか具合悪そうですけど大だい丈じよう夫ぶですか～？」

「え……」

　確かに、彼かの女じよは痛みでもこらえるかのように胸むな元もとを握にぎりしめ、マスクから覗のぞく目元は汗あせでびっしょり濡ぬれていた。自身でも指し摘てきされるまで気づかなかったらしく、呆ぼう然ぜんとメルヒアと顔を向き合わせる。

「え、ええ……ここの空気に中あてられたのかしら。ちょっと気分が……」

　もしかしたら、彼かの女じよも自分と同じ物を感じているのかもしれない。レイミュはそう思った。

　そうして気を取られていると、施せ術じゆつ台だいの方から不ふ穏おんな色を孕はらんだ声が聞こえてくる。







「──この術じゆつ式しきの分厚さときたら……切っても切っても底が見えねぇな」

　当初は順調かと思われたアーベントのメス捌さばきに、徐じよ々じよに疲つかれが見えてきた。

　術じゆつ式しきは強力なほど、莫ばく大だいな数の紋もんによって構成されている。それは、多い時には魄はく紋もんを構成する紋もんの数倍にも膨ふくれ上あがるほどだ。

　今回は単純に範はん囲いだけでなく、術じゆつ式しきの密度そのものが、メルヒアのそれとは桁けた違ちがいだった。

　これは、大おお雑ざつ把ぱなイメージだけで造られた術じゆつ式しきとは、次元が違ちがう。

　おそらく……

「落ち着いてる場合かよ、先生！　これじゃキリがないぜ!?」

「いちいち騒さわぐな。Ｃ、ちょいと酷こくだろうが緩かん和わ治ち癒ゆを患かん者じや全体に掛かけろ。ほんの少しの間、術じゆつ式しきどもの足止めをするイメージでいい……その間に、俺おれは核かくを攻せめる！」

　それが、どれほど無茶な指示かはわかっている。この術じゆつ式しきを支える魔ま力りよくの総量は軽く見積もってもチェルシーの倍以上……それを押おさえつけるのは、至難の業わざだ。

　だが、それを強行してでも、アーベントには勝負に出る理由があった。

　──ようやく、自分の呪のろいを消し去る糸口を摑つかんだところなのだ。その矢先に、こんなどこの馬の骨ともわからない術じゆつ式しきに手こずるわけにはいかない……そんな意地があった。

　それに、チェルシーなら多少厳しくとも要求に応えられる力はあると見み込こんでもいる。

　──いつもの彼かの女じよなら……

「大だい丈じよう夫ぶなの、チェルシー……？」

「う、うん……」

　魄はく紋もんを維い持じする手はそのままに、ルビーがすかさず気を配る。

　チェルシーは、その声に振ふり返かえる余よ裕ゆうもないほど消しよう耗もうしていた。

　ここまで経過した時間は、およそ一時間半……しかしその倍の時間、魔ま術じゆつを使い続けているのではと思わせるほど、彼かの女じよの瞳ひとみからは光が消え、息いき遣づかいも荒あらい。

　呪のろいの強大さを考こう慮りよに入れても、ここまで疲つかれるような術の使い方はしていないはずだ。

　解げせないが、今それを詮せん索さくしている暇ひまはないし、彼かの女じよの代わりもいない。

　アーベントは持てる全ての力を開放し、ペースをさらに上げた。

　……狙ねらいは患かん者じやの胸部。これまでの施せ術じゆつで、紋もんを構成する魔ま力りよくがそこから供給されているのはわかっている。その供給源こそが術じゆつ式しきの核かくだ。

　チェルシーの魔ま術じゆつが患かん者じやの全身に分散された事で、アーベントが対処する紋もんの活性スピードはさっきより増したが、それはもはや問題ではない。

　この施せ術じゆつに己おのれの技わざの全てを注ぐつもりで、アーベントは魔ま力りよくと集中力を高める。

　──それは、ただでさえ常識外れな彼かれの基本スタイルより、さらに異質な技法だった。

　両手をフルに使い、軽く撫なでるか、さもなくば振ふるだけで術じゆつ式しきを消し去る手て捌さばき……

　彼かれの目と指の神経は一体となり、目まぐるしく標的を追う視線と連動するように、紋もんは次々と消しよう滅めつ。最小の動きと最大の速さで、瞬またたく間まに術じゆつ式しきを切きり払はらっていく。

　自身のポテンシャルを最大限に引き出し、後先考えず貪どん欲よくに、視界に入る獲え物ものを狩かり取とる。

　……その目にはもう、自分をサポートする助手の姿すら映っていなかった。

　やがて、患かん者じやの胸部を覆おおっていた紋もんの大半が払はらいのけられ、そこに根付く核かくが姿を現した。

　これまでのそれと違ちがい、魔ま力りよくの異常活性で、脈打つ心臓のように拡縮を繰くり返かえす核かく……

「トドメだ……！」

　それに、アーベントは渾こん身しんの一ひと突つきを浴びせた。

「やった……」

　その瞬しゆん間かん、ルビーが思わず芯しんの抜ぬけたか細い声を漏もらす。

　これで、この施せ術じゆつも終わる。そんな期待と喜びに溢あふれた声だ。が……

「む……」

　そんな中でアーベントの顔は一いつ切さい緩ゆるまず、むしろその目は鋭するどさを増していく。

　……手応えがおかしい。

　彼かれの手……いや、《紋克刀シユナイド》に纏まとった魔ま力りよくを通して伝わる感かん触しよくは、核かくを射い貫ぬいたそれではない。まるで実のない薄うす皮かわを貫つらぬいたような、ひどく頼たよりない手応えだった。

　やがてその核かくが割れ、霧む散さんしていく……その先に見た物に、表情を凍こおらせた。

　──崩ほう壊かいする核かくの中から、一回り小さい新たな核が現れたのだ。術じゆつ式しきがほとんど排はい除じよされた患かん者じやの魄はく紋もんに、新しい核かくからまるで花開くように真新しい紋もんが展開されていく。

　術じゆつ式しきの思ってもみない変化……それは、患かん者じやの体にも異変をもたらした。

「な、なんなんだよ、こりゃぁっ……！」

　たまらず、エータが悲鳴にも似た声を上げる。

　それまで、血の気を失った程度でしかなかった少女の肌はだが、胸部を中心に急激に色を失い、白く……いや、瑞みず々みずしさのかけらもない乾かわいた灰色へと変わったのだ。

　それはまさに、石の肌はだ……患かん者じやは瞬またたく間まに、頭のてっぺんから足のつま先まで生気を奪うばいつくされた、一体の石像へとなり果てたのである。

　これはもはやただの硬こう直ちよくではない……言葉通りの、〝石化〟だ。

「術じゆつ式しきが化けた、だと……」

　……さっきまでの術じゆつ式しきは、いわば羽う化かを控ひかえた本体の外がい殻かくに過ぎなかった。

　それをアーベントが死しに物もの狂ぐるいで排はい除じよしている間、この術じゆつ式しきは新たな形態を核かくのさらに奥おくで育み、そして旧ふるい殻からを突つき破やぶって今顔を出したのだ。つまり、これまで相手にしていたのは、この術じゆつ式しきの出で来き損そこない……これが、この石化の呪のろいの真の姿なのだ。

　しかし、驚おどろいてばかりもいられない。問題はその対処である。

　定着間もない今なら魔ま力りよくの循じゆん環かんも乏とぼしく、力ちから押おしでなんとかできるかもしれない。

　そう考えを巡めぐらせたが、もうそんな余力は残っていなかった。

　アーベント自身にではなく、彼かれを支える助手に、だ……

「チェルシー……！」

　この事態に張はり詰つめていた糸がぷつんと切れたのか、チェルシーはがくっと両りよう膝ひざを折り、そのまま倒たおれてしまう。限界を迎むかえて、気を失ったようだ。

　彼かの女じよの名を叫さけんだルビーもエータも、いつ倒たおれてもおかしくないくらい疲つかれきっている。

　……彼かれらがこれほど追おい込こまれていた事に、今の今まで気づかなかった。

　助手の管理を怠おこたって独ひとり相撲ずもうに明け暮れていた、自分の愚おろかさにも……

「これまで、だな……」

　それを悟さとった瞬しゆん間かん、アーベントはメスを下ろし、施せ術じゆつの中止を決断した。

　自分が犯おかした最大の失敗に、苦く悶もんの表情を浮うかべて……







　その後、魔ま力りよく欠けつ乏ぼうによる衰すい弱じやくを疑われた助手三人は、石化患かん者じやと共に速すみやかに魔ま術じゆつ医い療りよう室しつへ搬はん送そうされる運びとなった。

　その際、搬はん送そうに立ち会うヘリオスと目が合うや、彼かれの形相が一変。

「貴様……！　あれだけの見得を切った結果が、このザマか！」

　歩み寄ってくるや、アーベントの胸むな倉ぐらを両手で力いっぱい摑つかむ。

　これが素すだと言わんばかりの感情的なその行こう為いは、実に意外なものだった。

「……言い訳はしないが、なぜアンタがそんなに怒おこる？」

「私も腹の底から嘲あざ笑わらってやりたかったところだが、貴様があまりに無様すぎてな……！　貴様は身勝手なスタンドプレーをした挙げ句、患かん者じやどころか助手も危機に陥おちいらせたんだぞ！」

「ああ……十分わかっているとも」

　だからこそ、嚙かみつく気き概がいも起きない。

「貴様……ッ！」

　気が抜ぬけた声を返す彼かれに神経を逆なでされたがごとく、ヘリオスの拳こぶしが反射的に動いた。

　が、まっすぐアーベントの顔面を目指したそれは、寸前で我に返ったように鼻先で止まる。

　こみ上げる激情ごと収めるように拳こぶしを引き、ヘリオスは力なく手を離はなした。

「……今の貴様を殴なぐり飛とばしたところで、八つ当たりにしかならんな。黙だまって見ているだけだった私には、その資格もない……」

　やがて、アーベントは元より自身への失望をも覗のぞかせるように消しよう沈ちんした彼かれは、すっかり石に変わった患かん者じやを載のせた施せ術じゆつ台だいを押おして、部屋を後にしていくのだった。

　グレイスもそれに付つき添そい、大方の人間が退室すると、アーベントは部屋の隅すみの椅い子すにぐったり身を下ろし、腹の底に溜たまった淀よどんだ疲ひ労ろうを嚙かみほぐすように、黙だまり込こむ。

　そうしていると、今度はそこへ、レイミュとメルヒアがふらりとやってきた。

「……とりあえず、お疲つかれさまと言っておくわ。失敗したとはいえ、頑がん張ばったと思うわよ？」

　よそよそしく視線を泳がせながら、慎しん重ちように言葉を選ぶように告げるレイミュに、アーベントは思わずきょとんと目を見開く。

「まさか、慰なぐさめているつもりか？」

「そ、そんなんじゃないわよ。あんたが相当な腕うで前まえだってコトはわかったわ……あんな剝むき出だしの魔ま力りよくの衝しよう突とつなんて、そんじょそこらの魔ま術じゆつ戦せんでだって感じたコトがなかった」

「アレを感知したか……お前さんこそ、やはり相当な潜せん在ざい能力を持っているようだな」

　実際、魔ま力りよくが漏もれ出でていたのではない。レイミュが感じたのはアーベントと術じゆつ式しき、双そう方ほうが内包する魔ま力りよくの気配だ。

　それを正確に感知できるとは、やはり並なみ大たい抵ていの才能ではない。

「……一応、褒ほめられたと受け取っておくわ。お返しってわけじゃないけど、あんたの助手も、たいしたものだと思うわよ。あれだけの戦いに、ついていけてるんだから……」

「まぁな……俺おれの解げ術じゆつの補助に関しちゃ、アイツらほど上手うまくやれるヤツはそうはいないだろう。肝かん心じんの執しつ刀とう医いがよほどのポンコツじゃない限り、ぶっ倒たおれるなんてないはずだ」

　……それほどの生徒を、使いこなせなかったのだ。しかも、つまらない意地によって……

　これほど己おのれを惨みじめに思った解げ術じゆつは、アーベントも久しぶりだった。

「ちょっと、いくらショックだからって不ふ貞て腐くされるのはよしなさいよ。ドヤ顔で人に説教かました自信はどこへいったの」

　……レイミュが狼狽うろたえるくらいには、らしくない態度だったらしい。

　それを省かえりみ、腹の内にくすぶる淀よどんだ空気ごと、息を吐はく。

「……べつに不ふ貞て腐くされてるんでも、自信をなくしたわけでもねぇさ。それに、解げ術じゆつはまだ終わっちゃいない……今回のところは、仕切り直しってだけの話だ」

　良くも悪くも状じよう況きようは変わっていない。ただ、挑いどむ術じゆつ式しきが多少変わっただけである。

　意識を切きり替かえ、アーベントは次なる戦いに目を向ける。

　しかし、これに異を唱えるべく、アーベントとレイミュの間にメルヒアが割って入ってきた。

「そんな余よ裕ゆうあるんですかぁ～、先生？　あのコ、あんなカッチカチに固まっちゃって、今はよくても、グズグズしてたら死んじゃうんじゃないんですか～？」

　その指し摘てきはもっともだが、それに関しては心配していない。

「むしろ、あの術じゆつ式しきがある限り、患かん者じやが死ぬコトはないだろうよ。術じゆつ式しきに覆おおわれた魄はく紋もんに弱った様子はない、逆にあの術じゆつ式しきが守っているって感じだ。いわば、一種の〝永久保存コールドスリープ〟のための術じゆつ式しきってこったな。ま、アテにしすぎるのも危険ではあるが……」

「……そんな呪のろいがあるの？」

「もちろん、普ふ通つうはない。が、呪のろいだって魔ま術じゆつの一種だ、術者がそういうふうに造ったんだろうさ……要は、お前さんらが前にくらった、凍とう結けつ魔ま術じゆつと似たようなもんだよ」

　アーベントはさらりと言うが、この言葉にレイミュは明らかに顔色を変えた。

　彼かれの言葉の意味するところを、理解したのだ。

「術者って、じゃああの呪のろいを仕し掛かけたのは魔ま術じゆつ師しってコト？」

「そりゃそうだ。その辺歩いてて、あんなけったいな呪のろいに掛かかるんじゃ、世も末だろ。それに、造りも相当凝こっている……ありゃあ、かなり腕うでのあるプロの魔ま術じゆつ師しの仕し業わざだよ。そうでなけりゃ、とっくにお前さんらを締しめ上あげていたところだ」

　これに、メルヒアはともかく、レイミュはばつが悪そうに顔を顰しかめる。

　二人とも前科者だ。術じゆつ式しきの完成度を度外視すれば、真っ先に容疑者となりうる人物である。

「で、でも相手が本職の魔ま術じゆつ師しとして、なんでそんなよくわかんない呪のろいを、たかだか一人の学生に掛かけたりしたのよ？」

「じゃあ聞くが、お前さんはなぜ、あの三人に傀儡くぐつなんていう大だい魔ま術じゆつを掛かけた？　単に人ひと質じちが欲ほしいだけにしちゃ、ちと手が込こみ入いり過すぎだよな？」

　こう返してやると、またレイミュは黙だまった。理由など、考えるまでもない。

「──ただ、試ためしたかったから……だろ？　大だい魔ま術じゆつを習得した魔ま術じゆつ師しの腹の底なんて、似たようなもんだ。みんな、新しい術を試ためしたくてうずうずしている……で、自制が利きかなくなったヤツから、野の良ら魔ま術じゆつ師しに身を堕おとしていくというわけだ。お前さんのようにな」

「でも、ここ天下の神しん学がつ校こうですよ～？　その辺の魔ま術じゆつ師しが、外から入はいり込こめるような所じゃないですよね～？　まぁ、内にはゴロゴロいますけど～」

「──そういうコトだな」

　メルヒアはのらりくらりと遠回しに言っているが、その確信はアーベントの中にもあった。

　レイミュだけ要領を得ないで首を傾かしげているが、やがてはっと目を見開く。

「まさか、犯人はこの学校の魔ま術じゆつ師しってコト……!?」

　興奮気味に言うレイミュに、アーベントはよくできましたとばかりに、薄うす笑えみを浮うかべる。

　そう断言できる根こん拠きよが、彼かれにはあった。

「さっきの術じゆつ式しき、活性化がハンパじゃなかった……あれは近くから、術者本人が術じゆつ式しきに遠えん隔かく干かん渉しようしていたからだ。施せ術じゆつ中ちゆうに術じゆつ式しきを改良までしてくるとは、まったく恐おそれ入いるよ」

　……そんな事ができるのは、たとえプロの魔ま術じゆつ師しでも普ふ通つうの人間ではない。

　アーベントの脳のう裏りにはもう、犯人の輪りん郭かくがおおよそ見えていた。

「だが、ま……今は解げ術じゆつだ。多少手て強ごわいとはいえ呪のろいは呪のろい。このまま引き下がったんじゃ、《ダークコレクター》の名が廃すたるってもんだ……次は負けん」

　アーベントの頭には、もはや己おのれを恥はじる気持ちも、犯人への執しゆう着ちやくもない。

　呪のろいの打だ倒とう……その、解げ術じゆつ師しとしてもっともシンプルな目的を改めて胸に誓ちかい、彼かれは次なる解げ術じゆつに挑いどむモチベーションを得た。

　たとえかの呪のろいを造ったのが、人という規格を超こえた存在──神かみ憑つきだとしても……







[image: 第五章　出来損ないの魔術師ふたり]

　翌日、アーベントが赴おもむいたのは、夕べの事件があった女じよ子し寮りようだった。

　まだ日も高いこの時間、ほぼ全ての生徒が出で払はらって静かな寮りよう施し設せつ……彼かれが用があったのは、そのうちの一室。チェルシーの部屋だった。

　夕べの解げ術じゆつ終しゆう了りようから、およそ十時間弱……遅ち刻こくしてもいいから十分に休めとは言ったが、これは聊いささか寝ね過すぎだ。実際、エータとルビーはなんだかんだで、定刻通り登校している。

　彼かれらより数倍真面目なチェルシーが、故意に遅ち刻こくする道理はない。

　……それもそのはずだった。アーベントの無茶な采さい配はいで魔ま力りよく欠けつ乏ぼう症しように陥おちいった三人のうち、彼かの女じよだけは未いまだ回復せず、体力を著いちじるしく消しよう耗もうしたままだったのだ。

　部屋に入ると、そこには一足先に診しん察さつに訪おとずれていたヘリオスがおり、ベッドの上に横たわるチェルシーを診みていた。

　ヘリオスが来た時彼かの女じよは意識がおぼろげで、診しん察さつの途と中ちゆうで眠ねむってしまったらしい。

　眼鏡を外したその見慣れない顔はほんのり紅あかく、苦しげに寝ね息いきをたてていた。

「──助手をこうなるまで酷こく使しするとは、つくづく貴様は医者としてロクデナシだな」

　開口一番、ヘリオスから痛つう烈れつな批判を受ける羽目になったが、事実なので反論はしない。

　彼かれとかち合ったのは誤算だったが、チェルシー本人から恨うらみ言ごとを聞かされるのも覚かく悟ごの上でここに来たのだ。これくらいは、屁へでもなかった。

　ヘリオスの方も、彼かの女じよをここまでに追おい込こんだ張本人を追い出さないだけ、本気で侮ぶ蔑べつしているふうでもない。せめてもの情けとばかりに、状じよう況きようまで教えてくれた。

「──彼かの女じよは、急激な消しよう耗もうに体が対応できず、過か剰じように体力を奪うばわれているようだ。風邪かぜみたいなものだな……どこかの誰だれかが無理をさせ過ぎたせいで、自し然ぜん治ち癒ゆ器官が一時的に麻ま痺ひしているんだろう。念のため緩かん和わ治ち癒ゆも施ほどこしてあるし、二、三日中には体調が戻もどるはずだ」

　確かに、顔の紅潮に加え、やや荒あらい息いき遣づかいで眠ねむる様は、熱に苦しむ病人のようだった。

　寝ねているところをわざわざ起こす理由はないし、ほどなくして身を翻ひるがえす。

「──彼かの女じよに会いに来ただけ、褒ほめてやる。だが、見ての通り当分は安静だ。助手がこの有あり様さまでは、貴様も解げ術じゆつをやりたくてもできまい……せいぜい、おとなしくしているんだな」

　忠告か、それとも気き遣づかいか……

　ヘリオスからそっけなく告げられた言葉を背に受け、アーベントは無言で部屋を後にした。







　───あの敗北から一夜明けて早々、アーベントはリベンジに向けて動き出した。

　前回は、未完成の術じゆつ式しきにさえ、ギリギリの苦戦を強しいられたのだ……今まで通りのやり方では、あの完成版相手には分が悪い。

　そこで万ばん全ぜんを期すために、まずは術じゆつ式しきの分ぶん析せきが必要だと考え、そのためのヒントを神しん学がつ校こう敷しき地ち内ないの大図書館に求めた。

　ここには、魔ま術じゆつに関する資料も膨ぼう大だいに保管されている。

　そのほとんどは、既すでに学会で発表されたポピュラーな論文の写しだが、中には変わり者が気まぐれで記したマニアックな魔ま術じゆつ書しよも紛まぎれ込こんでいるのだから侮あなどれない。

　魔ま術じゆつ師しにとって、新たな術じゆつ式しきを編み出すのにこれほど格好の資料はなかった。

　数万、数十万の術じゆつ式しきが既すでに世に出ている現在、ゼロから全く新しい術じゆつ式しきを編み出すのは、ほとんど不可能に近い。

　それは、神かみ憑つきも例外ではない。彼かれらはあくまで、常人を超こえた魔ま力りよくを得ただけの人間……術じゆつ式しきを編み出すのに必要なのは、知識と研究を措おいて他にないのだ。

　あの石化の術じゆつ式しきにも、基もととなった術じゆつ式しきがあるはず……その詳しよう細さいを可能な限り突つき止とめるべく、アーベントは数万冊に及およぶ魔ま術じゆつ関かん連れん書しよで埋うめ尽つくされたブースに、引きこもっていた。

　彼かれも、ある意味では術じゆつ式しきのスペシャリストだ。ページにぎっしり記された術じゆつ式しきの海から、有益な物のみを抜ぬき取とるのは造作もない。

　ただ、ぎっしりと棚たなに詰つめられた書しよ籍せきの山から、砂のほんの一ひと粒つぶに等しい本命を見つけるのは、非現実的だった。多少の知識があれば、大おお雑ざつ把ぱにページをめくっただけで著者のレベルはわかるし、著名な術師の書に限定すればいくらかは数を絞しぼる事ができる。

　それでも、一人でこなすには途と方ほうもない作業である。

「──せんせー！　追加分、ここに置いとくよぉ？」

「ああ……」

　よって、放課後にはエータとルビーにも手伝ってもらっている。

　今回の件が終息するまで、解げ術じゆつ教室を開く気はない……そのため、彼かれらも暇ひまなのだ。

「しっかし、案外管理が杜ず撰さんだよな、ここも。なんで魔ま術じゆつ書しよの棚たなに、料理本があるんだよ」

「配列がめちゃくちゃで、本が抜ぬき取とられたままの棚たなも多いしね。ここ、持ち出し禁止なのに」

「極度に暗号化された魔ま術じゆつ書しよは、全く別のジャンルに見える物もある。ソイツも一応目を通しておこう……その手の暗号書で有名なのが、かの〝ロマート＝テンブリー〟だな」

「あ、それ昨日の授業で言ってたよね？　確か、〝史上最悪の呪じゆ術じゆつ師し〟……だっけ？」

　よく覚えていたな、と正直感心する。その話は、昨日教室にチェルシーが来る前、のんびりした時間を適当に消費するためにたまたま出したものだ。

「──呪じゆ術じゆつ……即すなわち呪のろいの術じゆつ式しきを編み出した魔ま術じゆつ師しは腐くさるほどいるが、呪じゆ術じゆつ師しなんて呼ばれるのは、後にも先にもソイツくらいだろう。なにせ、数が違う」

　テンブリーは、百年ほど前に実在したとされる、魔ま術じゆつ師しだ。

　本人に纏まつわる資料は皆かい無むと言っていいほどなく、本当に存在したのかも疑わしい人物である。

　というのも、彼かれの存在を語るのが、本人が遺のこしたとされる筆記や魔ま術じゆつ書しよだけだからだ。

　──曰いわく、〝我は千の呪のろいを世に放ち、万の贄にえをこれに捧ささげる〟……

　テンブリーの署名入りのとある筆記に遺のこされたその一文を証明づけるように、世界各地から同じ筆ひつ跡せきの暗号化された魔ま術じゆつ書しよ……いや、呪じゆ術じゆつ書しよが発見された。それは、人を殺すためだけに考えられたとしか思えない、冒ぼう瀆とく極きわまりない術じゆつ式しきで埋うめられていたのだ。

　しかも、その発見に前後して各地で、呪のろいの被ひ害がい者しやと思われる変死体が相次いで発見されているのだから、一時期テンブリーの名は恐きよう怖ふの象しよう徴ちようとなっていた。

　やがて、彼かれが書いたとされる呪じゆ術じゆつ書しよは最優先封ふう印いん対象となり、発見され次し第だい各国の政庁が厳重に保管している。このノルトにも、いくつか眠ねむっているだろう。

　テンブリーの造った呪のろいは人から人へ渡わたり、今も多くの人々の命を奪うばっている……

　本人も、百年前の人物であるが未いまだ生存説が囁ささやかれ、その名は伝説になっていた。

　確実に存在が確かく認にんされている呪じゆ術じゆつ書しよにしても、その多くは回収に至っていない。

　巧たくみに偽ぎ装そうされた高度な暗号書であるその真しん贋がんを見み抜ぬくのは、容易ではないからだ。

　よって、このような図書館の本ほん棚だなにも、しれっと潜ひそんでいる可能性があるわけだが……

　実を言うと、アーベントもそれとなく、その書を探していた。テンブリーの術じゆつ式しきは、過去に数度見た事がある……前回最後に現れた術じゆつ式しきに、彼かれはそれと似た感覚を覚えていた。

　もっとも、現状では推測どころか夢想同然の考察に過ぎないが……

「こうして本と向き合っているのを見ると、この先生もやっぱ学者なんだって感じがするな」

「ほんと、せんせーが勉強してるところなんて初めて見たかも」

「確かに、ここまで魔ま術じゆつ書しよとにらめっこするのは、ずいぶん久しぶりだな。それだけ、今回の相手は手て強ごわい……先人の知ち恵えにも縋すがりたくなるさ」

　慢まん心しんしていたつもりはないが、修しゆ業ぎよう時代はそれこそありとあらゆる魔ま術じゆつ書しよに目を通しており、もう十分に知識を備えているという自負があった。

　が、知識は常に更こう新しんしないとやがて腐くさり、自信は偏へん狭きような妄もう信しんへと変わる。

　だから、一度足を止め、じっくり基本に立ち返るのも有意義な事だ。

　しかし、話がこれに及およぶと、エータたちは気まずそうに口を閉ざしてしまう。

　……先の解げ術じゆつの中断に、責任を感じているのだろう。

　それを察すると、アーベントは読んでいた本を閉じ、彼かれらへ顔を向ける。

「──安心しろ、お前らはお前らなりによく働いてくれているよ。問題があったのはこの俺おれ自じ身しんだ……次は、もっと上手うまく使ってやる。それまで、せいぜい力を蓄たくわえておけ」

　そう言って不敵に薄うす笑えみまで浮うかべた。慰なぐさめているのかけなしているのかわからない、あまりに傲ごう岸がんな物言いだった。

　普ふ通つうなら不興を買いかねないが、そこはこのひねくれ者とここまで付き合ってきた生徒たちだ。二人とも師の意図を酌くんだように、その顔からは憂うれいが消えていた。

「ぷっ、ひどい言い草……慰なぐさめるならもっと素す直なおに慰なぐさめてよね」

「まっ、この先生だしな。こっちこそ、次はもっと上手うまく使われてやるよ」

　ルビーは吹ふき出だし、エータは苦笑いを浮うかべつつも、次回への意欲を見せる。

　これでいい。次の施せ術じゆつのためにも、助手たちには万ばん全ぜんの態勢でいてもらわねばならない。

　二人とも、心も体ももう持ち直しているのを確かく認にんし、ひとまず安心する。

　しかし、次の施せ術じゆつに向けて、そこには術じゆつ式しきの正体以外にも大きな壁かべがあった……







　──正直、術じゆつ式しき対策は難航していた。

　過去に名を馳はせた魔ま術じゆつ師しの研究の一いつ端たんに触ふれる事で、知らず知らずのうちに閉へい塞そくしていた感性が研とぎ澄すまされた気分だが、肝かん心じんの術じゆつ式しきに迫せまる資料は見つけられず、対処法は未いまだ闇やみの中だ。

　せめて、石化した被ひ害がい者しやを直接調べられれば術じゆつ式しきの解かい析せきが可能なのだが、彼かの女じよはヘリオスの管理下にあり、まず手を出させてくれまい。

　本当なら図書館が閉まる夜までいるつもりだったが、煮に詰つまった頭を一いつ旦たん冷やすべく、日にち没ぼつ前まえに寮りようへ帰っていくエータたちと共に、アーベントはひとまず自室へ戻もどる事にした。

　今や、すっかり生活拠きよ点てんとして馴な染じんでしまった研究室。そうなったのも、金きん髪ぱつと銀ぎん髪ぱつのじゃじゃ馬たちに本来の住処すみかを追われたためであるが……

「あ……」

　研究室のドアを開けると、その略りやく奪だつ者しやたちと真っ先に目が合う。

　レイミュがここにいる事自体珍めずらしいが、アーベントの目に飛とび込こんできたのは、さらに稀け有うな光景だった。

　まずいところを見られたとばかりに顔を引きつらせる彼かの女じよの前には、普ふ段だん授業で使っている長テーブルがあり、その上にはメルヒアが横たわっていたのだ。

　その様はまさに、ここでたまに行う魄はく紋もんの具ぐ象しよう化か実験そのものだった。

　メルヒアの体には、既すでに魄はく紋もんが展開されている。

　今の彼かの女じよの体は、人間とさほど変わらない。素人しろうと目めで魄はく紋もんから悪あく魔まと看破する事はできないし、実際レイミュも気づいていないようだ。

「えっと、これは……！」

「じっとしてろ、魄はく紋もんを具ぐ象しよう化かしている間は取り乱すな。患かん者じやの命に関わるからな」

　動どう揺ようのあまり反射的に引こうとした手を、アーベントの一声が止める。

　[image: 叱]しつ責せきではなく教え導くような毅き然ぜんとしたその声に、彼かの女じよはばつが悪そうにしながらも、落ち着いて姿勢を立て直した。

　それを見届けてアーベントは歩み寄り、改めてその様子を観察する。

「……かなり危なっかしいが、魄はく紋もんはギリギリ安定しているな。いつの間に覚えた？」

　……レイミュが使っているのはまさに、魄はく紋もん具ぐ象しよう化かに使われる緩かん和わ治ち癒ゆだ。魔ま術じゆつ治ち療りようの基き礎そ中ちゆうの基き礎そだが、それゆえに専攻でもない限りは軽視されがちな術である。

　彼かの女じよの経歴を考えれば、幅はば広ひろい分野の術をかじっていても不思議ではないが、性格上治ち癒ゆ系けいはガラじゃない。実際、その練度はお粗そ末まつと言っていい。

　メルヒアの全身を包むように浮うかび上あがる魄はく紋もんは、エータたちが具ぐ象しよう化かしたそれとは違ちがって、紋もんのところどころが欠けていたり、ちょっとしたはずみで消えそうなほどにノイズが走っている。これではとても施せ術じゆつには耐たえられまい。

　が、素人しろうとがいきなりやったにしてはよくできている方だ。エータたちも、教えた当初は半月ほどこんなものだったのだから。しかも、彼かれらと違ちがい単独で……

「……ハクモンってのを出してみたのは、今日が初めてよ」

　恥はずかしげに口くち籠ごもりながら紡つむがれた言葉に、さらに驚おどろいた。

「お姉さま、昨日から解げ術じゆつに興きよう味み津しん々しんで、朝からずっとここで資料見て勉強してたんですよ～？　それでちょっと試ためしたくなったそうなので、わたしの体を貸してあげてるんです～」

　親分を誇ほこるように嬉き々きとしてのたまうメルヒアだが、その言葉は聞き捨てならなかった。

　確かに、テーブルの上や床ゆかには、段ボールやそれに入れていた書類と書しよ籍せきが散乱している。それらを保管していた備えつけの物置はもちろん、この部屋自体も部外者がそう簡単に入れないよう、注意はしていたはずだが……

「……一応聞いておく、鍵かぎは掛かかってたよな？」

「わたしが開けてあげました～！　先生の部屋にスペアの鍵かぎがありましたから～」

　メルヒアがドヤ顔で、わかりきっていた事実を告げる。もちろん、鍵かぎを彼かの女じよと共有した覚えなどない。勝手に家探しして、保管場所を突つき止とめたのだろう。

「そうか、わかった。おい、お嬢じようさん、ちょっと魄はく紋もんを動かしてみろ。面おも白しろいコトになるぞ」

「え……」

　初めての作業の上、それを一番知られたくなかったであろうアーベントに見られた事で、レイミュは極度に緊きん張ちようしていたようだ。

　それゆえ、まともに思考が働かず、言われるままに魄はく紋もんを支える手を少し横にズラした。

「にゅべっ……!?」

　途と端たん、メルヒアの体は跳はね上あがり、そのままぴくぴくと悶もん絶ぜつする。

　魄はく紋もんをズラされるというのは、一いつ瞬しゆんであるが体から魂たましいを切きり離はなされるに等しい。

　魄はく紋もんの具ぐ象しよう化かが不完全なのと、悪あく魔ま特有のしぶとさがあってこの程度だ。普ふ通つうの人間なら即そく死ししかねないダメージとなる。メルヒア相手だからこそ冗じよう談だんで済む、危険な行こう為いだ。

　予期しない結果にレイミュは思わず飛とび退のき、魔ま力りよくが途と切ぎれたため魄はく紋もんは消失する。

「──このように、魄はく紋もんを下手に扱あつかえば相手の命に関わる。ソイツはちょいと特とく殊しゆな体質なんで、この程度でくたばりはしないが、他のヤツにはみだりに試ためすんじゃないぞ？」

　レイミュは以前の騒そう動どうから、メルヒアの異常性をある程度承知しているだろうし、魄はく紋もんに関しては素人しろうとだ。違い和わ感かんを覚える知識の土ど壌じようが、そもそも彼かの女じよにはない。

　実際この説明に疑問はないようだが、彼かの女じよは機き嫌げんを損そこねたようにむすっと唇くちびるを尖とがらせる。

「……なによ、授業でもしてるつもり？　アタシはべつに解げ術じゆつを覚えようなんて思ってるわけじゃないんだからね。ただ、暇ひまつぶしにちょっとやってみただけで……」

「暇ひまつぶしであれだけやれるならつくづく天才だよ、お前さんは……」

「へ……」

　思わぬ賛辞に、レイミュは毒気を抜ぬかれてぽかんと固まる。

　彼かの女じよの言葉はもちろん、照てれ隠かくしの方便だろう。実際は、ここにある資料や黒板に殴なぐり書がきされた解げ術じゆつの要よう綱こうを熱心に読よみ込こみ、理解した上でやったであろう事はわかっていた。

　それもたった半日だけ……それだけで彼かの女じよは基本を吸収し、拙つたないとはいえ誰だれの指導もなしにやってのけたのだ。その並外れたセンスは、素す直なおに賞賛せざるを得ない。

　しかし、それを口にするアーベントの声には若じやつ干かんの疲つかれが滲にじんでいた。

「その様子ですと、相当切せつ羽ぱ詰つまってるようですね～、先生」

　俄にわかに部屋を包む気まずい静せい寂じやくを、メルヒアの間延びした声が打ち破る。

　まだダメージを引きずっているようだが、軽口が叩たたける程度にはこたえていないらしい。

「そんな先生に、助手としてこのわたしがお得な情報を教えてさしあげましょ～」

　言いながらテーブルの上で身を起こすその仕草は、やけに活いき活いきとしていた。

　どうも、よほど面おも白しろい遊びを見つけたらしい。

「わたし、今回の事件についてあちこちから話を聞いてみたんですよ～。捜そう査さの基本は足、聞きき込こみは助手の仕事ですからね～」

「なんの助手だよ」

　冷ややかなツッコミも虚むなしく、自じ称しよう助手は意い気き揚よう々ようと続ける。

　彼かの女じよは、今回の被ひ害がい者しやのルームメイト及およびその周囲に改めて話を聞き回ったらしい。

　相手の懐ふところに図ずう々ずうしく入はいり込こむ強ごう引いんな聞き取り調査の結果、以下の事がわかったようだ。

　まず、被ひ害がい者しやは以前より体調不良を訴うつたえていた……これはチェルシーも言っていた話だ。

　受じゆ診しんしても症しよう状じようは改善せず、体は弱る一方……不意に倒たおれる事も、何度かあったらしい。ゆえにあの夜、ルームメイトは心配してバスルームを確かく認にんしたそうだ。

　それだけなら目新しい情報ではないが、核かく心しんはその先だった。

「──で、ですね～。調べてみたところ、なんと！　あのコの周囲にも、似たような症しよう状じようを抱かかえてる人たちがいたんですよ～。症しよう状じよう自体は軽めだそうですが、偶ぐう然ぜんにしてはおかしいですよね～？　しかも！　その全員が、グレイス先生の教室の生徒ならなおさらですよぉ～！」

「……ほう」

　いかにもマル秘情報とばかりに、声を張り上げるメルヒア。アーベントの驚おどろくリアクションでも期待していたのだろうが、それを聞いても彼かれには思いのほか動どう揺ようはなかった。

　むしろ、得心がいった事がある……チェルシーだ。彼かの女じよもまた、昨日……いや、おそらくもっと以前から体に不調が現れていたのだろう。原因は同じはずだ。

「その人、解げ術じゆつにも立ち会ってた女教師よね？　まさか、あの人が犯人ってんじゃ……」

「その体調不良が呪のろいと関係あれば、誰だれかしら気づくはずだ。原因不明の症しよう状じようとくれば、魔ま術じゆつ医いの診しん断だんも当然受けているはずだからな。それに犯人が誰だれであれ、正体がわかればいいって話でもない……なにせ、ソイツはおそらく神かみ憑つきだろうからな」

「カミツキ……？」

　聞き慣れない言葉に、レイミュは首を傾かしげる。

　メルヒアも同様だ。裏の住人や悪あく魔までも、滅めつ多たに触ふれられる存在ではない。

　この際なので、彼かの女じよたちには知らせておく事にした。メルヒアはもちろん、レイミュももしかするとこの件に深く関わる事になるかもしれないからだ。

「──神の力を宿したハイフラグメント……」

「言っておくが、もし見つけても絶対手を出すなよ？　お前さんのような未熟者はもちろん、そんじょそこらの魔ま術じゆつ師しが扱あつかいきれる代しろ物ものじゃないからな」

「あ、アタシだってそんな迂う闊かつじゃないわよ……！」

　話を聞いた途と端たん、レイミュの目の色があからさまに変わったので、すかさず釘くぎを刺さす。

　元々、彼かの女じよは自分の力を伸のばすため、ハイフラグメントを求めていた身だ。その中でも極ごく上じよう品ひんがあると知れば、気が気でないのは当然である。

　一方で、傀儡くぐつの一件から、過ぎた力がどんな災さい厄やくをもたらすかも承知しているようだ。

「ま、今回に限っちゃ、神かみ憑つきはオマケみたいなもんだ。それより、まずは解げ術じゆつだ……」

「え～、犯人捜さがしは～？　まずは、その神かみ憑つきを見つけるのが先決じゃないですか～？」

「犯人に興味はない……俺おれは探たん偵ていでも刑けい事じでもなく、解げ術じゆつ師しなんでな。一応、やっこさんの退治を依い頼らいされちゃいるが、そんなのは後回しだ」

「そんな～」

　どうやら、メルヒアは探たん偵ていごっこがやりたいらしい。出会った時に、それっぽく彼かの女じよを追おい詰つめたのが良くなかったようだ。が、彼かの女じよの欲求など、それこそどうでもいい話である。

「……もっともこっちにしたって、問題は山積みだがな」

　術じゆつ式しきの正体が摑つかめないのはもちろんだが、一番の問題は人材不足だ……

　ただでさえメンバーが減った上、エータとルビーのいずれか一人では、チェルシーの代わりはできまい。最低でも、彼かれらと同レベルの術師をもう一人確保しないと、話にならなかった。

　とはいえヘリオスの言う通り、チェルシーが全快するまでおとなしくしている気はない。

　現状、それがもっとも、アーベントを悩なやませる課題だった……







　実を言えば、アテがない事もなかった。

　──クアンだ。《新魔術ノイル・マギカ》とは形式が違ちがうが、彼かの女じよも治ち癒ゆ魔ま術じゆつの使い手だ。以前の傀儡くぐつの解げ術じゆつなど、フリーティアが手を回した施せ術じゆつで助手を任せた事があるため、心得もある。

　夜になり、レイミュたちが研究室を去った後、アーベントは政庁に電話をする事にした。

　このプランの最大のネックは、クアンを貸してもらうよう、あのロリ神に頼たのまなければならない事である。が、背に腹はかえられない。

　電話の前で数十分も思案したのち、意を決して受話器を取るアーベント。

　政庁の窓口を経由して、彼かれの電話はたちまちフリーティアに繫つながった。

　……ところが、

『──クアンなら、おらんよ？』

　返ってきたのは、予想だにしない言葉だった。

『あやつにはちょいと〝密命〟を与あたえておったんじゃが、どういうわけか行方ゆくえが摑つかめんのよ。ヒトがベースの悪あく魔まや神かみ憑つきと違ちがって、全身がフラグメントである天使の気配をわしが追えぬはずはない……何か面めん倒どうに巻まき込こまれたやもしれん。ついでに、捜さがしてくれんか？』

「あいにく、こっちにはそんなヒマねぇんだよ。じゃあな」

　危あやうく仕事が増えそうになったので、さっさと受話器を置く。

　……借りを作らずに済んだのはいいが、とんだ計けい算さん違ちがいだった。

　クアンを措おいて他にはもう、《アーベント式解げ術じゆつ》に理解のある治ち癒ゆ魔ま術じゆつの使い手はいない。

　あの初心者を除いては……







　──一向に解げ術じゆつの進展がないまま、二日が経過。

　この日、アーベントがふらりと訪ねたのは女じよ子し寮りようのチェルシーの部屋だ。

　さすがにまだ万ばん全ぜんではないだろうが、だいぶ良くなっているはず……回復の状じよう況きようによっては、彼かの女じよに頼たよらざるを得ないほど、アーベントは追おい詰つめられていた。

　正式な訪問手続きを経て部屋を訪おとずれると、彼かれを出で迎むかえたのは本人でもルームメイトでもなく、グレイスだった。

　時間が空くたび、こまめにここを訪おとずれ、見み舞まいを兼かねて様子を見に来ていたらしい。

　しかも、来ていたのは彼かの女じよだけではなかった。

　グレイスに寝しん室しつまで案内されると、もはやなんの感かん慨がいも湧わかない仏ぶつ頂ちよう面づらと目が合う。

「……貴様はつくづく、私の仕事にちょっかいを出すのが好きらしいな」

「そりゃこっちのセリフだ」

　タイミング悪く、どうやらヘリオスに診しん察さつを受けている最中だったようだ。

　対面と同時に敵意を剝むき出だしにされたので、反射的にアーベントも目を尖とがらせる。

　チェルシーは寝ね間ま着き姿すがたでベッドに腰こしかけ、彼かれから処方されたらしい錠じよう剤ざいを水で飲んでいた。

　そういえば、ヘリオスは魔ま術じゆつ薬やく学がくの資格も持っているという話を思い出す。

　ならば、普ふ通つうの薬ではあるまい。

「アーベント先生……」

　アーベントを見るチェルシーの表情はとろんとして張りがなく、頰ほおを中心に顔全体が熱っぽく紅潮していた。どう見ても、二日前から少しも変わっていない。

「ガレノア先生と一いつ緒しよに来たんです。いつまでも体調が良くならないようだから、魔ま術じゆつ治ち療りようの観点から改めて診みてもらおうと……」

「魔ま術じゆつ薬やくが必要なくらい悪いのか？」

「これは念のためだ、彼かの女じよの体調に変わりはない……良くも悪くも、な」

　そう吐はき捨すてるヘリオスの表情は曇くもり、焦しよう燥そうの色が浮うかんでいた。

　この回復の遅おそさは、彼かれにとっても納なつ得とくがいかないらしい。

「魔ま力りよくの自然回復力に問題はないはずだ……なのにどういうわけか、回復したそばからよそへ漏もれていくように、彼かの女じよはほとんど回復の兆きざしを見せない。これでは、まるで……」

　言いかけ、ヘリオスははっと口を噤つぐむ。それだけ聞けば、十分だった。

　不自然な魔ま力りよく減退による衰すい弱じやく……それは以前の、〝連続少女昏こん睡すい事件〟に似た症しよう状じようだ。

　ヘリオスも、術後に真相を聞かされていたため、すぐ類るい似じ点てんに気づいたのだ。

「……魔ま術じゆつ治ち療りよう中ちゆう、魄はく紋もんはちゃんと診みていたよな？　なにか、おかしな術じゆつ式しきが張りついていたりしなかったか？」

「私を見くびるな……そうであれば、貴様はともかくマレッグ先生には伝えている。それに彼かの女じよは、治ち癒ゆ魔ま術じゆつを掛かける際にも立ち会っているからな」

　ここまで堂々と差別されるのも癪しやくだが、当の本人は少しも悪びれた様子はない。

　グレイスに向き直ると、神しん妙みように首を振ふってみせた。やはり、呪のろいとは関係ないらしい。

「先生……」

　──気が付くと、チェルシーは両目を開け、師を見上げていた。

　思えば、これまで直接見る機会のなかったその瞳ひとみは弱々しく、濡ぬれていた。

　憐あわれむような、責めるような……無数の感情を含ふくんで潤うるむその眼まな差ざしに耐たえかね、アーベントはつい衝しよう動どう的てきに身を翻ひるがえす。

　昨日までなら直接恨うらみ言ごとを言われても構わないと思っていたが、いざチェルシーを前にすると急にいたたまれない気分になったのだ。

　思ってもみない自分の心の弱さに腹を立て、そのまま部屋を後にしようと歩を進めるが、

「──ごめん、なさい……」

　ようやく絞しぼり出だしたようなか細い声が、彼かれの足を止めた。

「前の解げ術じゆつ、最後までがんばれなかった上に、私、こんなことになって、しまって……」

　今にも泣きだしそうな……いや、まさに泣いているのだろう。その声はとぎれとぎれで、嗚お咽えつにまみれていた。

　──チェルシーが責めているのはアーベントではない。自分自身だったのだ。

　あの時、彼かの女じよを追おい詰つめたのは、他でもないアーベントだ。彼かの女じよに責任はない。

　それでも、彼かの女じよは自分を責めずにはいられない……少なくとも、当分は挽ばん回かいする機会すら奪うばわれたのだから尚なお更さらだ。

　……ここを訪ねるべきではなかったかもしれない。

　自分と顔を合わせてしまったために、一層彼かの女じよの罪の意識を呼び覚ましてしまったのだ。

　それに思い至り、後こう悔かいかもしれない後ろめたさがよぎる。

「……余計なコトは考えず、寝ねてろ。よくなったら、その時存分にこき使ってやる」

　こんな時でも気の利きいた言葉が言えず、周りに壁かべを作る術すべしか知らない事を自覚する。そんな自分に少し嫌いや気けが差しながら、アーベントは寝しん室しつを後にした。

「私も失礼します……ガレノア先生、今後も彼かの女じよをお願いします」

「ええ……」

　気まずさからか、グレイスも席を立ち、期せずして一いつ緒しよに部屋を出る。

　それからはしばらく、足音だけが虚むなしく耳を突つく……正直、あまり愉ゆ快かいではない。

「──マレッグ先生」

　そんな空気を断たち切きるように、アーベントは不意に立ち止まり、声を掛かける。

　様子を窺うかがうように、視線を向けてきていたグレイスはびくっと体を震ふるわせ、足を止めた。

　べつに責めようというのではない。アーベントはあくまで平静に、彼かの女じよを見み据すえる。

「術じゆつ式しきの専門家と見み込こんで、アンタに尋たずねたい。アンタほど熱心な研究者なら、ウチの図書館の魔ま術じゆつ書しよもあらかた目を通しているはずだ。その中に、今回のような強力な呪のろいに関するものは見なかったか……？」

　今は、薄うすぺっらい社交性を装よそおう余よ裕ゆうもない。口調こそ穏おだやかだが、敬語が消え、高圧的なアーベントの態度にグレイスは若じやつ干かん怯おびえた様子で、しかしそれを極力顔に出さず口を開く。

「いえ……確かにあそこの蔵書は可能な限り閲えつ覧らんしましたが、さすがにテンブリーの書ほどの魔ま術じゆつ書しよは見たことがありません……お役に立てず、すみません」

「……いや、こちらも無理を言った。ま、こんな所に置いてあれば、苦労はしないわな」

　グレイスの回答に対する感かん慨がいは、思いのほか希き薄はくだった。

　解げ術じゆつの手て掛がかりは依い然ぜんないが、それでもやってみせなければならない。

　たとえ、どんな方法を使っても……それが、チェルシーにしてやれる唯ゆい一いつの事だと思った。

「──まだそんな所にいたのか、何をしている」

　そんな決意を固めていると、水を差すように不ふ機き嫌げんそうな声が耳に飛とび込こんできた。

　ヘリオスだ。チェルシーの診しん察さつを終え、今部屋から出てきたようである。

「……べつに。邪じや魔ましたな」

　彼かれと、つまらない言い争いをしている時間も惜おしい。

　解げ術じゆつの完かん遂すい……ただそれだけに目を向け、アーベントはヘリオスから逃のがれるように去る。

　ゆえに、背中に疑ぎ惑わくの視線を受けながらも、最後までそれに振ふり返かえる事はなかった……







　──その翌日、新たな被ひ害がい者しやが出たという一報がアーベントの耳に入る。

　それは、前日まで彼かれのごく身近にいた人物であった。

　彼女が発見されたのは、学校の始業を控ひかえた早朝……図書館の中だったそうだ。

　最初に見つけたのは、開館準備をしていた司書の一人。魔ま術じゆつ書しよブースの扉とびらが開いているのを不ふ審しんに思って中の様子を確かく認にんしてみると、本ほん棚だなひしめく所蔵スペースにそれは佇たたずんでいた。

　始業前だったので幸いたいした騒さわぎにならず、被ひ害がい者しやはただちに別の場所へ移される。

　その場所というのはヘリオスのいる医い療りよう室しつではなく、職しよく員いん寮りようのアーベントの自室だった。

　部屋の現げん主あるじであるレイミュがまだ眠ねむっていたところ、元もと主あるじを含ふくむ数人の教員たちが石像を抱かかえて、突とつ然ぜんずかずかと部屋へ入ってきたのだ。

　そのいるはずのない住人を教員たちに見られる事はなかったが、彼かれらが去っていった後、ひとまず入り口付近に放置された被ひ害がい者しやを寝しん室しつまで運ぶのに、彼かの女じよの手を借りた。

　当初は寝ねぼけ半分の上、不ふ機き嫌げんな顔をしていたが、被ひ害がい者しやの容姿を確かく認にんした途と端たん、それも吹ふき飛とんだようだ。

　改めて石像を凝ぎよう視しするレイミュの顔が、俄にわかに憂うれいを帯び始める。

　──メルヒアは、その眼まな差ざしを受けても微び動どうだにせず、石の塊かたまりとなった瞳ひとみは何も映さない。

　体は石と化しているが、有機的な面おも影かげはほとんど残っており、ずいぶん生々しかった。

　髪かみの一束一束から指先の爪つめに至るまで輪りん郭かくを残し、しかも身に纏まとった制服は一いつ切さいの変化を免まぬかれているおかげで、それはさながら石のマネキンといった様相である。

「──でも、どうしてここに？　ていうか、よく許可されたわね」

「──『コイツは俺おれの大切な助手だ、この俺おれ以外誰だれにも触さわらせたくない』……と、熱く語ってごり押おししてやったら、あの名医様も渋しぶ々しぶ了りよう解かいしてくれたよ」

　そう説明するアーベントの口調は、終始大根役者のような冷めたものだった。

　もちろん、本気ではない。本番でもかなりの白々しさがあっただろう。

　この三さん文もん芝しば居いを見せつけられる羽目になったヘリオスも最後は呆あきれ果はて、これ以上関わりたくないとばかりにメルヒアを彼かれの手に委ねたのだ。

「──もっとも、こんなふざけたヤツを真面目に診みるのも馬ば鹿からしいと思うがね」

　物言わぬ被ひ害がい者しやへ向けるアーベントの目は、蔑さげすむように白けていた。

　レイミュもまたそれを認めると、表情は戸と惑まどいを深めていく。

「この子、なんでまたこんなドヤ顔してるの。しかも、ポーズまでキメて……」

　まるでモデルさながらに片手を腰こしに当て、もう片手はピースサインをつくり、適度に広げた両足をしっかり床ゆかにつけながら、安定感ある姿勢で佇たたずむメルヒア。

　ウインクするように片目を閉じた顔は、誇ほこらしげにも見える不敵な笑えみを浮うかべていた。

　どう考えても不ふ慮りよの襲しゆう撃げきを受けた者の姿ではないし、一いつ瞬しゆんで石になったにせよ徐じよ々じよに変化していったにせよ、それに対する恐きよう怖ふも苦しみも見受けられない。

　こうなった経けい緯いを考えようとすると、頭痛さえ起こりそうなほど不可解な有あり様さまだった。

「コイツのするコトなんていちいち気にするな」

　ゆえにアーベントもはなから考えず、投げやりに吐はき捨すてる。

「けど、なんでメルヒアが……しかも、なんで図書館なの？　こんな大きな学校の施し設せつなら、そう簡単に忍しのび込こめるような場所じゃないでしょ」

「ところがどっこい、職員が確かく認にんしてみたら、裏口と発見現場の鍵かぎがなくなっていたらしい。少なくとも昨日か一昨日おとといの間に盗ぬすまれたんだろうとさ」

「杜ず撰さんもいいところねぇ……」

　規模とは裏腹にザルと言っていい管理体制に、心底呆あきれたふうにぼやくレイミュ。

「杜ず撰さんと言えば、この街の警察は何をしているの？　こんな事件が起こってるのに、捜そう査さしている様子が全くないってのはおかしくない？　さすがにこれだけ大きな街なら、魔ま術じゆつ事件専門の部署くらいあるでしょ？」

　ついでとばかりに、彼かの女じよの批判はこの街の治安を守るべき組織にも飛び火した。

　もっとも、それは至し極ごく当然の疑問だ。外の人間にとっては……

「もちろん、捜そう査さしているだろうよ。この辺の敷しき地ちとは程ほど遠とおい場所で、なんの実も結ばない地道な捜そう査さとやらを、な……なんせ、この国を統とう括かつする偉えらい神サマのお膝ひざ元もとだからな。下手にここへ踏ふみ込こんでイザコザを起こすのは、警察も学校も望んでないのさ」

　特に今回の警察の動きは、この事件そのものを世間から隠いん蔽ぺいしようとする者たちの思おも惑わくが大きく絡からんでいる……ここの魔ま術じゆつ学がく部ぶの教きよう授じゆ陣じんや、かの神の思おも惑わくが。

「触さわらぬ神に祟たたりなしってワケ？　一国の中ちゆう枢すう都市ってのは、めんどくさいものねぇ」

　この腐ふ敗はい臭しゆうのする話を、レイミュは思いのほか素す直なおに受け入れた。この家いえ出で娘むすめは、権力に対しては乾かわいた偏へん見けんしか持っておらず、元々さしたる関心もなかったようだ。

「それにしても、鍵かぎを盗ぬすんで忍しのび込こんだのは誰だれなのか、何が目的だったのか……いずれにせよ、あの子が図書館にいたのは、何か根こん拠きよがあってかしら。犯人について何か摑つかんで、それで鉢はち合あわせして口くち封ふうじに石にされた……そんなところかしらね？」

「さあな……それより、今はコイツを調べる方が先だ」

　結局、この数日の調査は不発だったが、今ここには敵の術じゆつ式しきを張りつけた格好の素材がある。

　アーベントにとって、これ以上に優先すべき事こと柄がらはなかった。

「まさか、ここに持ってきたのは、誰だれにも邪じや魔まされず存分に調べられるからってコト？」

「それ以外にあるか」

「被ひ害がい者しやを元に戻もどすなら、解げ術じゆつなんてしなくても、犯人を捕つかまえた方が早くない？」

「それじゃダメなんだよ。あくまで俺おれ自じ身しんの手で、この術じゆつ式しきに対する解げ術じゆつ法ほうを確立する……でなきゃ意味がないんだ」

　そう語る口調はいつになく切実で、その表情に本来の余よ裕ゆうはない。

　自分や犯人への怒いかり、焦しよう燥そう……それとは別の強きよう迫はく観念めいたものが彼かれを突つき動うごかしていた。

　そのただならぬ執しゆう念ねんを感じ取ったように、レイミュも顔色を変える。

「……一体、何があんたをそこまで駆かり立たてるの？　規格外の魔ま道どう具ぐを操あやつったり、強力な術じゆつ式しきを消し去れるほどの力を持ってるのに、まるで自分には解げ術じゆつしかないみたいに……」

「──その通りさ」

　もはや恐おそれさえ抱いだくほどの異質さを訴うつたえる彼かの女じよに対し、アーベントは表情が消きえ失うせた、無機質な顔で返答する。

「俺おれはどんな高純度のフラグメントだろうと飼いならせる力があるし、ちっとやそっとじゃ真似まねできない技術も、それに見合う経験と知識もある……が、それだけだ。俺おれは術じゆつ式しきを打ち消すコトはできても、自分で編み上げるコトができないんだよ。まっとうな魔ま術じゆつ師しとしては、お前さんはもちろん、生徒の足元にも及およばない〝出で来き損そこない〟なのさ」

　自分を卑ひ下げするでも、レイミュをやっかむわけでもない。

　あくまで淡たん々たんと、まるで他人の事を話すように、アーベントはつらつらと語った。その事実に対する感情はもう枯かれ果はて、なんら思うところはない……そう主張する口調だ。

「術じゆつ式しきが編めないって、それって魔ま術じゆつが使えないってコト……？」

　俄にわかには信じがたい告白に、レイミュは目を剝むいたまま表情を固めた。

　……術じゆつ式しきを編むという行こう為いは、最低限の魔ま術じゆつを使う上でも欠かせないもの。今どき、簡単な術じゆつ式しき程度は義務教育で習うし、誰だれもが当たり前のように身に付けている。

　あまりに荒こう唐とう無む稽けいな話ではあるが、仮にも魔ま術じゆつ師しとして世を渡わたっている男がそんな噓うそをつく道理など、あるはずもない。

　並外れた魔ま力りよくと知識を持ちながら、それを術じゆつ式しきとして抽ちゆう出しゆつする事ができない……異常体質と切って捨てる事もできない、この世界に住む人間の根本に関わる問題だ。

　こんな重大な欠けつ陥かん、ほかの人間に知られれば物笑いどころの話ではない。

　アーベントにとって、外げ法ほうを使うのも厭いとわない異い端たんの術師というレッテルすら、この忌いまわしい正体を隠かくすためのベールに過ぎなかったのだ。

「あんた、一体何なの……？　メルヒアも明らかに普ふ通つうの人間じゃないし、そのうえ神かみ憑つきなんてのも関わってるなんて、完全にただの不良魔ま術じゆつ師しの範はん疇ちゆうを超こえているわ……」

「……そうだな、お前さんには話してやってもいいかもしれない」

　実際、それも吝やぶさかではないとは思っていた。

　元々、レイミュをまっとうな魔ま術じゆつ師しにするという盟約の下もと、彼かの女じよはここにいるのだ。

　あれから真しん剣けんに向き合うきっかけがなかったが、今が頃ころ合あいかもしれない。

　無表情だったアーベントの唇くちびるが、にやりと意地悪く歪ゆがむ。

「──ただし、コイツは俺おれという魔ま術じゆつ師しの根幹に関わる話だ。魔ま術じゆつ師したる者、おいそれと他人に正体は明かせない……自分の全てを授さずけるに足る〝弟で子し〟でもない限り、な」

「……え？」

「全てを知りたければ、俺おれの弟で子しになれってこった。そうなったら、嫌いやでもお前さんは俺おれの事情に巻まき込こまれる。その覚かく悟ごはあるか？」

　アーベント自身、彼かの女じよを引き取った時、そこまでは考えていなかった。

　ゆえに、言われた本人の驚おどろきも一ひと入しお。感情が飛び、目を見開いたまま凍こおりついている。

　だが、レイミュが自ら解げ術じゆつに手を伸のばしたのを見た時、既すでに頭の片かた隅すみにはあった。

　この、出で来き損そこないではあるが途と方ほうもない可能性を秘めた原石に、自分の技わざを叩たたき込こんだ結果、どのような術師が生まれるのか……それを見てみたいという欲が湧わいたのだ。

　……もっとも、本人にその気があればの話だ。

「……なんてな、冗じよう談だんだよ。俺おれに弟で子し入いりしたって、まっとうな魔ま術じゆつ師しからは遠ざかるだけだ。この際、前の約束も忘れていいぞ……所しよ詮せんは、ただの気まぐれだ」

　あまり期待を表に出して、気づかれても面おも白しろくない。適度なところで見切りをつけ、アーベントは彼かの女じよとの関係にけじめをつけるように、距きよ離りを置こうとする。

「……人をその気にさせておいて、勝手に見限るのはよしてくれる？」

　が、その思いがけない返事に、逸そらしかけた視線を戻もどす。

　レイミュは己おのれの決断を躊躇ためらうように目元を強こわ張ばらせながらも、それにも勝まさる自信を示す強したたかな笑えみを浮うかべていた。

「こっちだって、あんたがまっとうな魔ま術じゆつ師しだなんて、ハナから思ってないわよ。でも、物を教えてくれるってんなら、なんだっていい。魔ま術じゆつ師しとして成り上がるために、こっちだってなりふり構う気はないのよ……！」

　──それは、祖父の怨おん念ねんの賜たま物ものか。父への反はん抗こう心しんか……

　それとも、彼かの女じよに流れる魔ま術じゆつ師しの血がそうさせるのか……

　いずれにせよ、アーベントを睨にらみつける彼かの女じよの目には、目的のためなら手段は選ばないと言わんばかりの、強い意思が宿っていた。

　……まるで、鏡を見ているようだった。その感かん慨がいを、アーベントは薄うす笑えみに隠かくす。

「……面おも白しろい。そこまで言うなら、まずはちょいと手伝ってもらおう。その中で、お前さんが俺おれの弟で子しに相応ふさわしいか見てやる。せいぜい、俺おれのご機き嫌げん取とりに勤いそしむコトだな」

　あえて挑ちよう発はつするように、不敵な笑えみとともに顎あごを上げ、直じかにレイミュを見下す。

　生徒の機き嫌げんを取り、徐じよ々じよに距きよ離りを縮めるような繊せん細さいさは、アーベントの教育論にはない。

　生徒自身の闘とう争そう心しんを煽あおるべく、尻しりを叩たたくのが彼かれの基本方針だ。

「何をさせる気かは知らないけど……上等よ！」

　思おも惑わく通どおりそれに触しよく発はつされて、彼かの女じよも口角を吊つり上あげた勝気な笑え顔がおをつくる。

　普ふ通つうの教師なら手に余るくらい向上心のある生徒にほど、これは効果的だった。

「なら、手始めにコイツの調査に付き合ってもらおうか」

　こうして取引は成立し、アーベントはメルヒアの解かい析せき作業に移る。

　だが、その前に……

「な、なにやってんの!?」

　突とつ然ぜん目の前で繰くり広ひろげられた光景に、レイミュが声を上げる。

　ふてぶてしいポーズで佇たたずんだまま動かないメルヒアの体に手を掛かけた途と端たん、アーベントは予あらかじめ用意していたカッターで彼かの女じよの着衣を切きり裂さき始はじめたのだ。

「前の被ひ害がい者しやは人目もあって様子見しかできなかったが、コイツには何の遠えん慮りよもいらないからな。体の隅すみ々ずみまで念入りに調べる……それには服が邪じや魔まだ」

　抑よく揚よう乏とぼしくそんな言葉を吐はきながら、その手は止まらず刃やいばを振ふるう。

　配はい慮りよも順序もあったものではない。大おお雑ざつ把ぱに手近な所からズタズタにしていった。

　体は、重量が本来のざっと三倍ほどにもなる硬かたい石の塊かたまりだ。多少刃やいばが当たったところで傷がつかないのをいいことに、力任せにぞんざいに服を切り刻む。

「……ド変態」

「何言ってやがる、どんな医者でも状じよう況きようによってはこんなもんだ。お前さんだってきっと、治ち療りようされた時しっかり剝むかれてただろうぜ」

「ちょ……変なコト言わないでよ！」

　──そんな軽口を交かわしながらも、アーベントの手は止まらなかった。

　やがて下着も残らず排はい除じよされ、ポーズがポーズだけにいかがわしい裸ら婦ふ像ぞうと化すメルヒア。

　ただ、一番目立つ胸は衣服による圧あつ迫ぱくで形を損そこない、石像としてはやや違い和わ感かんのある造形だ。

　これを一通りペンライトで照らしながら、指の間のような無難な部位から、乳ち房ぶさや尻しりなど倫りん理り的てきには直視の憚はばかられる部位まで丹たん念ねんに視し診しんする。

　これを白い目で眺ながめるレイミュであったが、それで気き後おくれするアーベントではない。

　挙げ句、胸と同様下着に押おしつけられて形を崩くずした尻しりに欲情などしないと、開き直る。

　ひとまず視し診しんしてみてわかったのは、彼かの女じよの体は見た目よりはるかに石そのものと言っても過言ではない事……

　肉体の組成物質や細さい胞ぼうが変質したのではなく、体そのものが石像に置おき換かえられたと判断せざるを得ない状態だった。

　魔ま術じゆつの概がい念ねん性せいによる、物理法則の上書き……それをこのレベルで可能とするのは、アーベントの知る限り、フリーティア謹きん製せいの魔ま道どう具ぐくらいだ。

　つまり、術じゆつ式しきとそれを扱あつかう相手の力が、それに匹ひつ敵てきするほど強力だという事であった。

　視し診しんでそれだけの情報を拾うと、今度はいよいよ体の内部の解かい析せきを始める。

「──お嬢じようさん、魄はく紋もんを具ぐ象しよう化かさせてみろ」

「なんでアタシが……あんたの方が確実でしょ」

「もう忘れたのか、俺おれは魔ま術じゆつが使えないんだぜ？　俺おれには常に、治ち癒ゆ魔ま術じゆつをそれなりに使える助手が必要なんだ。今回は、お前さんにやってもらう」

「……難なん儀ぎなコトね、わかったわよ」

　嫌いや々いやではあるが、それも態度だけだ。

　肌はだで感じるほど充じゆう実じつしたレイミュの気力は、本人が思いのほかやる気であるのを雄ゆう弁べんに語っている。強したたかな性格に加え、彼かの女じよはかなりの自信家だ。

　挑ちよう発はつめいたアーベントの物言いで、すっかり対たい抗こう心しんを露あらわにしていた。

　しかし、いざ始めるとなったら闘とう争そう意欲がたちまち薄うすれ、静かに研とぎ澄すまされていく。

　普ふ段だんの活発な態度とは裏腹に、魔ま術じゆつの発動に関してはかなりの慎しん重ちよう派はだとわかる。

　そうして行われた具ぐ象しよう化かは最初こそ以前試みた時と同様、紋もんのところどころが欠けて安定しなかったが、アーベントのアドバイスで徐じよ々じよに立て直していった。

「──まだ安心できたもんじゃないが……ま、駆かけ出だしにしちゃまずまずといったところか。コツをまとめたメモをくれてやったとはいえ、たった二日でたいした進歩だ」

「べつに、本気で解げ術じゆつ師しを目指そうってわけじゃないけどね。ただ、魔ま術じゆつ師しとして大成するなら、どんな技能も幅はば広ひろく吸収しなくちゃ……ただ、それだけよ」

「へいへい」

　口ではあくまで不本意という旨むねを崩くずさないが、その割には作業は一いつ切さい手を抜ぬいていない。

　しかも、褒ほめられて調子づいたように声こわ色いろはやや高こう揚ようしていた。

　そのちぐはぐな気質に呆あきれる一方で、多少の同情心もアーベントの胸中にはある。

　魔ま術じゆつ師しとしての彼かの女じよの境きよう遇ぐうを考えれば、他人から評価される機会は全くなかったと言っていいだろう。正当な評価と、その力を存分に振ふるえる方向性を与あたえれば、彼かの女じよはもっと伸のびる……直じかに指導して、その期待が大きくなる思いだった。

　それに、彼かの女じよは魔ま術じゆつを学ぶ事に対して貪どん欲よくだ。

　それは、独力で先祖が残した研究成果を我わが物ものとしてしまった事からも明らかである。

　魔ま術じゆつ師しとして持ちうる最大級の天てん賦ぷの才と研究意欲、それに名家の血筋……現代の魔ま術じゆつ師しに求められる全てを持ち合わせた彼かの女じよは、権力者たちからすれば黄金の卵と言っていいだろう。

　もちろん、そんな思いなどおくびにも出さず、あくまで淡たん々たんとアーベントは指導する。

　やがて、まだ若じやつ干かんノイズは走るものの、魄はく紋もんとそれを蝕むしばむ術じゆつ式しきの展開に成功した。

「うぷっ……なに、これ……」

　それを直視した瞬しゆん間かん、吐はき気けを催もよおす嫌けん悪お感かんに、危あやうく具ぐ象しよう化かを解除しかけるほどに意識を揺ゆさぶられるレイミュ。

　本来の魄はく紋もんとは似ても似つかぬ、醜しゆう悪あくで禍まが々まがしい異色の紋もん……メルヒアの魄はく紋もんはそれによって、隙すき間まもないほどびっしりと埋うめ尽つくされていた。

　未熟な術師なら例外なく腰こしが引ける症しよう例れいだ。特に昨日までメルヒアの正常な魄はく紋もんを見ていた彼かの女じよはより深く心を抉えぐられたようだ。

「体の隅すみ々ずみまで石に変えるほどの呪のろいだ、術じゆつ式しきが魄はく紋もんを完全に覆おおってやがる。この術じゆつ式しきこそ、真の完成形と言っていいだろうな」

　──つまりこの術じゆつ式しきを解かい析せきして攻こう略りやく法ほうを見つければ、前回の被ひ害がい者しややこれから出るかもしれない被ひ害がい者しやも治ち療りようできるという事だ。

　アーベントは懐ふところに常に忍しのばせている《紋克刀シユナイド》を手に取り、手近な紋もんを一ひと突つきする。

「ちょ、そんな迂う闊かつに手を出していいの？　まさか、この場で解げ術じゆつを……!?」

「んなわけあるかい、ちょっと感かん触しよくを確かめただけだよ。これほど密度のある術じゆつ式しきだ、多少突つっついた程度じゃびくともしねぇさ」

　事実、一ひと刺さしを受けた紋もんは少しその像を歪ゆがめたくらいで、すぐ元通りになった。

　じっくり術じゆつ式しきの感かん触しよくを指に覚えさせるように、しばらく無言で同じ行こう為いを繰くり返かえす。

　その際に起こりうる、あらゆる要素をシミュレートし、頭に叩たたき込こむためだ。

　そうして、本番前に可能な限りこの呪のろいの特性を摑つかもうと、ひたすらに探さぐりを入れた。

　──魄はく紋もんの具ぐ象しよう化かから三十分程度で、レイミュに疲つかれの色が見え始める。この二段階下の術じゆつ式しきさえ、エータとルビーの二人掛がかりで二時間程度が、具ぐ象しよう化かの限界だったのだ。

　それよりさらに呪のろいが強化されたものを、一人で維い持じしているのだから無理もなかった。

　しかし、まだ術じゆつ式しきの全容解明にはほど遠い。

　よって、何回かの休きゆう憩けいを挟はさんで、地道に解かい析せきを行う事にした。

　そうして何度か挑ちよう戦せんしているうち、気が付くと日が暮れ、レイミュも肉体的に限界が近かったのもあって、今日のところは一いつ旦たん解かい析せきは打ち切りとなる。

　が、解かい析せき以外にもやるべき事はある。とりあえず今回把は握あくした情報を基もとに、次の施せ術じゆつプラン構築に着手すべく、研究室へ引ひき揚あげようとするアーベント。

　──その矢先だった。

「ちょっと、えっと……センセイ！　電話よー！」

　寝しん室しつのドアの向こうから聞こえてきた電話の音と、仮か眠みんのため部屋に入っていたレイミュの声が、彼かれの退室にストップを掛かける。

　このままレイミュに出てもらうのは、聊いささか都合が悪い。

　せっかく本来の主あるじがここにいるのだから、アーベントは自ら電話に出る事にする。

　──受話器を取ってみるとしばらく相手の返事はなく、いたずら電話かと思った……

『せんせー……』

　が、やがて泣いているようにも思えるか細い声が、電話口から聞こえてきた。

　どうやらルビーのようだが、明らかに様子がおかしい。

　──この時点で、嫌いやな予感がした。

『チェルシーが……！』

　吐と息いきまじりに絞しぼり出だされたその名に、アーベントの目の色が変わる。

　彼かれはただちに受話器を置いて、部屋を飛び出した。







　──最初に発見したのは、ルビーだったそうだ。

　学校終わり、今日は帰りが遅おそくなるというチェルシーのルームメイトの了りよう解かいを取り、見み舞まいのため部屋を訪おとずれると、すぐ異常に気付いた。

　ドアに鍵かぎは掛かかっておらず、しかも呼びかけても返事がなかったのだ。

　おそるおそる中へ入ると、寝しん室しつのベッドに横たわっているチェルシーを発見。

　……その時既すでに、彼かの女じよの全身は生気のない石の塊かたまりになっていたらしい。

　寮りように到とう着ちやく後ご、アーベントは石化したチェルシーを前に、ルビーからその顚てん末まつを聞いていた。

　そこには、状じよう況きようが状じよう況きようだけに眠ねむる事もできず、咄とつ嗟さについてきたレイミュも同席していた。

　そうしているうちに、やがてヘリオスとグレイスも駆かけつけてくる。

　前回の事件から日が浅いゆえ、寮りようには未いまだ事件に対する不安が蔓まん延えんしていた。

　そのため、部屋で騒さわぐルビーの声を聞きつけ、不ふ審しんに思った生徒が二人を呼んだらしい。

「バカな、なぜ彼かの女じよが……」

　変わり果てたチェルシーの姿に、さしものヘリオスも、動どう揺ように顔を歪ゆがめる。

　ここ数日診みていた患かん者じやが、突とつ如じよこの状態になったのだ。さぞ、目を疑う光景だろう。

「大方、この呪のろいはついさっき掛かけられたんだろう。犯人から直接、な」

　部屋の鍵かぎが開いていた以上、ルビーが来る前にここを訪ねた者がいたはずだ。

　そして、それ以降鍵かぎが開いたままだったのは、訪問者が去った時にはもうチェルシーは動ける状態ではなかったから……情報を拾い集めると、そんな構図が見える。

　だが、客観的に見ればその推測は、都合よく飛ひ躍やくさせた暴論に過ぎない。

「なぜ、そう言い切れる？　少なくとも部屋には荒あらされた跡あとはないし、彼かの女じよも暴れた形けい跡せきが全くない……直接襲おそわれたなら、少しは抵てい抗こうして然しかるべきだろう」

　すかさず、ヘリオスが異議を申し立てた。

　彼かれの言う通り、この部屋はもちろんベッドにも人がもみ合った跡あとはない。

　チェルシー本人も、ブランケットの上に横たわっているという奇き妙みような点はあるものの、姿勢自体には不自然さは見られない。ただ、表情には若じやつ干かん苦しんだ様子が認められた。

　引きつったように唇くちびるを固く結びながらも、努めて心を安らげるように双そう眸ぼうを閉じた顔。

　眠ねむっている最中に石化を発はつ症しようし、もがく間もなく固まった。

　多くの者は、そんな結論を出すかもしれない。が……

「──抵てい抗こうならしているさ。コイツなりにな」

　薄うす笑えみを浮うかべ、確信に満ちた口調でヘリオスの見解を否定するアーベント。

　チェルシーをよく知る人物なら、僅わずかな違い和わ感かんから、一つのメッセージを読み解く事ができるだろう。

「あ……まさか、この子……」

　気落ちしながら、動かぬ友人を眺ながめていたルビーも、やっとそれに気づいたようだ。

　前回の施せ術じゆつの折、アーベントは固まった患かん者じやに対してこう呟つぶやいていた。

　──〝せめて、もう少しマシな格好で寝ねててくれてればな〟……

　他愛もない愚ぐ痴ちであったが、チェルシーはそれを覚えていたのだ。

「まったく、気が利ききすぎる生徒だよ、お前さんは……」

　チェルシーの意図を酌くみ取とると同時に、アーベントは呆あきれ交まじりに、しかし感心して呟つぶやく。

「一体、どういうことなんです……？」

　周囲には全く要領を得ない言動だ。自分の与あずかり知しらぬところで推移する状じよう況きように焦あせりすら抱いだいたように、グレイスが口を挿はさむ。

「つまり、こういうコトさ。呪のろいを受けた直後、コイツは自分の意思でベッドに横たわったんだよ。体が石に変わるんだ……それなりの苦痛、不快感、思考の剝はく離りがあっただろう。それでもコイツはなるべく姿勢を崩くずさない状態で、自分の体を〝保存〟したんだ」

「なぜ、そんなことを……」

「──決まってる。少しでも万ばん全ぜんに近い状態で、俺たちに解げ術じゆつをさせるためさ。実際、これだけ自然体に近い状態であれば、前よりずっとメスを入れやすいからな」

　緊きん急きゆう時じの人の心など、容易に推おし量はかれるものではない……しかし、彼かの女じよなら別である。

　チェルシーの人となりをよく知るからこそ、断言できるのだ。

「おそらく、はっきりした意識はなかっただろう……それでも、最後までコイツはその瞬しゆん間かん、自分にできるコトをしたんだ」

「チェルシー……」

　アーベントもルビーも、彼かの女じよとの付き合いは半年ほどだが、その責任感の強さは疑いようもない。ただ、彼かの女じよの自じ己こ犠ぎ牲せいの精神には感服するが、聊いささか見過ごせない危あやうさもある。

「……だが、これはちょいとやりすぎだな。治した後で、説教の一つでもしてやるか」

　それは、自分の身を軽視しがちな生徒への戒いましめであると同時に、一つの意思表明だった。

　いち早くその真意に気づいたレイミュが、ぎょっと表情を変える。

「まさか、解げ術じゆつをする気？　相手の術じゆつ式しきはまだ完全に解かい析せきしきれてない上に、この子を欠いた状態で勝算なんてあるの？　直接補ほ佐さまで任せるほどの生徒なんでしょ？」

　実際、チェルシーは助手の中では一番の優等生だ。それは、甲か斐い甲が斐いしくアーベントをフォローする彼かの女じよの仕事ぶりを一度見ただけのレイミュにも一いち目もく瞭りよう然ぜんだっただろう。

「確かに、コイツほど器用な助手はそうそういないが、実力そのものは他の二人とそんなに大差はない。それに、施せ術じゆつプランももう頭の中じゃ大体できている。だが、せめてもう一人くらいは欲ほしいところだ。まだだいぶ危あやういが、そこそこ見み込こみのある助手が、な……」

　言いながら、アーベントの視線はレイミュに向けられる。

　彼かの女じよは、すぐさまその意図を察し、腰こしが引けたように一歩下がる。

「まさか、アタシを使う気……？」

「バカな……！」

「てゆーか、この人だれ……」

　これには本人のみならず、周りの者も騒そう然ぜんとした。

　そもそも、ルビーたちにとってはなぜここにいるのかも判然としない部外者だ。

　そんなどこの馬の骨ともわからぬ人物を、いきなり解げ術じゆつの助手にする事に戸と惑まどいを通とおり越こして、ただただ驚おどろくばかりだった。

「心配するな。プランもお前さんも、これからもう少しマシな程度には仕上げてやる。それが済み次し第だい、解げ術じゆつ開始だ。夕食後軽くミーティングをする、ＢはＡを連れて研究室に来い」

　周りの心配をよそにアーベントはにやりと唇くちびるを歪ゆがめる。

　しかし、再びチェルシーに目を向けると、たちまち笑えみが消えた。

　解げ術じゆつの算段はついた。言うほど易やすい状じよう況きようではないが、やるしかない……

「……お前さんもこうして協力してくれてるわけだし、今度は上手うまくやってやるさ」

　ベッドの上に横たわる教え子に語かたり掛かけるように、アーベントはひそやかに呟つぶやいた。







[image: 第六章　神の手を持つ男]

　間もなく日付が変わらんとする、深夜。神しん学がつ校こう校舎の施せ術じゆつ室しつで、それはひっそりと行われた。

　そこにはチェルシーが既すでにヘリオスの手で搬はん送そうされており、施せ術じゆつの準備も整えられていた。

　発見当時彼かの女じよが着ていた寝ね間ま着きは冬用ゆえ生き地じが厚く、着せたままメスを立てるには都合が悪い……そこでやむなく、着衣を取とり払はらい、下着姿で施せ術じゆつ台だいに寝ねかせている。

　施せ術じゆつ用ようの薄うすい患かん者じや衣いに着き替かえさせようにも、石化した体では無理な話だ。

　その代わり、首から下をシートで隠かくし、なるべく体が見えないよう配はい慮りよはしている。

　これも、彼かの女じよの姿勢が自然体に近かったおかげだ。前の患かん者じやのように、両手両足を上げた格好ではシートの余白部分が広がり、施せ術じゆつに支障をきたすところだった。

「──本当に、このねえさんも参加させるのかよ……何者なんだ、一体」

　配置につこうと皆みなが施せ術じゆつ台だいの周りに集つどう中、エータがこれまで保留していた、極きわめて素そ朴ぼくな疑問を漏もらす。ルビーも力強く頷うなずいて同意した。

　このストレートな追つい及きゆうに、レイミュは困った様子でアーベントを一いち瞥べつする。

　下手に取とり繕つくろっても、余計に不信感を煽あおるだけである。よって……

「──弟で子しだ」

　アーベントはマスクで覆おおった口で、すげなくそれだけ告げた。

「はっ？」

　これにはエータたちのみならず、当事者であるレイミュも目を丸くする。

「ここ数年街を出ていた愛まな弟で子しが、この前ようやく帰ってきたんだ。長い間解げ術じゆつから離はなれてたんで、勘かんを取とり戻もどさせるため俺おれの施せ術じゆつを見学させたりしてたんだが、ようやく使える目め処どが立ったんで今回参加させるコトにした……そういうワケだ」

　感情のない空くう虚きよな目で、アーベントはつらつらと語る。

　学校の外での彼かれの行動を知る者は、ほとんどいない。

　だから、弟で子しがいようがいまいが、それを確かく認にんする術すべなどないのだ。

「弟で子し、ねぇ……そんな話、一度も聞いてねぇぞ？」

「昔、喧けん嘩か別わかれして、それっきりだったんだ。わざわざ話すコトでもあるまい」

《アーベント式解げ術じゆつ》の全容も、生徒に黙だまっていた男だ。今いま更さら秘密の一つや二つがあったとしても、驚おどろきはしない。生徒たちは、思いのほかすんなりとこの話を受け入れた。

「弟で子しときたか……通りすがりの一いつ般ぱん人じん女性じゃなかったのか？」

　一方、グレイスと共に見学側に回っているヘリオスは、あからさまに疑問を露あらわにする。

　以前の説明にすら半信半疑だった彼かれには、今回はさぞ苦しい言い訳に聞こえるのだろう。

「悪いな、あん時はお互たがいぎくしゃくしてたんで、つい他人のフリをしちまった。が、今回はコイツの手がどうしても要いる……だから、急きゆう遽きよ仲直りしたってわけだ」

「……ほとほと口の回る男だ」

　最後にぼそりと呟つぶやき、疑念はそのままにヘリオスの追つい及きゆうは止やんだ。

　アーベントの得体の知れなさは、彼かれも重々承知している。ゆえに、腑ふに落ちない事が多少あったところで、いちいち問とい質ただす気ももう起きないようだ。

　こうしてとりあえず周りは言いくるめたが、一番納なつ得とくできないのはレイミュ本人である。

　アーベントの傍かたわらに立つ彼かの女じよが、ぼそぼそと小声で囁ささやく。

「よくもまぁ、テキトーな話をベラベラとでっちあげたものね……アタシはまだ正式に弟で子しになるって決めたわけじゃないし、解げ術じゆつは今回が初めてなのよ？　わかってるの？」

「心配するな、重要なコトはもうだいたい教えた。その通りにするだけでいい」

　どことなく弱気な口調に、さすがの彼かの女じよも緊きん張ちようしている事が窺うかがえた。

　自分の仕事の重みを、ちゃんと自覚している証あかしだ。それで潰つぶれるほどヤワな娘むすめではないと、これまでの対話からわかっている。始まってしまえば、勝手に持ち直すだろう。

　心配はいらない、とアーベントは薄うす笑えみを浮うかべ、施せ術じゆつの準備に入る。

「──知っての通り、今回の術じゆつ式しきはかなり面めん倒どうだ。紋もんの構成密度が厚すぎて、これまで通り補助が一人じゃ正直キツイ。そこで、今回ＡとＢには二人掛がかりで俺おれのサポートをしてもらう」

　これは、打ち合わせのミーティングでも話した事だ。その時は、二人とも予想外の大役に萎い縮しゆくしていたが、今ではすっかり腹を決めたようで粛しゆく々しゆくと頷うなずいてみせる。

　彼かれらとチェルシーの力量に、際きわ立だつほどの差はない……しかも、この二人を組ませる事には、単なる埋うめ合あわせ以上の意味がある。つまり、〝補完〟ではなく〝強化〟なのだ。

　……その効果がさっそく現れていた。

「チェルシー……」

「なに、情けないツラしてやがる……見ろよ、コイツの顔。思ったより、いい顔で寝ねてるじゃないか。オレたちを信じてるって証しよう拠こだろ、お前がビビってどうすんだ」

「う、うるさいわね……あんたに言われるまでもないわよ！」

　変わり果てた友人を見下ろし、気力が衰おとろえたルビーを、エータがすかさず勇気づける。

　傍はた目めからは微笑ほほえましい痴ち話わ喧げん嘩かにしか見えないが、この二人は過去の施せ術じゆつでもこうして互たがいの様子に気を配り、フォローし合っていたのだ。

　そして、この二人がサポートに回るという事は、必然的にレイミュの役割は決まっていた。

「──魄はく紋もんの具ぐ象しよう化かは弟で子し、お前さんに一人でやってもらう……短期間とはいえ俺おれがみっちり仕し込こんだんだ、できないとは言わせん」

「わかってる、やってやるわよ……！」

　昼間の時点で、彼かの女じよは既すでに基本をほぼマスターしていた。

　石化したメルヒアの解かい析せき作業を通して、彼かの女じよは魄はく紋もんの具ぐ象しよう化かに要する魔ま力りよくの伝でん播ぱ効率をあたかも感覚で学ぶように、どんどん上達していったのだ。

　問題は数時間はかかる施せ術じゆつの間、彼かの女じよの体力がもつかどうかだが……日にち没ぼつ後ごに丹たん念ねんに指導し、それからひたすら練習した事で魔ま力りよくの消費率はずいぶん改善された。あとは、本人の集中力次し第だいだ。

　事前に手は尽つくしたが、正直これは博打ばくちまがいの危険なプランである。

　よって、その成功率を少しでも上げるため、手段を選んではいられない。

「さて、しばらくはいつも通りの工程になるが、頃ころ合あいを見て〝アレ〟を使う。手て筈はずはさっき教えた通りだ、その時が来たら速すみやかにセッティングする」

　この言葉に、落ち着いていたはずの三人は途と端たんに表情を強こわ張ばらせ、部屋の隅すみに視線を送る。

　そこに置かれた、明らかに場ば違ちがいな異物……本当にあんな物を使うのか、レイミュたちは未いまだ信じられない様子だった。

　これこそ、この解げ術じゆつのため急きゆう遽きよ取り寄せた秘密兵器なのだ。使わない手はない。

　最終確かく認にんが終わり、アーベントは《紋克刀シユナイド》を手に取ってその時を迎むかえる。

「……では、施せ術じゆつを始める」







　──こうして解げ術じゆつは、助手たちのメンタルが安定した状態で開始された。

　まずは第一段階、レイミュによる魄はく紋もんの具ぐ象しよう化かが実行される。

　チェルシーの体に差さし伸のべられた両手は瞬またたく間まに緩かん和わ治ち癒ゆの術じゆつ式しきを練り上げ、定着。

　約三十秒、単独ながらエータたちと同じタイムで患かん者じやの魄はく紋もんを、それを蝕むしばむ術じゆつ式しきごと浮うかび上あがらせた。それも、欠損もノイズもない、完全な形で……

「よし、立ち上がりはもうほぼ完かん璧ぺきと言っていい。あとは、解げ術じゆつが終わるまでこれを維い持じしろ」

「わかってるわよ……！」

　と、本人は息巻いているが、これはまだほんの序の口。真に重要かつ困難なのはこれからだ。

　レイミュも十分にそれを心得、驕おごる事なく集中力を維い持じする。

「マジかよ、たった一人で……」

「これでブランク明けだっていうの……？」

　むしろ、これに心揺ゆさぶられたのはエータたちの方だった。

　長い間、実技から遠のいていたと聞かされた……実際は、正しよう真しん正しよう銘めいこれが初うい陣じんである人物が、いきなり一人で二人分に相当する仕事を見せたのだから当然だろう。

「ぼけっとするな。お前らとコイツじゃスタートラインが違ちがう、意識するだけ無む駄だだ。実際、十全にはまだ程ほど遠とおい、いつボロが出るかわからないんだ……その前にケリをつけるぞ！」

　桁けた外はずれな才能はあれど、今の彼かの女じよの実力が付つけ焼やき刃ばなのは紛まぎれもない事実だ。方便で真実を誤ご魔ま化かしながら、アーベントは彼かれらに言い聞かせる。

「は、はい……！」

「ボロなんか出さないわよ！」

　これがエータたちのみならずレイミュにも発破を掛かける結果となり、ますますチームのモチベーションが上がった。

　そして、解げ術じゆつの下地は整い、いよいよアーベントの《紋克刀シユナイド》が患かん者じやの魄はく紋もんに触ふれる。

　多少刺さした程度で、紋もんの一つもヒビすら入らないのは、先の調査で確かく認にん済ずみだ。

　それもそのはず。この術じゆつ式しきを構成する鎖さ紋もん同士がほとんど隙すき間まがないほど密着し、強固な一枚岩のようになっているのだ。

　この状態では刃やいばを入れるどころか、紋もんを動かす事もできない。《相紋鑷セパル》は所しよ詮せん魔ま力りよく干かん渉しようできるというだけのピンセット……紋もんを移動させる空間がなければ、使いようがない。

　──ならば、まずは力ずくで相手の〝守り〟に穴を空ける。

　わずか指三本で支えられる小さなメスにありったけの魔ま力りよくを注ぎこみ、これを刃やいばとするアーベント。それを、チェルシーの腹部の手近な鎖さ紋もん中ちゆう枢すうへと振ふり下おろす。

　この呪のろいは十分に育ち、既すでに小康状態に入っている。おまけに隙すき間まもないゆえ、前回と比べれば紋もんの動きは止まっているも同然。繊せん細さいなコントロールはいらず、純じゆん粋すいに力で勝負できる。

　そうして打うち込こまれた刃やいばは、レーザーのごとく、鎖さ紋もんを支える大だい紋もんを寸断。

　普ふ段だんとは桁けた外はずれの膨ぼう大だいな魔ま力りよくの波は、貫つらぬかれた鎖さ紋もんの連れん鎖さ破は壊かいだけに留とどまらず、患かん者じやの上半身全体に衝しよう撃げきを与あたえ、そこに根付く紋もんの結束は崩ほう壊かい。

　アーベントは力任せの一いち撃げきで、密集した敵の陣じん形けいを豪ごう快かいに打うち崩くずしたのだ。

　紋もんの群れはたちまち連れん携けいを失ったように、従来の虫食いのような状態になった。であれば、《相紋鑷セパル》と《紋克刀シユナイド》による、今まで通りのコンビネーションが可能となる。

「とんでもねぇ……いつにも増してムチャしやがるぜ、この先生」

　本来、魄はく紋もんに密着した術じゆつ式しきを力任せに吹ふき飛とばすなど、正気の沙さ汰たではない。

　今いま頃ごろ、見学しているヘリオスなどは青筋を立てているだろう。

　が、エータやルビーはそれに少しも恐おそれを抱いだいていない。アーベントの実力……それに、けして患かん者じやを蔑ないがしろにしないその気質を知り、信じているからだ。

　ゆえに、この一いち撃げきがかえって彼かれらを元気づけた。

　布ふ陣じんが穴だらけになった上半身を、アーベントが《紋克刀シユナイド》と《相紋鑷セパル》で瞬またたく間まに制圧する中、エータとルビーは二人で腰こしから下を担当する。

「──エータ、処理が遅おくれてるわよ！　一人じゃ手に負えないなら、素す直なおに頼たよりなさいよ！」

「う、うるせーな……！」

　先ほどのお返しとばかりに、エータの苦戦をいち早く察知して、フォローに入るルビー。

　口では文句を言いながらも、エータもルビーに協力して速すみやかに処置を進めていく。

「──あんたたち、まさか付き合ってるの？」

　その仲なか睦むつまじさを怪け訝げんに思ったレイミュが、不意に口を開いた。

　どこかの悪あく魔ま娘むすめと違ちがって悪意はなく、ただ素そ朴ぼくな疑問を口にしただけなのだろうが……

「いっ……！」

「動どう揺ようし過すぎよ、ばか！　術が乱れてるじゃない！」

　この予期しない奇き襲しゆうが、助手の中でも特に純じゆん粋すいな思春期男子のハートを穿うがつ。幸い、ただちにルビーが注意を飛ばした事で彼かれは持ち直し、施せ術じゆつへの影えい響きようはない。

「──急になんてコト言いやがる！　コイツとはガキの頃ころからの付き合いっていうか、腐くされ縁えんっていうか……とにかく、アンタが面おも白しろがるような関係じゃねぇよ！」

「ちょっと、やめなよ！　そんな必死になったら、かえってヘンに見えるでしょ！」

　が、このちょっとした一言が、若くて青い少年少女に残した爪つめ痕あとは深かった。

　治ち癒ゆ魔ま術じゆつは維い持じしているものの、いつそれが暴発するかもわからぬテンションで、お互たがい顔を真っ赤にして口論を始めてしまったのだ。

　そんな態度が周りによからぬ誤解を与あたえる元げん凶きようだと察しながらも、アーベントは冷めた心で術じゆつ式しきの除去を続ける。

　というか、エータの方は確実にルビーに気がある事は、彼かの女じよを追ってアーベントの教室に参加した日からバレバレだった。

「幼おさな馴な染じみってやつねぇ……ふーん」

　レイミュも関心が薄うすそうに淡たん泊ぱくな声を漏もらすものの、それとは裏腹に何か得心がいったようにその瞳ひとみは愉ゆ快かいげに揺ゆれている。

「……いいかげん無む駄だ口ぐちはよせ。そろそろ本命に切きり込こむぞ」

　折を見て三人を窘たしなめ、集中を促うながすアーベント。

　軽口が叩たたけるのも余よ裕ゆうの表れと思って多少は大目に見るが、ここからは別だった。

　……解げ術じゆつはいよいよ、最初の山場へ突とつ入にゆうする。

「──さて、問題の術じゆつ式しきの中心部だが……これが特に厄やつ介かいだ」

　助手たちはそのままに、自分のみ作業を一時中断して、一同の視線を患かん者じやに促うながすアーベント。

　その胸部には、相も変わらず一いつ片ぺんの隙すき間まなくひしめき合う紋もんの群れ……先ほどの上半身全体に及およぶ一いち撃げきをもってしても、ここだけはほとんど無傷だった。

　中心部だけあって、強度は桁けた違ちがい。しかも、問題はそれだけではない。

「先にも言ったとおり、この術じゆつ式しきがなんと、背中にも張りついてやがる。この呪のろいの術じゆつ式しきは、世にも珍めずらしい〝二層構造〟のとんでもない代しろ物ものってわけだ」

　アーベント自身、メルヒアの解かい析せき中ちゆうにこれを知った時は驚おどろいたものだ。

　魄はく紋もんは人間の前部表面に浮うかび上あがる、平面の像に過ぎない。

　これに覆おおいかぶさる術じゆつ式しきも本来はもちろん同様なのだが、今回は背面中心部に、同一の術じゆつ式しきがもう一層発生しているのだ……これは、見た目よりはるかに難なん儀ぎな症しよう例れいである。

「この二枚の術じゆつ式しきは、ただ重なり合ってるわけじゃない。互たがいの内ない包ほう魔ま力りよくを共有する事で、強度が増しているばかりか、〝再生力〟まで持っているときてる。つまり、片面を先に処理しても、もう一方が活いきている限り、元に戻もどっちまうってワケだ」

　術じゆつ式しきの再生力を上回るスピードで、片方を完全処理するつもりで行けば力ちから押おしでも対処可能だが、それは無理な話だ。アーベントでも、腕うでが四本なければできない芸当である。

　結論として、片面ずつの治ち療りようはやっても無む駄だという事だ。

「──だから、ここからは両面同時治療で行く。俺おれは一人で背面を処理する、ＡとＢは二人で前面に当たってくれ。同時に処理していけば、互たがいの再生力も落ちるだろう。背面が終わったら、すぐそっちに回る……それまで、なんとか時間を稼かせいでくれ」

「はい……！」

「で、だ……ここでいよいよ、アレの出番になる」

　──不敵な笑えみを浮うかべ、アーベントは壁かべ際ぎわの秘密兵器に目をやる。

　その正体は、屋内用の小型自動クレーンだ。

　天てん井じようギリギリのサイズで、持もち込こむのには一度分解しなければならなかった代しろ物ものである。

　その威い容ように、助手たちは改めて息を吞のむとともに、これの用よう途とに対してさらに戦せん慄りつを覚える。

　アーベントとて、施せ術じゆつ台だいに寝ねたままの患かん者じやの背中にメスを入れる事はできない。

　よって、これを使ってチェルシーの体を吊つり上あげ、背面を解げ術じゆつするための空間をつくる。

　石化した患かん者じやの背中にメスを入れるには、これがもっとも手っ取り早い。

　かくして、魄はく紋もんの具ぐ象しよう化かと緩かん和わ魔ま術じゆつによる術じゆつ式しきの阻そ害がいを助手たちに続けさせたまま、アーベントは単独でセッティングに入る。

　チェルシーからシートを剝はぎ取とり、布状の固定具を胴どう体たいに巻きつけると、それと繫つながった中ちゆう継けいワイヤーを、クレーンにセット。そして、リモコンで操作し、患かん者じやを持ち上げる……

「ほれ、患かん者じやが動くぞ！　術が途と切ぎれないよう、慎しん重ちようについていけ！」

「は、はい！」

「ちょ、魔ま術じゆつ治ち療りようってこんなハードなの!?」

　重い駆く動どう音おんを立てながら上に牽けん引いんされていく石の少女に、助手たちも忙せわしなく追つい随ずい。

　その光景は、傍はたから見ればさぞ滑こつ稽けいであろう。

「……そんなわけあるか。こんな施せ術じゆつ、前ぜん代だい未み聞もんだぞ……」

　これにはヘリオスも呆あきれ返かえり、覇は気きなくぼやく事しかできない様子だった。

　そうして自らの現状を知る由よしもないチェルシーは、施せ術じゆつ台だいから移動。宙ちゆう吊づりでそのすぐ隣となりに固定される。

　……これで、手て筈はずは整った。

「──よし、ではこちらも始める」

　アーベントの合図で、呆ほうけていた助手たちも我に返って動き出す。

　彼かれらが先ほどと同じ姿勢で配置につく中、アーベントは徐おもむろにしゃがんで床ゆかに足を投げ出しチェルシーと床ゆかの間に入はいり込こむ……この姿勢で、解げ術じゆつに臨のぞむのだ。

　やがて、再び《紋克刀シユナイド》を手に、アーベントは執しつ刀とうを開始。

　このような体勢での施せ術じゆつなど、もちろん彼かれにも経験はない。頭上の患かん部ぶに対処するため、常に腰こしを浮うかし手を上げていなければならないのは、想像以上にきつかった。しかも、下着に包まれた尻しりが嫌いやでも目に入る……あの痴ち女じよまがいの悪あく魔まと違ちがって、チェルシー相手ではばつが悪い。

「よくやるわ……」

　この奇き怪かいな状じよう況きように、思わず漏もらしたレイミュのぼやきが聞こえる。

　それでも魔ま道どう具ぐを操あやつるアーベントの両手は微み塵じんの陰かげりなく、一枚岩のように見える術じゆつ式しきのわずかな隙すき間まに確実にメスを入れていった。

　普ふ通つうの手術なら、患かん者じやの体に照明を遮さえぎられて手元もおぼつかないところだが、解げ術じゆつは別だ。

　なにせ、今も患かん者じやを仄ほのかに照らす魄はく紋もんの輝かがやきが、灯あかりとなって彼かれの手を導いているのだから。

　まるで、チェルシー自身が助けてくれているかのように……

　その感覚に力を与あたえられているのか、アーベントのメス捌さばきは、より精度を増していった。

　……が、

「センセイ、そっちはまだ!?」

「どうした！」

　術じゆつ式しきの海に潜もぐり、時間を忘れて没ぼつ頭とうしていたアーベントの意識を、突とつ然ぜんレイミュが引ひき戻もどす。

　こちらは順調であったが、彼かれを欠いた助手たちの方はそうではなかった。

　二人掛がかりとはいえ、初歩の緩かん和わ治ち癒ゆ魔ま術じゆつしか使えないエータたちでは術じゆつ式しきに抗あらがいきれず、苦戦していたのだ。彼かれらが押おし切きられれば、アーベントの方にも悪あく影えい響きようが出る。

「ちくしょう、オレたちじゃ足止めもできないってのかよ……！」

「泣き言いうな！　ここが踏ふん張ばりどころでしょ……！」

　己おのれの無力に憤いきどおるエータをルビーが[image: 叱]しつ咤たして持ち直しを図はかろうとするが、彼かの女じよ自身も極限まで追おい詰つめられている。かすれるほど張り上げた彼かの女じよの声が苦境を物語っていた。

「こちらはまだ掛かかる……！　なんとか、持ちこたえてくれ！」

　アーベントも今は、言葉で彼かれらを支し援えんするより手はない。

　術じゆつ式しきに再生の隙すきを与あたえるのを覚かく悟ごで、ここは彼かれらと交代すべきか……

　──そう考えを巡めぐらせた時、エータたちとは異なる別の魔ま術じゆつが発動したのを察知した。

　アーベントには見えないが、彼かれらより多少出力は高いものの、いまいち安定しきれていない拙つたない魔ま力りよくの波動から、誰だれのものかはすぐにわかった。

「こっちはなんとか抑おさえるから、さっさと片づけてちょうだい、センセイ……！」

「無茶しやがる……」

　──レイミュだ。彼かの女じよは魄はく紋もんを維い持じする緩かん和わ治ち癒ゆを片手で放出したまま、もう片手でそれより出力のある別の治ち癒ゆ魔ま術じゆつを使い、エータたちの支し援えんに回ったのだ。

　……異なる波長の魔ま力りよくを同時発動する事自体、高位の魔ま術じゆつ師しでもよほどセンスのある者しかできない離はなれ業わざだ。試ためそうと思っても、この土ど壇たん場ばで容易にできる事ではない。

　それを可能とする資質と度胸に、アーベントは寒気すら感じる一方、薄うす笑えみを浮うかべた。

　が、事態は暢のん気きに構えていられるほど好転はしていない。

　エータたちの方は持ち直したが、あのような無茶な術の行使が、長く続くわけがない。

　今のうちに自分もできる限り早く処理しようと、今一度施せ術じゆつのスピードを上げる。

　……しかし、それは思いのほか早く訪おとずれた。

「お、おい、アンタ……！」

「大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　十分ほどして、俄にわかに助手たちが騒さわぎ出だしたのと同時に、治ち癒ゆ魔ま術じゆつの反応が一つ消えた。

　どうやら、レイミュが力ちから尽つきたらしい。

　まだかろうじて魄はく紋もんの具ぐ象しよう化かは続けているようだが、それも徐じよ々じよに像を失っていく。

　──今、解げ術じゆつを中断するわけにはいかない。

「Ａ、ソイツと代われ！　Ｂはそのまま治ち療りようを続けろ！」

「は、はい……！」

　咄とつ嗟さにエータを具ぐ象しよう化かに回し、首の皮一枚繫つなげた形で施せ術じゆつは続行。

　……しかし、これが単なる悪あがきにしかならないのはわかっていた。

　二人掛がかりでも分が悪かった術じゆつ式しきを、ルビーが一人で抑おさえられる道理はなく、アーベントが担当する術じゆつ式しきも息を吹ふき返かえすがごとく、また強度が上がってきた。

　このまま続けても、今度はルビーが倒たおれるだけだ。

　万ばん事じ休す、か。

　そう覚かく悟ごを決めた時……

　──消えかけていた治ち癒ゆ魔ま術じゆつの輝かがやきが、ひときわ強く蘇よみがえった。

　レイミュではない。彼かの女じよよりはるかに練度が高く、強きよう靭じんで安定した制せい御ぎよがされた魔ま力りよくだ。

「ヘリオスせんせー!?」

　ルビーが叫さけぶまでもなく、正体はわかっていた。

　正直、思わず手元が狂くるいそうになるほど、アーベントには驚おどろくべき展開であったが、そんな事はおくびにも出さず、あくまで平静に作業を続ける。

「いいのかい、ガレノア先生……アンタの大だい嫌きらいな解げ術じゆつに手を貸してよ？」

「──何の事だ？　あいにく、こちらからは魄はく紋もんに刃やいばを立てる、けしからん男の姿は見えなくてな……私はあくまで、生徒たちの魔術治療に力を貸しているだけだ」

「そうかい」

　返ってきたそっけない答えを、アーベントは薄うす笑えみを浮うかべて受け入れた。

　これが、せめぎ合うプライドと信念の狭はざ間まに見み出いだした、ヘリオスなりの妥だ協きよう点てんなのであろう。

　加勢してくれるなら、なんでもいい。正直言って、今は嬉うれしい援えん軍ぐんだ。

　腕うで利ききのプロだけあって、彼かれは手て際ぎわが良いい。単純に魔ま力りよくが強いだけでなく、患かん部ぶの密度によって魔ま術じゆつの出力を柔じゆう軟なんに変え、効率よく術じゆつ式しきを弱らせているようだ。

　おかげで、こちらの方の術じゆつ式しきはすっかり再生力が衰おとろえ、再びアーベントが優勢になる。

　そろそろ腕うでを上げているこの姿勢も億おつ劫くうになってきたが、この機を逃のがす手はない。

《相紋鑷セパル》で紋もんの配置を調整する手間を惜おしんで、少しでも大だい紋もんが見えるようなら、躊ちゆう躇ちよなくそこに《紋克刀シユナイド》を突つき立たてる、特とつ攻こうまがいの戦術に切きり替かえるアーベント。

　本来、このような捨て身の施せ術じゆつは彼かれも滅めつ多たにしないが、今は恐おそれなど微み塵じんもない。

　姿は見えず視線も感じないが、だからこそ、奮ふん闘とうする助手たちの存在を強く感じる……

　その環かん境きようが、これまで誰だれかと寄より添そいながらも頑かたくなに独りであろうとしたアーベントに、安心感を与あたえた。それが呼び覚ましたのは、これ以上とない集中力と自信。

　──失敗する気がしなかった。

　これによって彼かれのメス捌さばきは比類なきスピードと正確さを獲かく得とくし、強度の高い紋もんといえど全く抵てい抗こうもないほど、すんなり一いち撃げきで粉ふん砕さい。

　目に映る紋もんを端はしから、瞬またたく間まに打ち消していった。

　そして……

「──よし、こちらはあらかた済んだ！　患かん者じやを下ろすぞ！」

　ここまでせいぜい十分、さすがにアーベントといえど全ての紋もんを消し去る事はできなかった。だが、残っているのは随ずい紋もんのわずかな残ざん骸がいのみ。当分は再生できまい。

　ここで、再びクレーンを操作。エータが魄はく紋もんを維い持じしたまま追つい随ずいし、チェルシーの体は施せ術じゆつ台だいへ戻もどされた。

　助すけっ人と役やくを終えたヘリオスは施せ術じゆつ台だいから距きよ離りを置き、無言でアーベントへバトンを渡わたす。

「──ここからラストスパートだ、ぶっ倒たおれない程度についてこい！」

「はい！」

　背中側との連れん携けいが絶たれたゆえ、この術じゆつ式しきに最初の強度など見る影かげもない。

　ここまでくれば、もう前回の施せ術じゆつより楽なくらいだ。

　この頃ころにはレイミュも少しは体力を取とり戻もどし、本来の布ふ陣じんで最後の進しん撃げきに移る……







　──施せ術じゆつ開始から、二時間近くが経過……現状の人員で最大限に機能するべく設計したプランとはいえ、これほどの術じゆつ式しき相手ではやはり人数が少なすぎた。

　ヘリオスの支し援えんがなければ、確実に破は綻たんしていただろう。

　レイミュも計算外の働きをしてくれたにもかかわらず、予想よりもってくれた。

　それでも、皆みなそろそろ体力……いや、精神力の限界が迫せまってきたようだ。

　けして口には出さないが、レイミュは既すでに肩かたで息をしており、エータたちも目が虚うつろになりつつある。

　しかし、終わりが見えてきたのは相手も同じであった。

「──よし、核かくを引きずり出すぞ」

　既すでに患かん者じやを覆おおう術じゆつ式しきの大半は取り除かれ、残ったのは連れん鎖さ崩ほう壊かいを免まぬかれた細かな随ずい紋もんだけだ。

　この瞬しゆん間かんにも、再生の兆きざしを見せるそれらをエータたちが念入りに駆く除じよする一方、胸の中央……術じゆつ式しきの核かくが潜せん伏ぷくしていると思おぼしき部位に、アーベントはメスを入れた。

　やがて、目当ての物が顔を出す。

　──その瞬しゆん間かん、疲ひ弊へいしながらもモチベーションを維い持じしていた面々の空気が変わった。

　皆みな言葉を失い、その一点に視線を釘くぎづけにされたのだ。

「……なんてこった」

　これにはアーベントも脱だつ力りよく感かんを伴ともなう衝しよう撃げきを受けた。

　核かくを包むように球体状に閉じた無数の紋もん……それに巻まき込こまれる形で、チェルシーの魄はく紋もんの一部が同化していたのだ。まるで、植物が根を伸のばして他の植物に寄生するように……

「魄はく紋もんと術じゆつ式しきが癒ゆ着ちやくし始はじめてやがる……」

　これは、魔ま障しようの症しよう例れいとしては最悪のケースだった。

　この呪のろいは、アーベントの経験でも、数えるほどしか見た事のない高レベルの術じゆつ式しきだ。魄はく紋もんを侵しん食しよくするだけでは飽あき足たらず、それを吞のみ込こもうとするほどに。

　いずれは魄はく紋もん全体と同化し、チェルシーは永久に元には戻もどれないだろう。

　そうなれば、肉体的にはともかく、彼かの女じよは命を失ったも同然……救う術すべはない。

　こうなってしまっては魄はく紋もんを傷つけずに術じゆつ式しきだけを取り除くのは不可能だ。

　しかも、そこは心臓に近い部分……その魄はく紋もんが欠ければ、どのみち患かん者じやの命はない。

「──これまでのようだな。お前でも、どうにもなるまい」

「……そうだな」

　既すでに状じよう況きようを受け入れたヘリオスが神しん妙みように告げ、アーベントも頷うなずく。

　非情な物言いだが、はっきり口にせねば、生徒たちも納なつ得とくできまいという配はい慮りよだろう。

「そんな、チェルシー……」

　ルビーも、そしてエータも思わず術を止め、悲ひ嘆たんに暮れる。

　それにつられるようにして、レイミュも術の発動をやめようとするが……

「──ただし、これまでの施術では、な……まだ手はあるさ」

　不敵に告げられたこの一言が、彼かの女じよの意識を患かん者じやへ繫つなぎ止とめた。

　エータたちも顔を上げ、ヘリオスは「何？」と訝いぶかしげにアーベントへ振ふり向むく。

「貴様なら、この状態の術じゆつ式しきから魄はく紋もんだけを安全に切きり離はなす事ができるとでも言うのか？」

「まさか……そんな玉ぎよく砕さい覚かく悟ごの大おお博ばく打ちより、確実な方法が一つだけある」

「なんだと……？」

　俄にわかには信じがたいとばかりに、顔を顰しかめるヘリオス。

　一方で、生徒たちは心細げにしながらも、その瞳ひとみは希望を見るように光を取とり戻もどしていた。

　アーベントが断言する以上、間ま違ちがいはない。そういう信しん頼らいに満ちた瞳ひとみだった。

　確かに希望はある……しかし、彼かれらがそれを目にする事はないだろう。

「──が、ここからは見学お断りだ。悪いが、弟で子し以外は即そつ刻こく退室してもらおう」

「え、アタシだけ……？」

　この思わぬ指名に、ぽかんと呆ほうけるレイミュ。

　それは、この場にいる者……特にヘリオスには納なつ得とくしがたい言葉だった。

「バカな、たった二人で何ができる！　何をやろうというのだ、貴様は！」

「人には見せられないコトだよ。魔ま術じゆつ師しなら、そういう秘密の一つや二つあるだろ？」

　興奮気味に食ってかかるヘリオスに対し、アーベントはあくまで不敵にそう吐はき捨すてる。

　魔ま術じゆつ師し……特に高位の実力者にとって、長い研究の果てに会え得とくした己おのれの深しん奥おうは、みだりに晒さらしてはならない、重要機密の塊かたまりなのだ。

　ヘリオスほどの達人ならば、自身にも心当たりはあるだろうと踏ふんでいた。

　実際、これを聞くと彼かれは物言いたげにしながらも、口を噤つぐんで黙もく認にんの構えをとる。

　次にアーベントは、祈いのるように切実な、しかし現状を憂うれえるような焦じれた眼まな差ざしで自分を見つめる二人の生徒へ振ふり向むき、ふっと口元を緩ゆるめる。

「心配するな、コイツは必ず治す……せいぜい、神サマに祈いのっておきな」

　あくまで普ふ段だん通どおり不ふ遜そんに、それだけ告げた。

　……なまじ、安心させようと意識するほど、ロクな言葉が出てこない事を自覚する。

　この不器用さが相手にも伝わったのか、二人は吹ふき出だすようにぽろりと笑えみをこぼした。

「ああ……わかってるよ、先生。頼たのんだぜ」

「いつも通り、ちゃちゃっとやっちゃってね、せんせー……！」

　そして、彼かれらなりの精せい一いつ杯ぱいの激げき励れいをもって、アーベントに全てを託たくす。

「……ああ、任せとけ」

　それにアーベントもまた、これまでにない柔にゆう和わな微笑ほほえみで応えるのだった……







　ほどなくして、施せ術じゆつ室しつに残ったのは二人だけとなり、まるで施せ術じゆつが終しゆう了りようしたかのような、もの寂さびしい静せい寂じやくに包まれる。

　アーベントの手にはもう器具はなく、チェルシーの患かん部ぶを、ただじっと見下ろしていた。

「──一体、何をやるつもりか知らないけど、どうしてアタシを残したの？」

　彼かれの意図を探さぐるように、レイミュがおそるおそる話しかける。

　当のアーベントは術じゆつ式しき以外眼中にないとばかりに視線を動かさないが、声は聞こえていた。

「具ぐ象しよう化か要員にまで出ていかれちゃ、解げ術じゆつにならねぇだろ。それに少し早いが、いい機会だからお前さんの望みを叶かなえてやろうと思ってな……」

「え……？」

　首を傾かしげる彼かの女じよをよそに、微び動どうだにせず佇たたずんでいたアーベントが、ようやく動く。

　が、その手は器具には触ふれず、徐おもむろに自らの手て袋ぶくろを外し始めた。

　屋内はおろか、授業ですらけして外さない、漆しつ黒こくのベールを……

　それを片手ずつゆっくり脱ぬぎ、ぽいっとぞんざいに放り投げる。

「な、なにソレ……！」

　そこから現れた手……いや、それに刻まれていた物を見るや、ぎょっと目を見開くレイミュ。

　曝さらけ出だされた両手には指先から手首にかけて、一見すると皮ひ膚ふが抉えぐられた跡あとと見み紛まがうような、赤々とした痣あざ……いや、紋もん様ようが刻まれていた。

　魄はく紋もんとも術じゆつ式しきとも違ちがう。それらよりずっとシンプルな、無数の円と線で構成された拙つたないデザインのタトゥーのようにも見える模様だ。

　呪のろいの術じゆつ式しきのような禍まが々まがしさはないが、それでもレイミュは圧あつ倒とうされ、言葉を失う。

　紋もん様ようの出現と共に、アーベントの気配は一変。元々、不気味な気配を纏まとった男であったが、それが今は明確な威い圧あつ感かんとしてレイミュの感覚をビリビリと圧あつ迫ぱくしていく。

「──コイツは、《神紋デイオ・ステイグマ》……神の体にのみ刻まれた、支配者の証あかしだ。名前は知ってても、実際に見たヤツはほとんどいまい。模写するだけでも、ご法はつ度とって代しろ物ものだからな」

「神、ですって……？」

「そう……俺おれの体には半分だけ、〝神の因子〟が混ざっている。普ふ段だんは人間と変わらないが、今はこの通り……多少は神サマらしい力を感じるだろう？」

　──これが、アーベントの特異性の根源。

　彼かれとフリーティアを繫つなげる縁えにしであり、憎ぞう悪おの対象……そして、彼本来の切り札である。

　これを使う事もけして軽い決断ではないが、あの黄金の剣つるぎを使うよりはいい。

　あれ以外でこの状じよう況きようを打破できるとすれば、もうこの手しかなかった。

「神の因子……それって、あんたの言う神かみ憑つきと一いつ緒しよってコト？」

「勘かん違ちがいするな。ヤツらは所しよ詮せん、ハイフラグメントを介かいして、後天的に神の力を得ただけの人間……俺おれとはワケが違ちがう」
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　そう否定するアーベントの声には、一いつ緒しよにされたくないという憤いきどおりが混ざっていた。

　目つきも厳しくなり、レイミュは怯おびえたように黙だまり込こむ。

「──ま、それはさておき……まずは、やるコトをやらなきゃな」

　自らの手を見下ろす瞳ひとみが黒く濁にごっていくのを振ふり切きるようにアーベントは視線を患かん者じやに移し、ほどなくしてレイミュを見た。

　そして何も言わず、傍かたわらのテーブルに置かれていた《紋克刀シユナイド》を手に取り、彼かの女じよへ差し出す。

「──弟で子し、解げ術じゆつ師しとしての初仕事だ。コイツで、患かん者じやの術じゆつ式しきと癒ゆ着ちやくした魄はく紋もんを斬きれ」

「はっ……？」

　ただでさえ混乱していたレイミュだが、この一言でとうとう表情がなくなる。

　魄はく紋もんの切断……それは即すなわち、チェルシーを殺せと命じているのと同義だ。

　さきほどの生徒たちとの約束……、あれは何だったのだろうか、とレイミュは途方に暮れる。

　もちろん、アーベントにチェルシーを殺すつもりなど微み塵じんもなかった。

「コイツには俺おれの魔ま力りよくを既すでに充じゆう塡てんしてある。術じゆつ式しきを斬きるだけならお前さんでもできるだろう。魄はく紋もんも構わずぶった斬ぎれ……その後、俺おれがソイツを繫ぎ合わせる」

「つ、繫つなぎ合あわせる!?　なに言ってんの、そんな単純なモノじゃないでしょ、魄はく紋もんって！」

　それは魔ま術じゆつ治ち療りようの経験がないレイミュでも、少し調べればわかる事だ。一度破損した魄はく紋もんは、いかなる魔ま術じゆつでも修復された例がない。

　できるとすれば、それはまさしく神の力と言うほかないが……

「──できる。今の俺おれなら……なにせ、この両手は正しよう真しん正しよう銘めい、神の手だからな」

　今一度見せつけるように、甲こうを向け、両手を構えるアーベント。

　そこから、魔ま力りよくとは異なる計り知れない力が滲にじみ出でているのは、レイミュも察していた。

　何より、彼かの女じよを見つめるアーベントの瞳ひとみには、一いつ片ぺんの迷いもない。

　この手の力を信じている……いや、これを使う以上、最初から結果は決まっていると言わんばかりの、冷たい確信がそこにはあった。

　……それを見ているうち、レイミュの瞳ひとみからもやがて恐きよう怖ふが消える。

　余計な迷いを捨てるように、彼かの女じよはふーっと息を吐はき、片手で魄はく紋もんを維い持じしたまま、もう片手を《紋克刀シユナイド》に伸のばした。

　失敗すれば、彼かの女じよは今度こそ人殺しだ。エータたちからも、さぞ恨うらまれるだろう。

「──しくじったら、一生呪のろうわよ」

　その重圧を紛まぎれさせるように一言吐はき捨すて、レイミュは白銀の刃やいばを受け取る。

「ソイツはカンベンだ……ま、期待してな」

　内心その覚かく悟ごを褒ほめ、しかしあくまで強したたかな笑えみを浮うかべるアーベント。

　レイミュの瞳ひとみにもまた、相手はもちろん自分をも信じる、力強い輝かがやきが灯ともっていた。

　──それは、実際に手を下す瞬しゆん間かんも、けして衰おとろえない。

　揺ゆるぎない意志のもと、白はく刃じんは宙に白い線を描えがき、チェルシーの魄はく紋もんを、それを覆おおう忌いまわしき呪のろいもろとも真っ二つに裂さいた。

　──その刹せつ那な、アーベントの両手が……神の手が魄はく紋もんへ差さし伸のべられる。

　破損した魄はく紋もんがそのまま体に定着すれば、チェルシーの心臓が動く事は二度とないだろう。

　そうなる前に、呪のろいもろとも切きり裂さかれて分ぶん離りした魄はく紋もんを、両の指先で摑つかみ取とる。

　本来なら魔ま力りよくなしには干かん渉しようできないこの発光体に、彼かれの手はしかと触ふれていた。

　レイミュが驚おどろきの声を上げる間もなく、ゆっくり近づけられる二組の紋もん……

　アーベントの瞳ひとみはみるみる紅あかく染まり、手に刻まれた紋もん様ようは蛍ほたる灯びのような青白い輝かがやきを放ちながら、切断された魄はく紋もんを徐じよ々じよに復元していく。

　まるで、金属を熱して溶よう接せつするかのように……

「ほんとに、繫つながってる……どういう理り屈くつなの？」

「言ったろ、これは神の力だって……〝奇き跡せき〟に理り屈くつなんてあるかい」

　イメージする事によって術者の思い通りに世の法則を操あやつり、事象を書かき換かえる。

　これが天使や悪あく魔まのものとは違ちがう真の《旧魔術アルタ・マギエル》であり、人類が再現を試みてもとうとう辿たどりつけなかった、原初の神秘……まさしく、神の奇き跡せきである。

　両の手の《神紋デイオ・ステイグマ》が輝かがやいた時のみ、アーベントはこの奇き跡せきを行使する事ができる。

　が、本物の神と比べればそれはあまりに小さく、発動時間も短い……ゆえに、彼かれは皮肉を込こめて、これを《ひとつまみの奇跡ヴンダーツ・クライレ》と呼ぶ。

「──もっとも、その代だい償しようは安くはないがな」

　最後にぼそりと呟つぶやくと、手の中の魄はく紋もんは、既すでに少しの損そん傷しよう跡あともなく修復されていた。

「や、やった……！」

「ぼけっとするな、まだ終わりじゃねぇ。さっさとソイツをよこして、魄はく紋もん維い持じに集中しろ」

　安あん堵どのあまりあわや気が抜ぬけかけたレイミュを、すかさず一いつ喝かつ。

　この奇き跡せきはあくまで、解げ術じゆつする上での障害を打ち破ったに過ぎない。本番はこれからだ。

　レイミュからメスを受け取り、再び患かん部ぶの処置に移る。

　しかし、最後にして最大の壁かべを乗のり越こえたアーベントにもう恐おそれるものはなく、術じゆつ式しき核かくを覆おおう紋もんを危なげなく、順調に斬きり裂さいていった。

　ここまでくればサポートも必要ない。彼かれにとっては、消化試合のようなものである。

「──今はこうして頼たよっちゃいるが、あの力は俺おれにとって呪のろいでしかない……」

　ゆえに、作業する手はそのままに、穏おだやかに口を開く程度の余よ裕ゆうがあった。

　一方、それほど余よ裕ゆうでもないレイミュは、返事をするのもままならず、それを聞く。

「俺おれが《新魔術ノイル・マギカ》を使えないのも、体に刻まれたこの因子のせいだ。まるで、体の中の〝神〟が人の造りし紛まがい物ものを拒こばむように、どうしても術じゆつ式しきを転写できない。おまけに、あの力も不完全……俺おれは、人にも神にもなれない、出で来き損そこないの半はん端ぱ者ものなのさ」

《新魔術ノイル・マギカ》が使えないというのは、あくまでアーベント特有の性質……本物の神であれば、フリーティアのように使おうと思えば使えるのだ。

　その、人としても神としても致ち命めい的てきな欠けつ陥かんを持ってしまったがために、彼かれは生まれながらのハグレモノとして、人の世にひっそり隠かくれ住すむ事を余よ儀ぎなくされたのである。

「中ちゆう途と半はん端ぱに人にん間げん離ばなれしていたために、表の世界では神の庇ひ護ごなしに生きていけなかった。コイツのおかげで、俺おれは自分の人生を奪うばわれたんだ……コイツは間ま違ちがいなく、出会ってきた中でもっともタチの悪い呪のろいさ。それを消し去るため、俺おれは解げ術じゆつを学んだ。俺おれの本来の魄はく紋もんを覆おおうように根を張った神の因子……突つき詰つめれば魄はく紋もんそのものを加工するにまで至るという、真に完成された解術であれば、ソイツを取り去るコトができるかもしれない」

　──と、アーベントに解げ術じゆつを教えたフリーティアは言っていた。

　彼かの女じよの言葉など信用できたものではないが、それでもアーベントは解げ術じゆつを学んだ。ほかでもない、彼かれ自じ身しんがこの技術に宿願を叶かなえる可能性を見み出いだしたからだ。

　解げ術じゆつを完成させるため、フリーティアの下もとでの修しゆ業ぎようはもちろん、呪のろいや未いまだ未知の部分が多い魄はく紋もんの研究に明け暮れた。

　人の命を預かる以上、常にベストを尽つくしてきたつもりだが、一方でこれまで重ねてきた解げ術じゆつのほとんどは研究の一いつ環かんに過ぎず、ある意味では患かん者じやを利用しているとも言える……

　そんな矛む盾じゆんを抱かかえながら、彼かれはここまで歩んできたのだ。

　さらに、神の因子に対たい抗こうする力を付けるため、ハイフラグメントにも手を出し、それを己おのれの糧かてとした。半神である彼かれの肉体ならば、ハイフラグメントの毒素にも対たい抗こうしうるし、ハイフラグメントの魔ま力りよくを安全に摂せつ取しゆする事も可能だったのだ。

「──これが、俺おれの正体だ。お前さんも大たい概がいだが、こっちは正しよう真しん正しよう銘めいの化け物ってわけだ。それを踏ふまえた上で弟で子し入いりの件、ちゃんと考えておくんだな」

　最後に自じ嘲ちようするように笑えみをこぼし、アーベントは話を締しめる。

　その頃ころにはもう、中心部の術じゆつ式しきはおおよそ除去され、呪のろいの核かくが顔を出していた。

　アーベントはなんの感かん慨がいもなく、一ひと突つきでその息の根を止める。

　……本当なら、神の力になど頼たよらず、自分の技わざだけでケリをつけたかった。

「……施せ術じゆつ終しゆう了りようだ」

　それを悔くいとしながら、アーベントは器具を置き、施せ術じゆつを終える。

　その瞬しゆん間かんまで、レイミュは声を出さなかった。いや、その体力すらもうなかったのだ。

「──おっと」

　終しゆう了りようが宣言されるや否いなや魄はく紋もんは消失し、レイミュは頽くずおれる。彼かの女じよの体をアーベントは咄とつ嗟さに抱だきとめた。

　マスクを外して顔色を確かく認にんすると、どうやら眠ねむっているだけとわかり、ひとまず安あん堵どする。

「とりあえず、今回のところはご苦労さん……」

　笑えみまじりに一言労ねぎらい、レイミュの体を胸に抱だきながら腰こしを下ろすアーベント。

　もちろん、ずっとこのままとはいかないが、せめてほんのしばらくはこうしているのも悪くない……どこか晴れやかな弟で子しの寝ね顔がおが、アーベントをそんな気分にさせた。

　だが、施せ術じゆつが成功したからといって、患かん者じやが回復するとは限らない。

　チェルシーの呪のろいは除去されたが、彼かの女じよの体は依い然ぜん石のまま……未知の症しよう状じようゆえ、自然と元に戻もどる保証はないし、今後も何が起こるかわかったものではない。

　だから、彼かの女じよを確実に回復させるには、魔ま術じゆつ医いによる丹たん念ねんな処置が必要だった。

　そのために、アーベントはただちに部屋の外へ声を掛かけ、ヘリオスを呼ぶ。

「──というわけで、術じゆつ式しきの方はもう心配あるまい。あとは、アンタの仕事だ……魔ま術じゆつでも薬でもなんでも使って、アイツを元に戻もどしてやってくれ」

「……いいだろう」

　不ふ遜そんな物言いだが、これは医道に則のつとった正当な依い頼らいだ。

　ヘリオスにも拒きよ否ひする理由はなく、神しん妙みようにこれを承しよう諾だくし、ただちに患かん者じやの状態を確かく認にんすべく触しよく診しんを始めた。

「──魔ま術じゆつより、局所作用の高い緩かん和わ系けいの薬でひとまず様子を見てみよう。ただ、塗ぬり薬ぐすりのため私一人では少々具合が悪い……マレッグ先生、手伝ってもらえませんか？」

「え……は、はい」

　不意の申し出に一いつ瞬しゆん戸と惑まどった様子のグレイスだが、すぐ平静になり、施せ術じゆつ台だいへ向かう。

　つまらない事を気にする男だ、と冷ややかに見ながら、レイミュを抱だいて立ち上がるアーベント。この場でもう、彼かれらにできる事はない。

　もう立っているのもつらいほど消しよう耗もうしているにもかかわらず、チェルシーに付つき添そいたがっているルビーたちに休むよう促うながし、共に医い療りよう室しつを後にする。

　その一方で、アーベントはけして忘れてはいなかった。

　──解げ術じゆつの成功が、この一連の事件の終わりではない事を……







　施せ術じゆつ終しゆう了りようから数時間後。空が蒼あおみを帯び、薄うす明あかるくなった頃ころ、それは動き出した。

　灯あかりが消され、暗く閉ざされた魔ま術じゆつ医い療りよう室しつに、一人の人物が足を踏ふみ入いれる。

　カーテンが閉め切られ、未いまだ夜と変わらぬ暗くら闇やみの中を、全く迷う素そ振ぶりもなくその人物は歩を進めていく。

　今ここにいるのは、施せ術じゆつ終しゆう了りよう後ごに倒たおれて運はこび込こまれたレイミュだけ……それを、侵しん入にゆう者しやは知っている。ゆえに、狙ねらいは彼かの女じよだった。

　ベッドを仕切るカーテンを払はらいのけ、寝ね息いきをたてている彼かの女じよを確かく認にんするや、幽ゆう鬼きのような挙動で、そっと手を……呪のろいの術じゆつ式しきを転写した魔ま力りよくを纏まとう手を伸のばす。

　が……

「──ようやく一人治したばかりだってのに、これ以上患かん者じやを増やすのはカンベンしてくれ」

　嫌いやみったらしさを多分に含ふくんだ冷ややかな声が、暗くら闇やみに響ひびいた。

　侵しん入にゆう者しやは思わず振ふり向むく。出入り口のドア付近に、声の主はいた。

〝暗視〟の魔ま術じゆつですら発見に手間取るほど、周囲の闇やみに溶とけ込こむ黒衣を纏まとった男……

　男は徐おもむろにドア際ぎわのスイッチに手を伸のばし部屋の灯あかりをつけた。

　自室で休んでいるはずの、アーベントである。

　彼かれと相対している侵しん入にゆう者しやは、彼かれのごく身近な人物……つい先ほどまで、何食わぬ顔でヘリオスの傍かたわらでチェルシーの治ち療りように立ち会っていた人物であった。

「待ってたぜ、グレイス＝マレッグ先生……」







「──アンタが、この一連の事件の犯人……即すなわち、神かみ憑つきだな？」

　もはや、どんな言いい逃のがれも通じない……そう念を押おすような強い語気で問とい質ただすアーベント。

　グレイスは、レイミュへ差さし伸のばした手を慌あわてて引ひき戻もどし、ぎこちなく向き直る。

　その顔は、穏おん和わな八方美人の皮を脱ぬぎ捨すて、狼ろう狽ばいに満ちていた。

「か、神かみ憑つき……？　何を言っているの、アーベント先生？　誤解してるのかしら、私はガレノア先生のお手伝いが終わったので、帰りに少しだけ彼かの女じよの様子を見ようと……」

「じゃあ、今使おうとしていた術はなんだい。この俺おれが、呪のろいの魔ま術じゆつを見み逃のがすと思うか？」

　震ふるえる唇くちびるからたどたどしく紡つむがれる弁明を、アーベントは涼すずしく一刀両断。

　この男に、魔ま術じゆつに関して下手な誤ご魔ま化かしは利きかないと、グレイスも十分に理解している。

　必死に思考を巡めぐらせるうちに、彼かの女じよの顔色はどんどん悪くなっていった。

「──実のところ、施せ術じゆつ前まえからもうアンタには目星をつけてたんだ……犯人に興味はないんで成り行きに任せて静観しようと思ったが、そうもいかなくなった。アンタの術じゆつ式しきは強力過ぎる……これ以上、厄やつ介かいな患かん者じやを増やされたらたまらんよ」

「一体、何を根こん拠きよにそんなことを……？」

「マレッグ先生。この前、アンタに今回の呪のろいに関する魔ま術じゆつ書しよに心当たりがないか尋たずねたよな？　そん時アンタ、なんて答えた？」

「なんてって……確か、『テンブリーの書に心当たりはない』……と……」

　質問されるままつらつらと答えていたグレイスの声が、その表情もろとも突とつ如じよ凍こおりついた。

　アーベントの唇くちびるが、底意地悪くぐにゃりと歪ゆがむ。

「──そう、俺おれが探していたのはテンブリーの呪じゆ術じゆつ書しよだ。あれほどの術じゆつ式しき、出所はそれくらいしか考えられないからな……ただ、俺おれは魔ま術じゆつ書しよとしか言ってないのに、よくわかったな？」

「そ、それは……私も貴方あなたと同じことを思っていたので、咄とつ嗟さに……」

「なんの脈みやく絡らくもなしに咄とつ嗟さには出てこないだろ。もっとも、実際にソイツを見つけて研究までしていたんなら、反射的に口を滑すべらすのもあり得なくはないが……？」

　──それが即すなわち、今回の術じゆつ式しきを造った犯人像という事になる。

　たとえ、神かみ憑つきとなって強大な力を手に入れたとしても、強力な術じゆつ式しきを獲かく得とくする事はできない。それに見合う知識がなければ、術じゆつ式しきは造れないのだ。グレイスはその点、知識量だけならこの学校でも一、二を争う術じゆつ式しき学がくの専門家……これほど納なつ得とくのいく答えはなかった。

「俺おれが呪じゆ術じゆつ書しよに辿たどりつくのを危き惧ぐしたアンタはそれを回収するため、あの夜に図書館へ忍しのび込こんだ。あそこは、マナー知らずの輩やからが平気で本を持もち逃にげするくらいだ、今いま更さら一冊なくなってもわかるまい……そこでウチの自じ称しよう助手と鉢はち合あわせして、やむを得ず襲おそったんだろう」

「そんなの、憶おく測そくに過ぎない……！　全て、貴方あなたの勝手な戯たわ言ごとだわ！」

　……そう、いくら論理的にはつじつまが合っていても、証しよう拠こがなければどうにでも言いい逃のがれはできる。

　彼かの女じよがぐうの音も出ないほどの証しよう拠こがあるとすれば、それは……

「──残念ながら、その男の戯たわ言ごとだけではありませんよ、マレッグ先生」

　部屋の奥おくの施せ術じゆつ室しつへ通じるドアが不意に開き、男の声が響ひびいた……そこから粛しゆく々しゆくと姿を現したのは、ヘリオスだった。

　彼かれのグレイスを見る目は、いつものような若じやつ干かん浮うわついた熱を帯びたそれではなく、動どう揺ようを抑おさえようと取とり繕つくろった冷れい徹てつさが浮うかんでいた。

　どういう経けい緯いかはアーベントにもわからないが、彼かれもまた真相に辿たどり着ついていたようだ。

「ガ、ガレノア先生まで何を……！」

「どうした、ガレノア先生？　治ち療りようはもう終わったのかい？」

　なおも否定しようとするグレイスに割って入り、アーベントは飄ひよう々ひようと話しかける。

　おそらく治ち療りようの成果に、答えがあるのだろうと踏ふんだからだ。

「ああ……終わったよ。まだ多少筋肉に硬こう直ちよくが見られるが、患かん者じやは大方元に戻もどった。そして、少しだが意識を取とり戻もどした」

「ほう……」

　どうやら、予想は的中したようだ。

　今から小一時間ほど前、ひと段落着いたのでグレイスを先に帰して様子を見ていたところ、チェルシーは徐じよ々じよに元の肌はだを取とり戻もどし、仮死状態から蘇そ生せいしたらしい。

　それからほどなくして、彼かの女じよはうわ言のように、途と切ぎれ途と切ぎれにこう言ったそうだ。

『グレイス先生、どうして……』、と。

「──彼かの女じよは犯行の一部始終を知る、被ひ害がい者しやであり目もく撃げき者しやだ。信じたくない話ではあるが、襲おそわれた本人はもっと信じられなかっただろうな……そういう悲痛な声だったよ」

　信しん頼らいする恩師に裏切られた少女を憐あわれむように、悲ひ哀あい交まじりの声で語るヘリオス。

　普ふ段だんの冷れい徹てつさもグレイスへの仄ほのかな情も揺ゆらぐほど、チェルシーの言葉は彼かれの胸に突つき刺ささったのだ。

「そんなの、所しよ詮せんは苦くるし紛まぎれのうわ言だわ！　真実かどうかなんてわかったものじゃない……そんなものにほだされるなんて、貴方あなたらしくないんじゃなくて、ヘリオス！」

「グレイス……」

　ヘリオスの感傷を断たち切きるように、声を張り上げるグレイス。普ふ段だんの穏おだやかな彼かの女じよの面おも影かげはなく、感情に逸はやるまま、素すの自分を出していた。

　彼かの女じよと向き合うヘリオスも、別人のように取り乱す旧友を憂うれえるように瞳ひとみを陰かげらせる。

　もはや、見るに堪たえない……相手が相手なだけに、なるべく穏おん便びんに済ませたかったが、こうなれば容よう赦しやはしない。アーベントの表情が、冷たく研とぎ澄すまされる。

「寝ね言ごとじゃ納なつ得とくいかないなら、もっとはっきり聞かせてやろう。事の一部始終を知る、被害者の証言ってヤツをな……」

「……なんですって？　他に一体誰だれが……」

　アーベントの発言にグレイスが怪け訝げんに顔を顰しかめたその時、彼かれの背後のドアが不意に開かれた。そこに立っていたのは……

「じゃじゃ～ん、正解はこちら！　メルヒアさんとクアンちゃんで～っす！」

　──石になっていたはずの悪あく魔ま娘むすめと、今まで行方ゆくえ知れずだったメイド天使であった……
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　──それは、二日前……チェルシーの見み舞まいから戻もどってきた後の事だった。

「おい、ドＳ悪あく魔ま。一つ、頼たのまれてくれないか？」

　研究室に入ると、どうやらレイミュは部屋に戻もどったらしく、そこにはメルヒアだけが残されていた。都合がいいとばかりに、アーベントは用件を切り出す。

　……グレイスが図書館でテンブリーの書を閲えつ覧らんしていた事は、確信した。

　そして、今夜にでもそれを盗ぬすみに行くだろう、とも……

「──そのコソ泥どろを捕つかまえればいいんですか～？　なかなか探たん偵ていらしくなってきましたね～」

「いや、捕つかまえなくていい。むしろそこにノコノコ現れて、全力で煽あおってくれ。相手が思わず、お前を襲おそいたくなるくらいにな。それで、石化の呪のろいを使ってくれればしめたものだ」

「へっ？」

　その奇き妙みような依い頼らいに、さすがのメルヒアも本気で首を傾かしげたようだ。

　アーベントの狙ねらいは、犯人ではない。本当の目的は、石に変えられたメルヒア自身……それを、解げ術じゆつの突とつ破ぱ口こうとするために。証しよう拠こを押おさえるのは、ついでに過ぎなかった。

「──真顔で、とんだド鬼き畜ちくなことを頼たのみやがる先生ですね～……ま、面おも白しろそうではあるし、せいぜいおしゃれなカフェのお高いスイーツで手を打ってあげましょうかね～」

「いいだろう。ただし、パフェだのケーキだのは知らん、金は出すから自分で勝手に食え」

「おほほ～い、そうなったら俄が然ぜんやる気が出てきますね～。ところで、もしわたしが石にされたら、先生が治してくれるんですか～？」

「その必要なんかねぇだろ。本来の力を取とり戻もどしたお前なら、自力で呪のろいを破るくらい造作なかろう。やるコトが済んだら折を見て、《悪あく魔まの書》を使う……あとはお前次し第だいだ」

「つれないですね～」

　そっけない返事に露ろ骨こつに機き嫌げんを損そこねて、唇くちびるをすぼめるメルヒアだったが、ふと何かを思いついたようににぱっと笑え顔がおを咲さかせる。

「ほんじゃ、せいぜいグレイス先生を力の限り煽あおってやりますかね～」

　──意外な事に、メルヒアも既すでにアーベントと同じ結論に辿たどり着ついていた。

「お前も気づいていたのか……彼かの女じよから、何か嗅かぎつけたのか？」

「ま、その辺は今度じっくり教えてあげますから、楽しみにしててくださいな～。もし当たってたら、とっておきのＶサインを見せてあげますね～」

　……そんなやりとりがあった翌日、彼かの女じよはまんまと石化した状態で発見された。

　術じゆつ式しきか彼かの女じよ自じ身しんの特性かはわからないが、完全に石化するまでに幾いくばくかの猶ゆう予よがあったらしい。宣言通り、彼かの女じよは誰だれもが引くあの〝予想的中〟ポーズを決めていた……




　──そして、時間はチェルシーの施せ術じゆつ終しゆう了りよう後ごまで進む。

　レイミュを医い療りよう室しつに寝ねかせてそこを出たアーベントはすぐ自室に戻もどり、素すっ裸ぱだかのまま放置していたメルヒア像と対面。悪あく魔まの書を使って、彼かの女じよに力を与あたえた。

　光の粒りゆう子しと化した〝己おのれの半身〟を纏まとい、その体は徐じよ々じよに元の生なま肌はだを取とり戻もどす。

《悪あく魔まの書》から供給されたメルヒア本来の魔ま力りよくが、彼かの女じよの核かくに当たるフラグメントを活性化させ、術じゆつ式しきを無効化すると同時にその身を初期化したのだ。

　要は、クアンがメルヒア戦の後、ダメージをリセットした時と一いつ緒しよである。

「んんっ……メルヒアさん、ふっかーつ！」

　しばらく目を開けたまま硬こう直ちよくしていたメルヒアだが、やがて意識を取とり戻もどすや、ぐぐっと全身に力を入れ、全快を猛もうアピールするように両手両足を広げてみせた。

「バカやってないで、さっさと服を着ろ。まだやるコトはあるんだ」

「んもぅ、どうせ先生が剝はいだんでしょ～？　意識が残ったままだったら、とんだ羞しゆう恥ちプレイでしたね～……想像すると、ちょっとコーフンしちゃったり」

「うるせぇっ、早くしろ！」

　意識を奪うばわれ、物言わぬ石像になっていたという自覚がありながら、メルヒアの精神は硬こう直ちよくするどころか、むしろ以前にも増して活いき活いきしていた。

　そんな彼かの女じよに呆あきれながら、アーベントは次の目的に意識を向ける。

　──グレイスが施せ術じゆつ室しつにこもっている今、アレを探すには絶好の機会だ。

　彼かの女じよが神かみ憑つきなら、絶対に所有している物……即すなわち、ハイフラグメントである。

　魔ま術じゆつ師しが物を隠かくすとすれば、己おのれの研究拠きよ点てんが定石……向かうべき先は校舎の研究室だった。




　懐かい中ちゆう電灯で先を照らしながら深夜の廊ろう下かを進む、黒衣の男。

　さらに、その後ろをついていく、これまた黒衣の少女……

　制服はアーベントに切きり裂さかれたあの一着しかなく、べつにジャージでもなんでも構わないのだが、何を張り切っているのか彼かの女じよが選んだのは他所よそ行ゆきの小こ綺ぎ麗れいなドレスだった。

　肩かたやへそをまるっと出した、フリル多めのいわゆるゴスロリ調のミニドレス……そんな服を着た娘むすめが、全身黒ずくめの男と歩いていれば、昼間ならさぞ目を引くことだろう。

「──ところで～、例のハイフラグメント、ほんとにそこにあるんですか～？　本人が持ち歩いている可能性だってあるでしょ～」

「あんな高純度の魔ま力りよくの塊かたまりを身に着けていれば、勘かんのいい魔ま術じゆつ師しなら誰だれでも気づく。それに、彼かの女じよの生徒が被こうむった例の体調不良……原因は、おそらくハイフラグメントだろう」

　上質なハイフラグメントは、特定の人間に無自覚のまま呪のろいを発はつ症しようさせるほどの力を、常に垂れ流している……以前の、ガルデア＝ボーマンの一件がそうだったように。

「──今回は、神の意識が宿っているほどの最上級の代しろ物ものだ。周囲の人間から魔ま力りよくを吸い上げるくらいできても、不思議じゃない……体調不良の正体は、無自覚の魔ま力りよく欠けつ乏ぼう症しようってわけだ」

　おそらく当初は、グレイスの授業中、彼かの女じよの研究室のどこかに隠かくされたフラグメントから、知らぬうちに直接吸引されていたのだろう。

　やがて、それと対象の間に魔ま力りよくを供給するラインが構築され、以降は相手がどこにいても、勝手に吸引される……かつての〝連続少女昏こん睡すい事件〟でメルヒアがそうしていたように、チェルシーたちは遠くからじわじわと魔ま力りよくを奪うばわれていたのだ。

　それを自らへ取とり込こみ、グレイスは力を獲かく得とくしたのだろう。ハイフラグメントからの魔ま力りよく摂せつ取しゆはアーベントもよくやっているため、この推論に辿たどり着つくのは簡単だった。

「ふぅ～ん、何食わぬ顔で人様の魔ま力りよくを食い物にしてたなんて、とんだ外げ道どうですね～」

「ブーメラン刺ささってるぞ」

　──やや緊きん張ちよう感かんに欠けるやりとりを交かわしながら、グレイスの研究室前に到とう着ちやく。

　もちろんドアには鍵かぎが掛かかっていたが、今はなりふり構っていられない。メルヒアにちょちょいとロックごとノブをへし折ってもらい、堂々と不法侵しん入にゆうを果たす。

　間取りや内装は、アーベントの研究室とほぼ同じ。当然、例の物はすぐ目につくようなところには置いていないだろうが、部屋の勝手は同じゆえ、隠かくし場ば所しよにはすぐ見当がついた。

　数多あまたの資し料りよう棚だなや段ボール箱で溢あふれ、部屋の主あるじ以外、どこぞの勉強熱心な不法侵しん入にゆう者しやでもない限りそうそう立ち入らない場所……研究室奥おくの物置部屋である。

　ここのドアも力ずくでこじ開け、中に侵しん入にゆう。そうして最初に目に映ったのは……

「──コイツ、肝かん心じんな時にどこに行ったのかと思えば、こんな所にいやがったか」

　ライトに照らされているのは、まるで侵しん入にゆうしてきたアーベントたちに驚おどろいたように目を見開いているメイドの石像……振ふり向むき様の姿勢のまま石化したクアンであった。

　彼かの女じよがなぜここで石化しているのかは解げせないが、それは本人から直接聞けばいい。

「おい、自じ称しよう助手。このメイドを元に戻もどしてやれ」

「ええ～、どうやって～？　これはこれでなかなか愛めで甲が斐いがありそうですし、わたしの部屋に運んで置物にしちゃいたいくらいなんですけど～？」

「べつに構わんが、コイツがそのあと元に戻もどったら、今度はお前が置物にされるぞ」

　──以前と同じ、全身がぐにゃぐにゃになった、グロテスクなオブジェとして、だ。

　メルヒアもそれに思い至り、顔を青くしている。素す直なおに言う事を聞く気になったようだ。

　クアンは不ふ慮りよの事態に動どう揺ようした隙すきを突つかれ、石にされたのだろう。

　本来、彼かの女じよは瞬しゆん間かん的てきにならメルヒアを凌しのぐほどの力を持っている。起き爆ばく剤ざいとなる魔ま力りよく……なるべく本人と同質のそれを送おくり込こめば、術じゆつ式しきを破るほどの力を得られるはずだ。

　本質的には天使と同じ存在である悪あく魔まなら、確実にそれを促うながす事ができる。

「ほんじゃ、ま。失礼して……」

　これを教えると、すっかり乗り気になってクアンへ近寄るメルヒア。

　本当なら、魔ま力りよくを開放した状態で体に触ふれればそれで済むのだが……

「いただきま～す！」

　彼かの女じよは獲え物ものを捕ほ食しよくする肉にく食しよく獣じゆうのごとくクアンに抱だきつき、顔に唇くちびるを近づけた。

　相手が性別不明であろうと、そもそも石像であろうと構わずに唇くちびる……いや、口内をも貪むさぼり、ぶっちゅぶっちゅと汚きたならしい水音を立てながら、実にディープな接せつ吻ぷんを交かわす。

　逆に生気を吸い取っているかのような光景だが、彼かの女じよの魔ま力りよくは問題なく相手に浸しん透とうし、供給元である唇くちびるから徐じよ々じよに、クアンは元の肌はだ色いろを取とり戻もどしていった。

「うっぷ……んんっ!?」

　凍とう結けつしていた意識も覚かく醒せいし、真っ先に目に飛とび込こんできた光景に瞳ひとみを凍こおらせるクアン。

　その拍ひよう子しに固まっていた体勢を崩くずし、メルヒアに押おし倒たおされる形で転てん倒とう。

「こッ、このド淫いん乱らんクソボケ悪あく魔まぁぁ[image: ～][image: ～][image: ～]ッ！」

「ぶへぇっ!?」

　甘かん美びなキスとはほど遠い地じ獄ごくの接せつ吻ぷんが、クアンを憤ふん怒ぬの権ごん化げとして蘇よみがえらせた。その結果、メルヒアはただちに首が折れるほどのチョップで払はらいのけられ、窒ちつ息そくしたように沈ちん黙もく。

「あ、アーベント様……！」

　その後もクアンは鼻息を荒あらくしていたが、アーベントに気づくと自制を欠いた己おのれの醜しゆう態たいを恥はじるように、みるみる顔を赤くしておとなしくなる。

　そんな彼かの女じよから、洗いざらい話を聞くのは簡単だった。

　クアンを差し向けたのは、もちろんフリーティアである。

　アーベントの頭には解げ術じゆつしかないだろうと踏ふんだ彼かの女じよの命でハイフラグメントを探していたクアンは、この研究室の前で自らと引き合うフラグメントの気配を察知した。

　そして、ここの資し料りよう棚だなを物色し、ついに目標を発見。それに熱中していたあまり、部屋の主あるじが帰ってきたのに気づかず、まんまと見つかってこの有あり様さまというわけだった。

　フリーティアの勝手な動きには腹が立つが、おかげでここにハイフラグメントがあった事は確かく認にんできた……もっとも、どうやら既すでに持ち出された後のようだ。

　その行方ゆくえは気になるが、想定外の展開で思った以上に時間を食った。

　グレイスが自由になり次し第だい、レイミュを襲おそうであろう事は容易に想像できる。

　今日の解げ術じゆつを見れば、彼かの女じよの能力の高さを疑う余地はないし、アーベントが特別視しているのにも感づいているだろう……彼かの女じよを欠けば、今度こそ解げ術じゆつはできないと考えるはずだ。

　犯行現場を押おさえるため、アーベントたちはすぐに移動。メルヒアとクアンを近くに待機させ、彼かれは医い療りよう室しつで身を隠かくしてグレイスが現れるのを待った……







　──結果、事ここに至るというわけだ。

　メルヒアたちの登場にヘリオスが啞あ然ぜんとする一方、グレイスの衝しよう撃げきは計り知れなかった。

「な、なぜ貴方あなたたちがここに……まさか、さっきの解げ術じゆつの前に、彼かの女じよたちの治ち療りようを……!?」

「下手くそな三さん文もん芝しば居いを打ってまで彼かの女じよを引き取ったのは、そういうわけだったのか……」

「そんなところだ。それよりマレッグ先生……その驚おどろきよう、自白してるようなもんだぜ？」

「ぐっ……！」

　こんな揺ゆさぶりを掛かけずとも、真相は既すでに誰だれの目から見ても明らかだ。

　まさしく犯行の生き証人を前に、グレイスはもはや言いい逃のがれる余よ裕ゆうもないようだった。

「……アンタが、自分の教え子から魔ま力りよくを吸い取っていたのはもうわかっている。そして、その生徒たちを石化させた理由もそこにあるんだろう」

　その言葉に、もはや反応を示さないグレイスの代わりに、ヘリオスが首を傾かしげる。

「やはり、あの症しよう状じようは魔ま力りよくの吸引か……しかし、それと石化に何の関係がある？」

「それほど凝こった意味はないさ。あれは見ての通り、〝口くち封ふうじ〟のための呪のろいだったんだ」

　──それは、グレイスの誤算に端たんを発していた。

　本来なら知覚できないくらい、じっくり少しずつ魔ま力りよくを吸い出していたはずだが、一人目の被ひ害がい者しやは、明らかな体調不良という形で異常を訴うつたえ始はじめてしまったのだ。

　もし、これが魔ま術じゆつに類する障害だと感づかれれば、やがて魔ま力りよく吸引の事実が明らかになるかもしれない……そのため、グレイスは彼かの女じよの口を塞ふさぐ必要があった。

　が、殺してしまったら貴重な供給源を失うし、学園内の警けい戒かい度どが上がって動きづらくなる。

　だから、彼かの女じよは相手を石に変えたのだ。

　生命を維い持じしたまま仮死状態にすれば、魔ま力りよくを吸い出し続けられる。しかも、明らかな魔ま術じゆつ事件となれば、死人が出ない限り魔ま術じゆつ学がく部ぶの上層部が保身のため、箝かん口こう令れいを敷しいてくれる……そこまで計算ずくの犯行だったのだ。

「なんて事を……」

　真相を聞かされ、眉み間けんを押おさえて項うな垂だれるヘリオス。

　グレイスがこのような狡こう猾かつ非道な犯行を成なし遂とげた事に、ショックを隠かくしきれないようだ。

「口くち封ふうじにしちゃ大それた術を使ったもんだが、よほど自信があったんだろうな。最初の被ひ害がい者しやにはあの事件の日、医務室で付つき添そっている時にこっそり呪のろいを仕し掛かけたってところか。アンタと呪のろいを結びつける証しよう拠こが出ないうちは、アンタを犯人とは断定できない。が……」

　──それに気づいた者がいた。

　それこそ、この事件に於おける、グレイスの最大の誤算だったであろう。

「では、お待ちかね～！　たっぷり聞かせてあげましょう、このメルヒアさんの名推理を！」

　ここぞとばかりに声こわ高だかにのたまいながら、メルヒアが割って入る。

　一方で、その口上を聞かされたグレイスは心の底から忌いま々いましげに、ギチギチと歯を鳴らしながら無言で怒いかりに震ふるえていた。

　おそらく、彼かの女じよは既すでにあの夜聞かされていたのだろう。

「さて、グレイス先生。あれほどの術を本人に気づかれず仕し掛かけたのはたいしたものですが、調子に乗って解げ術じゆつ中ちゆうに術じゆつ式しきを改良するなんてマネをしたのが運の尽つきでしたね～……実はあの時、施せ術じゆつ室しつに妙みような魔ま力りよくの反応が紛まぎれ込こんでたのに、わたし気づいてたんですよぉ～。しかも、あの時の妙みように疲つかれた様子……あれは、魔ま力りよく欠けつ乏ぼう症しようですね？」

　意図的なのか素すなのか……相手の周りをうろうろし、時にはこれ見よがしに顔を覗のぞき込こみながら、ただでさえ癇かんに障さわる高い声で、メルヒアはなおも語る。

「それで、例の生徒の体調不良の話を聞いてさらに疑ぎ惑わくを深めたわけですがぁ～、それが確信に変わったのはあの夜、図書館でお会いした時です～。今も、あなたからびんびん感じてますよぉ～？　明らかに人間とは違ちがう、しいて言えば悪あく魔まや天使に近いケ・ハ・イ……」

　核かく心しんに触ふれると共に、メルヒアの顔がグレイスの横顔へ最接近。

　その瞬しゆん間かん、自制を失ったように彼かの女じよはかっと目を開き、大おお仰ぎように振ふりかぶった手に魔ま力りよくを凝ぎよう集しゆう。それを、押おし飛とばす勢いでメルヒアの体に叩たたきつけた。

　……おそらく件くだんの夜も、これと全く同じ光景が図書館で繰くり広ひろげられたのだろう。

「う、うわぁ[image: ～][image: ～][image: ～]！　このままではまた石に～……は、早くポーズをキメないと！」

　わざとらしくくるくる回ってよろめきながら、大根役者のような棒ぼう読よみ台詞ぜりふを吐はき散ちらし、一人騒さわぐ悪あく魔ま娘むすめ。

　術じゆつ式しきが宿った魔ま力りよくがみるみる全身に伝でん播ぱしていくように、彼かの女じよの手足が淡あわい光に包まれながら灰はい褐かつ色しよくの石の肌はだへと変じていく……

　が、それが胴どう体たいまで及およぶ間もなく、石化した箇か所しよは光の粒りゆう子しとしてはじけ、元の肌はだ色いろが姿を現した。メルヒアの強大な力が、相手の術を跳はね除のけたのだ。

「──なんて、うっそ～ん！　今のメルヒアさんに、こんなの効きませ～ん！」

「そ、そんな……！」

　それは、到とう底てい普ふ通つうの人間の所業ではない。得体の知れない者に対する恐おそれと、自身の秘術があっけなく破られたショックで、グレイスは心折れたように脱だつ力りよくする。

「以上！　名めい探たん偵ていメルヒアの推理ショー、これにておしまい！　すぃ～ゆっ！」

　一方、テンションが最高潮に達し、踊おどるようなターンからポーズを決める探たん偵ていモドキ。

　……その直後、アーベントからの鉄てつ拳けん制裁が脳天へ打ち下ろされた。

「あいたっ！」

「調子に乗るな、ばかたれ！　単に状じよう況きよう証しよう拠こでごり押おししただけじゃねぇか」

　この一連の茶番に、ヘリオスやクアンは呆あきれたように放心していたが、グレイスは違ちがう。

　未いまだ冷めやらぬ熱を放出するように、荒あら々あらしく息を吐はき、茫ぼう然ぜんと佇たたずんでいた。

「いよいよ言いい逃のがれできねぇな、マレッグ先生……こんなバカに煽あおられてむざむざ自分の奥おくの手てを晒さらすとは、これほど無様なコトはない。今のアンタはもう、魔ま術じゆつ師しを名乗れねぇよ」

　堕おちた魔ま術じゆつ師し……いや、〝魔ま術じゆつ使つかい〟に対する、侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしと言葉。

　それが引き金となり、今一度グレイスの瞳ひとみが憎ぞう悪おに染まる。

「──あああァァァッ！　どいつもこいつもォォォ……！　私をバカにしてェェッ」

　憤ふん怒ぬと憎にくしみを垂れ流すそれは、もはや誰だれもが知るグレイス＝マレッグの声ではなかった。

　そんな彼かの女じよの激情の捌はけ口ぐちはアーベントではなく、傍かたわらのベッドで眠ねむるレイミュだった。

　胸むなぐらを摑つかんで抱だき寄よせ、なお目覚めぬ彼かの女じよに魔ま術じゆつを発動した手を伸のばす。

　──そこに込こめられた魔ま力りよくは、石化の呪のろいではない。

　おそらく、単純な殺傷用魔ま術じゆつであろう。

「真相がわかったくらいで、図に乗るのはここまでよッ！　この娘むすめさえいなくなれば、今度こそ貴方あなたは私に勝てない！　アーベント先生、それにヘリオス！　私という才能が、貴方あなたたち天才にけして劣おとっていない事が証明されるのよ！」

　レイミュに毒どく牙がを向け、目を血走らせながら吠ほえるその様に、人間らしい情じよう緒ちよはない。

　その豹ひよう変へんぶりに、ヘリオスは別人を見るかのような目で、狼ろう狽ばいしていた。

「グ、グレイス……？」

「たく、これだから神かみ憑つきってヤツは……」

　今まさに、グレイスが……いや、彼かの女じよの中に巣食う邪じや神しんの意思が、本ほん性しようを露あらわにしたのだ。

　本人に、もうロクに自じ我がはあるまい。ハイフラグメントに宿った神の意識が、これまでどうにか均きん衡こうを保っていた彼かの女じよの精神を吞のみ込こみ始はじめたのである。

「これは報むくいなのよ、ヘリオス！　凡ぼん庸ような家の出というだけで私の才能を黙もく殺さつし、見下してきた、腐くさった魔ま術じゆつ界かいのオイボレたちに対する……！　このまま私が暴れても、誰だれも止められない……そうして事件が明るみに出れば、ここの魔ま術じゆつ学がく部ぶはどうなるかしらねェ!?」

　──このドス黒い怨えん嗟さこそが、グレイスが長い間腹の底にため込こんできた本音だった。

　十分に魔ま力りよくを蓄たくわえた後、盛せい大だいに暴れて魔ま術じゆつ学がく部ぶ延ひいては、魔ま術じゆつ界かいそのものの信用を失しつ墜ついさせようとでも目もく論ろんでいたのだろう。実に、理性の飛んだ人間らしい発想である。

　彼かの女じよの中に、自分の恵めぐまれない境きよう遇ぐうと重じゆう鎮ちんたちに牛ぎゆう耳じられた魔ま術じゆつ界かいへの憤いきどおり……いや、憎にくしみがある事は、アーベントも気づいていた。それが今、爆ばく発はつしたのだ。

　しかし、それ以上彼かの女じよが怨おん念ねんを吐はき散ちらす事はなかった。

「──小うるさくヒスってんじゃないわよ、オバサン」

　グレイスが見たのは、心底鬱うつ陶とうしそうに自分を見つめる、レイミュの目……それに感情を搔かき立たてられる間もなく、彼かの女じよの体に衝しよう撃げきが走る。

「かっ……」

　さりげなく、腹部へ差さし伸のべたレイミュの手から発動された振しん動どう系けい攻こう撃げき魔ま術じゆつ──殺傷力は最小限に、相手の意識を刈かり取とって制圧するための術が、グレイスの身を穿うがったのだ。

　至し近きん距きよ離りの上、完全なる死角からの攻こう撃げきにグレイスも抗あらがう術すべはなく、力なくレイミュから手を離はなすや、あえなく床ゆかに崩くずれ落おちる。

「まったく、人が寝ねてる横でぎゃーぎゃー騒さわいで……いい迷めい惑わくよ」

「ほんとですよね～」

「一番うるさかったのは、あんただけどね！」

　どうやらメルヒアがバカ騒さわぎしていた頃ころには、もう目が覚めていたらしい。

　その一いつ瞬しゆんで状じよう況きようを察し、グレイスを無力化するチャンスを待っていたのだから恐おそれ入いる。

　安あん堵どとも感心ともつかぬため息をこぼし、アーベントはグレイスの状態を確かく認にんする。

「そん、な……！　今の私が、こんな小こ娘むすめにまで……」

　どうやら、まだ意識はあるようだが、もう精根尽つき果はて立ち上がる事もできないようだった。

　最初こそ激情の残ざん滓しを燻くすぶらせていたものの、やがてふっと力のない笑えみを漏もらす。

「所しよ詮せん、私程度じゃこれが限界ってことなのかしら……ほんと無様ね、ふふ……」

　ぐったりと横たわり、ぶつぶつ自じ嘲ちようするその顔からはすっかり邪じや気きが消えている。

　今の衝しよう撃げきで、一時的に邪じや神しんの意思が弱まり、多少は理性が戻もどったらしい。

　そう判断して、アーベントは彼かの女じよの傍そばに腰こしを下ろして語かたり掛かける。

「──あれだけの魔ま術じゆつを操あやつる力だ、よほど質のいいハイフラグメントを手に入れたんだろう。どこで見つけた？　一いつ介かいの教師がその辺で手に入れられるモノじゃあるまい」

「……暗黒街の闇やみ市いち場ばよ。初めは魔ま道どう具ぐ目当てで通いだしたのだけど、三ヶ月ほど前、偶ぐう然ぜん見つけたの。売り主自身がその価値を知らず、信じられないくらいの安値で売られていたわ」

　すっかり激情の波が引き、観念したようにグレイスはこれまでの経けい緯いを語り始める。

　──彼かの女じよは本来、生徒のみならず、多くの教員にも好かれる女性だ。柔にゆう和わな笑え顔がおを絶やさず、生徒を第一に思うその姿勢に噓うそ偽いつわりはなかった。

　教師としては非常に優ゆう秀しゆうだ。が、魔ま術じゆつ師しとしての評価はそうではなかった。

　努力と実力のみでこの名門校に入り全課程を修しゆう了りよう後ご、やがて講師として勤務するに至った彼かの女じよは、その経歴に恥はじない知識を持っていた。

　しかし、魔ま術じゆつ師しとしてのキャパシティが伴ともなわず、貴重な術じゆつ式しきを発見できても自分では再現できないというジレンマを抱かかえていたのだ。それに長く苦しめられていた彼かの女じよはその打開に奔ほん走そうしながら、やがて周囲に対する黒い感情を、無意識に胸の内で育み始める……

　──憎にくしみと、そして嫉しつ妬とである。

「アーベント先生、私は貴方あなたが羨うらやましかった……どれだけ冷れい遇ぐうされ、唾つばを吐はき掛かけられても、自分の卓たく越えつした技能一つを武器に自由にふるまう貴方あなたが……貴方あなたのようになりたかった」

「だから、ハイフラグメントに手を出したのか」

「……貴方あなただって、そうでしょう？　今ならわかる……貴方あなたのその力は、ハイフラグメントから得たものだということが。貴方あなたもまたさらなる力を求めて、あの魔ま石せきを集めているのでしょう？　私はそれと同じ事をしただけ……貴方あなたに私を責められて？」

　そう力なく訴うつたえるグレイスの瞳ひとみは、がくがくと揺ゆれ、昏くらく濁にごっていた。

　当初、それは悪意ではなく、切実な願いだったのだろう。ハイフラグメントが……邪じや悪あくな神の意思がそれを捻ねじ曲まげ、彼かの女じよを手段を選ばない狂きよう気きの魔ま術じゆつ使つかいに変えたのだ。

　……その点は、アーベントも似たようなものである事は自覚していた。

「確かに、な……俺おれは、アンタに嫉しつ妬とされるような天才じゃない。今の力も、ハイフラグメントや魔ま道どう具ぐあってのものだ。ソイツは否定しない」

　ゆえに、アーベントはグレイスに対して、共感すらしている。

「──けど、俺おれはアンタとは違ちがう」

　……グレイスに対する同情を断たち切きるように、彼かれは表情を凍こおらせた。

「アンタは楽して手に入れただけのその力にすがり、生徒まで食い物にしちまった。今のアンタは、力と権けん威いに溺おぼれ、若い連中を踏ふみ台だいにする旧ふるい魔ま術じゆつ師しの体質そのものだ。俺おれと一いつ緒しよだ？　笑わせるな……アンタは心を失い、自分がもっとも憎にくむモノに成り下がっただけさ」

　あえて非情に、強い言葉でグレイスを否定する。

　自分の中にもある負の面と、彼かの女じよを蝕むしばむ邪じや心しんを一刀の下もとに切きり伏ふせるがごとく……

「そんな……ちが……ぁ……」

　もはや、反論する気力は彼かの女じよにはない。

　ひび割れたガラスのような心は砕くだけ、それに支えられていた意識を手放す。

　死んだようにぴくりとも動かないグレイスを、皆みな神しん妙みような面おも持もちで見下ろしていた。

　レイミュには、特別思うところがあるのだろう。その瞳ひとみは、恐きよう怖ふの色さえ帯びていた。

「これが、ハイフラグメントに支配された魔ま術じゆつ師しの末路……」

「そうだ。お前さんとて、手を出せばこうならない保証はない……肝きもに銘めいじておくんだな」

　かつて、闇やみ雲くもにハイフラグメントを求めていたレイミュにとっては、苦い現実だろう。

　彼かの女じよは床ゆかに横たわるグレイスに、道を違たがえた自分の姿を見ているかのようだった。

「まぁ、とにかくこれで事件は解決ですね～！　はぁ～、おつかれさま！」

「ば、バカ！　勝手に終わらせるな！　ハイフラグメントを回収しないと……！」

　すっかりリラックスするメルヒアを、すかさずクアンが一いつ喝かつする。

　この事件の元げん凶きようはハイフラグメントだ。それを押おさえない限り、解決はしない。

　そのありかに気を揉もむ彼かの女じよだが、アーベントにはもう目星がついていた。

「──ソイツなら、たぶんここだろう……」

　言って、彼かれはグレイスの衣服の胸むな元もとを力ずくでこじ開け、肌はだを露ろ出しゆつさせる。

　その突とつ然ぜんの蛮ばん行こうに皆みな声を上げるが、すぐにそれは止やみ、一様に顔を強こわ張ばらせた。

「──どうりで、気配を感じなかったわけだ」

　その様相を見て、アーベントだけが、さもありなんとばかりに納なつ得とくの息をこぼす。

　グレイスの胸に妖あやしく輝かがやく、小さな石……それは体内から皮ひ膚ふを突つき破やぶっているかのように、彼かの女じよの肌はだに埋うまっていた。これが、邪じや神しんの意識を宿した魔ま石せきである。

「おそらく、最初の被ひ害がい者しやの施せ術じゆつ後ご……メイドに見つかったのを機に、吞のみ込こんだかしたんだろう。あの解げ術じゆつでの攻こう防ぼうは彼かの女じよにとってギリギリだった。だから、体に投とう与よして力を上げると同時に、自分の魔ま力りよくをフィルターにこの石の気配を隠いん蔽ぺいしていたわけだ」

　身に着けるならまだしも、直接融ゆう合ごうしているとなれば、その汚お染せん力りよくは計り知れない。

　放っておけば、彼かの女じよの精神は破は壊かいされるだろう。肉体的にも何が起こるかわからない。

　それを防ぐ手段は、一つだ。

「──今すぐコイツを取り除く。本人の心が折れて、おとなしくなっている今がチャンスだ」

　あくまで冷静に下された決断に、皆みなが顔色を変えた。

「それって……解げ術じゆつをするってコト？」

「マレッグ先生とハイフラグメントの繫つながりを断たつにはそれしかないが、そのあと物理的にコイツを体から取り除かなけりゃならない。さすがに、ソイツは俺おれの専門外だ……この施せ術じゆつには解げ術じゆつ師しと、かなり腕うでの立つ〝外げ科か医い〟が必要になる」

　……しかし、問題はそこだった。この学校の医学部に当たれば条件に合う医師の一人や二人はいるだろうが、まず協力してくれまい。アーベントの人望のなさも然さる事ことながら、通常医学と魔ま術じゆつ医い学がくは互たがいにこれを蔑べつ視しする、犬けん猿えんの仲だからだ。

　魔ま術じゆつ医い療りようの普ふ及きゆうで外げ科か手術は落ちぶれ、一方の魔ま術じゆつ医い学がく側がわも相手を時代錯さく誤ごの技術と蔑さげすみ嫌きらっている……医師たちが、互たがいの分野に触ふれる事すら、今の医学界ではタブーなのだ。

　……が、

「──外げ科か医い、か。ならば問題ないな……私がやる」

　そう吐はき捨すてたのは、よりによって魔ま術じゆつ医い学がくのエースたる男だった。

　ヘリオスの瞳ひとみに迷いはない。その言葉はハッタリや見み栄えではなく、己おのれの確たるスキルを誇ほこる自信を覗のぞかせていた。

「魔ま術じゆつ師しなら、人に見せられない秘密の一つや二つはある……だったな、解げ術じゆつ師し？」

　先の解げ術じゆつの折、アーベントのその発言を聞くや、彼かれはあっさり身を引いた。

　その理由が、どうやらこれらしい。

「彼かの女じよは私が救う……解げ術じゆつ師し、たとえお前の手を借りようともな」

　──魔ま術じゆつ師しが、己おのれの切り札を安易に人に晒さらす事はない。だが、魔ま術じゆつ師しも人間……それを厭いとわず、手を尽つくす局面が必ず来る。アーベントにとって先の解げ術じゆつがそうであったように、ヘリオスにとっては今がそうなのだろう。

「──ああ、よろしく頼たのむぜ、ガレノア先生」

　その瞳ひとみに確たる覚かく悟ごと信念を見み出いだし、アーベントは笑えみと共にそれを受け入れた。

　お互たがい気安く手を取り合える仲ではないし、その蟠わだかまりはけして簡単に消えるものではない。しかし今は、ただ一人の女性を救うため、彼かれらは共同施せ術じゆつに臨のぞむ……







　それからほどなく、いよいよ窓から薄うす明あかりが差してきた頃ころ……施せ術じゆつ室しつに、再び術衣を纏まとった五人の人物が足を踏ふみ入いれた。

　その中心にはチェルシーと入いれ替かわりに、胸むな元もとから上のみをシートからさらけ出しながら、施せ術じゆつ台だいに横たわるグレイス。

　今や患かん者じやとなった彼かの女じよは、麻ま酔すいによって改めて深い眠ねむりに落ちていた。

「──では、施せ術じゆつを始める……」

　患かん者じやを見下ろし、厳おごそかに宣言するアーベント。その傍かたわらにはレイミュとヘリオス。

　それに、もう二人の姿が並んでいた。

「相手は規格外だ、何が起こるか俺おれにもわからん。もしもの時は頼たのむぞ、自じ称しよう助手にメイド」

「は～い」

「承知しました、アーベント様」

　メルヒアとクアン……この二人は、緊きん急きゆう時じの〝防衛力〟としてここにいた。

　レイミュは多少感づいているが、ヘリオスは彼かの女じよたちに対して懐かい疑ぎ的てきな目を向けている。

　詳くわしく説明している暇ひまはないので、その時が来れば直じかに見て納なつ得とくしてもらうほかない。

　そうして各自配置につき、レイミュが魄はく紋もんを具ぐ象しよう化かさせる。

　除去対象は術じゆつ式しきではないが、グレイスとハイフラグメントの繫つながりを視覚化するには、やはりこの工程は外せなかった。

　……大方の予想通り、グレイスの魄はく紋もんは術じゆつ式しきによるそれとは様相が異なっていた。

　グレイスの胸むな元もとに埋うまったハイフラグメント自体が、呪のろいの術じゆつ式しきでいう核かくと同じく、まるで根を張るように彼かの女じよの魄はく紋もんを蝕むしばんでいたのだ。

　そう、まさしく根だ。血管のようにも見える細い管状の魔ま力りよくがハイフラグメントから伸のびて、グレイスの顎あごの下や肩かた口ぐちまで達していた……

「これ……まさか、ハイフラグメントがこの人の体に根付いているっていうの……？」

「だろうな。コイツがこれ以上育つとどうなるのかはわからんが、さっきの様子を見るに、少なくとも彼かの女じよの精神はそろそろ限界だ。手を打つなら今しかない」

「これも、術じゆつ式しきみたいにあのメスで切り取れるの？」

「それを今から試ためすのさ……」

　この施せ術じゆつは、アーベントにとっても未知の領域だ。確信など、何一つない。ゆえに、まずは探さぐりを入れるべくフラグメント付近の根を《紋克刀シユナイド》で触ふれてみる。

　──その瞬しゆん間かん、ハイフラグメントが激げつ昂こうしたように強く輝かがやいた……魔ま力りよく光こうだ。

　神にも匹ひつ敵てきする強大な力が核かくを中心に広がり、それに触ふれていたメスを塵ちりに変えた。

「──ッ！　出番だ、お前ら！」

「はいっ！」

　このまま暴発を許せば、施せ術じゆつ室しつごと全員が消し飛びかねない。

　それを防ぐべく、ただちにメルヒアとクアンが行動を開始。

　二人ともありったけの魔ま力りよくを投じて、ハイフラグメントを抑おさえ込こむ。

「よし、その調子だ……締しめつけるつもりで、もっと絞しぼり込こめ！」

「う、う[image: ～][image: ～]……頭の血管が切れちゃいそうです～」

「ブチ切れてもかまわん！　こっちが片付くまで我が慢まんしろ！」

「ひえ～ん」

　メルヒアも口ではわざとらしく泣き言を吐はいているが、実際負担は大きいだろう。

　全力でこれに対処するうちに、二人はいつしか真の姿へと変じていた。

　双そう璧へきをなすように並ぶ、白と黒の翼つばさ……それを見た時、レイミュたちも否いや応おうなく、彼かの女じよたちの正体を知らされた。

「天使と……悪あく魔ま……」

「メイドの方は神しん陛へい下かの従者ではあったようだが、まさかな……」

「神サマと付き合いのある俺おれだ、天使と悪あく魔まが一いつ緒しよでも不思議じゃあるまい」

　今はそういう事にして、強ごう引いんに話を締しめておく。

　問題は解げ術じゆつだ……さすがにこれは、想定外の事態だった。

　新たなメスを取り出してもう一度試ためしてみるが、結果は同じだ。

　メルヒアたちのおかげでさっきほどの威い力りよくはないが、それでもハイフラグメントの魔ま力りよくの壁かべは、メスをけして患かん部ぶに触ふれさせない。

「まさか、《紋克刀シユナイド》が全く通らないとはな……これじゃ話にならねぇぞ」

「そんな……！」

　触ふれる事すらできないのでは、技量で補いようもない。事実上の、降こう伏ふく宣言だった。

「だったら、さっき使ったアレは!?　アレならきっと……」

　まさに神にすがる思いで、レイミュが叫さけぶ。

　──《ひとつまみの奇跡ヴンダーツ・クライレ》……同じ神の力であれば、このハイフラグメントにも対たい抗こうできるかもしれない。が……

「アレは易やす々やすと使っていいモンじゃない……効果があるかどうかわからないうちはな」

　かの力の代だい償しようは重い。無む駄だに終われば、アーベントにとって目も当てられない事態になる。

　……他に手がなくはないが、それこそ最後の手段。できれば、使いたくはない。

　その躊ちゆう躇ちよで陰かげった瞳ひとみを目ざとく捉とらえたように、レイミュはくわっと目元を強こわ張ばらせる。

「だったら、見殺しにするっていうの!?　助けるって勢い勇んではみたものの、手に負えないとわかれば引き下がるわけ？　あんた、そんなつまらない男だったの!?」

「簡単に言ってくれる……」

「簡単に言ってないわよ！　散々、説教してくれてた余よ裕ゆう面づらはどうしたのよ！　あんたがやれないなら、アタシがやる！　ダメな師匠のケツを、弟子のアタシが拭ぬぐってやるわ！」

　そう啖たん呵かを切り、メスを渡わたせとばかりに手を伸のばすレイミュ。

　彼かの女じよを突つき動うごかしているのは、患かん者じやを救いたいという想おもい……ではなく、意地だろう。

　仮にも認めた男の敗まけた姿を見るくらいならとばかりに、彼かの女じよは自ら奮起しているのだ。

　しかも、どうやらアーベントが別の切り札を持ちながら出だし惜おしみしているのに、気づいている節すらある。理り屈くつではなく本能で……彼かの女じよの言動はいわば、挑ちよう発はつなのだろう。

「師し匠しよう、ね……まったく、つくづく厄やつ介かいなヤツを拾っちまったもんだ」

　レイミュの心情がわかった以上、手持ちのカードを切らないのはプライドに障さわる……

　レイミュに引きつけられた本当の理由は、自分と同じ、この意固地さからなのかもしれない。

　そんな自じ嘲ちようの笑えみを浮うかべながら、アーベントは懐ふところに手を伸のばす。

　実のところ、チェルシーの解げ術じゆつの時点で必要かもしれないと用意しておきながら、結局手に取る事はできなかった黄金の剣つるぎを、彼かれはついに抜ぬいた。

「なんだ、それは……」

　形は似ているが、その輝かがやきは明らかに、《紋克刀シユナイド》とは一線を画していた。

　その力を肌はだで感じているように、ヘリオスは目を剝むく。

「コイツは《葬克刀シユトラフエン・シユナイド》……俺おれにこのクソめんどくさい仕事を押おしつけやがったクライアント様からもらった、切り札ってヤツだ。少々胡う散さん臭くさい話だが、コイツに掛かかれば神の残留思念といえど、ひとたまりもないらしい」

「そんなの持ってたんなら、早く出しなさいよ……！」

「……まったくだ。所しよ詮せんはたかがメス一本……こんなものを後生大事にしまっていたとは、我ながら笑えるよ。後先考えて、使えるモンを放っておくとは俺おれらしくもない」

　これを使うのがどういう事か、アーベントは重々承知している。

　ゆえに、いざ出してみたものの、なかなか刃やいばを振ふるう事ができなかったが……

　──くだらない。うだうだ考えるくらいなら、さっさとやっちまえ、と迷いを一いつ蹴しゆう。

　意を決して練り上げた魔ま力りよくを、黄金のメスが〝神殺し〟の力へと変へん換かん……さながら光の刃やいばのようにメスの先から盛り上がり、純じゆん粋すいな力の塊かたまりへと昇しよう華かした。

「ホラだったら承知しねぇぞ、クソババァ……！」

　製作者へのせめてもの悪態を吐つきながら、アーベントは一思いにこれを突つき立たてる。

　正確には、刀身から伸のびた光が、レーザーのようにハイフラグメントへと注がれていった。

　そこに潜せん伏ぷくする邪じや神しんを穿うがつように、石の中へと直接吸すい込こまれているようだった。
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　やがて、かの魔ま石せきから黒い煙けむりのようなものが立たち昇のぼるのを確かく認にんする。

　大気と交わらず、はっきり目に映るのは、濃のう密みつな思念エネルギー……

《葬克刀シユトラフエン・シユナイド》の煌こう刃はが突つき刺ささった部分から噴ふき出だし、徐じよ々じよに勢いを増していく。

　かの邪じや神しんの意識そのものと言えるそれは、恰あたかも髑髏どくろのように見える禍まが々まがしい模様を描えがき出だし、苦しみと憎ぞう悪おにまみれた断だん末まつ魔まの叫さけびが聞こえるかのようだった。

　ほどなくして、それは昇しよう天てんしたように宙に消え、グレイスへ流ながれ込こむ魔ま力りよくの反応が沈ちん静せい化か。

　邪じや神しんの思念を全て吐はき出だした事で、このハイフラグメントはただの魔ま石せきに戻もどった。

　そして、役目を終えた黄金の刃やいばも、錆さびつくようにみるみる色を失い、塵ちりも残らず崩ほう壊かいする。

　未練がないと言えば噓うそになる……が、後こう悔かいしても仕方ない。

　アーベントはただちに《紋克刀シユナイド》を手に取り、後始末に取とり掛かかる。

　本体の活動が止まったため脆もろくなった根を、あっという間に刈かり取とっていった。

「──よし、これでハイフラグメントとマレッグ先生の魄はく紋もんの繫つながりは断たち切きった！　次はアンタの番だ！　ヘマをするなよ、ガレノア先生！」

「誰だれに言っている……！」

　そして、施せ術じゆつの主導権はアーベントからヘリオスへと移行する。

　外げ科か手術に備えて施せ術じゆつ室しつに搬はん入にゆうしておいた各種計測機で状態を入念に確かく認にんしながら、ヘリオスはグレイスの胸にメスを入れた。

　鉱物と人体の融ゆう合ごう……それは本来、ただ切って離はなして済む症しよう例れいではない。

　ハイフラグメントが万が一、神経まで取とり込こんでいたら迂う闊かつに切り取る事はできない……たとえ天才的な外げ科か医いでも突とつ発ぱつ的てきに、しかも単独でできるような手術ではなかった。

　しかし、ヘリオスはただの医者ではない……彼かれの真価は、あくまで治ち癒ゆ魔ま術じゆつなのだ。

「すご……」

　今はアーベントと共にヘリオスのサポートに回っているレイミュが、その手しゆ腕わんに息を吞のむ。手術を間近で見る事自体初めてだろうが、彼かの女じよが驚おどろいているのはそれがただの手術ではないからだ。

　──ヘリオスは片手で器具を巧たくみに操あやつりながら、もう片手で常に治ち癒ゆ魔ま術じゆつを掛かけ続つづけていた。

　しかも、進しん捗ちよくに応じて止血や再生など多様な魔ま術じゆつに一いつ瞬しゆんで切きり替かえているのだ。

　その緻ち密みつさに、仮にも治ち癒ゆ魔ま術じゆつを習得した彼かの女じよはもちろん、アーベントも舌を巻いた。

　ヘリオスの手に掛かかれば手術中の出血はほとんどなく、ハイフラグメント切きり離はなしの過程でやむをえず神経などを切断しても、すぐに再生されていく。本来なら大量出血や後こう遺い症しようの危険がある大手術を、彼かれは危なげなくこなす。

　この様を眺ながめながら、アーベントは一人の天才の技術にただ素す直なおに感かん銘めいを受けていた。

　途と方ほうもない魔ま力りよくと手間を投じているとはいえ、その手て際ぎわは彼かれの起こす奇き跡せきとも遜そん色しよくがない。

　これぞ、医学的に言うところの神の手なのだろう。

「……たいしたもんだ。なるほど、これならあの時ウチの弟で子しを些さ細さいな傷きず跡あと一つなく治ち療りようできたのも納なつ得とくがいく。魔ま術じゆつ医い学がくの若き権けん威いが、とんだ隠かくし玉だまを持っていたもんだ」

「あ……」

　何気なく呟つぶやいたこの言葉に、レイミュが腑ふに落ちたように声を漏もらす。

　全身凍とう傷しようで二目と見られぬ姿となった彼かの女じよを治ち療りようしたのも、おそらくこの方法だろう。

　アーベントの解げ術じゆつほどではないにせよ、これも魔ま術じゆつ医い学がく界かいが嫌けん悪おする〝外げ法ほう〟……明るみになっていないところを見ると、よほど慎しん重ちように秘ひ匿とくしているのだろう。

　……同じ外げ法ほう使つかいであるアーベントを敵視するのは、そこに理由があるようだ。

「──マレッグ先生が言っていたな。お前は自由だと……」

　忙せわしく動かしている手も視線もそのままに、不意にヘリオスは語り始める。

「誰だれからも侮ぶ蔑べつされる手段を悪びれもなく使い、しかも強力な後うしろ盾だてまである。まさに怖こわいもの知らずの自由人だ……そんなお前が、私には不ふ愉ゆ快かい極きわまりなかった」

　改めて吐と露ろされる、絶対的嫌けん悪お。だが、それを紡つむぐ彼かれの声は不思議と穏おだやかだった。まるで、それも過去の事と言わんばかりに。

「──だが、初めてお前の解げ術じゆつを見た時、お前という人間がわからなくなった」

　あの時、ヘリオスが見たのは、あくまで真しん摯しに呪のろいに挑いどむ……いや、命と向き合う解げ術じゆつ師しの姿だった。しかも、周りには懸けん命めいに彼かれを助けようと無む垢くに奮ふん闘とうする助手たち。

　そこには、話に聞いていた非道なアウトローの姿はなかった。

　一歩間ま違ちがえば確実に患かん者じやを死なせる外げ法ほうの使い手ながら、いざ施せ術じゆつに挑いどむその姿勢は、その辺の二流三流の医師よりよっぽど熱く、高潔な志を持つ医師そのものだったのだ。

　だが、傍ぼう若じやく無ぶ人じんにふるまう普ふ段だんの姿は、噂うわさに違たがわず邪じや悪あく。言葉を交かわせば交かわすほど、アーベントという男がわからなくなった……そして、彼かれに執しゆう着ちやくする自分自身の心も。

　だからヘリオスは魔ま術じゆつ学がく部ぶとのコネを使って、この学校にやってきたのだ。

　が、結局答えは見えないまま、気がつけば憎にくき男の施せ術じゆつに手を貸す始末。

　アーベントが時たま覗のぞかせる、一人の医師として尊敬すべき一面に、いつの間にか心を許し始めている自分に気づいた……

「──お前は正せい邪じや一体の自由人だ。そんな男の本質を見定めようというのが、そもそもの誤りだった。おかげで炙あぶり出だされたのは、認めたくない事実だけだったよ」

　この間、けして滞とどこおることなく作業に徹てつしていた手を止め、ヘリオスはようやく顔を上げる。

「どうやら私も、お前に嫉しつ妬としていたらしい……」

　己おのれの外げ法ほうに胸を張る事もできず、こそこそ隠かくれてメスを振ふるっていた自分と、己おのれの名が堕おちるのも厭いとわず、ただ信念のままにメスを振ふるうアーベント……それこそが自分とアーベントの違ちがいであり、彼かれに対する自分の感情の正体だと、ヘリオスは気づいたのだ。

「──施せ術じゆつ完かん了りよう、だ」

　表情を変えず告げるヘリオスの手には、血にまみれたハイフラグメントが握にぎられていた。それなのに、患かん者じやの胸むな元もとには多少の血が付着している以外、石と結合していた痕こん跡せきは一いつ切さい残っていない。既すでに傷口は完全に塞ふさがっている。

　彼かれは己おのれの本心を語っている間にも完かん璧ぺきな治ち療りようを施ほどこし、それを完かん遂すいしたのだ。

「お見事」

　そんな彼かれを、アーベントは涼すずやかに労ねぎらう。目元には相変わらず薄うす笑えみを張りつけているものの、その言葉に他意はない。

　ヘリオスという男の不器用なまでの実直さが少し愉ゆ快かいであり、そして、好ましかった。

　そんな心情を見み透すかしたように、ヘリオスは器具とフラグメントを傍かたわらの棚たなに置かれた容器に放り、不ふ機き嫌げんな眼まな差ざしでアーベントを睨にらむ。

「──だが、私はお前の解げ術じゆつを認めないし、お前に倣ならってこの施せ術じゆつを公おおやけにする気もない」

　吐はき捨すてられたのは、やはり厳格な否定の言葉。

　たとえ内面を理解しようと、二人を分かつ信念の壁かべはかくも厚いものだった。

　しかし、その壁かべの向こうからせめて視線を投げるように、ヘリオスの目元がふっと緩ゆるむ。

「……一方で、お前が患かん者じやの命を蔑ないがしろにするような男でない事は、これまでの施せ術じゆつやお前を慕う助手たちを見ていてわかった。収しゆう穫かくとしては、それで十分としよう。折を見て、私は病院へ戻もどる。できれば、もう二度とお前とは会いたくないものだな、解げ術じゆつ師し」

「ソイツは患かん者じや次し第だいだな……解げ術じゆつが必要となれば、俺おれはどこにでも行くんでね」

「フン……」

　互たがいに笑えみを交かわし合あう。こうして、二人の対立は、信念は交わらずともお互たがいに対する信しん頼らいを確かく認にんするという形で決着を見た。

　ほどなくして、後処置をヘリオスに丸投げし、アーベントは施せ術じゆつ台だいから背を向ける。

　その拍ひよう子しに、床ゆかで寄より添そうように眠ねむっているメルヒアとクアンに気づいた。施せ術じゆつ序じよ盤ばんはずっと、ハイフラグメントの強大な力を抑おさえていたのだ。おかげで、すっかり力ちから尽つきたらしい。

「──マレッグ先生の事だが……」

　そんな彼かの女じよたちを眺ながめていると、不意にヘリオスが言葉を投げた。

　振ふり向むくと、彼かれは憂うれえるように顔を伏ふせて、施せ術じゆつ台だいを見下ろしていた。

「彼かの女じよはこの先、どうなると思う……？」

　本当ならそれは、一いつ介かいの解げ術じゆつ師しに問いかけても詮せんのない質問である。しかし、この国の支配者と繫つながりのある男なら或あるいは……という期待が、その神しん妙みような声からは窺うかがえた。

　だから、アーベントも煙けむに巻かず、忌き憚たんなく答える。

「──死人は出さなかったとはいえ、違い法ほうに大だい魔ま術じゆつを行使し、生徒に危害を加えたんだ。普ふ通つうなら極きよつ刑けいモンだが、今回は警察も司法も手を出せまい。彼かの女じよの身み柄がらは政庁預かりになるだろうな……ま、何から何まで彼かの女じよの意思だったわけではないし、命までは取られまい」

「……そうか」

　ヘリオスははっきり知らないが、グレイスは神かみ憑つきだ。元より、公然と裁けるような存在ではない。彼かの女じよの処しよ遇ぐうについては、それこそ神のみぞ知る、である。

　アーベントの答えにヘリオスは安心したものの、しかし僅わずかな哀あい愁しゆうを乗せた息を吐はく。

　……己おのれの禁じ手を投じてまで、救おうとした女性だ。今いま更さら、彼かれがグレイスに寄せる想おもいを詮せん索さくする気はない。聞いたところでロクな答えが返ってこないのはわかりきっている。

　それは、彼かれのグレイスに対する日ひ頃ごろの態度からも窺うかがえた。

　が、同時に、アーベントはそこに彼かれが抱いだく後ろめたさも感じ取っていた。

「──彼かの女じよがこの学校で苦い思いをしていたのは、知っていた。ここの魔ま術じゆつ学がく部ぶの黒い噂うわさは、学生時代からうんざりするほど聞いていたからな……彼かの女じよの境きよう遇ぐうは容易に想像できた」

　やがて、ヘリオスは昏こん々こんと眠ねむるグレイスを見つめながら呟つぶやくように語り始めた。

　胸に秘ひめるには重すぎる罪悪感に、耐たえかねたように……

「私の立場を使えば、教授たちに働きかける事はできた。が、魔ま術じゆつ界かいを牛ぎゆう耳じる重じゆう鎮ちんたちを敵に回せば、私とてただでは済まない……この世界で大成するには、彼かれらに取り入るほかなかったのだ。そうして、私はグレイスを、彼かの女じよを含ふくめた多くの魔ま術じゆつ師しを見捨てた……」

　その良心の呵か責しやくから、ここ数年はたとえ連れん絡らくを貰もらっても、グレイスと会う事はなかった。

　それが、彼かの女じよに互たがいの立場の差をかえって意識させるに至り、学生時代から既すでにあったかもしれないエリートたちへの嫉しつ妬とを、さらに育てる結果になったのだろう。

「──こんな事になるなら、あの頃ころちゃんと彼かの女じよと言葉を交かわしておくべきだったな……」

　それはヘリオスの懺ざん悔げだった。もはや清算の利きかない罪を告白する事で、少しでも苦しみから逃のがれようとしているようだった。

「──ばっかみたい。そんなの、この人が目を覚ました後にでも直接言えばいいのよ」

　その、ともすれば我わが身み可愛かわいさの逃とう避ひを、レイミュがすっぱりと斬きり捨すてる。

　つくづく、この娘むすめは人の心の機き微びに鈍どん感かんというか、容よう赦しやがなかった。

　だが、不器用な人間にとっては、これほどありがたい鞭むちはあるまい。

　同じく鞭むちを食らった者として同情しつつも、その小気味のよさにアーベントは仄ほのかに笑えむ。

「その通りだな。お前さんのその独り言は、聞かなかったコトにしておく。後で、本人にたんまりと聞かせてやんな……二人きりでゆっくり話す時間くらいはあるだろうさ」

　そうしてそっけなくヘリオスの背中を押おし、施せ術じゆつ室しつを後にするアーベント。

　……正直、今は延々と人の世話を焼いていられるほど、清々した気分ではなかった。







　──レディファーストなどとぬかして、先に着き替かえたレイミュと入いれ替かわりに更こう衣い室しつで、術衣を脱ぬぐアーベント。

　そうして露あらわになった己おのれの腕うでに、みるみる表情が険しくなっていく。

　──結果だけ見れば、この一連の事件は彼かれにとって、踏ふんだり蹴けったりだった。

　自身を蝕むしばむ呪のろい……神の因子を消し去るための手段を失った上、《ひとつまみの奇跡ヴンダーツ・クライレ》の代だい償しようが、その身に重くのしかかる。

　これで確実に、彼かれの目的達成の道は遠のいた。おかげで、気まで遠くなる思いだ。

　が……

「──ちょっと、聞きたいコトがあるんだけど……」

　思し惟いに耽ふける間もなく、ドア越ごしから掛かかった声がそれを妨さまたげた。

　レイミュの声だ。入いれ替かわりにここを出た後、ずっと近くにいたらしい。

　用があるにしても彼かの女じよにしてはおどおどした物言いだし、声にも張りがない様子だ。

　まるで針の筵むしろに苛さいなまれているような負い目を、ドアの向こうから感じる。

「──あの金のメス……あれって、あんたの呪いを解くのに必要だったんじゃないの？」

　いつ気づいたのかはわからないが、余計な事ばかりに勘かんのいい娘むすめだ。気がつかなくてもいい事に気づいた挙げ句、どうやらアレを使うようにけしかけた身として責任まで感じているらしい。

「も、もちろん予備くらいあるわよね……？　べつに、この世に一本ってわけじゃ……」

「残念ながら、正しよう真しん正しよう銘めいこの世に一本だけだ。下手すりゃ、二度と手に入らないかもな」

　本心を誤ご魔ま化かすように、へらへらとお伺うかがいを立ててきたので、はっきり事実を教えてやる。

　ささやかな腹いせのつもりではあったのだが、効果は覿てき面めんだったようだ。

　まるで息が止まったような静せい寂じやくを経て、「そう……」とか細い声が返ってきた。

　……脅おどかすのはここまでだ。アーベントは固く結んでいた唇くちびるを、ふっと緩ゆるめる。

「心配するな……言っただろ、たかがメス一本だと。アレを手にするまでは、俺おれ自じ身しんの力で目的を果たすつもりだったんだ。むしろ、お前さんのおかげで目が覚めたよ」

　これはけして、慰なぐさめているのではない。多少誇こ張ちようはしているが、一応本心だ。

　アーベントの胸の内にはもちろん落らく胆たんもあるが、それ以上に安あん堵どが広がっていた。

　実のところ、あの《葬克刀シユトラフエン・シユナイド》を使う前から考えてはいた……もし、あのメスで救える命を我わが身み可愛かわいさに見捨てた時、自分は今まで通りここにいられるだろうか、と。

　何も知らない生徒たちに、そしてこのじゃじゃ馬うま娘むすめに、その時自分はどんな顔ができるだろう……そんな自問からくる躊躇ためらいがあったのだ。

「──だから、気にするな。お前さんはただ、優ゆう柔じゆう不ふ断だんなダメ師し匠しようのケツを叩たたいただけ……そのおかげで、患かん者じやを救えたんだ。それでいい。こっちはただ、ふりだしに戻もどっただけだ。また、地道にやっていくさ……これまでと同じようにな」

　それが、噓うそ偽いつわりのない今の気持ちだ。本当なら、自分で心の整理をつけるつもりだったが、レイミュのおかげでよりすっきりと、収しゆう拾しゆうをつける事ができた。

　なので、さっさと着き替がえを終えようと、自分の服が入ったロッカーに手をかけるが……

「──一人で勝手に、気持ちよく決着つけないでちょうだい……！　こっちは、ばかでかい借りをつくったみたいで、後味最悪なんだから！」

　ドアの向こうから響ひびく怒ど声せいに、思わず手を止める。

　この娘むすめは他人の心を読む能力でも持っているのかと、そろそろ本気で疑いたくなってきた。

「べつに貸しをした覚えはないんだが？」

「あんたがどう思おうと、こっちがすっきりしないのよ！　アタシ、借りは絶対返す主義だから！　だから……！」

　ここで、レイミュは今一度、息を吸うように一いつ旦たん言葉を止めた。

　そして……

「──だから、アタシがいつか、あんたの呪のろいを解げ術じゆつで治してあげる！」

　窓から差さし込こむ夜明けの朝日と同じくらい澄すみ切きった声で、高らかに宣言した。

「な……」

　これにはアーベントも言葉を失い、ガラにもなく呆ほうける。

　理由はどうあれ、解げ術じゆつを学ぶというのだ。それはつまり、正式な弟で子し入いり宣言である。

「今いま更さら、弟で子しにしないなんて言わせないわよ？　さっき勢いで師し匠しようって言っちゃったし……あと、ついでにあんたを治してあげるかわりに、借金もチャラにしてもらうからね！」

　──などと、本人はせっせと方便を重ねていくが、ただの照てれ隠かくしだろう。

　顔を真っ赤にしてまくしたてている姿が、ドア越ごしからでも見えるようだった。
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「借金、ね……いいのかい、そんなもんと引ひき換かえにして。俺おれが解げ術じゆつを学んでから、三十年ほど掛かかっても手に負えない呪のろいだ。たかが二千万じゃ、割に合わないと思うがね」

「三十年……て、ちょっと待って！　あんた、そのナリでいったいいくつなのよ!?」

「さあな……ま、いくつにせよ本物の神サマに比べれば、俺おれなんてまだマシなもんさ」

　神には年ねん齢れいという概がい念ねんがない。フリーティアなどはあのナリで、創世以前から数千数万の時を生きているのだ。そもそも、あれが本当の姿なのかさえ定さだかでない。

　神の因子の影えい響きようか、アーベントは二十代半ば以降ぴたりと肉体の老化が止まっていた。

　人格面の成長も乏とぼしくなり、経験は重ねても精神そのものは、当時からさほど変わらない。おかげで、いつしか時の経過や生きているという実感まで薄うすれ、どれだけの人間と出会ってもけして彼かれらとは交われない、意識的な乖かい離りが常に付きまとっていた。

　……だが、今は少し違ちがう。

「とにかく、一度言ったからには二言はないわ！　だいたいあんた、方法を見つけたからって、自分で自分を解げ術じゆつできるわけないでしょ！　元の体に戻もどりたきゃ、せいぜい誠心誠意、やさしく丁てい寧ねいにアタシを指導するコトね！」

　声にはもう当初の陰かげりは、微み塵じんもなかった。

　あるのは、新たな目標に向けて漲みなぎる活力……いや、それすら糧かての一つとして、アーベントをも出だし抜ぬいてやろうという野心だった。

　小気味の良いい啖たん呵か。それに、言われてみれば頷うなずく他ない正論に、言葉を失う。

　……確かに、対処法を確立したとて、アーベント自身が施せ術じゆつするのは現実的ではない。

　目的達成に逸はやるあまり、そんな事も気づかなかった自分に失しつ笑しようすると同時に、自分に代わって解げ術じゆつを遂すい行こうする術師を育ててみるのも面おも白しろいかもしれない、と俄にわかに期待が募つのる。

「フン、なんて言い草だ。お前さんにはまず、礼れい儀ぎってもんを教えこまないといかんな……」

　──ゆえに、言葉では憎にくまれ口ぐちを叩たたくものの、アーベントは笑っていた。

　一人であったなら高笑いしたいくらい晴れやかな気分を、いつもの不敵な薄うすら笑わらいに押おし込こめ、声を殺して笑った。

　何十年ぶりかもわからない、愉ゆ快かいな気持ちでいっぱいだった……
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　──邪じや神しんの石の無力化からほどなくして、一人目の石化患かん者じやの術じゆつ式しきは自然と消しよう滅めつし、ヘリオスの治ち療りようによって無事に症しよう状じようは回復。それをもって、一連の事件は終息を迎むかえた。

　それから、数日後。平日の昼過ぎ、講義もなく研究室に一人こもっていたアーベントを、もう二度と会う事はないと思っていた人物がふらりと訪ねてきた……

「──ヘリオスに、しつこいくらい謝あやまられちゃったわ。彼かれ、ものすごく後こう悔かいしてた……こっちが、申し訳ないくらいだったわ。結局、悪いのは全部、私なのにね……」

　それとなく連れ出された本ほん棟とうの中庭で、グレイスは慎つつましやかに、その後の経過を報告した。

　術後検査のため記念病院に入院していた彼かの女じよは今朝、退院したらしい。

　後を追ってさっさと病院へ戻もどっていったヘリオスが主治医となり、彼かの女じよが意識を取とり戻もどすや、たっぷり例の懺ざん悔げを聞かせたそうだ。

　そう話すグレイスは、まだ少し顔色はすぐれないものの、かの邪じや神しんの支配を吹ふっ切きった、本来の彼かの女じよらしい柔にゆう和わな笑えみを浮うかべていた。

　──だが、それで万ばん々ばん歳ざいという話ではない。

「全部、ハイフラグメントが悪かったなんて言うつもりはないわ。今回の事件は紛まぎれもなく、アレに手を出した私の心の弱さが原因。嫉しつ妬と、不満、憎にくしみ……私は自分の力でそれを乗のり越こえることを怠おこたり、あまつさえ生徒たちにまで手をかけてしまった。今なら認めることができる……私は貴方あなたたちだけじゃなく、生徒にまで嫉しつ妬としていたのよ」

　──最初の被ひ害がい者しやはあくまで口くち封ふうじに過ぎなかったが、チェルシーは違ちがった。

　チェルシーが病びよう床しように臥ふせった時から、看病を装よそおって彼かの女じよを監かん視ししていたグレイスは、あの時もそうして彼かの女じよの部屋にいた。

　やがて、微睡まどろみ始はじめたチェルシーを寝ねかしつけている最中、彼かの女じよは夢うつつの眼まな差ざしを向けて、寝ね言ごとのような曖あい昧まいな声でこうこぼしたそうだ。

『──私の魔ま力りよくが、グレイス先生に……どうして……？』

　その時のチェルシーは発熱と倦けん怠たい感かんで、意識が朦もう朧ろうとしていた。それが余計な感覚を遮しや断だんし、彼かの女じよの中に眠ねむる才を一いつ瞬しゆんだが呼び覚ましたらしい。

　魔ま術じゆつを介かいさない、魔ま力りよくの可視化……それは、どんな魔ま術じゆつ師しも成しえない〝異能〟であった。

　実際にそうだったのかは、今はもう確かく認にんのしようがないが、その片へん鱗りんを覗のぞかせるだけの素質が、チェルシーにあったのは明白だろう。

　グレイスもそれに気づき、我を失って彼かの女じよを石化させると、慌あわててその場を立ち去った。

　その後、自らの異変に気付いたチェルシーだが、思考は依い然ぜん混こん濁だくしたままだったであろう。

　恐きよう怖ふすら抑よく制せいされ、ただ習慣のように、或あるいは今まさに自分を救おうとする者たちの姿を幻げん視ししたのかもしれない。彼かの女じよは狼狽うろたえず、その心強さに身を委ねながら、瞼まぶたを閉じた……話を聞いているうち、アーベントはそんな場面を想像していた。

　よくがんばった……そう労ねぎらい、慈いつくしむように目を閉じる。

「──貴方あなたの、お弟で子しさんにしてもそう……解げ術じゆつの妨ぼう害がいなんて、どうでもよかった。あの時の私はただ、自分より優すぐれた才能を見るのが鬱うつ陶とうしくて、消し去りたいだけだったのよ」

「……気持ちはわからなくもないが、その才能を自分の指導で伸のばしてみるのも、案外悪くないもんだ。アンタなら、とっくに知っていたはずなんだがな……」

　でなければ、生まれ持った資質と権けん威いを絶対視するこの魔ま術じゆつ界かいで、誰だれからも慕したわれる講師になどなれないはずだ。それこそが、グレイス＝マレッグの才だったのかもしれない。

　……彼かの女じよ自じ身しんがそれに気づけなかった事こそ、この事件の発ほつ端たんなのだろう。

　グレイスもそれに思い至ったように、ゆっくり項うな垂だれる。

「そう、ね……でも私はもう二度と、魔ま術じゆつ師しどころか、講師を名乗る資格すらないわ」

　口調は穏おだやかだが、後こう悔かいと自責の念に苛さいなまれている事は、容易に想像できた。

　だが、もうやり直しはきかない……グレイスは既すでに、この学校の講師ではないからだ。

　入院して間もなく、諸事情による依い願がん退職という形で、彼かの女じよの籍せきは抹まつ消しようされていた。

　その理由は生徒はもちろん、教職員さえ知らされていない。

　この事件そのものが政庁によって情報統制され、真相はうやむやのまま闇やみに葬ほうむられる事が決定していた。この国を牛ぎゆう耳じる、神の意思のもとに……

　そのため、グレイスは人目を避さけて、この時間帯に訪ねてきたのだ。

　本当なら、生徒に直接詫わびたいと思っているだろうが、今の彼かの女じよにその自由はない。

　だからせめてと、グレイスはアーベントを訪ねたのである。

　自分を追おい詰つめ、そして正してくれた人物の前で、自分なりの決着をつけるために……

「──付き合ってくれて、ありがとう。最後に、貴方あなたと話せてよかったわ……」

　結果として、それは彼かの女じよにとって苦いものになったのかもしれない。

　失意を覗のぞかせる暗い瞳ひとみに懸けん命めいな笑えみ色いろを浮うかべたのを最後に、グレイスは身を翻ひるがえす。

　この後、彼かの女じよの身み柄がらは政庁の管理下に入り、その命運は神の手に委ねられる。

　──おそらく、これが今生の別れとなるだろう。

「マレッグ先生……」

　だから、アーベントも未練は残すまいと、声を掛かけて彼かの女じよの歩みを止めた。

「──あの術じゆつ式しきはよくできていた、あんなに手を焼かされたのは久しぶりだ。テンブリーの書は本来、その辺の魔ま術じゆつ師しが解読するだけでも何十年と掛かかる代しろ物もの。それをたかだか二十代で物にし、自分の術じゆつ式しきとして完成させたんだ……凡ぼん庸ような術師ができるコトじゃねぇよ」

　よそよそしく視線をそらし、ぶっきらぼうに告げる。

　これは慰なぐさめではなく、去りゆく者へのアーベントなりのはなむけの言葉だった。

　一線を越こえてしまったものの、グレイスが必死に己おのれの境きよう遇ぐうと戦い、努力し続けた事は紛まぎれもない事実……かの大だい魔ま術じゆつは、その結けつ晶しようなのだ。

　ゆえに、それを編み出した事だけは、一人の魔ま術じゆつ師しとして賞賛されるべき事であり、見る目のない重じゆう鎮ちんたちが認めないなら、せめて自分が……そういう想おもいから出た言葉だった。

　もっとも、素す直なおに口に出すのも憚はばかられ、言葉を選んだ結果、ずいぶん上から目線の不ぶ躾しつけな物言いになってしまった。普ふ通つうなら、けしてその真意は伝わるまい。

「……ありがとう」

　そこは、この不器用なひねくれ者との付き合いが長いグレイスだ。

　彼かの女じよは、アーベントの本音と葛かつ藤とうまで見み透すかしたように、優やさしく微笑ほほえんだ。

　そのままグレイスは思案するように一いつ拍ぱく置き、アーベントの瞳ひとみを真まっ直すぐに見つめる。

「──先生、最後にちょっとだけお節せつ介かいしていいかしら？」

「なんだ……？」

「これからはもう少し、生徒たちの前で素す直なおになってみてはいかが？　あの日、貴方あなたはいつだって私の犯行を明らかにできた。生徒たちの前でそれをしなかったのは、彼かれらを悲しませたくなかったから……貴方あなたは自分で思ってるより、生徒想おもいのいい先生みたいね」

　──彼かの女じよの言う通りなのかどうかは、アーベント自身わからなかった。

　仮にそうだとしても、素す直なおに認めるのは癪しやくだ。

「さて、な……アンタやアイツらがどう思おうと、俺おれは俺おれらしくふるまうだけだ」

　だから、ふてぶてしい笑えみを浮うかべ、はぐらかす。

　その反応を予想していたのだろう。グレイスも仄ほのかに笑えみ、それを本当の別れの挨あい拶さつとして、彼かの女じよは政庁からの遣つかい──監かん視し役やくたちと共に学園を去る。

　その余よ韻いんに浸ひたるように、しばらくぼーっと佇たたずんでいたアーベントだが、そこへいつものメイド天使が、厳おごそかに姿を現した。

「アーベント様、フリーティア様がお呼びです」

　──このタイミングで声が掛かかるのは察しがついていたし、ちょうどよかった。

　アーベントは、お隣となりの政庁へと向かうべく足を踏ふみ出だした。







「──神かみ憑つきだった女のことなら、心配はいらんぞ。彼奴きやつらにヒトのルールは適用されない。しばらくは、自分を見つめ直す時間を与あたえるといったところかの。罪を重々に自覚している者には、そちらの方がかえってこたえるものじゃ」

　相変わらずベッドにふんぞり返ったままフリーティアは、アーベントの顔を見るなりわけ知り顔でつらつらとそう述べた。

「もちろん、時が来ればこの街を去ってもらうが、悪いようにはせん。神かみ憑つきであったとはいえ、おぬしを苦しめるほどの術じゆつ式しきを編み出した使い手じゃ。有能な魔ま術じゆつ教師を欲ほしがるところはいくらでもある……せいぜい、良いい〝隠かくれ家が〟を見み繕つくろってやるつもりじゃ」

「……そうかい」

　これが、アーベントが聞きたい事ドンピシャだったゆえに、本人としては面おも白しろくない。

　しかも、心中を見み透すかしたように、ドヤァと得意げな笑えみを浮うかべる幼女の顔に一層腹が立ってくる。

　グレイスに対する思いのほか温情のある裁定に本来なら安あん堵どすべきだが、アーベントはそこに自身に対する神のあてつけのような意図を感じ取り、素す直なおに喜べなかった。

　用が済んだ以上、この不ふ愉ゆ快かいなツラを見ている理由はなく、足を出入り口に向ける。

「──しかし、まさかおぬしが自分の身を擲なげうって、神の力どころか《葬克刀シユトラフエン・シユナイド》まで他人のために使うとはのぉ……これはずいぶんな計算違いじゃった」

　が、背中に投げかけられたいかにも一物孕はらんだ声に、踏ふみ出だしかけた足を止める。

　振ふり向むくと、フリーティアはにったりと笑えんでいた。

　いつもの、小ばかにした嘲ちよう笑しようではない……どす黒い悪意が透すけて見える、薄うすら笑わらいだった。

「実を言えばの……あの《葬克刀シユトラフエン・シユナイド》に、おぬしが言うところの〝呪のろい〟を消し去る力などないのじゃよ。少なくとも、ヒトの身では何百年掛かかっても引き出せるものではあるまいて」

「な、に……？」

　邪じや悪あくな笑えみから紡つむぎだされる言葉に、アーベントは表情を凍こおらせる。

　今いま更さら、この神のいかなる言葉にも心乱される気などなかったが、こればかりは別だった。

「わしはな、おぬしに期待しておったのじゃよ。自分の目的を優先して、あれを抱かかえたまま誰だれかを見殺しにでもすれば、その業ごうを糧かてにゆくゆくは甘あまったるいヒトの性さがを捨て、少しは神らしくなってくれんものか、とな。ところが、おぬしはあの剣つるぎを他人に使ったばかりか、この一件でますます人間臭くさくなりおった……まったく、少しは親の心を酌くんだらどうじゃ」

　そう言って、わざとらしく落らく胆たんのため息を吐はき落おとすフリーティア。

　その時にはもう、アーベントの表情に驚きよう愕がくの色はなかった。

　──あるのは、以前逆げき鱗りんに触ふれられた時にも勝まさる、燃もえ盛さかる憤ふん怒ぬの形相……

　それを体現するようにアーベントの瞳ひとみは、人を外れた深しん紅くの色に染まっていた。

「クソ、ババァ……ッ！」

　怒いかりに震ふるえた唇くちびるを上下させ、身の内にふつふつと湧わき上あがる怨えん嗟さを、その一言に込こめた。

　あの黄金のメスに振ふり回まわされたのは、アーベントだけではない。アレを失った事に責任を感じ、己おのれの人生を投じて償つぐなおうと心に決めた娘むすめまでいるのだ。

　自分だけでなく、彼かの女じよまでフリーティアの手の平の上で弄もてあそばれていた……

　怒いかりと無念が黒く淀よどんだ濁だく流りゆうとなって、胸の内で荒あれ狂くるうようだった。

　それすら肥やしとするように、フリーティアの醜しゆう悪あくな笑えみは、より深まる。

「お母さま、とくらい呼べんのか。かわいいかわいい、ルヴェルぼうや……」

「──その名で呼ぶんじゃねぇッつッてんだろうがッ……!!」

　押おし殺ころしていた憎ぞう悪おの火は、その禁句を引き金に怒ど号ごうとなって爆はぜた。

　それでも、フリーティアは涼すずしい顔を崩くずさない。にやにやと、我わが子をからかい続ける。

　──これだ。この世でもっとも憎にくみ、一刻も早く排はい除じよしたい、呪じゆ縛ばくの根源……

　この邪じや神しんと同じ血……それこそが、アーベントが抹まつ殺さつしたい〝呪のろい〟の正体だった。

「ま、そう怒おこるな。おぬしも承知の上じゃろう。わしの望みはあくまで、おぬしが神になることじゃ……が、強制はしない。わしはただ、選せん択たく肢しを与あたえるだけじゃ。今回も、そうしたまでよ。事実、おぬしは己おのれの意思で、ヒトであることを選んだ」

　丸まるめ込こむように穏おだやかに語かたり掛かける声に、アーベントは睨にらみをもって返す。

「のう、ルヴェル。神になっても、ヒトの真似まね事ごとはできる。ご覧の通りな……それでは不服か？　ヒトは弱い。己おのれの力のみを頼たよりにしていたおぬしが、いつの間にか《葬克刀シユトラフエン・シユナイド》に自身の命運を委ねようとしていたように……身も心も脆ぜい弱じやくになり果てるくらいなら、いっそわしより強大な神となってみせた方が、おぬしの気も晴れるのではないか？」

「……ほざけ」

　──確かに、単に母が憎にくいというだけなら、そうした方がさぞ愉ゆ快かいだろう。

　だが、憎にくしみの対象が造ったこの世界に縛しばられながら育まれた憎ぞう悪おは、もはやフリーティア個人に向けるには留とどまらないほど、深く、大きく、止とめ処どないものとなっていた。

　──それが、ほかならぬ自分自身にも向けられるほどに。

「べつに人間になりたいんじゃねぇ……俺おれは、生まれたその瞬しゆん間かんから散々弄もてあそんでくれたテメェが、大だい嫌きらいなんだよ。神そのものも、テメェらが造ったこの世界も。そして、俺おれの人生をめちゃくちゃにしてくれた、忌いま々いましい血が流れるこの体が……！」

　──グレイスやヘリオスが言うほど、アーベントは自由ではない。

　生まれたその瞬しゆん間かんからずっと、彼かれの人生はこの邪じや神しんの手の中にあったのだ。

「──俺おれはソイツを消し去れれば、それで構わない。人間でも何でもなってやるよ……！」

「わしが授さずけた解げ術じゆつや魔ま道どう具ぐを使って、か？」

「頼たのんだ覚えはないが、貰もらった以上、使える物は使うさ……そして、この解げ術じゆつはもうアンタのモンじゃない、俺おれの技わざだ。俺たちの手でいつかコイツを完全な形にした時こそ、俺おれはテメェから与あたえられた全てを捨てる……テメェがつけた、このいけ好かない名も含ふくめてな！」

　グレイスの一件を経て新たにした、頑かたくなな意思……いや、神への宣戦布告を突つきつける。

　しかし、フリーティアは呆あきれ半分にくつくつと笑った。

「親から散々物を貰もらっておいて、用が済んだら捨てるときたか……そういうのをな、世間一いつ般ぱんにはロクデナシのドラ息子むすこというんじゃぞ？」

「うるせぇよ、テメェを親だなんて思ったコトは一度もないんでな」

「やれやれ、つくづく親不孝なヤツじゃわい」

　と口では言うが、悪態すら心地ここちいいとばかりに、フリーティアの笑えみは絶えない。

　それは間もなくして、冷たさを伴ともなう挑ちよう発はつ的てきな微び笑しようへと変わった。

「……ま、本気で目的を叶かなえる気があるのなら、その手を使うのは極力控ひかえるのじゃな。また、少し紋もん様ようが広がったじゃろ？　〝ひとつまみ〟とはいえ奇き跡せきは奇き跡せき……その力を使えば、徐じよ々じよに、しかし確実におぬしは神に近づく。重々承知していたはずよな？」

　……フリーティアの指し摘てきは事実だった。

　チェルシーの施せ術じゆつ開始までは、両の手首を少し越こえる程度だった紋もん様ようが、両りよう腕うでの前ぜん腕わん半ばにまで進行していたのだ。グレイスの施せ術じゆつ後ご、術衣を脱ぬいだ時には既すでにこの有あり様さまだった。

　今回も含ふくめ、奇き跡せきを使ったのは四回……最初の二回では左右ともに手の平に浮うかんでいた程度だったが、次には一気に手全体を蝕むしばんでいた。これを使うたびに、アーベントの神の因子は強くなり、紋もん様ようの範はん囲いも広がっていくのだ。

　即すなわち、神の手を使うという事は、自身の首を絞しめるも同然の行こう為いである……が、あれを使わなければ、確実にチェルシーは救えなかっただろう。

「今回の決断に後こう悔かいはない。むしろ、そのおかげで、俺おれはこうしてまだ〝人間〟でいられるんだ……どれだけ体が神に近づこうと、この一線だけは二度と跨またがない」

　それが、この一連の事件を通して新たにした、アーベントの覚かく悟ごであった。

「やれやれ、わかっておらんな……ルヴェルよ」

　だが、それを窘たしなめながら、フリーティアの纏まとう空気が冷えきったように一変する。

「《神紋デイオ・ステイグマ》と呼ばれるその紋もん様よう……これが何なのか、実はわしらもよくわかっておらん。が、一人の神がこんな話をしとった。『神が力を振ふるう事は、そのたびに宇宙の理ことわりを塗ぬり替かえる最大級の罪……この紋もんは、神よりさらに上位の意思から与あたえられた〝罪の証あかし〟かもしれない』と。実際、それを証明するように、〝この箱庭〟を創る過程で紋もんは爆ばく発はつ的てきに広がりおった」

　そう語る彼かの女じよの顔は、自分を……いや、自分を含ふくむ全ての神々を嘲あざけり、同時に憂うれえるようなもの寂さびし気げな笑えみを浮うかべていた。

　しかし、それはすぐに消え、遊びのない真しん剣けんな眼まな差ざしがアーベントを見み据すえる。

「よいか、ルヴェル。おぬしがどれだけヒトであろうとしても、どれだけ尊い願いのもとに力を使ったとしても、その〝罪〟はいずれおぬしの全てを吞のみ込こむ……努ゆめ々ゆめ忘れぬことじゃ」

　気が付くと、彼かれはそれに釘くぎ付づけになっていた。

　これまで、身近にいてもたいして感じなかった、魔ま力りよくとは似て非なる異質な力……それをフリーティアからはっきり感じると共に、彼かの女じよの体にそれは浮うき上あがっていた。

「──でないと、あっという間にこうなってしまうぞ？」

　……アーベントの両手に刻まれた、神の証あかしたる紋もん。

　彼かの女じよの身には、それが一つ一つの像を判別できないほど大量に幾いく重えにも、しかも頭の先から足のつま先に至るまで、びっしりと刻まれていた。

　それは、先の解げ術じゆつで彼かれが見せた物よりさらに力強く輝かがやき、服の上からでもはっきり浮うかび上あがった、グロテスクなオブジェ同然の不気味な容よう貌ぼうを露あらわにしている。

　そして、普ふ段だんの蒼あおから先ほどのアーベントと同じ本来の紅あかへと変わった瞳ひとみを妖あやしく輝かがやかせた彼かの女じよは、もはや人からかけ離はなれた正しよう真しん正しよう銘めいの異形と化していた。

　自分の中の神の血が、人間のそれを全て塗ぬりつぶした先にある形。

　フリーティアが己おのが身をもって示したそれに、アーベントは何も言葉が出てこなかった……







　──政庁を後にした頃ころには、時は既すでに夕刻。

　神の創り出した太陽が、神の創りし大地を、人々を紅あかく染めあげている。

　あの、神の瞳ひとみと同じ色に……

　それは、世界からはみ出そうとばかりに、全身を黒ずくめに包んだ男も例外ではなかった。

　その全て……自分すら恨うらめしく思えるこの街の光景を、アーベントはもっとも嫌きらっていた。

　特に、今の気分は最悪だ。ようやく見えたゴールは実は幻まぼろしで、その一連の経けい緯いが全てかの神の手の平の上……しかも、あてつけとばかりに、己おのれに待つ最悪の終着点まで見せつけられた。

　アーベントの胸の内には、吐はき出だす術すべもない苛いら立だちと焦あせりばかりが募つのり、すれ違ちがう人も咄とつ嗟さに距きよ離りを置くほどの鬱うつ屈くつとした空気を身に纏まといながら、神しん学がつ校こうへの帰路につく。

「あ、先生！　やっとお帰りですか～？」

　そうして校舎の前までやってくると、待ち構えていたかのようにメルヒアと遭そう遇ぐうした。

「……何している、こんな所で」

　これには思わず、きょとんと拍ひよう子しの抜ぬけた顔が出てしまう。

　今はもう日が落ちかけ、ほとんどの生徒は寮りように戻もどっている時間だ。

　思わぬタイミングに思わぬ場所で、思わぬ人物の顔を見たものだから、それまで張はり詰つめていたものがどこかへ飛んで行ってしまったようだった。

　メルヒアはやけに上じよう機き嫌げんな足取りで、歩み寄ってくる。ますます解げせない。

「犯人は無事政庁に送られ、フリーティアさまにも報告は済ませたんですよね～？　だったら、これで正しよう真しん正しよう銘めい事件は終わり！　約束を果たしてもらいますよ～？」

「約束だ……？」

　言いかけて思い出した。おそらく、いつぞやの〝ご褒ほう美び〟の一件だろう。

「そういえばそんなコト言ってたな……律りち儀ぎに全部片付くまで待ってるとは意外だな」

「こういうのは胸のつかえが取れてからじゃないと、後味悪いですからね～」

「とか言って、単に忘れてただけだろ……ま、どうでもいいが。あいにく、俺おれは今すこぶる機き嫌げんが悪い。金はやるから好きに発散しとけ」

「えっ、マジですか～？　やほほ～い！」

　今は誰だれかと暢のん気きに話したい気分ではない。この煩わずらわしさから脱だつして早く自分だけの空間に逃にげ込こもうと、アーベントは投げやりに財さい布ふごと渡わたして去ろうとするが……

「──そんなコトしたら、夜が更ふけるまでにすっからかんにされるわよ？」

　メルヒアが嬉き々きとして手を伸のばすのを遮さえぎる形で、レイミュが姿を現した。

　まるで、近くに隠かくれて見計らっていたかのような、絶ぜつ妙みようなタイミングである。

「どうせ発散するなら、みんなでぱーっといかない？　この子たちも一いつ緒しよにね」

　彼かの女じよの出現にアーベントが面食らっていると、さらにその背後から現れた人物たちに意表を突つかれる。エータにルビー、それにチェルシー……解げ術じゆつ教室の面々が勢ぞろいである。

「……お前ら、みんなで俺おれを待っていたのか？　なんでまた……」

「なんでって、リンカーが全快した祝いをしてくれるって、姐ねえさんから聞いたけど？」

「先生も粋いきなコト考えてくれるよねー」

　……そういう事か。本人に覚えのない虚きよ言げんをすっかり真に受けている生徒たちの言葉を受け、アーベントはすぐさまその首しゆ謀ぼう者しやへと視線を向けた。

「いいじゃない。みんな頑がん張ばったんだし、ご褒ほう美びをあげたってバチは当たらないわよ？」

　当の本人は、気を利きかせたとばかりに良いい笑え顔がおでそんな事をほざくものだから、文句の一つも言いたくなる……が、レイミュの顔を見ているうち、そんな気は失うせた。

　彼かの女じよの事だ。解げ術じゆつ師しになるという決意は、なにも責任感だけに基もとづくものではあるまい。

　が、真実を言っても、あの日の気持ちに水を差し、気まずくなるだけ。少なくとも今は、あまり近くにはいたくなかった。せめて、自分自身の心に整理がつくまで……

「あの、先生……」

　そう思っていると、この中で唯ゆい一いつ遠えん慮りよがちに憂うれいを纏まとったチェルシーに気づく。

　気を遣つかっているわけではなさそうだ。むしろ、何かを言いあぐねているといった様子でもじもじしていると、やがて思い立ったように彼かの女じよは顔を上げた。

「今回は、ご迷めい惑わくをおかけしました……そして、助けていただいてありがとうございます！」

　……まるで一世一代の大告白とばかりに、大おお仰ぎようにくの字に体を曲げて頭を下げるチェルシーに、アーベントはもちろん、周りの者たちもぽかんと固まっていた。

　卑ひ屈くつなのか大だい胆たんなのかわからないその思い切った行動に、疲つかれていたアーベントも思わず顔を緩ゆるませる。

　──助けた患かん者じやから、これほど小気味の良いい礼を言われたのは、何年ぶりだろう。

　自分がこの娘むすめを救ったのだという実感が、今になって胸の内に染しみ渡わたるようだった。

　長らく縁えんのなかったこのくすぐったい感かん慨がいに、思わず顔が綻ほころびそうになる。

「……先生？」

　が、当の本人にすぐそこから顔を覗のぞかれているのだから、照れくさくてかなわない。

　アーベントは本心を取とり繕つくろうように、ただちにいつもの涼すずしい薄うす笑えみを張りつける。

「──いや。こっちもお前さんには助けられた……やはり、患かん者じやは寝ね相ぞうがいいのに限る」

　冗じよう談だん交まじりにそう言ってやると、当の本人は不思議そうに首を傾かしげた。

　……朦もう朧ろうとした意識の中での行動だ。あの時誰だれに襲おそわれたのかも含ふくめて、チェルシーは事件の事をほとんど覚えていないらしい。

　ここ数日、彼かの女じよは大事をとって寮りようで静養していたため、実は解げ術じゆつ後ごにちゃんと言葉を交かわすのは、この日が初めてだった。

　生徒たちは、あの事件の犯人が捕つかまったという事以外は何も知らない……それでいい。

　気づけば、さっきまで抱かかえていた重苦しい憂ゆう鬱うつが消えていた。

　チェルシーやレイミュたちの顔を見ているうち、一人だけ気を重くしているのがバカらしくなったのか、しばらく遠ざかっていた解げ術じゆつ教室の気安い空気に和なごんでいるのか……

　いずれにせよ、ずいぶんと心が軽くなった。

「あの、それで……せめてものお礼に、お金は私が……」

「子供がそんなに気を遣つかうもんじゃない。いいさ、確かにお前らは今回よくやってくれたし、今はなんでもいいからむしゃくしゃを晴らしたい気分だ……みんな好きに食っていいぞ」

　そう言ってやると、メルヒアと生徒二人から歓かん声せいが上がる。

　けしかけてはみたものの、アーベントがこれほど太っ腹とは思わなかったとばかりに、チェルシーと共に意外そうに呆ほうけるレイミュ。

　そんな彼かの女じよらに、アーベントはふっと微笑ほほえみかける。

「ささやかな礼だ、遠えん慮りよするな」

　──神の企たくらみに踊おどらされ、すっかり硬こう直ちよくした自分を救ってくれた事への……

　その本心は打ち明けず、一足先に身を翻ひるがえすアーベント。

　後を追う弟で子したちと共に、黒衣の男は街の向こうまで広がる深しん紅くの陽光と濃のう紺こんの空の狭はざ間まへと歩んでいった。




　──夕ゆう闇やみより来きたりて、人の魂たましいを蝕むしばむ闇やみを断たつ、黒の解げ術じゆつ師し《ダークコレクター》。

　憎にくしみと信念のまま冷れい酷こくに、狂きよう信しん的てきにメスを振ふるうその男は、長い時間を孤こ独どくに生きてきた。

　そうして、また一つ呪のろいを消し去り、再び夕ゆう闇やみに還かえっていく彼かれの傍かたわらには、いつしか無数の笑え顔がおが寄より添そっていた……
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　あとがき







　本作をお楽しみいただいた皆みな様さま。また、これからお楽しみいただく皆みな様さま。

　はじめまして、川かわ石いし折おり夫おです。

　ぱっと見、読み方に困る名前ですが、『オリオ』と覚えておけば簡単です。

　本作の受賞を賭かけた、『第25回電でん撃げき大たい賞しよう』の読者投票から早11カ月……

　受賞は逃のがしたものの、その後担当さんにお声を掛かけていただいたおかげで、前回の反省点を重々に踏ふまえ、生まれ変わった本作を皆みな様さまの手にお届けできた事を嬉うれしく思います。

　基本は大おお雑ざつ把ぱなくせして変なところで神経が細いために、些さ細さいな事を散々気にする自分に真しん摯しに付き合い、共に作品作りに全力を注いでくれた担当の山やま口ぐちさん。

　特に、修しゆ羅ら場ばに突とつ入にゆうするタイミングで不意に舞まい降おりた新タイトル考案に際しましては、大量のタイトル案を一いつ緒しよに考えていただき、ありがとうございました。

　煮に詰つまってハイになったテンションで、危あやうく発表されたらマズイ事になる案を採用しかけた時は、すかさずストップを掛かけてくれてなければどうなっていた事か……

　半年以上に及およぶ作業の中で、あれがもっとも難所でしたね。おそらく一生忘れられないトラウ……思い出になるでしょう。本当に、感謝しております。

　あと忘れられないのは、血ち反吐へどはけるくらい熱い指し摘てきの嵐あらしをくださった、校こう閲えつさん。

　数多くの言葉の選せん択たく肢しを与あたえられた事で、本作はよりクオリティアップできたと思います。

　それに、限られた時間の中で細部までこだわりぬいた上質なイラストの数々で、本作の世界を震ふるえるほど美しく彩ってくれたイラストレーターのＨｘｘＧさん。

　先述のタイトル考案の元げん凶きよう……もとい、販はん売ばい上じようの課題を考慮し、貴重な助言をくださった営業担当さん。

　この本を世に出す過程で関わった、すべての方にお礼を申し上げます。

　そして、この本を手に取っていただいた皆みな様さま。誠まことにありがとうございます。

　どこか懐なつかしい香かおりのする、非情だけど優やさしいダークヒーロー・アーベント先生の活かつ躍やくとかっこよさ、外げ道どうっぷりをたっぷり堪たん能のうしていただけたら幸いです。

　それでは、またいつかこうしてご挨あい拶さつする機会が来る事を祈いのりまして、今回はこの辺で……

　お買い上げありがとうございました。
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